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III

質問紙の分析結果

III-1. 現代の気分：「豊かな社会」の快適性 と不透明感

小 林 ポ オ ル

1.現 代生活の一般的な満足感

生 活 満 足 感

まず ，現 在 の 生 活 全 般 に 対す る満 足度(問II-1)

を 図1に 見 る 。「満 足 で あ る」 「や や 満 足 で あ る」

のふ た つ の選 択 肢 で 肯 定 的 に 回 答 した もの の 合 計

は60%以 上 で あ り， 生 活 満 足 度 は 全 年 齢 層 を 通

じて高 い 。 しか も， こ の傾 向 は 年 齢 層 が 高 くな る

ほ ど強 くな り，60歳 台註)に至 って は，ほ ぼ8割 に

達 す る。 これ に 対 し， 否 定 的 反 応 で あ る 「不 満 足

で あ る」「や や不 満 足 で あ る」の合 計 は，全 体 で も

註)本 稿中，20歳 台 と表記 している ものは24歳 以下 ，

30歳 台は25歳 以上34歳 以下，以降同様に表記

し，55歳 以上を60歳 台 と略記 した。

彗

塔

曝

1

薮
羃 ・

図1年 齢層別 の生活満 足感 現在 の生活に対す る

満足 度を 「どち らともいz.な い」を含む5選

択肢で回答 させ た。
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17%に とどまっている。

現在の自分の生活に対す る肯定的反応が，中立

点 を含む5選 択肢 で 回答 させたのにもかかわら

ず，全体として6割 以上を得たことは，ここ数年

の間に行われた他の生活満足度調査と同じく，高

い生活満足を示 していると言xる 。

社会の快適性と科学技術の受入れ

現代社会のもつ快適性を現出するに科学技術が

大ぎな力 を果た してきたことは周知 の事実 であ

る。この，科学技術により快]pfd生 活が実現 した

とい う意見を，科学技術が さまざまなものを機械

で置き換えることにより生活をかえって複雑なも

のにしたという意見と対比させて選択させた(問

II-2B)。 図2を 見 ると，前者を全体では74%の
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科学技術 に対する受 入れ方 現代 生活が科学

技 術によって快適で便利にな った と感 じるか，

それに よ りかえって複雑にな り住みに くくな

った と感 じるかを聞 いた。

回答者が受入れている。年齢層別に見ると，特に

若年層ほど科学技術に対する許容度は高く，20歳

台では科学技術による快適性を認めるものが8割

を越えているo

社 会 の 豊 か さ

つ ぎu” い まの 社 会 に 対 す る印 象(問II-2A)

を 図3に み る。「今 の 社 会 が 豊 か だ とは 思 わ な い」

とい う意 見 は全 体 で も28%と3割 に 満 た な い
。

これ を年 齢 層 別 に み る と，30歳 台 の39%を 最 高

に年 齢 層 が 高 くな るに つ れ こ の比 率 は 減 少 し
，60

歳 台 で は24%に な って い る。社 会 の豊 か さを実

感 し， 生 活 に 満 足 して い る回答 者 の典 型 的 と思わ

訳

r.」
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社会の豊か さ 今の社会 の豊か さを 「将来に

渡 ってさら4L発 展 してい く」か，「こんな豊か

さは続かない」とみ るかを，「今の社会は豊か

ではない」 とい う選択 も許 して回答 させ た。

選択比 率を各選択肢 別V” 年齢 層別に示 す。

20歳 台におげ る傾 向の違いは第3節 で検討

す る。

れ るパタンを，本質問紙調査後に行われた回答者

に対す る面接調査事例から挙げると，以下のよう

である。

公私 にわ た っ て今 の生 活 に は どち らか とい え.

ば満 足 して い る 。今 の社 会 に は 「い ろ ん な 意

味 で さ らに 豊 か な 社 会 に 発 展 して い く」 し，

科 学 技 術 の発 展 で 環 境 汚 染 も克 服 で き る と思

って い る 。調和 が とれ て い れ ば 「人 工 的 で 自

然 と隔 絶 して い て も，便 利 で快 適 な生 活 が 良

い 。」(43歳 ・男 ・既 婚)

「い ろ い ろ な変 動 が あ っ て も長 い 目で 見 れ ば

人 間 の 生活 は 向上 し， さ らに 豊 か な 社 会 に 発

展 して い く。」(36歳 ・男 ・既 婚)

しか し，「今 の社 会 が 豊 か だ とは 思 わ な い 」とい

う回 答 の減 少 分 に 対 応 して ，「今 後 も よ り豊 か な社

会 へ と発 展 して い く」 とい う肯 定 的意 見 が 増 加 し

て い るの か とい う と， そ うで は な い 。「こ ん なに 豊

か な 社 会 は長 くは続 か な い」 とい う回 答 が 増 え て

い る。 つ ま り，社 会 の豊 か さ を感 じる と して も，

それ に は留 保 条 件 が 付 帯 して お り， そ れ ゆ え 将 来

に 否 定 的 な 見 通 しを 持 た ざ るを 得 な い 構 造 の 存 在

を 想 定 す る こ とが 出 来 る。



こ の， 将 来 の 豊 か さを 見 通 し得 な い留 保条 件 と

は 何 だ ろ うか 。 この こ とに つ い て は第3節 で改 め

て 検 討 す る 。そ の 前 に ，次 節 で は そ の 準 備 の た め ，

生 活 上 の さ ま ざ まな 問題 に対 す る回 答 傾 向 を検 討

す る。

2.生 活意識，老後，生命操作にっいての意見

結婚や家庭生活に対す る考え方が年齢に よって

組織的に変化 し，高年齢層ほ ど伝統的価値基準に

沿った回答が多くなるのは，ある意味では自然で

ある。ここでは，それ らに加えて，老後の問題や

科学技術の革新にともな う新 しい医療技術などに

ついて，年齢層 ・男女 ・職業等の属性による考え

方の違いを検討 し，相互の開連の分析を試みる。

2-1.仕 事 ・結 婚 に つ い て

生 活 に お け る仕 事 の 比 重(問II-5)

生 活 の 上 で の仕 事 の 比 重 に つ い て 図4を み る

と，「仕 事 が 大 事 」と答 え た もの の比 率 は 自営 業 で

一 番 多 く3割 近 くを 占 め て い る
。

一 方
，学 生 は この比 率 が最 少 で あ っ て， わ ず か

60に す ぎ な い 。 これ と， 仕 事 観 に つ い て最 も保

守 的傾 向 の強 い 自営 業 と の比 率 の差 は20ポ イ ン

トに も及 んでxaり ， 仕 事 に 対 す る感 覚 の 違 い の 強

さを 示 してい る 。 これ を 年 齢 層 別 に 見 て も， 若年

齢 層 に な るほ ど 「仕 事 が 大 事 」 と回 答す る もの の

1
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4
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図4

靈1

学生 主婦 企業勤務 自営業他

生活における仕事 の比重 仕事 とそれ 以外の

生活について， どち らを どの程 度重視 してい

るかを聞いた。中立 点付 き5選 択肢で回答 さ

せた結果を，仕事 とそれ 以外 の どち らを重視

す るかで3カ テ ゴ リに併合 して示 す。

一 質問紙の分析結果一9

比率は大きく減少 している。

これに対 し，家庭など仕事以外の生活を仕事 よ

り大事にす るものの比率は，どの群でも仕事を大

事にす るものの比率 より多くなっている。しかし，

最大比率を示す学生でも，「仕事以外 の生活が大

事」を選択 した比率は現時点で4割 弱であ り，「等

分に力を注 ぐ」とい う折衷的な回答が最大多数を

占めている。

結 婚 に つ い て(問III-3)

結 婚 す る こ とを無 条 件 で 当然 とと ら え る見 方

は ，現 時 点 です で に全 体 の25%程 度 を 占め る4`

過 ぎ な い 。 これ に 対 し， 図5で 明 らか な よ うVC，

結 婚 の必 要 性 を と くに 認 め な い もの の 比 率 は 女性

に お い て と くに 高 く26%，30歳 台 女性 に 限 れ ば

33%に のぼ っ てい る 。女 性 で は ，結 婚 を 認め るに

男性

女性

し

羅

脳sex2服3B%4脳5脳6町170k8鰍9B%且 躰欧鴻

構成比

図5結 婚 す る こ とに つ いて これ につ い て 「す る

の が 当然 」 「しい てす る必 要 は な い 」 「しな い

と 一 人 前 とみ な され な い 」 「い ろ いろ 考 え る

と した 方 が よい 」 の4選 択 肢 で 回 答 させ た 。

こ こで は ， 後2選 択 肢 を 併 合 し 「した方 が有

利 で あ る」 とい う カテ ゴ リと して扱 い ，学 生

を 除 く社 会 人 に つ い て 男 女 別 に示 す 。

100%

7

ま{60

督5騾

轄ae

30

z

10

e

図6

覊

学生 主婦 企業勤務 自営業他

同棲 につい て これにつ いて 「同棲は よ くな

い」 と，3つ の同棲を認 める意見 の4選 択肢

で 回答 させた。 これを 同棲 を 認 め る/認めな

いの2分 類 に集計 して示す。
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してもその有用性を判断の基準に しているものが

52%と 過半数を占め，社会規範として認めている

ものの2倍 以上に達 している。その代表的な考え

方は，以下の事後面接事例にみられる意見に集約

され るだろう。

な っ て い るQ

このような回答傾向の構造的な違いは，若干現

れかたを変えて老後の問題等に対する回答傾向の

違いにもみ られるQ

「老後などいろいろ考えると結婚は した方が2-2.老 後の問題について

よい と思 う。」(32歳 ・女 。未婚)

こ の こ とは ，現 在 で も半 数 近 くが 伝 統 的 結 婚 観

を 保 持 して い る男性 と好 対 照 を な してい る。 さ ら

に これ を職 業 別 にみ る と， 結 婚 す るのが 当 然 だ と

す る もの は， 自営 業 に 多 く学 生 に 少 な い 。 仕 事 の

比 重 に つ い て も結 婚 に つ い て も， 主 婦 は 学 生 に 次

い で リベ ラル な意 見 を 持 つ 傾 向が 見 え る。

しか し， 同 棲 につ い て そ の 可否 を 問 うと(問

III-2)， それ を否 定 す る意 見 の 比 率 の最 も多 い の

は主 婦 で あ り， そ の比 率 は65%に も上 って い る

(図6)。

結 婚 と子 供(問III-4)

女 性 に 伝 統 的 価 値 観 か らの離 脱 傾 向 の 強 い こ と

は ，結 婚 と子 供 の問 題 で もみ られ る 。図7を み る

と，「結 婚 した ら子 供 を つ く るこ とが 当然 」だ とい

う意 見 を選 択 した もの の比 率 は 男 性 で は48%に

もの ぼ って い るのに 対 し， 女 性 で は そ の 値 が20ポ

イ ン ト近 く も低 くな っ てい る。 こ の男 女 差 を 年 齢

層 別 にみ てみ る と，60歳 台 で は約20ポ イ ン トも

存 在 す る 差 が ， 男 性 の 保 守 的 傾 向 の 低 減 に よ っ

て ，20歳 台 で は4ポ イ ン ト程 度 の 差 で しか な く

親 の 老後(問 皿 一10A>

親 の老 後 につ い て 「ど んな に 大 変 で も同 居 して

面 倒 を み る」 とす る も のを 男 女 別 に み る と，30歳

代 以 上 の年 齢 層 で は 男性 の ほ うが 一 貫 して10ポ

イ ン ト以 上 高 い 。「経 済 的 負担 が 大 き くて も施 設 に

入 って も ら う」 とい う回答 の比 率 に 男 女 差 は な い

か ら， どち ら と も答 え られ ず ，「そ の 他 」を 選 択 し

た 女 性 が 多 い こ とに な る(図8， 図9>。

寝 た き りに な った 人 の世 話 に つ い て(問III-11)

の 回 答 を職 業 別 に み る と(図10)， 「どん な に 大 変
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図z結 婚 と子供の有無について これについて5

選択肢 で 回答 させた。「結婚 して も子供 はつ

くらない」 「子供 はつ くるつ も りだが結 婚 は

しない」「結 婚 も，子供 も必要ではない」は一

括 して 「つ くらない」 として示 す。社会 人の

みの集計。
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図8両 親 のどちらかがひ と りにな ったら そ して，

自分で身 の回 りの世話 が出来 な くなった時 ，

どうす るかを 「どんなに大変 で も同居 して面

倒 をみ る」 「経済的 負担 が大 き くて も施設 に

入って もらう」か ら選択 させた ものを男女別

に示す。社 会人のみの集計。
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図9両 親の どちらかがひ と りにな った ら

同 じデータを職業別 に示す。
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図10寝 た き り老人の世話 「どんなに大変で も

子供 が 世話す るべ き」「収入 の 半分以上 が

税金に取 られ るよ うにな って も， 自治体や

国が行 うべき」か ら選 ばせた。

で も子供が面倒を見るべきだ」という意見を持つ

ものは学生に最も多 く，主婦に最も少ない。この

傾向は前出間III-10Aで も同様である。

同居して親の面倒をみるという場合，現実に世

話をす るのは女性であることがほとんどであるこ

とを考えれば，現実に関与す る度合いが高いほど

単純にあれかこれかの回答をすることが困難にな

る，という事情が想定 され る。またこれとは反対

P” 親の老後の問題に現実性を感 じられない程度

が高いほど，伝統的社会規範を内面化 しただけの

意見が多くなっている。調査後の面接事例をみ る

と，「どんなに大変でも同居 して面倒をみる」を選

択 したものの中には，以下に示す ようにまだそれ

が現実問題とは感 じられないことを前提にして回

答 したものが多い。

両親 の面 倒 は 「現 実 そ うな るか は別 と して」

「同居 して面 倒 を見 る 。」(43歳 。男 。既 婚 〉

「親 が 若 い0)で 実 感 が な い が ，本 来 家 族 が 面 倒

を見 るべ きで は な いか 。」(23歳 。女 ・未 婚 ・

会 社 員)

自分の老後

配偶者に先立たれたあとの自分の老後(問III-

10B)に っいても， 自分ひとりで生きていく願望

は強い。これも親の老後の問題を考えると同様，

子供に面倒を掛けた くないという思いや，具体性

を欠 く規範的回答が特に若年齢層に多いと考えら

れ る。

一 質問紙の分析結果一11

自分 の 老 後 に つ い て は 「で ぎ るだ け一 人 で頑

張 りた い 」 が 具 体 的 に は あ ま り考xた こ とが

な い 。(33歳 ・女 ・未婚)

「年 寄 りに な っ て一 人 暮 ら しに な って も，子 供

に 面 倒 を 掛 け た くな い とは 思 う。」(23歳 ・

女 ・未婚 ・会 社 員)

面 白い こ とに ，20歳 台 の 回 答老 で は 「子 供 と一

緒 に暮 した い」 の選 択 比 率 が40%で あ って ， 他

の ど の年 齢 層 よ りも高 い 。そ して こ の比 率 は 他 の

す べ て の年 齢 層 で の傾 向 とは逆 に ，「一 人 でが ん ば

る」 よ り5ポ イ ン トも高 い。

現 実 に は ，親 の老 後 にせ よ 自分 の それ に せ よ，

以下 の面 接 事 例 に あ らわ れ て い る よ うに ， 経 済 的

条 件 が大 きな 問題 にな るのは 間 違 い な い だ ろ う。

自分 の老 後 は 「施 設 に 入 って も， 子 供 に は 迷

惑 を掛 け た くな い 」。 しか し， 「自分 の 老 後 の

こ とに せ よ， 親 の こ とに せ よ， そ の 時 の親 子

の 経 済状 態 に か な り影 響 され るの で は な い

か 。」(37歳 ・女 ・既 婚)

従 って ， これ らの 問題 が現 実 に な っ た時 の聞 題 意

識 は ， 一般 論 と して の 回答 傾 向 とはか な り様 相 を

異 にす る。

両 親 の世 話 につ い て 「老 人 ホ ー ムな ど否 定 的

に考 え て は い な いが ，(自分 の親 を 入 居 させ る

場 合)本 当に 割 り切 れ るか ど うか と思 う○ 実

隙 こは 葛 藤 が あ る と思 う。現 実 的 に は近 い こ

と」 だ と 思 っ て い る。(38歳 ・男 ・既 婚 〉

「体験 上 家 族 の 負担 は大 変 で家 族 の方 が疲 れ

て しま う。公 共 の 施 設 を た く さん つ くっ てす

こ し税 金 を 高 く して も， そ う した施 設 に入 れ

る しか な い 。」(27歳 ・女 ・未 婚)

ガ ン告 知(問III一 一12A)

現 実 の 問題 と して考 え る と， 単 純 に 回 答 す る こ

とが 出来 な い とい う事 情 は こ こに もみ られ る。 自

分 自身 が ガ ンに な った 時 に は 告 知 して ほ しい とす
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あなたはガンを知 らせ てほ しいか 回答者

自身がガ ンになった時 は知 らせてほ しい と

思 うか，に対す る回答。

図12
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ガンの告知 家族 の一員が ガ ンにな った時，

本人に告 げるか ど うかに対す る回答 の社会

人の男女別集計結果。

翩10k2觴sex4饑50×6d%70XB脳90k且 嬲
構成比

図13末 期 ガン患 者の介護 「どんなに大変で も

家族 で 介護 す るのが よい」「経済 的負担 が

大 ぎ くて も病院 で 最後 まで 治療 して もら

う」「高額 の税 金 を払 うようになって もホ

ス ピスを増 やす のが よい」か ら選択 させた。

社 会人のみの集 計。

最 も少 な い の も主 婦 で あ る。

末 期 患 者 の 介護(問III-12C)

ガ ン末 期 の 介 護 に つ い て も， 男性 は家 族 介護 あ

るい は 病 院 で の 治療 を 選 択す る もの が ほ ぼ半 数 に

達 してい る(図13>。 これ に 対 し， か な りの経 済

的 負 担 を して もホ ス ピス を充 実 させ た い と回答 す

る もの は 女 性 に 多 く，6割 を 占 め る。 こ こで も男

性 の 保 守 的 な理 想 主 義 的傾 向 との違 い を見 せ て い

るo

る もの(問III-12B)は ， 男女4L関 係 な く全 体 と

して6割 以 上 に の ぼ る。 ま た， 職 業 別 に 見 て も一

貫 して5割 以 上が 告 知 を望 ん で い る(図11)。 そ

れ に比 べ て， 家 族 の一 員が ガ ンに な った 場 合 ， 本

人 に そ の こ とを告 知 す る と回 答 した も のは 極 端 に

少 な い(全 体 で13%)。 告 知 に 比 較 的 積 極 的 な 学

生 を除 い て 集計 す る と， それ で も男性 だ け で み れ

ば 「告 知 す る」 と回答 した ものが 約ink存 在 す

るの に 対 し， 女 性 で は そ の 半 分 以 下 に す ぎな い

(図12)。 そ の 分 「場 合 に よる」 と 回 答 した もの

が 多 く， 男性 の， いわ ば 合 理 的 判 断 に 寄 った 回 答

傾 向 との対 照 を見 せ てい る 。以 下 に ， 男 性 回 答 者

の理 由づ け の例 を 示 す 。

自分 に 対 す る ガ ン告 知 は 望 む 。「や る こ とを や

っ て死 を迎 えた い 。」(36歳 。男 ・既 婚)

ま た， 職 業 別 に み た 時 ， 自分 自身 が ガ ンに な っ

た ら 「知 らせ て ほ しい 」 と回 答 した もの の比 率 が

2-3。 新 しい 医療 技 術 につ い て

産 み 分 け(問V-1)

生 命 の 入 為操 作 で あ り，好 ま し くな い とす る も.

の は 全 体 で74%に お よび ， 否 定 的 回 答 が 圧 倒 的
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図14自 分の臓器 を提供す ることについて 回答

者 自身が脳 死状態 にな った時 ，他人に臓器

を 提供 す ることにつ い て，「どち らともい

えない」 を許す選択 肢で回答 させた。
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で あ る。「好 都 合 で あ る」 と評 価 す る も の は1割

にみ たず ， 年 齢 層 に よる 一 定 の 傾 向 はみ られ な

い 。 しか し， 「(科学 技 術 の進 ん だ)今 の時 代 で は

や む を得 な い」 とす る もの は20歳 台 で は15%で

あ るが ，年 齢 層 が 高 くな るに つれ て上 昇 し60歳

台 で は23%と8ポ イ ン ト増 加 して い る。 この分

高年 齢 層 に な るに つ れ 否 定 的 評 価 が 減 少 し て い

る。

自分 の 臓 器 を 提 供 す る こと に つ い て(問V-2)

「他 の人 の 役 に立 つ な らば そ う した い」 と回答

した もの が ， 全 体 の過 半 数 をxて い る。 男女 差

は 見 られ な い が ， 図14を み る と， 若 年 齢 層 ほ ど

この 回 答傾 向 は 強 くな り，20歳 台 ・30歳 台 で は

約6割 に達 して い る。
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心 臓 移 植 に つ い て(問V-3)

回 答 者 自身 の こ と と して で は な く， この こ との

一 般 的 な 可 否 に つ い て 問 うた
。「そ れ で命 が 救わ れ

るな ら， 取 り替 え た ら よい」 とす る もの は， 全 体

で65%に 達 す る。前 間 と同 じ く若 年 齢 層 ほ ど こ

の 技 術 を肯 定 して お り， そ の傾 向は さ らに 強 い
。

20歳 台 ・30歳 台 で の肯 定 率 は7割 以 上 に もな っ

て お り，60歳 台に 比 べ30ポ イ ン ト近 く も上 昇 し

て い る(図15)。

高 年 齢 層 に な るほ ど拒 否 的 反 応 が 増 加 す るが ，

「時 代 の 流 れ だ か らやむ を得 な い」とす る消極 的 反

学生 主婦 企業勤務 自営業他

図16自 分の臓器を提 供することについて 他人

に臓器 を提供 する ことについて，職業 別集

計。
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図17心 臓移植について この ことの可否につい

て，職業別集計。

応 の選 択 率 も，tz%か ら24%

る 。

へ と倍 増 して い
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図15心 臓移植につ いて この ことの可否につい

て，「それで命が救われ るのな らよい」(肯

定)「 望 まし くないが，時代 の 流 れだか ら

やむを得ない」「そ こまで人為的 に 手 を 加

え るべきでない」(否 定)の3選 択 肢か ら

選 ばせ た。

また ， 職 業 別 に み る と， 自分 が脳 死状 態 に な っ

た 時 の 臓 器 移 植 に つ い て も，心 臓 移植 に つ い て も

肯 定 的 回 答 が 最 も少 な い の が主 婦 で あ る(図16，

図17)。

老 後 や医 療 技 術 の問 題 な どは 多 くの場 合 ， 回 答

者 に実 感 を も っ て回 答 で き る よ うな状 況 が な く，

一 般 的 な イ メ ー ジ しか な い か ら紋 切 型 の 回答 に な

り易 い 。今 回 の調 査 で は これ を 少 しで も防 ぐた め ，

バ リア ー付 き(ど ん な に 負担 が 高 く と も等)の 選

択 肢 に した のだ が ， 現 状 で は ， 多 くの回 答 者 に は

この よ うな問 題 が 余 りに 現 実 か ら遠 く感 じられ る

ため ， 十 分 な 効 果 を 上 げ な か った よ うに 見 え る。

例 え.ば， 臓 器 移 植 等 の医 療 技 術 導 入 は ， 「(自分
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が提供者になることによって，他の)人 の役に立

つ」という大義名分があ り，社会規範に合致する

ため認められやすいと思われる。事後の面接事例

からこれを示 しているものを挙げる。

(自身が 臓器 を提供 する場合，)臓器移植は

「安らかに死んでからにしてほしい」。が，心

臓移植は 「それで命が救われるならば，取 り

替えたらよい。」(32歳 ・女 ・未婚)

(一般的に脳死を人の死 と認 めるかどうかは

ともか く，)自分が他人に(臓 器を)提 供する

という意味では脳死を認める。(38歳 ・男 ・

既婚)

生命の人為操作には反対するが，身内を病気

で失った体験があるから，自分が臓器提供す

ることについては，「そのことによって(他 人

の)命 が救えるのならば」賛成す る(53歳 ・

女 ・夫とは死別)。

成 す るが ，心 臓 移植 につ い て は 「そ こ ま で人

為 的 に 手 を 加 え るべ きで は な い」。(43歳 ・

男 ・既 婚)

 従って，心臓移植などの医療技術が，今回の調

査で得られた回答比率通 りに認め られているもの

とは判断し難い。面接事例を見れば，多 くの人が

実際そのような状況に立ち至った場合には，』非常

に迷うであろうことを表明している。したがって

これらとは逆に，伝統的価値観からみれば 「自然

の摂理に反する」ことが明白な産みわけには，否

定的にもなる。まだこれらの医療技術には現実感

を持てない回答者が多 く，たてまえとして賛成あ

るいは反対を表明しても，実際問題としてはわか

らない，というのが現状での大方の意見であろう。

2-4.数 量化III類 による項目 ・回答者属性の整

   理

 また，最新 ・最先端の科学技術の実社会への導

入 ・貢献は受入れざるを得ないものと感 じている

ので，その内容にかかわ りなく仕方なく認める，

という例もある。

「科 学 が 発 達 して きた の で ，臓 器 提 供 は や む を

得 な い状 況 な のだ ろ う。」(49歳 ・女 ・既 婚)

この言い方には，現代社会が良 くも悪 くも科学技

術に支えられているとい う印象と，独 りの力では

社会の流れを変えられないとい うあきらめとが共

存 している。さらにいえぽ，科学合理主義が生活

のあらゆる面に浸透して くることの疑問を感 じな

が らも，その流れを押しとどめる有効な論理を見

出せぬまま受入れざるを得ない感じを表 している

と見られる。つぎに，漠然としてはいるが科学が

勝手 に進むことへの危惧 を表明している例 を示

す。

「現 在 の医 学 はた だ の産 み わ け 以 上 に 進 ん で

い る 。 こ うい うこ とは 自然 に まかせ るのが 一

番 良 い 。」(37歳 ・女 ・既 婚)

産 み 分 け に つ い て も，臓 器 移 植 に つ い て も賛

 以上個hの 質問に対す る回答傾向について総合

的に考察するため，数量化III類 を用いて，質問

項目と回答者属性を整理 して表現す る。主に本稿

にとりあげた項 目を用いて処理を行い，弁別力の

低い項目を除去して得 られた解のうち寄与の大き

い順に2つ の解を採用した。縦軸 に第1解(y=

.45)を ，横軸に第2解(Yニ.31)を とって各質問項

目の選択肢を図示 したものが図18で ある。

 この図で，学生 ・会社員 ・自営業の別にその回

答傾向を検討す る。

 学生であることと類似の特性をもつものは，①

尊厳死 や臓器移植などの新 しい技術 の積極的肯

定，②親の面倒 ・寝たきり老人 ・末期ガン患者は

どんなに大変で も子供が面倒を看るべきだ，とい

うオーソドックスで理想主義的な倫理観念，③現

在の社会を快適だと感 じ，今の生活の充実を優先

し，要領のよさを積極的に肯定す ることである。

これに対 し，30歳 台 ・40歳 台を中心とす る会社

員層は先進医療技術の導入には積極的ではなく，

老後の問題や末期患者の問題を，(経済的な高負担

と引き換えに)家 族外の公共社会 システムに頼 る

「合理的」発想が特徴的である。

 高年齢層を中心とす る自営業層は，「社会は複雑



～ 一質問紙 の分析結果一一  15

「噴∴
家事は妻が

 末期は病院で

老後は子供と

複雑計画

   尊厳死よくない

       i満足   心臓移植否定

      i

要領でない

50歳

寝たきりは子供が

会社員

主婦

        寝たきりは国が末期はホスピスで

       一一40歳 一

老後は施設で

親と同居して     尊厳死肯定

    心臓移植肯定

     要領だ

末期は子供が        快適今を

       20歳

      学生

不満

親は施設で

30歳

                 癖 解

図18 回答選択肢・回答者属性の類似性の空間的表現(数量化III類による処理結果)

であるか ら計画的 に生 きる」「要領よくふるまう

方が得をするとは思わない」など伝統的生活態度

をもつだけでな く，家族観についても医療技術に

ついても，全体的に保守的な意見 と結びついてい

る。

 一方 ，主 婦 で あ る こ と と強 く結 び つ い てい る意

見 は 見 あ た らな い 。 これ は主 婦 が ， こ こに 扱 わ れ

た 問 題 につ い て，「そ の 他」を 選 択 す る こ とが 多

く， 意 見 が 一 様 で な い ， あ るい は 迷 い が 多 い こ と

を示 してい る と解 釈 され る 。回 答者 の属 性 に よ る

傾 向を ま とめ る と， 以下 の通 りで あ る。

1. 伝統的価値観 と年齢による保守性は，現在で

  も新技術を受け入れない方向にかな り働いて

  いる。

2.男 性社会人は合理的解決は受け入れるが，倫

  理観の変更にはそれほど積極的でない。
3・ 現実に家族の問題 ・高齢化に伴う介護の問題

  に直面している主婦は，イメージ構造が複雑

  であ り，単一の傾向は読み取れない。
4. 若年層ほど現代社会を快適に感 じ・新しい技

  術の受け入れに抵抗が無 く・理想主義的傾向

  が強い。

3. 生活感の構造

 第1節 で見たように，現在の生活に程度はとも

あれ満足 していると感 じているものは6割 を 越

え，また，今の社会について，現時点では豊かで

あると感 じているものは全体の7割 以上を占めて

いる。また，今の社会を 「豊かだとは思わない」

ものの比率を30歳 代以降の社会人の年齢層で見

ると，30歳代の約4割 を最高に年齢層が高 くなる

につれて減少 している。つまり，過半数のものは

現代社会を豊かな社会と認めてお り，その傾向は

加齢によりかな り強くなる。

 しか し，このことはそのまま現代社会に対す る

肯定的な態度を意味す るわけではない。現在の社



16

会 を 豊 か だ と感 じて い る もの の うち ，「さ らに発 展

す る」 と回 答 した の は40%に す ぎず ，「こ んな 豊

か な 生 活 は 続 か ぬ 」 とみ る もの が60%で あ る。

これ を 図2に よ って 年 齢 層 別 に 見 る と，加 齢 に

よっ て 「豊 か だ とは 思 わ な い 」 とい う印 象 が減 少

す る分 を埋 め 合 せ る よ うに 増 加 して い るの は ，「こ

ん な豊 か な 生 活 は 長 くは 続 か な い 」 とい う印 象 で

あ る。，，.かさを 積 極 的 に 評 価 す る，「さ らに豊 か な

社 会 に発 展 して行 く」 と感 じて い る もの の 比 率 は

高 々3割 程 度 で あ り，「豊 か だ とは 思 わ な い 」 同 様

加齢 に対 応 して減 少 傾 向に あ る。

つ ま り， 豊 か さを 実 感 す る もの は 過 半 数 を 越 え

る もの の ， それ は こ の豊 さ を産 み だ した 社 会 構 造

へ の 信 頼 に支 え られ た もの では な い 。む しろ豊 か

さを 感 じれ ば感 じ るほ ど， それ に 対 す る疑 問 を も

増il(1させ て し ま う， とい う機 制 を示 唆 してい るQ

この 構 造 の 具 体 的 な イ メー ジtom，以下 に面 接 事 例

か ら挙 げ る。

「便 利 で快 適 な世 の 中に な った 」と感 じて い る

が ，「今 後10年 く らい は さ らに豊 か に な っ て

も， そ の 後 は ど うな るか ま った く わ か ら な

い 。」(31歳 ・女 ・未 婚)

「子 供 た ち の 心 の 豊 か さを 育 て られ な い社 会

を 豊 か だ とは 言xtdい 。」(37歳 。女 ・既 婚 〉

「経 済 成 長 に よ って 金 銭 的 に 豊 か に な っ た

が ， 心 の豊 か さを 考 え るゆ と りが な か った 。

これ か らは も っ と 自分 の 生 活 の中 身 を 豊 か に

す べ ぎで あ る 。」(56歳 ・男 ・既 婚 〉

「日本 は今 曲が り角 に 来 てい て ， 豊 か さの ほ

ん と うの意 味 が 分 か らな くな って きて い る」

0)で は な いか と思 っ てい る 。(61歳 ・女 ・既

婚 〉

次 に ， この よ うな 印象 を生 む 社 会 に 対 す る意 識

を ， も う少 し具 体 的 に 見 てみ る。

3-1。 今 の 生 活

まず，豊かで快適な生活の実現にともなって，

将来の生活にむかって努力す るより現在の生活の

充実を重祝す ることに生活の意味を見出すかどう

1臼臼麗

星

黔
擢

20才30才90才50才60才

図19今 の生活 が重要か 現代 の社会 は豊かにな

ったか ら，「今 の 生活 を充実 させ る ことが

大切」か 「計画をたてて生活す る ことか大

切か」を選ばせた。

か に 関す る意 見 をみ る(問II-2C)。

全 体 と してみ れ ぽ 「今 の生 活 を 充 実 させ る」 と

回 答 した もの は30%で しか な く， 計 画 派 が 多 数

を 占 め て い る(図19)。 しか し， 若 年 層 だ け で 見

て み る と， この比 率 は37%と 増 加 し，4割 に 迫

って い る。 この年 代 層 に あ っ て 「今 の生 活 を 充 実

させ た い 」 と回答 した もの は， 社 会 規 範 と して 禁

欲 的 イ メ ー ジの 強 い 計 画 的生 活 の呪 縛 を， 科 学 的

合 理 性 の 力 を 借 りて 打 破 し，「自分 ら しい生 活 」を

や っ と手 に した とい う感 覚 で あ ろ う。

「将 来 の た め に 計 画 を た て て生 活 す るの は大

切で は あ るが ， そ の た め に 我慢 す る必要 は な

い 。」(31歳 ・女 ・未 婚)

将 来 の生 活 は 心 配 しな くて もな ん とか な る と

い う考z方 酢こは 疑 問 を 感 じるが ，「今 の 自分 の

生 活 を充 実 させ る こ とが 大 切 」(31歳 。女 ・

未 婚 〉

だ か ら， 事後調査でこの結果を見せられて，

若 い世 代 で も 「計画 を た て て生 活 を す る こ と

が大 切 だ」 とい う意 見 が 少 い のに 「少Jlが っ

か りした 。」(31歳 ・女 ・未 婚)

とい う意見 もあ る。 これ とは別 に ， 中年 以降 に な

って か らの 今 の 生 活 を 充 実 させ た い とい う 回答

は ， 以 下 の よ うに ， 自己 の 生 活 基盤 が 確立 す るま



で は 計画 的 に ， とい う伝 統 的 な 生 活 感 覚 に よ って

な され て い る と思 わ れ る。

「現 在 ま で は 計画 的 に や っ て きた が ， これ か

らは 今 の 生 活 を 充 実 させ る こ とが大 事 」(49

歳 ・女 ・既 婚)

結 局 の と ころ ， 社会 のnn.：rかさ を積 極 的 に 利 用 し

て 今 の 生 活 を 楽 しむ よ り， 計画 性 を重 視 す る意 見

が 全 年 齢 層 を 通 じて 多 い こ と43， 現 在 の豊 か さを

確 固 と した 基 盤 の 上 に 立 った もの とは見 て いな い

もの が 多 数 を 占 め る こ と と紺 応 して い る と見 る こ

と も出来 る 。つ ま り， 生 活 規範 と して 計画 的 生 活

を 重 視 す る と言 うよ り， 豊 か さの うつ ろ い 易 さN：一

対 す る不 安 の あ らわ れ と見 る こ と も出来 よ う。

便利で快適になった(問2-2B)

つぎに，科学技術を現代社会の発展を支えたも

の として肯定的に評価するか，それによって日常

生活が複雑化 したとい う側面を重祝 して否定的に

捕 らえるかの二者択一で回答させた問に対す る回

答傾向をみる。第1節 でもみたようYom，図2を 見

れば，肯定的評価 が優勢 であるのは 明 らかであ

る。また，どの年齢層で見て も科学技術に肯定的

な グループの満足度が否定的なそれを上回ってい

る。科学技術を否定的に捉えるものは高年齢層ほ

ど多 く，50歳 代以降でG3ほ ぼ4割 を占めている。

類 型 別 社 会 観

科 学 技 術 と豊 か さ ・生 活 満 足 との関 係 を さ らに

検 討 す るため ， 社 会 や 生 活 に 関 す るイ メ ー ジを も

とに 対 象 者 を4つ の タイ プに 分 類 す る。問II-2b

「科 学 技 術 の 発 展 が 社 会 を 快 適 に/複 雑 化 した 」，お

よび 問II-2c「 現 代 社 会 は 豊 か に な った か ら今 を

充 実 させ る/将 来 を 考 え てr画 的 に 生 活 す る こ と

が 大Vii；で あ る」 の2項 目に 対 す る反 応 パ タ ンで ，

科学技術に肯定的で今の生活を重視する型(快

適今しか型)

科学技術に肯定的で計画的な生活を重視する型

(快適計画型)

科学技術に否定的で今の生活を重視する型(複
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図20豊 かさのイメージ 科学技 術に対 する態度

と今の生活を重 視す るか とい うこ とに対す

る態度 で 作成 した4類 型別に，「さ らyG11ｰ；

かな社会に発展す る」「今 の社会 は豊 かで

ない」の構成比率をみる。

雑今 しか型)

科学技術に否定的で計画的な生活を重視す る型

(複雑言十画型)

の4つ を作成する。この4類 型の構成比を年齢層

別に見 ると，快適今しか型は若年層になるに した

がって多くなn， 複雑計画型は逆に高年齢層に多

いo

この4類 型 別 に社：会 のJIO.かさ の イ メ ー ジを 見 る

(図20)。 科 学 技 術 に よ る快 適 さ を感 じてい る グル

ー プで は 社会 の豊 か さを将 来 に 渡
っ て肯 定 的 に 評

価 して い る ものが 多 く， これ に 否 定 的 な もの は 社

会 の 豊 か さを 感 じな い とい う 関 係 が 明 らか で あ

る。 科学 技 術 肯 定 派 ほ ど将 来 に 鬨 して楽 観 的 で あ

り， 科学 技 術 疑 問派 は こ の よ うなi代 の「豊 か さ」

に 疑 い を も って い る と考 え られ る。

3-2.「 便 利 な 世 の 中 」 に 対 す る2種 類 の イ メー

ジ

科学 技 術が 便 利 で快 適 な世 の中 を作 り出 した と

い うこ との 意 味 は ，一 般 的 に い えば ， 以 下 の面 接

事 例 で 言 及 され た イ メー ジ で あ ろ う。

人工的でも便利で快適な生活を好み 「機械に

出来ることはどんどんやってもらったほ うが



is

よい」 し， 環 境 汚 染 も科 学 技 術 で 「いず れ 克

服 で き る」。(36歳 ・男 ・既 婚)

しかし，科学技術 を肯定的 に捉 えている回答者

が，それのすべてを無条件で受入れているのでは

ない。

「科学 技 術 の進 歩 で確 か に 生 活 は 快 適 に な っ

た 。 バ ラ ンス さ え考 えれ ば ， 自然 と人 間 との

共 存 は可 能 。 こ こ まで 文 明社 会 が 進 む と， も

は や逆 行 は無 理 。」(76歳 ・男 ・既 婚)

「快 適 さ と引 き換 えに 世 の中 が ブ ラ ッ クボ ッ

クス 化 して も それ は 仕方 のな い こ と 。」(76

歳 ・男 ・既 婚)

従って，科学技術の産み出した 「便利さ」につい

ても相反す る印象が存在する。

「この年 に な っ て は腰 が 痛 く， も し農 業 を や

れ と言 わ れ て もで き な い」 か ら， 「人 工 的 で

も便利 で快 適 な生 活 が 良 い」。(57歳 ・女 ・

既 婚)

この よ うな意 見 に対 して ，

「年 老 い て 自分 で やれ な くな っ た時 は， 便 利

さが(老 人 に は か え っ て)複 雑 で住 み に くい

と思 うか も知 れ な い」(49歳 ・女 ・既 婚)

という印象も存在す る。後者では，機械の自動化

など社会 システムの提供する便利さが主に若い年

齢層を対象としたものであって，加齢により，そ

の流れについていけなくなるとい う意味での不安

を表明している。これも，社会の豊かさを素直に

喜べない一因になっていると想定される。また，

科学技術に肯定的イメー一ジを持てずに，

「科学技術の発展が素晴らしいとい う生活の

回路ができあが りすぎている。」とは感 じなが

らも，「今の社会は便利で快適になったところ

もあるので，自分も置いて行かれないように

しなくてはと思う」(61歳 ・女 ・既婚)

という意見 もある。これは，科学技術に疑問を持

ち，それが提示する 「便利な生活の強制」の圧力

を感 じなが らも，その構造が社会を広範に覆って

いるため受入れの努力をせざるを得ないとい う印

象である。

 また，つぎの意見も 「便利さ」にたいす る代表

的な意見のひ とつである。

「生活のレベルを落としてでも，自然を大切

に したいと思 う考えは基本に持っているが，

反面，病気や高齢者を考axた 時は，便利 さは

絶対必要とも考える」(53歳 ・女 ・夫とは死

別)

こ こで 言 及 され てい る 「便 利 さ」 は ， 社 会 シス テ

ム の提 供 す るサ ー ビスに ア クセ スで き る こ と と解

され る 。同 じ被 面 接 者 は 現 在 の 日本 の 豊 か さに つ

い て，

「本当に精神的物質的に豊かなのだろ うか。

便利で快適であると同時に複雑ですみに くい

状態でもあるのではないか。」(53歳 ・女 ・夫

とは死別)

とも言っている。つま り，便利 ・快適性と複雑化

し住みにくくなる機構は表裏一体をな していると

感 じられている。従って，豊かさが増せぽ同時に

社会の複雑性 も増 してしまうか ら，結局 「こんな

豊かさは続かない」 という印象に帰結するのであ

ろう。

3-3. 社会変容に対する個人の無力

 このような印象は，科学技術に主導される現代

社会 システムは強力であ り，自分がい くら疑問を

感 じても， もはや個人の力では関与不可能である

という無力感にもつなが る。「もはや個人の努力で

は社会を変えていくことは出来ない」と思 うもの

の比率は，どの年齢層でも6割 弱で不変であ り，

過半数を一定 して占めている。
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図21要 領よ くふ るま う方が得をする 現代社会

では 「社 会の しくみや世間の ことを大事 に

しなが ら生活す る よ り，要領 よくふ るま う

方 が 結局得 をす る」 につ いて，「そ の通 り

だと思 う」(要領 だ)「そ うは思 うが，反発

を感 じる」「そ うは 思 わ ない」の3つ か ら

選ばせた。

要領が大事(問2-2E)

こ の よ うな イ メ ー ジの 流 れ か らす れ ば ， 現 代 の

社 会 で は 「要 領 よ くふ る ま う方 が 得 を す る」 とい

う意 見 に ， た とえ 反発 しな が らにせ よ同 意す る も

の の 比 率 が 全 体 で85%をxて い る こ と も理 解

で ぎ る 。60歳 代 で は40%を 占め てい る 「そ うは

思 わ な い」 の比 率 は， 年 代 層 を降 りるに 従 い 減 少

し，20歳 代 に至 っ て は13%に す ぎな くな って い

る(図21)。 さ らに ， 要 領 よ くふ る ま うこ とを 積

極 的 に 認 め る も のは ，20歳 代 に お い て17%と 最

大 の比 率 に な って い る。

これ は ， 現 代 の 豊 か な 社 会 に つ い て ， そ れが 正

当 な 勤 労 の 成 果 と して 得 られ て い る とい う見 方 を

単 純 に は 支 持 しな い もの が大 多数 を 占め て い る こ

とを 示 して い る。個 人 は無 力 で あ る し豊 か さ も続

か な い ， つ ま り， 社 会 の豊 か さが か りそ め の もの

で しか な い と い う印象 を多 くの もの が 持 って い る

こ とと， 個 人 の行 動 原理 に 関 す る こ の間 の結 果 と

は 強 く関 連 してい る 。 どの よ うな心 情 か ら この よ

うな 回 答傾 向が 得 られ る のか を ，面 接 事 例 か ら見

る。

「社 会 を変 革 す る こ とは ひ と りで は 無 理」 で

あ り， この よ うな 社 会 で は 要 領 よ くふ る ま う

こ とで 「得 を す る とは 思 う」。(31歳 ・女 ・未

一 質問紙の分析結果 is

婚)

個 人 の 力 で 社 会 を 変 え て い く こ とが 出 来 るの

は 理 想 だ が ， 「現 実 に は 無 理 だ 。」 そ の よ うな

社 会 に は 反発 を 感 じ るが ，「要 領 よ くふ るま う

方 が結 局 得 をす る。」 特 に 「会 社 では 要 領 が

悪 い と損 だ 。」 そ して， 自分 は 要 領 の 良 い 方

で は な い の で，「要 領 よ くふ る ま う人 は 仕 事 上

で は許 せ て も， 個 人 的 な つ ぎ あい は した くな

い 。」(32歳 ・女 ・未 婚)

「世 の中 きた な い 奴 ば か りは び こ って い て政

治 で も会 社 で も悪 い 奴 ほ ど得 を して い るの が

現 実 だ 。」(27歳 ・女 ・米 婚)

3-4.若 年層の生活意識

社 会 人 で の加 齢 に と もな う豊 か さ の感 じ方 の 変

化 と比 較 す るた め ，20歳 代 つ ま り大 学 生 を 中 心 と

した 層 に つ い て 社 会 の 豊 か さの 判 断 を見 る と
， 他

の 年 齢 層 で の 傾 向 を 外 挿す る こ とが 出来 な い(図

3)。 特 に ，年 齢 的 に近 接 す る30歳 代 グル ー プ と

は大 き く様 相 を 異 に して い る 。20歳 代 に あ っ て

は ， 現 代 の豊 か さにつ い て75%も の高 率 で 肯 定

して は い るが ， 将 来 に つ い ては 否 定 的 な 「こん な

生 活 は続 か な い」 が 極 め て多 く，年 齢 層 的 に は一

番 遠 い60歳 代 の 回 答 比 率 と 非 常 に 類 似 して い

る 。つ ま り，豊 か さを感 じて は い るが
， 将 来 の見

通 しを 欠 い た ま ま現 在 の生 活 を楽 しん で い る こ と

に な る 。そ して一 方 で は高 齢 者 層 とは 異 な り
， 将

来 に 向 け て の計 画 的 に 生 活 す る よ り， 今 の 生 活 を

重 視 す る傾 向 も強 い。

さ らに ， 要 領 よ く生 き る こ とを 認 め る意見 が 最

も強 い の も この 年齢 層 で あ る こ と， 社会 に対 す る

個 人 の 無 力 感 も強 い こ と も考x合 わ せ れ ば， 若 年

層 は もは や 社会 との つ なが りに無 関 心 で， 自己 の

生 活 に享 楽 的 に 内 閉す る傾 向 を持 つ と見 る こ とが

で き る。 そ うで は な く， こ の傾 向 は 加 齢 と と もに

減 少 す る のだ か ら， 徐 々に 計 画 した 生 活 を 志 向 す

る よ うに な る と考 え て も， 無 力 感 そ の もの は減 少

しな い ので あ るか ら， 単 に や む を 得 ず 現状 順 応 し

て い く過 程 を た ど るだ け とい う こ とに な っ て しま

う。
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学生 主婦 企業勤務 自営業他

死後について 「死んで も霊魂 は残 る」 「死

ねば 無 に 帰 す る」「わ か らない」 か ら選ば

せた。

図23

邏 ・・認

学生 主婦 企業動務 自営業他

墓 にっいて あなた の死後，あなた のお骨

は どのよ うに してほ しいか，について，「祖

先 の 墓 に 入れ て もらいたい」「ロ ッカー型

のお墓 で よい」「太平洋 に まいてほ しい」

の3選 択肢で回答 させた。

この よ うな若 年 層 に， 老 後 の問 題 等 に理 想 主 義

的意 見 を持 ち， 科 学 を肯 定 し新 しい 医療 技 術 受 入

れVii成 す る意 見 が 強 い 。実 社 会 で の経 験 の 最 も

少 な く， 社 会 人 と して の生 活 実 感 の乏 しい 層 が ，

一 番 優 等 生 的 な 図 答 傾 向が 強 い
。

若 年 層 に は さ らに ， こ の よ うな特 性 に加 え て 保

守 回 帰 傾 向す ら うか が うこ とが 出来 る。

死 後 に つ い て聞 い た 問V-5で ，「死 ん で も霊 魂

は 残 る」 との 選 択肢 を最 も多 く選 ん で い るの は学

生 で あ り， そ の比 率 は ほ ぼ4割 に達 して い る(図

22)。 同 様a：自 らの 死 後 「祖 先 の墓 に 入 りた い 」 と

回 答 した もの も 自営 業 と同等 の高 率 を示 して い る

(図23)。 こ の層 に あ って は ，科 学 技 術 に 支 え られ

た豊 か な 社会 を 享受 す る傾 向 と， か な り保 守 的 な

傾向とが共存していることになる。

そして，そのような傾向をもつ層が突出して社

会の先行ぎに否定的であるのは，十分な検討を要

す る問題である。

4.ま とめ にか え て

生活満足は，現在の社会システムにさまざまな

形で関与 している科学技術を肯定的に受入れられ

るかどうか4” 大きく影響されると見ることが出

来 る。そして，現在のシステムに疑問を持たない

ものほど生活満足 を得るとい う構造 が認 められ

るo

しか もこの満足感は，社会 システムに対す る個

人の関与が不可能であるとの認識の上に成立 して

いる。したがって，自分がそれに反発す るか どう

かとは別に，社会の動きに順応 した方が楽だ，疑

問を持たずに要領よく生きる方が 「か しこい」生

き方だ，とい う気分が広範にみ られ る。これ らの

ことは，社会の豊かさの将来へ向けての持続につ

いて否定的なイメージ，不透明感を形成す る重要

な要素になっていると考えられ る。

さ らに 留意 す べ きは， 若 くは な く と も，また は，

科 学 技 術 に よ って もた ら され た 厂便 利 さ」 が 自分

に は便 利 で な く と も， そ の見 せ か け の 便 利 さや ，

科 学 技 術 そ の もの を批 判 す るこ とが 出来 な い 。そ

れ ど ころか ， 全 く逆 に ， 進 化 す る便 利 さに 「っ い

て いか な くては 」 と思 わ ざ るを 得 な い 構 造 が 出 来

て し ま って い る こ とで あ る。 しか し， つ い て 行 く

のに 多 大 の努 力 を 要 す る よ うな 「便 利 さ」 とは 一

体 何 だ ろ うか 。

これ は ， 好 き嫌 い に か か わ りな く生 活 の 大 部 分

が 科 学 技 術 に 最 大 限 に 支 援 され ， そ れ に よ って

「豊 か な」生 活 を 送 って い る と認 め ざ るを 得 な い こ

とに 由 来 す る， あ き らめ を と もな う現 状 追 認 に見

え る 。 この 構 造 に よ って ， 必ず し も科 学 技 術 に 肯

定 的 で な い もの も， 先進 医療 技 術 な ど，「科 学 に よ

って 社 会 に もた ら され た もの」 に有 効 な拒 否 の論

理 を 持 て な くな って い る。 こ の背 景 の もとに ， 産

み 分 け や心 臓 移植 な ど， 自分 の生 活 規範 に は反 す

るが ， 科 学 的(に 見xる もの)な もの は拒 否 で き
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るご時世ではない，「時代の流れだからやむを得や

ない」 という消極的受入れが とくに高齢者層にお

いて多 くみ られ ることを検討 しなくてはな らな

いo

 老後 の問題 や新 しい医療技術 の受入れはとも

に，個h人 がその状況に直面 した時には，困難な

決定を自ら引き受け，状況に合わせて解決せねぽ

ならない問題である。現代社会の恩恵を一方的に

受けた結果の豊かな生活，また，その生活を守 る

ために少hの 不都合は時代の流れと我慢す るとい

う受動的な生活状況の延長で，これらの今後確実

に増加し，困難な判断を迫られる問題に対処でき

るとは思えない。

 とくに若年層の場合，この社会システムに対す

るあきらめに起因する受動的生活傾向はさらに強

化され，自己の生活に埋没する享楽主義的傾向と

なって進行 しているように見える。若年層で進行

しているこの生活態度と，それとうらはらに保持

している理想主義的生活観では，現状の生活が変

化 した時有効な決定を行い得ない。社会変化に順

応的に行動を適合させているだけでは，この 「豊

かな生活は長 く続 くはずはない」という大多数の

印象をそのまま実現してしまうだけである。
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III-2.家 族観 ・生 活観 の動 向

渡  辺  秀  樹

は じめ に

 本 稿 は ， 「日本 人 の ライ フ ・ス タイ ル調 査 」 の

結 果 の うち ， 家 族 を 中 心 と した 質 問項 目に つ い て

見 て ゆ く。す なわ ち，① 人hの 結 婚 観 ，② 家 族 観 ，

③ 生 活 観 の 一 部 で あ る仕事 とそ れ 以外 の生 活 との

比 重 の か け か た ， お よび転 職 観 ，④ さ らに人 間 関

係 ネ ッ トワー クー.一付 き合 い一 一一につ い て， 結 果

を 見 る(な お ，結 果 は特 別 に 断 らな い限 り， 学 生

を 除 い た もの で あ る)。

1・ 結婚観

 結婚観については，結婚と性的関係について，

結婚のしかたとしての同棲について，結婚の必然

性について，結婚と子どもの持ち方について，そ

して女性にとっての結婚と仕事の関係について尋

ねた。

1) 結婚と性的関係について

 結婚 していない若い人たちの男女関係について

の考えを聞いたものである。r1.結 婚式がすむま

表1 結婚と性的関係(男 女別)

男 女

⊥
   2448人   10

0.0%
  一 .  一 一    一                    一  

で は ，性 的 ま じわ りを す べ きで な い 」は 男が25.5

%， 女 が29.2%と な っ てい る 。r2.結 婚 を約 束 し

た 間 柄 な ら， 性 的 ま じわ りが あ って も よい」 とす

る のは ， 男 で23.1%， 女 で20.9%で あ る。 も っ

と も多 い の が 「3.深 く愛 し合 っ てい る男 女 な ら，

性 的 ま じわ りが あ って も よい」で あ り， 男 が36.9

%， 女 が40.5%と な って い る。 「4.性 的 ま じわ

りを もつ の に ，結 婚 とか愛 とか は 関 係 な い」 とす

るの は 少 な く， 男 で9.3%0， 女 で3.5%0で あ る

(表1)。

 性 的 な行 為 を ，結 婚 とい う制 度 的 な 出来 事 に 結

び つ け るの か(選 択 肢1お よび2。 両 者 の違 い は

結 婚 と性 的経 験 の 時 間 順 序 に つ い て で あ る)， 愛

とい う精 神 的 でか つ 当事 者 内 の 出来 事 と して位 置

づ け るの か(選 択 肢3)， それ とも，そ う した こ と

合 十
一言
口

結 婚 した ら

婚 約 し た ら

1630人

100.0%

 415人
25.50

376人

23.100

715人

29.200

表2学 歴別に見る結婚と性的関係(男 女別)

愛 し て い れ ば

関 係 な い

そ  の  他

602人

36.900

152人

9.3%

85人

5.2ｰ0

男

合 十
一ヨ

ロ

合 計

1624人

100.0ｰｰ

1醉 以下1

結 婚 し た ら
婚 約 し た ら

関 係 な い

789人

48.6%

835人

51.4%

    それ以上

663人   961人
40.8%    59.2%

511人

20.900

992人

40.5%

85人

3.5%

145人

5.9%

412人

62.1ｰ0

377人
39.2%

3劉611診

ヵ イニ 乗 値81.53 自 由度1確 率0.01%

  女

合     計

1合 訓 醉 以下[そ れ以上
2431人

100.0%

結 婚 し た ら  1213人
婚 約 し た ら  49・9%

関 係 な い 1218人
        50.1%

1298人  1133人

53。4%    46.6%

511廴 ；
528人

40.7/

443人

9.1%

690人

60.9%

カイニ乗値98.15 自由度1確ego.Ol%



とは 無 関 係 に独 立 した もの と考 え るのか(選 択 肢

4)と い う質 問 で あ る。結 果 は， 性 的 経 験 を 精 神

的 か つ個 人 的 な もの と考 え る人 た ち が も っ と も多

くな って い る。男 女 の結 果 に 顕 著 な 違 い は な い 。

 選 択 肢1と2す なわ ち， 性 的 経 験 は 結 婚 して か

ら， あ るい は 婚 約 して か ら とい う伝 統 的 な 考 え

と， それ 以外 の選 択 肢 を ま とめ て，対 象 者 の最 終

学 歴 別 に 結 果 を 見 る と， 高 卒 以 下 の対 象者 に性 的

経 験 は 結 婚 ・婚 約 を して か ら， とい う割 合 が 多 く

な って い る(表2)。 男 女 と もに学 歴 が 高 いほ ど

厂結 婚 してか ら」 とい うのが 少 な くな り， 「愛 し合

って い るな ら」 とい うのが 多 くな る 。

2) 同棲 に つ い て

 同棲 とい うの は， 結 婚 とい う法 的 手 続 きを 経 な

い 男 女 の共 同生 活 で あ り， 現 在 ， 西 欧 で 多 く見 ら

れ る ラ イ フ ス タ イ ルに な っ てい る 。 この 同 棲 に つ

い て の評 価 を尋 ね た ので あ るが ， 結 果 は た い へ ん

ネ ガ テ ィブな も の とな って い る 。 す な わ ち ， 「1.

同 棲 は よ くな い 。正 式 に結 婚 す べ きだ」 とい うの

が 男 で60.3%0， 女 で61.3%と 非 常 に 多 い 。 「2.

結 婚 前 に た め しに 同 棲 す る のは よい と 思 う」 と

い うの は ， 男 で23.1%， 女 で26.4%と な っ て い

る。 「3・別 々に暮 らす よ りは経 済 的 に 得 だ」 (男

10・0%， 女6.1%)と か ， 「4.好 きな 相 手 で も しぼ

られ る の はい や だ か ら， 結 婚 よ りも同 棲 の方 が よ

い」(男6・6%， 女6.3%0)と い うの は非 常 に 少 な

い 。

 同 棲 を 認 め る と して も，結 婚 と結 び つ け て認 め

る ので あ り(選 択 肢2)， 同 棲 独 自の利 点(選 択 肢

3，4)を 認 め る とい うの は少 な い とい う こ とで あ

表3同 棲観(男 女別)

男 女

合 十
二
=
口

よ く な い

試 し な ら

経 済 的 だ

結 婚 よ り良 い

1586人

100.0%

957人

60.30

366人

23.100

158人

10.0%

105人

6.6ｰ0

2379人

100.0%

1459人

61.300

627人

26.4%

144人

6.1ｰ0

149人

6.3%
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表4結 婚観(男 女別)

男

合 十量口

し て 当 然

世間体のため

す る と有 利

必 要 は な い

1618人

100.0%

607人

37.5ｰｰ

139人

8.6%

633人

39.1%

239人

14.800

女

2453人

100.0%

428人

17.40

134人

5.5%

1269人

51.7%

622人

25.4%

る 。調 査 対 象者 に お い て 同棲 は一一つ の ライ フ ス タ

イ ル と して 位 置 つ い て い な い とい うこ と で あ ろ

う。 た だ， 年 齢 や 最 終 学 歴 な どで 見 る と， 若 い ほ

ど， そ して高 学 歴 ほ ど 同棲 を 認 め る もの が 多 くな

っ て い る の で， 今 後 ， ライ フ ス タイ ル の 一 つ と し

て位 置 つ く可 能 性 は あ る 。

3) 結 婚 の必 然 性 に つ い て

 結 婚 はす るの が 当 然 で あ るか ど うか を尋 ね た 。

結 果 は 男 女 で違 い が見 られ る。 「1.結 婚 は す る の

が 当 然 で あ る」 とす る の は男 が37.5%で あ る の

に対 し，女 は17.4%と 少 な い 。「2.結 婚 しな い と

世 間 で は一 人 前 と して扱 っ て くれ な い 」 とい うの

は 男女 と もに少 な い(男8.6%， 女5.5%)。 「3.い

ろい ろ考 え る と結 婚 した 方 が よい と思 う」 とい う

の は， 男 で39.1%， 女 で51.7%。 「4.し い て結 婚

す る必 要 は な い 」 とす る のは ，男 で14.8%， 女 で

25.4%と な って い る。結 婚 の必 然 性 は ， 男性 に よ

り多 く 見 られ ，選 択 性 は 女 性 に よ り多 く見 られ

る。

 結 婚 を 人 生 に お け る必 然 的 な 出来 事 と 見 る の

か ， それ と も選 択 的 な 出来 事 と見 る のか ， に つ い

て の質 問 で あ った が ， 男 女 の 考 え に ズ レの大 きい

項 目で あ った 。

4)結 婚 と子 ど もの 持 ち方 につ い て

 結 婚 した ら，子 ど もを持 つ のが 当然 な のか 否 か

を尋 ね た 。 「1.結 婚 した ら， 子 供 を つ くる こ とは

当 然 で あ る」 とい う の は ， 男 で46.7%0， 女 で

30.o/0で あ る 。 「2.結 婚 した ら，子 供 を つ く る

か ど うか は 自然 に まか せ る」 とい う の は， 男 が

50.5%， 女 が67.6%と な っ て い る 。 そ の ほ か の
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表5結 婚 と子 ども(男 女 別)

合

一ユ.男  女
計 撒

.L・撒
当 然 つ く る

自然に まかせ る

つ く ら な い

子 供 だ け

両 方 不 必 要

755人

46.700

817人

50.5ｰ0

15人

0.9%

 5人
0.3%

26人

1.6ｰ0

732人

30.0%

1650人

67.6%

29人

1.2ｰ0

 7人

0.3ｰ0

24人

1.0%

選 択 肢 の比 率 は 非 常 に 小 さい 。

 子 供 を 持 つ のが 当 然 とす るの は 男 に 多 くな って

い る 。女 性 の3分 の2は 「自然 に まか せ る」 と答

xて お り， 主 体 的 な 選 択 で は な い け れ ど，子 供 を

持 つ/持 た な い， とい う結 果 の 分 岐 を 受 け 入 れ る

考 えが 多 い ので あ る 。

5) 女 性 に と って の結 婚 と仕事 の 関 係 に つ い て

 女 性 の仕 事 と家 事 ・育 児 に つ い て ，考 え を 聞 い

た 。男 女 と もに も っ と も多 い の は 「結 婚 して子 供

が で きた ら，一 時 仕事 は や め ，子 供 に手 が か か ら

な くな った ら 再 開 す るの が よ い 」 で あ り， 男 で

51.6%， 女 で56.8%と な っ て い る 。い わ ぽM字

表6女 性 にとっての結婚 と仕事(男 女別)

男

合 曇
口

1607人

100.0ｰ0

女

結婚したら家事専念

子供ができたら専念

育 児 中 は 専 念

子供できたら軽減

仕 事 継 続

子 供 は つ く ら ぬ

2450人

100.0%

・ll珍…L一一嵳全
168入

10.500

829人

51.6/

179人

11.1%

134人

8.3%

 4人

0.2ｰ0

148人

6.0ｰ0

1392人

56.800

369人

15.10

346人

14.1%

11人

0.4%

型 就 労 パ タ ー ンを よ し と して い るの で あ る。「結

婚 した ら家 庭 を 守 り， 家 事 に 専 念す るの が 望 ま し

い」 は 男 性 に 多 くな って い る (男18.2%， 女

7.5%)。 「結 婚 して子 供 が で き た ら，仕 事 を や め た

方 が よい」 も同 様 に 男 性 に 多 い (男10.5%， 女

6.0%)。 逆 に ， 女 性 に 多 い の は 「結 婚 して 子 供 が

で きて も， そ の ま ま仕 事 を 続 け た 方 が よい 」 で あ

る(男8.3%， 女14.1%)。

 以上 ，結 婚 観 に つ い て5項 目に わ た って 見 て き

た 。男 女 差 が 見 られ る場 合 は ， 基 本 的 に 伝 統 的 な

考 えが 男 性 に 多 い ， とい うこ とが で き よ う。項 目

に よっ て， 伝 統 的 な 結 婚 規 範 を 肯 定 す る度 合 い ，

あ るい は そ れ か らの 乖 離 の度 合 い が 異 な る 。そ う

した ズ レを 示 しな が ら，(年 齢 別 や 学 歴 別 の 結 果

な どを 見 る と)少 しず つ 伝 統 的 な 結 婚 観 か ら離 れ

て い くよ うに 思 わ れ る 。

2.家 族 観

 こ こで は 家 族 観 の うち ， 家 事 ・育 児 の 夫 婦 の 分

i

表7未 ・既婚別 に 見 た 家事 ・育 児 の 分担(男 女

   別)

男

合 十
昌
一面

も っ ぼ ら 妻

主  に  妻

夫 婦 同 等 に

合 計

1624人

100.0ｰ0

218人

13.4%

1197人

73.7%

209人

12.90

未 婚

257人

15.8%

 18人
7.0%

178人

69.3%

 61人
23.7%

既婚 ・
離死別

1367人

84.20

200人

14.6%

1019人

74.5%

148人

10.800

カイニ乗 値38.20 自由度2 確率0.01%

女

合     計

も っ ぱ ら 妻

主  に  妻

夫 婦 同 等 に

合 計

2457人

100.0%

63人
'L

.6%

1862人
75.8%

未 婚

385人

15.70

既 婚 ・
離 死別

2072人

84.3/

1.診L2驚

239人

62.100

  532人   140人

 21.7%    36.4%

自 由度2 確 率0.01%

1623人
78.3%

カ イニi乗値58.75

392人

18.9%



一 質問紙の分析結果一  25

担 に つ い て ，家 庭 と個 人 の 生 活 との 関 係 に つ い

て ， 家 族 の 重要 性 につ い て， そ して離 婚 に つ い て

の質 問 項 目を取 り上 げ る。

1) 家事 ・育 児 の 夫婦 の分 担 につ い て

 家 庭 で お こな わ れ る家 事 ・育 児 な どの い ろ い ろ

な 仕 事 に つ い て の考xを 聞 い た 。「家 事 ・育 児 は ，

主 に 妻 が お こな い ， 夫 が そ れ を助 け るのが よい」

とす るの が ，男 女 ともに 多 く，それ ぞれ 男73.7%，

女75.8%と な っ て い る。 「家事 ・育 児 は ， もっ

ぱ ら 妻 が お こな うの が よい 」 とす る の は ， 男 で

13.4%， 女 で2.6%で あ る 。 ま た， 「家 事 ・育 児

は ，夫 も妻 と同等 に お こな うのが よい 」 とす るの

は ，男 で12.9%， 女 で21.7%と な って お り， 男

女 間 に差 が 見 られ る。 「も っぱ ら妻 」が 男 で 多 く，

「夫 婦 同 等 に 」 が 女 で 多 い の で あ る。表7は ， 未

既 婚 別 の結 果 も示 してい るが ， 男 女 と もに 未 婚 者

の 方 が 「夫 婦 同等 」 とす る もの が 多 くな っ て い

る。

 な お，「夫 婦 同等 に 」 とい うの は ，女 性 の大 学 卒

以上 で は37.1%に 達 して い る。男性 に お い て も，

「夫婦 同等 に」 とい う比 率 は 大 学 卒 以 上 に おい て

も っ と も高 い の で あ るが ，女 性 の場 合 と比 べ る と

か な り低 い 比 率(17.0%)と な って い る(表8)。

2) 家 庭 と個 人 の 生 活 との 関 係 に つ い て

 対 象 者 に と って 「家 庭 」 とは ど うい うもの か ，

3つ の 選 択肢 を 用 意 して 尋 ね た 。 「家 庭 とい うの

は 生 活 の 中 心 で あ り， 心 の よ りど ころ で あ る」 と

す るの が ， も っ と も 多 く， 男 で80.8%， 女 で

77.7%と な っ て い る。 「家 庭 とい うの は便 利 な時

もあ るが ， わ ず らわ しい 時 もあ る」 とい うの は ，

男 で17.00/， 女 で21.2%で あ る 。「個 人 中心 の生

活 の 方 が 気 ま まで よい 」 は ， 非 常 に 少 な い (男

2.2%， 女1.1%)。

 質 問 の しか た に も よ るが ，こ う した3っ の選 択

肢 を 設 け た 場 合 は ， 家 庭 が 生 活 の 中心 で あ り， ま

た 心 の よ りど ころ とな って い る。個 人 中心 の 生活

の 気 ま ま さは 評 価 され な い(表9)。

3) 家 族 の 重要 性 に つ い て

 同 様 に ， 対 象 者 に と って 「家 族 」 とは ど うい う

もの か ，そ の重 要 性 につ い て3つ の選 択 肢 を用 意、

表8学 歴別に 見た家事 ・育児の分担(男 女別)

男 合 計

合 十
二
=
ロ

1618人

100.0/

中卒 薛 一臥 廟 卒ト学大蘊 卒

も っ ぱ  ら 妻

主 に 妻

夫 婦 同 等 に

217人

13.40

1190人

73.5%

211人

13.0ｰ0

136人

8.4%

 25人
18.4%

100人

73.50

11人

8.1ｰ0

475人

29.4%

 65人
13.7%

371人

78.1%

39人

8.2%

そ の他

164人

10.1%

 25人
15.2%

117人

71.3/

 22人
13.4%

 790人    53人
48.8/       3.3%

圃1三巍
561人

71.0%

134人

17.0%

 41人
77.0%

 5人
9.4%

カイニ乗値27.24 自山度8 確率0.06%

女 合 計

2440人

100.0%

中 卒 高 卒

合 十
一蓄
口

も っ ぱ  ら 妻 63人
2.6%

主 に 妻 1852人

75.9%

夫 婦 同 等 に 525人
21.5%

181人

7.4%

1019人

41.8%

.鰍 ・翻 卒ト學夫学圃 易 他

10人

5.5%

149人

82.3%

 22人

12.200

26人

2.6%

826人

81.10

167人

16.4%

618人

25.300

13人

2.1%

481人

77.8/

124人

20.1%

510人

20.900

 6人

1.2ｰ0

315人

61.8%

189人

37.10

112人

4.6ｰ0

 8人

7.1ｰ0

 81人
72.300

 23人
20.5%

カイニ乗値115.76 自山度8 確率0.01%
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表9未 ・既婚別 に見た家庭 の重要性(男 女別)

既婚 ・

離死別

表10未 ・既婚別 に見た家 族 と個人(男 女別)

男

合 十
Hゴ
門
口

生 活 の 中 心

便利だが煩わしい

個 人 生 活 中心

合 計

1623人

100.000

1311人

80.8%

276人

17.0%

 36人
2.2%

未 婚

 259人
16.0%

163人

62.9%

 79人
30.5/

17人

6.4%

1364人

84.0ｰｰ

1148人

84.2/

197人

14.4%

19人

1.4ｰ0

男

合 十碁日

家 族 が 一 番

ある程度犠牲

個 人 が 大 事

合 計

1625人

100.0%

1177人
72.4%

400人

24.6%

48人

3.0%

未 婚

259人
15.9%

153人

59.100

 82人
31.7%

24人

9.3%

既婚 ・
離 死別

1366人

84.100

1024人

75.0%

318人

23.3/

24人

1.8ｰ0

カイ ニ 乗 値71.39 自由 度2確 率0.Olｰｰ カ イニ 乗 値55.37 自由 度2 確i率0.01%

女 合 計

合

一計[樋
生 活 の 中 心

便利だが煩わしい

個人 生 活 中 心

1910人

77.70

520人

21.200

27人

1.1%

未 婚

385人

15.7%

260人

67.50

111人

28.8%

14人

3.6ｰ0

既婚 ・
離死別

2072人

84.30

1650人

79.600

409人

19.7/

カ イニ 乗 値45.55 自 由度2確 率0.01/

13人

0.6/

女

合 十
輔ゴ
肖

家 族 が 一 番

ある程度犠牲

個 人 が 大 事

合 計  未 婚

2450人

100.0ｰ0

1935人

79.0/

425人

17.3%

90人

3.7ｰ0

383人

15.6%

271人

70.800

 69人
18.0%

 43人
11.2%

既婚 ・

離 死別

2067人

84.4ｰ0

1664人

80.50

356人

17.200

47人

2.3ｰ0

カイ ニ乗 値74.52 自 由度2 確 率0.Olｰｰ

して尋 ね た 。 「家 族 とい うの は 一 番 大 切 な 人 間 関

係 で あ る」 とす るの が 男 女 と もに もっ と も多 く，

男 で72.4%， 女 で79.0%で あ る 。「家 族 のた め な

らあ る程 度 個 人 の 生活 を犠 牲 に して も よい」 とい

うの は ，男 で24.6%， 女 で17.3%と な って い る。

「家 族 よ りも 個 人 の 幸 福 の方 が 大 事 だ 」 とい うの

は非 常 に少 な い(男3.0%， 女3.7%)。 表10を

見 る と， 既 婚 者 の方 が 「家 族 が 一 番 」 とす る比 率

が 高 く， ま た未 婚 者 の方 が 「個 人 が 大 事 」 の 比 率

が 高 い 。

4) 離 婚 に つ い て

 離 婚 に っ い て，3つ の 選 択 肢 を 用 意 して 尋 ね

た 。 「愛1青が 失 わ れ て も， 結 婚 継続 の た め に最 大

限 の努 力 を す べ きだ 」 とす る ものが ，男 で57.1%，

女 で52.8%と な って お り， もっ と も多 い 。次 い

で 「愛 情 が 失 わ れ た ら， 離婚 す べ きだ」 で あ り，

男 が39.4%， 女 が44.0%で あ る。 「別 居 は して

も，法 的 に離 婚 す べ きで は な い」 とい うの は， 非

常 に 少 な い(男3.5%0， 女3.2%)。 法 的 な 結 婚 さ

え維持しておれば，実質的な家庭生活は問わない

とい う意見は，非常に少ないことがわか る。

 愛情が失われた場合の意見が二つに分かれてい

るのである。表11に 見 るように，男女 ともに，

未婚者は 「離婚 してよい」の比率が高 くな り，既

婚者は 「回避の努力」の比率が高 くなっている。

また，表12を 見 る と，女性 の大学卒以上では

57.3%0が 「離婚してよい」となっている。離婚に

対す る忌避観は弱いのである。

 以上，対象者の家族観を見てきたが，家庭生活

の中心性や，家族の重要性が強 く認められている

といえよう。また，実際に結婚して家庭生活を営

んでいる方が，家族の中心性 ・重要性をより強く

認めていることがわかる。また，家事 ・育児の分

担 や離婚 観 に見られるように，伝統的な家族観

(性別分業，および離婚忌避観)は ，既婚者におい

てより多 く持たれているという結果 となった。学

歴が高いほど伝統的な家族観から乖離 していると

いえよう。



表11未 ・既婚別に見た離婚観(男 女別)

男 合 計

合 計159：

100.

回 避 の 努 力

別 居 な ら よ い

離 婚 し て よ い

595人

0.0%

911人

57.100

56人

3.5ｰ0

628人

39.4%

未 婚 羅羯

255人

16.0%

106人

41.60

11人

4.3%

1340人

84.0%

805人

60.1%

カイニ乗値30.16 自由度2

  138人

      36.6%  54.1%

確 率0.01%

45人

3.4%

490人

女

合 計

回 避 の 努 力

別 居 な ら よ い

離 婚 し て よ い

合 計

2409人

100.0%

1273人

52.8%

76人

3.2%

1060人

44.0%

未 婚

378人

15.7%

既 婚 ・離
死別

2031人

84.30

171人  1102人

45.2%    54.3%

 12人   64人3
.2%   3.2%

195人   865人

51.6%    42.6%

カイニ 乗 値10.77 自 由度2確 率0.46%

3.仕 事 と 生 活 ， 転 職観 に つ い て

 生 活 の諸 領 域 のな か で 重 要 な 仕 事 領 域 と， 家 庭

や 趣 味 ・ス ポ ー ツな どそ れ 以 外 の 領 域 との 関 係 の

あ りか た に つ い て と， 転 職 に つ い て 聞 い て見 た 。

転 職 は ， 家 族 観 で い え ば ， ち ょ うど離 婚観 に あ た

る 。す な わ ち ， 一 つ の 家 族 ・一 つ の職 場 へ の持 続

的 な 所 属 と， 離 婚 や 転職 に よ る シス テ ム(家 族 シ

ステ ム ・職 場 シス テ ム)の 移 行 に つ い て の考 え を

聞 い て い る こ とに な る。

1) 仕 事 とそ の ほ か の生 活 と の関 係 に つ い て

 仕 事 とそ の ほ か の生 活 と の関 係 に つ い て，5つ

の選 択 肢 を 用 意 し 尋 ね た(そ の 他 を 含 め る と6

つ)。 「仕 事 に もそ れ 以 外 の生 活 に も， 同 じ く らい

の力 を 入 れ る」 とい うの が 男 女 と もに も っ と も多

い(男46.5%， 女49.9%)。 次 い で 多 い のが ， 男

で は 「そ れ 以 外 の 生活 も と きに は 楽 しむ が ， 仕 事

の ほ うに 力 を 注 ぐ」 で あ り(22.1%)， 女 で は 「仕

事 は さ っ さ とか た づ け て， で き るだ け それ 以 外 の

生 活 を 楽 しむ 」 で あ る(19.9%)。
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 男 性 の 場 合 ， 仕 事 中心 主 義 よ りも， 仕 事 もそ れ

以 外 も等 分 に とい う考 えが 多 い こ とが わ か る 。女

性 の場 合 ，仕 事 周辺 主 義 よ りも， 同 じ く， 仕 事 も

そ れ 以外 も 等 分 に とい う考 え が 多 い こ とが わ か

る(表13)。

2)転 職 観 に つ い て

 転 職 に つ い て，3っ の選 択 肢 を用 意 して 意見 を

聞 い た 。 「職 場 や 仕 事 内 容 が 適 さなけ れ ぽ ， 転

職 を 考 え る」 とす る ものが もっ と も 多 く， 男 で

54.7%， 女 で60.4%で あ る。 「一・度 勤 め た 以 上 ，

簡 単 にや め る のは よ くな い 」 と い う の は ， 男 で

40.5%， 女 で36.6%と な って い る 。「転 職 は 世 間

の信 用 を な くす か ら， や らな い 方 が よい 」 とい う

の は非 常 に少 な い(男4.8%， 女3.0%)。 一 つ の

シス テ ムへ の 持続 的 な 所 属 に 固執 す る とい うよ

り， 内容 が 適 さな け れ ば ， 転 職 も考 え る とい う方

が ， 男 女 と もに 多 くな って い る。 シス テ ム移 行 の

許 容 性 が 比 較 的 高 く出 て い る とい え よ う。 な お，

表15に 見 る よ うに ，実 際 に転 職 経 験 の あ る対 象

者 の 方 が 転職 に 許 容 的 で あ る。

 仕事 優 先主 義 や 終 身 雇 用 制 に 見 合 う考 え よ り

も，仕 事 以外 の生 活 とのバ ラ ン スや ， 職 場 の変 更

を視 野 に入 れ た生 活 観 が 強 い こ とが 示 され た と考

え られ る 。

4. 人 間 関係 ネ ッ トワ ー クー一一付 き合 い一 一一に つ

  い て

 親 戚 ・近 隣 ・職 場 な ど と の 関 係 に つ い て 尋 ね

た 。付 き合 い の濃 淡 につ い て の考 え を問 うた もの

で あ る。

1) 親 戚 との付 き合 い 方 に つ い て

 親 戚 との付 き合 い 方 と して は ， 「一 応 気 軽 に 行

き来 で き る程 度 の付 き合 い を した い 」 とい うの が

も っ と も多 く， 男 で60.5%， 女 で62.5%と な っ

て い る 。 次 い で 「何 か に つ け 相 談 した り， 助 け

合 っ た りす る よ うな 付 き 合 い を した い 」 が ， 男

28.2%， 女23.5%で あ る 。「な るべ く最 低 限 の付

き 合 い です ませ た い」 とい うの は男 女 と もに1割

程 度(男10.0%， 女13.1%)で あ り， 「で きれ ば

付 き 合 い た くな い」 と い うのは 非 常 に 少 な い 。

2) 近 所 との付 き合 い 方 に つ い て

 近 所 の人 との付 き合 い 方 もや は り 「一 応 ：気軽 に
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表12学 歴別 に見た離婚観(男 女別)

男 合 計 中 卒

合

高 卒1短 大・専尸州 大学夫学圃 その他

十き
ロ

回 避 の 努 力

別 居 な ら よ い

離 婚 し て よ い

1589人

100.0%

906人

57.0ｰo

55人

3.5ｰ0

628人

39.500

132人

8.3%

 86人
65.200

 9人
6.8%

 37人
28.0%

468人

29.5/

302人

64.5%

11人

2.4%

155人

33.10

158人

9.9ｰ0

 92人
58.2%

10人

6.3ｰ0

 56人
35.4%

780人

49.100

393人

50.400

22人

2.8ｰ0

365人

46.8%

51人

3.2ｰ0

 33人
64.700

 3人
5.9/

 15人
29.4%

カイニ乗値45.95 自由度8 確率0.01%

女 合 計 中 卒

合 計    2393人
    100.0%

177人

7.4ｰ0

高 卒 短大・専剛 大学大聾 奎L塑 僻_

回 避 の 努 力1265
52.90嫐

別 励 ら よい
31凱..瀚

離 婚 し て よ い 1052人

44.0ｰ0

 44人
24.90

1007人

42.1%

582人

57.8%

31人

3.1%

394人

39.1%

603人

25.200

496人

20.700

411跨L搬
19人

3.2%

288人

47.8%

10人

2.0%

284人

57.3%

110人

4.6%

 59人

53.6%

 9人
8.2ｰ0

 42人
38.2%

カイニ乗値85.30 自由度8 確率0.01%

表13仕 事 と生活(男 女別)

            男

合 

一沚1蹴
家庭鮒 き《'

.L.1348.2%
仕 事 は さ っ さ と

等 分 に

253人

15.5/

757人

46.5ao

表14転 職観(男 女 別)

女

2454人

100.00

250人

10.200

仕 事 の 方 が

仕 事 生 き が い

488人

19.900

彜釧
73人

4.5ｰ0

そ の 他
.L融

1224人

49.900

355人
14.5%

 44人
1.8%

 93人
3.8%

    ロ                                  

男 .L女
合 十…肖

合わねば転職

簡単にはやらぬ

信 用 な くす

1599人

100.0%

875人

54.7%

647人

40.5%

77人

4.8ｰ0

2370人

100.0%

1431人

60.40

868人

36.600

71人

3.0%

話 し合 え る よ うな 付 き合 い 」 を した い とい うのが

多 く， 男 で66.6%， 女 で66.7%と な って い る 。

次 に 多 い のは 「会 った と きに あ い さつ す る 程 度

の 最 低 限 の 付 き 合 い 」 で あ る (男19.1%， 女

20.7%)。 「何 か に つ け相 談 した り， 助 け合 っ た り

す るような付き合い」というのは男女ともに1割

程度である。

 親戚との付き合い方とは，2番 目，3番 目の比

率の選択肢が逆転している。親戚 との付き合いよ

りも，少し浅い付 き合いの方を望んでいるのであ

る。

3)職 場の同僚との付き合い方について

 職場の同僚との付 き合い方について， どの程度

が望ましいかを聞いた。「仕事が 終わってか らも

話し合った り，遊んだ りす る程度の付き合い」 と



表15転 職経験別に見た転職観(男 女別)

   男

合     計  1593人
        100.00

1合 計 「なしL・ 回12回 以上

人

%

72

」

8

54L職転
 

…

ばねわ合

簡単にはやらぬ

信 用 な くす

644人

40.4%

77人

4.8ｰ0

915人

57.500

445人

48.600

426人
46.5%

45人

4.9ｰ0

290人

18.200

169人

58.3ｰOl

109人

37.6%1

12人

4.1ｰ0

387人

24.300

258人

66.7%

109人
28.2%

20人

5.2ｰ0

カイニ乗値40.80 自由度4 確率0.01%

合

女 ⊥宣言塾 セL主旦一凾 ヨ
十

一
ヨ
ロ

合わねば転職

3341人

100.0%

1415人

60.4j

簡単にはやらぬ 856人

36.6001

信 用 な くす 70人

3.0%

1173人

50.1ｰOl

615人

52.4%

523人

44.600

35人

3.0%

539人

23.0ｰ0

355人

65.9ｰ0

172人

31.900

12人

2.2%

629人

26.900

445人

70.7%

161人

25.6%

23人

3.7ｰ0

カイニ乗値72.65 自由度4確i率0.oi/

表16 親戚 との付 き合い方(男 女別)

合 十
ニ
ゴ
ロ

付合いた くない

最  低  限

気  軽  に

相談 ・助け合い

1616人

100.0%

 21人

 1.3%

男三⊥⊥玉

    L
2455人

100.00

 21人

 0.9ｰ0

161人

10.0ｰ0壁
978人

60.5%

456人

28.20

322人

13.10

1534人

62.5%

578人

23.50

い うのが も っ とも多 く，男 が57.3%， 女 が51.2%

で あ る 。次 い で 「仕 事 に直 接 関 係 す る範 囲 で の付

き合 い 」が 多 い(「 最 低 限 」 と略 称)。 男 で24.4%，

女 で35.2%で あ る 。「何 か に つ け相 談 した り，助

け 合 った りす る よ うな 付 き合 い 」 とい う深 い付 き

合 い 方 は ， 男 で17.0%， 女 で12.3%と な って い

る 。
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表17近 所 との付 き合 い方(男 女別)

男 女

合 十壬.肖

付合いた くない

最  低  限

気  軽  に

相談 ・助け合い

1622人

100.000

33人

2.0ｰ0

310人

19.1%

1080人

66.60

199人

12.300

2457人

100.000

19人

o.s/

508人

20.700

1638人

66.700

292人

11.9%

表18職 場の同僚との付き合い方(男 女別)

合

男

十
一雪

口

女

付合いた くない

最  低  限

気  軽  に

相談 ・助け合 い

1603人

100.000

22人

1.4%

2375人

100.000

32人

1.3%

391人

24.4%

918人

57.3ｰ0

272人

17.Ooo

837人

35.2%

1215人

51.200

291人

12.300

表19 大切な付 き合い(男 女別)

男 女

合 十
ユ
ニ
ロ

親 戚

近 所 の 人

職 場 の 同 僚

学校時代の友人

趣 味 の 仲 間

1578人

100.0%

424人

26.9ｰｰ

137人

8.7%

438人

27.8%

370人

23.400

209人

13.200

2338人

100.00

589人

25.200

348人

14.900

329人

14.1%

674人

28.800

398人

17.0%

4)大 切な付き合いについて

 対象者に とって大切な人付き合いを，親戚 ・近

所の人 ・職場の同僚 ・学校時代の友人 ・サークル

や趣味の仲間の中か ら，一つ選んでもらった。男



so

で は ， 親 戚 ・職 場 の 同 僚 ・学 校 時 代 の友 人 が25%

前 後 で 多 くな って い る 。近 所 の 人 を あ げ るの は 少

な く8.7%で あ る。女 で は ，親 戚 ・学 校 時 代 の 友

人 が25%前 後 で 多 い 。次 い で ，趣 味 の 仲 間 ・近

所 の人 ・職 場 の 同僚 が15%前 後 の 比 率 とな って

い る 。男 に お け る 「近 所 の 人 」 の 比 率 が 少 な い の

が 目立 っ てい る 。逆 に 「職 場 の 同 僚 」 は 男 に お い

て多 い 。

 以 上 ， 望 ま しい 付 き合 い 方 に つ い て の結 果 を 見

て きた 。対 象 者 は 適 度 な 付 き合 い を した い とい う

考 え を 持 って い る とい え よ う。

おわ りに

 本稿においては，家族観 ・結婚観を中心に単純

集計結果および基礎 クロス集計結果を見てきた。

表は省略 したものが多いが，全体として，若年層

ほど，そして学歴が高いほど，家族の多様化志向

を持つ。あるいは家族外の社会志向や変化への受

容性を持つ， という結果が見られた。また，職業

別では自営業層 よりも，被雇用者層において同様

の結果が見 られた。今後，高学歴化や被雇用者化

が一層進む と考えれぽ，家族観 ・結婚観の多様化

や社会志向などへ向か うと判断できよう。全体を

通 した結果 としては，かな り穏やかな家族観を対

象者は示 しているといえよう。伝統的な家族観と

多様化 した家族観との問，すなわち過渡期的な観

念を示 しているとい うこともできよう。
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IV-1.刺 激文 単位 の分 析

1.目 的

 今 回 の調 査 で は ， 質 問 紙 調 査 に 加 え て ， 被 調 査

者 の “生 ” の声 を捉 え る ため に ，SCT(文 章 完 成

法 テ ス ト)形 式 の 質 問 紙 と 面 接 調 査 が 施 行 され

た 。 こ こで は ，SCTの 刺 激 文 単 位 の分 析 結 果 に

つ い て 述 べ る。

 SCTは ，文 章 の 書 き出 し(刺 激 文)を 被 調 査 者

に示 し， そ の文 章 の続 き を 自 由に 記 述 させ る技 法

で あ る 。この 調 査 で用 い たSCTは ，精 研 式SCT

(佐野 ・槇 田 ，1960)に 手 を加 え た もの で，60の

刺 激 文 か ら成 って い る 。刺 激 文 は ， パ ー ソナ リテ

ィの 内 容 に つ い て ， 調 査 の ス キ ー ム(i.e.， 自 己；

プ ライ マ リー ・グル ー プ； セ カ ンダ リー ・グル ー

プ；自然(モ ノ)；超 越 者)を 参 考 に して 選 択 され

て お り，Part IとPart IIに そ れ ぞれ30項 目が

適 宜 配 列 して あ る 。 これ らを 刺 激 文 と して用 い る

こ とに よ り， 被 調 査 者 の 生 き方 を被 調査 者 自身 の

言 葉 で 捉 え る こ とが 可能 とな る。

 SCTの 分 析方 法 に は 様hな ものが あ るが ， こ

の 調査 で は， 刺 激 文 単 位 の 内容 分 析 お よび 頻 度 分

析 と， 事 例 分 析 を行 な うこ とに した 。刺 激 文 単 位

の分析の主な目的は，被調査者全体の反応を包括

的に把握することである。つまり，SCTに ょっ

て得られた反応がどのようなもので，それがどの

ような頻度 で現れたかを捉 えようとい うのであ

る。後で述べ る事例分析では，1人 の被調査者の

60の 刺激文に対する反応を全体的に見て， その

被調査者を包括的に分析する。これは，1人 の個

人の姿を具体的に生き生きと捉える上では有効で

あるが，集団の全体像を捉える上では，より計量

的な方法が必要 となる。また， このような事例分

析を行な う上でも，集団の全体的な傾向を事前に

把握 しておくことが重要 となる。刺激文ごとに分

析す ることに より，個人は刺激文ごとにバラバラ

にされてしまい，個人の生き生きとした姿は失わ

れる恐れもあるが，その一方で，より計量的に集

団の全体像に迫れるとい う長所 もある。

       一 一一  ●  一  ●  一 一

 SCTで 得 られる反応は， 被調査老の自由記述

であ り，直接的に計量的な分析を行な うことはで

きない。そこで，われわれは，各刺激文ごとに反

応の内容分析を行ない，それをもとに反応頻度の

分析を行なうことにした。具体的には，内容分析

の結果に基づいて反応 カテゴリーを作成 し，それ

を用いて反応の分類評定をす る。そして，その評
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定 結 果 を集 計 す る こ とに よっ て， 各 内容 の 反 応 頻

度 を把 握 す る とい う もの で あ る。 こ の よ うな 手 続

きを取 る こ とで， 被 調 査 者 の反 応 の持 つ ニ ュア ソ

ス を な るべ く残 した ま ま， 計 量 的 な 把 握 を 行 な う

こ とが 可能 とな る。

2.方 法

[SCTの 施 行]

 SCTの 施 行 は，1991年(平 成3年)の6月

か ら9月 に か け て 行 な わ れ た 。第 一 次 調 査 に あた

る質 問紙 調 査 に 回答 した被 調 査 者 の うち 住 所 と氏

名 が 判 明 して い る者 を調 査 対 象 者 と して， 郵 送 に

よ ってSCT用 紙 の配 布 と回収 を行 な った 。 これ

は ，SCTが 質 問紙 調 査 に 比 べ て被 調 査 者 の負 担

が大 きい ため ， あ る程 度 動 機 づ け'のあ る者 に 限 っ

て 配 布す るた め で あ る。 配 布 数 は約2，500， 回 収

数 は1，332で ， 回収 率 は約53%で あ った 。そ の

うち ，居 住 地 域 な どの理 山か ら一 部 のサ ソプル を

分 析 か ら除 外 した ため ，最 終 的 に1，175の サ ンプ

ル が 分 析 され る こ とに な った 。分 析 に 先 立 ち， 被

調 査 者 を 性 ，年 齢 ， 居 住 地 域 に よっ て 分 類 した

が ， そ の 区分 は ，質 問紙 調 査 の分 析 に 準 じて設 定

した 。 そ の うちわ け は ， 表IV-1の とお りで あ

る 。 これ を見 る と， 男性 が 女 性 に比 べ てか な り少

な く，年 齢 的 に は24歳 以下 が 他 に比 べ て 多 くな

って い る 。 しか し，居 住 地 域 に つ い て は比 較 的 バ

ラ ン スが とれ て い る 。 な お ，SCT用 紙 は ， 前 巻

(組織 行 動 研 究 ，No.22)の 巻末 資 料 に掲 載 され

表IV-1 SCTの サ ンプル数
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て い る 。

[内容 分 析]

 内 容分 析 は刺 激 文 ご とにKJ法(川 喜 田，1967)

を用 い る こ とに したが ，KJ法 で 一 度 に 分 析 で き

る反 応 の数 に は 限界 が あ る 。そ こ で， 被 調 査 者 の

中 か ら性 別 と年 齢 を考 慮 してサ ン プ リン グを 行 な

い ，そ れ をKJ法 で 分 析 す る こ とに した 。年 齢 は

20歳 以下 ，21～24歳 ，25～34歳 ，35～44歳 ，

45～54歳 ，55～64歳 ，65歳 以上 の7つ に 区 分

し，男 女10名 ず つ の計280を 選 び 出 す こ とに し

た 。 ただ し， 性 ×年 齢 の セル に よ って は サ ン プル

数 が10名 に満 たな い と こ ろ も あ り， 最 終 的 に は

約270名 の デ ー タが 抽 出 され た 。

 選 択 され た デ ー タは ， 性 ・年 齢 ご とに ま とめ ら

れ ， 刺 激 文 別 に レポ ー ト用 紙 に 原 文 の ま ま書 き抜

かれ た 。各 刺 激 文 を 書 き抜 い た レポ ー ト用 紙 は 被

調 査 者 単 位 に刧 り離 され ， 結 果 的 に は 各 刺 激 文 ご

とに約270の カ ー ドが 作 成 され た 。

 内 容分 析 は ，SCTの60刺 激 文 の うち ，反 応 内

容 に ま とま りが あ り， 性 差 ， 年 齢 差 ， 地 域 差 が あ

る と思わ れ る刺 激 文 に つ い て行 な うこ とに した 。

具 体 的 に は， 刺 激 文 の調 査 ス キ ー ムに 従 った 分 類

で ，〈1.自 己 〉を除 い た計30の 刺 激 文 が 分 析 対 象

とな っ た 。 〈1.自 己〉 に 関連 した刺 激 文 は ， そ の

内 容 が非 常 に 多様 で あ り， 個 性 的 な も のが 多 い た

め ， 内 容分 析 の対 象 か ら除 外 した 。

 内 容分 析 は ，全 部 で4つ の段 階 に 分 け て行 な っ

た 。 第1段 階 で は ，書 き抜 い た全 内容 の うち140

の 反 応 のみ を 対 象 と して ， 類 似 した 反 応 を ま と

め ， 暫 定 的 な 小 項 目 (内 容 の類 似 した比 較 的 小 さ

な ま と ま り)を 作 成 した 。 この結 果 を見 て反 応 内

容 に ま と ま りが あ るか ど うか を確 認 した 。第2段

階 で は ， こ の結 果 に 残 りの約130の 反 応 を加 え

て ， 最 終 的 な 小 項 目を 決 定 した 。 小 項 目の 数 は ，

刺 激 文 に よ って か な り異 な るが ，20か ら50程 度

で あ る。

 第3段 階 で は ，類 似 した 小項 目を ま とめ て暫 定

的 な 大 項 目を設 定 し，分 類 評 定 に用 い る反 応 カ テ

ゴ リー(基 準 書)を 作 成 した 。紙 数 の関 係 で これ

らの 基 準 書 をす べ て 掲載 す る こ とは で きな いが ，

見 本 と して 〈私 の兄 弟(姉 妹)〉 の 基 準 書 を 表IV一
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表IV-2 〈私の 兄弟(姉 妹)〉 の分類 評定 用基準書

《人数》

【2501 人数(45)】
・～は3人 です。
・～は兄だけです。

【2502兄 弟の数 と具体的な描写(4)】
・～は兄が2人 。上の兄とは13才 も年が違 うので兄弟喧嘩

をした記憶がない。
・～は3人 でそれぞれ離れて生活 している

。

【2503 いない(10)】
・～はいない。
・～がもしいた らもっとちがっていただろうな

。
【2504少 なくて寂 しい(5)】
・～はひとりしかいないので寂 しい気がする

0
【2505 何人かは死亡(8)】
・～は6人 で したけど兄と妹がなくなり現在4人

。
・～5人 で二人は戦死。

《住 所》

【2506 住所(13)】
・～ 皆

、 都会 に住 ん で いる 。
・～ は遠 くに住 ん でい る

。

《生活状態》

【2507 兄弟は幸せだ(8)】
・～は平凡であるが平和に暮 らしている

。
・～はみんな好きなことをやっていて幸せだ

。
【2508 元気 ・健康(10)】
・～は皆元気 である。
・～は6人 でいずれも健康である

。

【2509 元気でいて欲しい(5)】
・～いっまでも健康でいて欲 しい。
・～は広島にいるがいつまでも元気でいて欲 しい

。

《仲がよい》

【2510  4中ゐ雪よい(20)】
・～仲が良 く、旅行したりしている。
・～は父母の死んだ後の気のおけない友人になるだろう

。【
2511 大切な存在(9)】

・～は弟一人だけ、とても大事な存在だ。
・～はひとりいるが離れてみてその存在はいいものだと思う

。【
2512 一生仲良 くしていきたい(4)】

・～ずっと仲よく付き合って欲しい
。

【2513助 け合 う(7)】
・～よ く助け合います

。
・～がいるとあ らゆる面 で助けられた りと人生に良 い影響を

もたらすものだ。

【2514 いろいろあったが今は仲 が良い(3)】
・～とは小 さいころよくケンカしたが今はとても仲が良い

。

《疎遠》

【2515親 しくない(8)】
・～とは仲が良 くない。
・～は私に対 して愛情がない。

【2516 ほとんど会わない(10)】
・～あま り付き合いがない

。
・～はなかなか会 う機会がない

。

《兄弟に対す る気持ち》

【2517尊 敬 している(]1)】
・～を私は尊敬 している

。
・～は男勝 りのところがあり一生懸命努力 し家庭 を作ってい

ることを素晴 らしいと思 う。

【2518 同情すべき存在(5)】

・～は頭がよいだけのつ まらない人
。

・～は尊敬と嫉妬 に値す る人であったが今はかわいそ うに思

って しまうようになった。

《自分 との比較》

【2519似 ている(3)】
・～は私に似ている。

・～は性格が母親そっくりだ。

【2520 自分 と違う(8)】
・～は性格がまるで違う。
・～は自分とは全 く違った生 き方をしている

。

《生き方》

【2521一 生懸命生きている(2)】
・～一生懸命生きている。

【2522 自立 している(2)】
・～は全員実家を出て生活 している。

《年が離れている》

【2523 年が離れ ている(2)】
・～は年が離れているので自分は保護者的な立場になる

。
・～はかなり年をとっている

。

《結婚》

【2524 未婚である(3)】
・～は結婚 しそうにもないよ うに思 う

。
【2525結 婚して子供を育てている(6)】
・～は総 て結婚 している

。
・～みんな3人 ずつの子供を育てている

。

《私を理癬 している》

【2526私 を理解 している(2)】
・～は私をよ く理解 して くれます。

《性格》

【2527 優 しい、良 い人(9)】
・～は最高にいい人だ。
・～優しい頼 もしい人です。

【2528頭 が良い(4)】
・～は出来が良 く、よ く人に比ぺ られる。

【2529 しっか りしている(3)】
・～はよ く気がつ くしっかりものです

。
・～は本当に頼りになって、いざという時に心強い。

【2530 個性的(4)】
・～はそれぞれ個性的である

。
・～個性が強 い。

【2531短 所 もあるが良いところもある(3)】
・～は我がままだが優しいところもある

。
・～はできが悪いが思いやりのあ る良い奴だ

。【
2532欠 点の描写(5)】

・～はそれぞれに 自己申心的なところがあり困 り者であ る
。・～は糖神的に弱 く人生のお手本になるような人がいない
。

【2598 その他(35)】
・～をもっと理解する必要があった

。
・～あ まり考 えたことがない

。
・～は看護婦さんです。
・～は今度就職する

。
・～は余り親のことを考えず

、何 とか面倒 なことか ら逃げて
しまう。
・～は他人より理解 しがたい存在

。
・～は勉強ばかりしている

。

【2599 無回答】
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2に 示 した。この基準書の 〈 〉内に示されてい

るのが大項 目名 であるが，これは暫定的 な もの

で，小項日による分類評定を行なう際，小項 目を

探 し易いように設定されたものである。【 】 内

が小項 口番号と小項 目名で， ()内 には各項 目

の頻度(各 小項 目に含められたカー ドの数)が 示

されている。さらに各小項 目の下 には例示 とし

て，代表的な反応例が示されている。

 そ して，第4段 階は，これを用いた全被調査老

の反応の分類評定と集計を行なった後で，その結

果も考慮 して最終的調整を行な うとい うものであ

る。

 内容分析には，大学生11名 のグループと社会

人約20名 のグループがあたった。大学生のグル

ープはおもに第1段 階，社会人のグループはおも

に第3～4段 階を担当し，第2段 階については両

老が行なった。

[反応の分類評定と頻度の集計]

 全反応の分類評定には，内容分析の第3段 階で

得 られた30の 刺激文についての評定用基準書が

用いられた。評定には先ほどの社会人のグループ

が分担 してあたった。

 評定においては， 実際のSCTの 反応を見て，

等価あるいは最 も意味内容の近い小項 目を見つけ

出す。そして，各反応にその小項 目番号を割 りあ

てる。もし，あまり近い小項 目がない場合は，【そ

の他】 として，その反応を書き抜 くことに した。

また，各小項 目の反応 として代表的なものや特異

なものについても書き抜いた。

 このようにして得 られた評定結果をもとに，各

小項 目の頻度 を性，年齢，居住地域別 に算出 し

た。

[基準書の作成]

 集計結果は，小項 目数：が20～50も あるため，1

つの刺激文 についてだけ見 てもかな りの量 とな

る。そこで内容分析の第4段 階として，小項 目を

併合し，新 たな大項 目の設定 を行な うことに し

た。その際には，小項 目の内容だけでなく，分類

評定 の際に 得られた知見や，各小項 目の性，年

齢，居住地域別の反応頻度 も考慮した。このよう

表IV-3 〈私の兄弟(姉 妹)〉 の小項 目の併合結果

大項目名
一一一..一一一 一 ⊥…一

一 一.一.齒一 一 一.一一 一 一.一

   小項目名
一T一.一一一一

「

A 人数 ・年齢 ・居住地 域 2501 人数
2502 兄弟の数と具体的な描写
2503 い ない

2504少 な くて寂 しい

2505 何人かは死亡

2506住 所

2523 年が離れている

B 状態 2507 兄弟は幸せだ
2508 元気 ・健康

2509 ：元気 でいて欲 しい
2521 一生懸命生きている

2522 自立している
2524 未婚である
2525 結婚して子供を育ててい

c 仲がよい ・大切    2510 仲がよい
2511 大切な存在
2512 一生仲良 くしていきたい

2513 助け合う
2514 いろいろあったが今は仲
2526 私を理解している
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にして得 られた大項 目ごとに，従来の基準書と評

定の際の書き抜いた反応から反応例を選択して最

終版基準璽とした。また，各大項目の反応頻度は

既に得 られ てい る小項目頻度を加算 して算出し

た。なお，表IV-3に は，先ほどの く私の兄弟

(姉妹)〉 の小項 目併合の結果を例として示 した。

3.結 果

 上記のようにして得 られた30の 刺激文につい

ての基準書をp.36以 降に掲載 した。各刺激文の

基準書はそれぞれ1頁 におさめられてお り，大項

目名 とその反応例が掲載されている。さらに，各

大項 目について，全体，および，性，年齢，居住地

域別の反応頻度を示 した。なお，反応頻度は各集

団における百分率で示 されているが，1っ の反応

が複数の項 目に分類 され る場合 もあ り，その和は

必ずしも100と はなっていない。詳細な結果の解

説は割愛す るが，基準書 と反応頻度を見 ることで



SCTの 反 応 の全 体 像 が つ かめ る もの と思 う。

 各刺 激 文 は ， 以下 の よ うに調 査 の ス キ ー ムに 従

って示 され て い る。

〈プ ラ イ マ リ ー ・グ ル ー プ〉

1-3

1-5

1-g

I-17

1-21

1-25

11-1

11-5

11-7

11-11

11-12

11-18

11-23

11-26

私の家は

家の人は私を

私の父

もし私の母が

夫

私の兄弟(姉 妹)

家では

子供

私の母

もし私の父が

同棲i

妻

結婚

家の人は

p.36

p.37

p.38

p.39

p.40

p.41

p.42

p.43

p.44

p.45

p.46

p.47

p.48

p.49
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〈セ カ ン ダ リー ・グル ー プ〉

1-11

1一一13

1-15

1-18

1-20

1-26

1-29

1-30

11-3

11-g

II-9

11-24

<超 越 者>

 1-12

 11-14

 11-20

 11-28

親戚

世の中

恋愛

仕事

近所づきあい

職場

女

日本

友だち

転職

男

天皇制

死

病気

私の健康

年とった時

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

尸0

尸0

 

 

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

μ

μ

レ

レ

μ

μ

μ

μ

μ

似

窟

息

p.62

p.63

p.64

p.65
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1-3 私の家は

【反 応 内容 亅

【A.環 境 ・場所 】

・私 の 家 は、 大変 環 境 の良 い ところ にあ る。

・～ 田舎 にあ ります 。

・～街 の 中 です 。

・～静 か な住 宅地 にあ ります 。

・～駅 に近 く便利 です 。

・～海 に近 い。

・～小 高 い 山の 中 に建 っ てい る。

・～金 沢 にあ ります 。

【B.住 居 】

・～平 成 元年 に新 築 し、2階 建 てで庭 の あ る 日当

りの よ い場所 に あ ります 。

・～小 さい けれ ど も、私 は満 足 して い る。

・～典 型 的 な 日本 家 屋(農 家 造 り)で す
。

・～ マ ン シ ョンの4階 にあ ります 。

・～ 自分 の持 ち 屋 であ る
。

・～二 世 帯住 宅 で、 大 き い。

・～ 団地 です 。家 族5人 では 狭す ぎ ます 。

・～築 後50年 で だい ぶ傷 ん でお ります 。

【C.家 庭 】

・～家 族 みん なと ても仲 が い い 。

・～裕 福 で、 皆幸 福 で あ る。

・～す ご くあ っ たか い雰 囲 気 だ と人 は い います 。

・～ と ても くつ ろ げる 。

・～平 凡 だ。

・～ 中流家 庭 だ。

・～貧 乏 で子 沢 山 であ った 。

・～会 話 の少 な いつ ま らな い場 所 です 。

・～家 族 バ ラバ ラ でま とま りが ない 。

・～散 り散 りに な った 。

【D.仕 事1

。～商 売 を して い る。

・～農 家 であ る 。

・～典 型 的 なサ ラ リー マ ン家 庭 です 。

【E.家 族 構 成】

・～5人 家 族 です 。

・～2人 暮 し。

・～父 、 母、 姉、 妹 と女 ばか りであ る。

【F.象 系 ・先祖 の 地位 】

・～代 々地 主 だ っ た。

・～地 方 の名 士 だ った 。

・～分 家 です 。

・～ 旧家 なの で親 戚 が多 く付 き合 い が大 変 です 。

【G.宗 教 】

・～ キ リス ト教 を信 じて いる ク リスチ ャ ンホ ーム

で あ る。

【他.そ の樹

。～常 に節 約 を心 が け て いる 。

・～昼 間、 誰 もい ませ ん。

・～犬 を飼 って い ます 。

・～ も う少 しで月賦 が終 る。

[反応頻度]

擁
A

B

C

D

E

F

G

他

20.?
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1-5 家の人は私を

[反応 内容]

 【A.良 い評 価 】

・家 の人 は私 を信 頼 して いる
。

・～良 く理 解 して くれ て いて 私 を尊重 して くれ ま

す 。

・～ 自由 にや らせ て くれ て い る
。

・～生 活 の 中心
、 つ ま り軸 的 存在 であ り、 私 の健

康 そ の他 を心 配 して くれ る。

・～お 人好 しだ と思 っ て いる
。

・～慎 重 で はっ き りしない が
、 我 慢強 い と思 っ て

い るよ うです 。

・～ 楽観 的 だ とい う
。

・～懸 命 に仕 事 をや って いる 人 だ と思 っ てい る と

思 う。

【B.マ イナ ス の評価 】

・～ ど う しよ うもな い人 間 だ とい う
。

・～頼 りに な らな い と思 っ て いる で し ょ う
。

・～家 の 中 で は
、 なに も しな い人 だ とい って い る。

・～一 人立 ちす る には ま だ不 十分 だ と思 っ て い る

よ うです 。

・～ 頑 固 で融通 が き か ない と思 っ て い る
。

・～ うる さいお 母 さん だ と思 っ て い るで しょ う
。

・～独 裁 者 と呼 び ます
。

・～変 わ り者 と言 って いる
。

・～お も しろ味 に欠 け る とい う
。

 【C.大 切 に して くれ る】
・～ 愛 して くれ てい る

。

・～ い つ でも見 守 っ て くれ て い るよ うです
。

・～仕 送 り等 して支 えて くれ る
。

・～今 まで立 派 に育 て て くれ ま した
。本 当にあ り

が た い こと です 。

 【D.疑 剛

・～ ど う思 っ て いる の だろ うか
。

・～ 「しっか りして い る」 と思 っ てい る らしいが
、

そ れ は ただ の思 い込 み であ る 。

【E.呼 び方 】

・～お 母 さん と呼ぶ
。

・～ えっ ちゃ ん と呼 び ます
。 も う48才 なの に 。

【F.体J

・～声 が 大 き く目立 つ と言 い ます
。

・～丈 夫 だ とい う
。

・～か らか って 「も う少 しや せ ろ」 と言 うが
、最

近 冗 談 で は済 ま され な い状 況 にな っ てき た。

【G.無 閲心 】

・～ あ ま り気 に して いな い
。

・～ ふだ ん は忘れ てい る
。

【他.そ の他】

・～現 在 は一人 暮 ら しです
。

・～ 年 も年 だ か ら
、 対 社 会的 な役職 を後 輩 に 譲 る

べ き だ とbい ます。

・～家 族 の_.員 と思 っ て いる
。

[反応頻度]

A

B
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D

E

F
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他
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1-9 私 の父

[反 応 内 容]

【A.尊 敬 でき る】

・私 の 父 は尊 敬 で きる人 です
。

・～ は
、立 派 で あ った と思 う。

・～ は努 力家 で感 心 させ られ る
。

・～ は謹厳 実 直 です 。

【B.尊 敬 でき ない 】

・～は あ ま り尊 敬 で き ない 父 だ った 。

・～は とて も性 格 の ひね くれ た人 で
、 とて も尊敬

す る気持 ちに は なれ ませ ん。

・～ とは現 在絶 交 状態 です 。

・～ は、 気 が小 さい くせ に、 お こ りっぽ い。

【C.優 しい】

・～ は優 しい人 であ った。

・～ は愛 情豊 か な人 だ と思 い ます
。

・～ は
、 や さ しくて、 いつ も 家族 の 事 を考 えて く

れ て私 の ほ こ りです 。

・～ は若 い頃 、 よ く子供 と遊 ん で くれ た よ うです 。

【D.頑 固 ・厳 しい】

・～ は頑 固 で こわ い人 で した
。

・～明 治生 まれ の頑 固者 です 。

・～ は厳格 な人 で した
。

・～ は私 が小 さ い頃 よ く私 をお こ った もの だ
。

【E.健 康 状 態】

・～ は長 生 き で94才 でか く しゃ くと してい る
。

・～ は今
、 関 節 痛 に なや まさ れ て い ます 。 早 く楽

に な って好 きな 菊作 りが 出来 る と良 い な と願 っ て

い ます 。

・～ は
、最 近 め っ き り年 を とっ た なあ と思 い ます 。

・～す こ しでも細 く長 く元 気 で い てほ しい 。

【F.死 亡】

・～ は亡 くな りま した
。

・～若 い 内 に死 亡 した
。

・～は 去年79才 で この世 を去 りま した。約2年 間

は入 退 院 を く り返 し、 大 変 で した。

【G.職 剰

・～ 公務 員 です。

・～ は昔 気 質 な銀 行員 であ っ た。

・～ サ ラ リー マ ンだ。

・～ は も うす ぐ定年 です
。

【H.趣 味 ・好 み 】

・～ 大変 骨 董好 きであ っ た0

・～野 球 が好 きだ 。

・～ は タバ コ を吸 う。

・～ は、 よ く働 く、 しか し、 ギャ ンブル も同 じ位

や る。

【他.そ の他1

・～ は、 ち ょ っ と変 わ り者 で す。

・～ は、家 にい る時 間 が短 い 。

・～ は “日本 のお と うさん，'とい う感 じで あ る
。

・ん は、私 と性格 が 似 てい る気 が す る。

・～ は72才 で、先 月 つれ 合 い を亡 く した。

[反応頻度]
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1-17 もし私の母が

[反応 内容]

【A.生 きて い た ら(元 気 な ら)】

・も し私 の母 が 生 き てい た ら
、親 孝 行 したか っ た。

・～生 きて い た ら、 旅 行 に連 れ て行 っ てあ げ たか

っ た。

・～生 きて い た ら
、 私 の生 活 も変 わ っ て いた だろ

う。

・～ 生 き てい た ら
、 い ろい ろ話 が したか っ た。

・～ 生 き てい た ら
、 一緒 に暮 らしたか っ た。

・～ 生 き てい た ら、子 供 をみ せ た か った 。

・～生 き てい た ら
、 今 の状 態 をど う思 うだ ろ うか。

・～生 きて い た ら
、 私 の所 に 遊 び にき てほ しい。

・～生 きて いた ら
、 とい って もす でに死 亡 。

【B.亡 くなっ た ら1

・～亡 くな った ら、 とても悲 しいだ ろ う。

・～ 亡 くなっ た ら
、決 して私 は悲 しま ない だ ろ う。

・～ 亡 くなっ た ら
、困 っ て しま う。

・～ 亡 くなっ た ら
、 後 悔す る だ ろ う。

・～存 在 しなか っ た ら今の 私 は い ない
。

・～
、 健 康 で長生 き して くれ た ら、 どん なに うれ

しい こ とで し ょ う。

【C.病 気 にな っ た ら】

・～ 病 気 にな っ た ら
、 看 病 したい 。

・～ 病気 にな っ た ら
、 心 配 だ。

・～ 病気 にな っ た ら
、 父 の こ とが心 配 だ 。

・～ 病気 にな った ら
、 一番 に駆 け つ ける 。

・～病 気 に なっ た ら
、大 変 だ 。

・～病 気 にな っ た ら
、 自分 に孝 行 が で きる だ ろ う

か。

【D.内 面 的仮 定 】

・～ 、違 う人 柄 だ っ た ら私 の 性 格 も違 っ てい た だ

ろ う。

・～
、私 の母 でな か った ら、 と考 える と面 白い。

・～、 新 しい こ とに挑戦 した ら応 援 したい 。

【E.外 面 的 仮定 】

・～
、 違 っ た人生 を歩ん でい た ら私 の人 生 も違 っ

て い ただ ろ う。

・～ 、違 った職 業 だ っ た らど う なっ てい た だろ う。

・～ 、 父 と結 婚 しなか っ た な ら僕 は存 在 しない。

・～
、私 を産 まな か った ら、 今 の私 は存 在 しな い。

・～、 若 か っ た らもっ と楽 しか っ ただ ろ うな。

・～、 きれ い だっ た ら、私 も 少 しはま しだっ た。

・～、 私 の友 達 だ った ら、親 友 に なれ るか な。

【F.健 康 状 態以 外 の願 望】

・～
、 一緒 に暮 らす こ とに な っ た らどん な によ い

だ ろ う。

・～ 、 ひ と りにな っ た ら、 引 き取 りたい。

・～、 訪 ね て きた ら歓 待す るつ も りだ。

【G.無 関心 】

・～ な ど と考 えた こ とが ない
。

【他.そ の 他 】

・～、旅 行 した い とい った ら喜ん で行 か せ た い。

・～、生 き てい た らOO才 だ 。

・～、 困 る ことが あ る な らす ぐ助 け にい く。

[反応頻度]
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G

他

全体

24.6

22.3

17.0

8.8

12.0
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1-21 夫

[反 応 内容 】

 【A.夫 の理 想像 】

・夫 は優 しくて頼 りが いの あ る人 が よ い
。

・～ に な る人 は、 しっか り した経 済能 力 の あ る人

で ない と いけ な い と思 う。

・～ は強 くあ りたい
。

・～ と なっ た ら
、妻 を大切 に愛 したい です 。

【B.夫 と しての 自己評価 】

・～ と して80点 は とれ る
。

・～ と して まず 良 い方 だ と 自負 して い る
。

・～ と して私 は落 第 です
。

・～ と して女房 に 随分 苦労 をか け て反 省 してい る
。

【C.夫 に対す る良 い x一一一71

・～ は、 大変 や さ しい人 です 。

・～ は
、 真面 目で頼 りに な り ます。

・～ は、 小 さい 頃か ら苦 労 した人 です。 これ か ら

は幸 せ に な って ほ しい と思 い ます 。

【D.夫 に対 す る悪 い評 価】

・～の ことは好 きで はな い
。 や さ しいの か意 気地

が ない のか 。

・～ も うす こ しな ん とか な らないか しら
。

・～最 近 年 なの か物 事 に しつ こ くこだわ る とこ ろ

が あ る。

【E.夫 婦 の あ り方】

・～ は妻 と協 力 す る もの であ る
。

・～ あ っての 妻
、妻 あ っ ての 夫 。

・～ と妻 は___.心同体 とは よ く言 っ たも の で
、56

年 も一 緒 に薯 ら してい る と、 食べ 物 の好 書鬣 い も

同 じにな りま した。

【：F。象 鬮

・～ は家 庭 の 大黒 柱 であ る
。

・～た る もの は
、 家族 を幸せ にす る賣 任 があ る 。

・～ は、 も っ と象 の 申の仕 事 を した方 が よい 。

・～ も
、 も っ と もっ と子育 て を楽 しめ る よ うに早

く帰 っ てき てほ しい。

【G。 偲人 的 記述 、特 徴 】

・～ は無 口 な人 です
。

・～ は仕 事 熱心 です
。

・～ は六 年 前 に 亡 くな りま した
。

・～ と て もい い人 だ った
。私 を幸せ に して くれ た。

【H.言 剰

・～ と い う言 葉 に は実 感 が湧 き ませ ん
.

・～ とい う言 葉 は古 くさ い
。

・～ とは妻 の い る配 偶者 の こと であ る
。

【他 。 そ の樹

・～ とな る 日は いつ の こ とや ら
。

・～ は他 人 であ る
。

・～_.番 争 い た くな い相手 です
。

・～ は私 をた だのお ばさん だ と思 っ てい るで しょ

う。
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!一25 私の兄弟(婦 擁)

[反応 内容]

【A.人 数 ・年 齢 ・居住 地 】

・私 の兄 弟(姉 妹)は い ない
。

・～ は、 兄が2人 。 上 の兄 とは13才 も年 が違 う

の で兄 弟 喧嘩 を した記憶 が な い 。

・～ は5人 で二人 は戦 死
。

・～遠 くに住 ん でい る
。

・～ 皆、 都 会 に住 ん でい る。

・～ はか な り年 を とっ てい る
。

【B.状 態】

・～ は平 凡 であ るが 平和 に暮 らしてい る
。

・～ は全 員家 庭 を もち元 気 に 暮 ら して い る
。

・～ はみ ん な好 き なこ と をや っ てい て幸 せ だ
。

・～は い つ まで も健康 でい て欲 しい
。

・～ は 一生 懸命 生 き て いる
。

・～ は総 て結婚 して い る
0

・～ は みん な3人 ずつ 子供 を育 て て い る
。

【C.仲 が よ い ・大 切 】

・～ は仲 が良 く
、旅 行 した りして い る。

・～ は弟1人 だ け
、 とて も大 事 な存 在 だ。

・～ はよ く助 け 合 い ます
。

・～ は私 をよ く理 解 して くれ ます
。

・～は みん な好 き。

【D.疎 遠 】

・～ とは仲 が良 くな い
。

・～ は い るけ どい な いよ うな もの だ
。

・～は なか な か会 う機 会 が な い
。

・～ は余 り付 き合 いが な い
。

 【E。 肯 定 的評 衡】
・～ は本 当 に優 しい いい人 た ちだ

。

・～ は頭 力aa良い
。

・～ はよ く気 が つ くしっ か り もの です
。

・～ はそれ ぞ れ個 性 的 であ る
。

・～ を私 は尊 敬 してい る
。

・～ は優秀 でひそ か に期 待 して いる
。

・～ は で きが悪 いが思 いや りのあ る良 い奴 だ
。

【F.否 定 的評 価 】

・～ はす ぐ人 に頼 る。

・～ はそ れ ぞれ に 自己申心 的 な とこ ろのが あ り困

りも の であ る。

・～ は精 神的 に弱 く人生 の お 手本 にな るよ うな人1

が い ない 。

・～ は頭 が良 い だ けのつ ま らな い入
。

【G。 自分 との比 較】

・～は私 に似 て い る。

・～ は 自分 とは全 く違 っ た生 き方 を して い る
。

【他 。そ の他 】

・～ は他 人 よ りも理 解 しが たい存 在
。

・～ は家 の あ と をつ ぐ。

・～ は幸 せ だ ろ うか?

・～ は仲 が良 いの か 悪 いの かわ か らな い
。

・～ は女(姉 妹)だ っ た ら何 で も話せ るの に と思

っ て しま い ます 。
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皿一1 家では

[反 応 内容]

【A.休 創

・家 で はの んび り してい る。

・～ くつ ろい でい る。

・～心 がい ちば んや す ま ります 。

・～ リラ ック ス した い。

・～ つ いだ らだ ら して しま う
。

・～何 も しない 。

・～ ご ろ ごろ して いた い。

【B.家 劇

・～三 世代 同居 だ。

・～猫 と犬 が それ ぞ れ家 族 の 一員 であ る
。

・～家 族 団 らん 。

・～家 族 それ ぞれ が結 構 楽 し く会 話 を楽 しん でい

て 、 いい雰 囲 気 だ と思 って い る。

・～家 庭 円満 が願 い。

・～ とき どき手 伝 い をす る 。

・～何 で も話 し合 うよ うに して い る
。

・～ でき るだ け妻や 子 の相 手 をす る よ うに してい

る。

【C.家 での状 態】

・～亭主 関 白です
。

・～ 居 な くて はな らない存 在 です
、 私 は 。

・～ 子供 達 に一 日申早 く早 くと小言 ばか り云 っ て

い ます 。

・～無 口 であ る。

・～一 応 良 き夫 、 父 であ る。

・～ 自室 に こ も りが ちだ 。

【D.忙 しさ ・緊張 感 】

・～ い っ もバ タバ タ して い て新 聞 も読 め な い
。

・～ よ く働 く
。

・～ ゆ っ くり休 む 暇 もな く
、 洗 濯 ・片 付 け ・食 事

の 仕度 、 子 供の 世話 に追わ れ てい ます 。

・～ のん び り したいが 家族 が うる さい 。

・～ 精神 的 にお ちお ちゆ っ た りも でき ませ ん 。

・～嫁 姑 の こ とが難 しい 。

・～毎 日同 じこ とを繰 り返 し過 ごす 。

【E.趣 味 ・好 み】

・～ テ レビを良 くみ る。

・～音 楽 を聴 いて いる 。

・～趣 味 に明 け暮 れ て い る。

・～園 芸 。

・～読 書 。

・～ 自分 の好 み で整 理整 頓 した り部屋 をきれ いに

した い と思 う。

・～ひ ま があ れ ば編 物 を して い ます 。

【他.そ の 他 】

・～私 は余 り役 に立 ち ませ ん
。

・～ い ま
、 改装 中で す。

・～ 今 ごろみ ん な ど う してい るか な 一。

・～ チ ヤ ップ と い う犬 を飼 っ てい ます 。雑 種 です

が 。

・～ プ ラ スチ ック製 品 を買わ ない よ うに してい る
。

・～ な るべ く大 股 で歩 いて運 動 不 足 に陥 らない よ

う気 を付 けて い ます 。

・～ 田舎 の雑 貨 屋 を してい ます の で年 中無 休 です
。

・～ 酒 を飲 ま な い、仕 事 を しない 。
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皿。5 子供

[反応内容]

【A.子 供への思い】
・子供は、人生の喜びである。
・～私にとってやはり宝です。子育てを通して本

当に勉強になりました。
・～は無邪気でかわいい。
・～は大好きである。幼稚園の保母さんになった

方が良かったかも知れない。
・～は無限の可能性を持っているというが

、近ご

ろは私もそう思 う。
・～がいると心がなごむ。
・～は見ているととても面白い。
・～はどちらかといえば苦手だ。
・～はたまらなく可愛く、残酷な存在だ。
・～は好きだが、泣いている子供はいやだ。
・～は何を考えているのか会からない

。

【B.自 分の子供について】
・～はみな元気で育っている。
・～はすっかり親離れして嬉 しいような淋しいよ

うな気持ちだ。
・～は息子が3人 。心のやさしい子に育ってほし

い。
・～は女の子だけで既に嫁ぎ、家を継ぐものはい

ない。
・～とよく話をしたりスポーツなど楽しんで

、話

題を子供にむけている。

【C.子 供がほしい1
・～ははや くほしい。
・～がほしい。男の子がいいな。
・～は好きなので、結婚したら2人 は欲しいです。
・～は何人かいたほうが子供同士学べてよいと思

う。でもそれぞれ家庭の事情でうちのように一人

っ子でもやむを得ない。

・～は欲しい気持ちと、今のままでもいいという

気持ちと半々。

【D.子 育て】
・～を育てることは本当に難しいと思った。
・～ができたら一緒に人生の再スタrト をきれる

ような気がします。
・～は頼 りにならない。うそつき。
・～はなかなか親の事が理解できないのかもしれ

ません。

【E.子 供のあるべき姿】
・～はのびのび自由に育ってほしい

。
・～はたくましく生きていって欲しいと、自分の

力で運命を切り開いていけるような強い子供にな

って欲しいと願っています。

・～に同情することが多い。現代は子供の地獄。

【他.そ の他】
・～の頃にもどりたい。
・～自分の小さい墳と比較する。
。～が少なくなり、淋しい限りです。
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H-7 私の母

[反応 内容]

【A.立 派 ・感 謝】

・私 の母 は、 立派 な人 です 。

・～ は尊敬 でき る人 です
。

・～ に は感 謝 して いる
。

・～ に は良 くして も らっ た。

・～ は私 を心 配 して くれ る。

・～ は苦労 ばか りして い るの で楽 に させ た い
。

【B.強 い ・蔭 身的 ・元 気 】

・～ は働 き もの です 。

・～ は、 頑 張 り屋 です 。

・～気持 ちの しっか りした人 だ った
。

・～ は忍 耐 力 の強 い人 です
。

・～は、 苦 労人 です。

・～ 元気 で毎 日過 ご してい ます
。

【C.や さ しい ・かわ い らし い】

・～ は、 典 型的 なお 嬢 様 で し ょ う。 古 風 な と ころ

は素 敵 だ と思 い ます 。

・～ は だれ に対 して も親切 な人 だ と思 う
。

・～ は明 るい人 です 。

・～ は優 しい人 です
。

・～ は、 お っ と り して い る。

・～お っち ょ こち ょい だ け ど
、好 き0

【D.能 力 ・趣 味】

・～ は とて も頭 が良 い の です
。 ど う して似 なか っ

た の か し ら?

・～ は多趣 味 であ る。

・～ は料 理 が とて も上 手 です
。特 に特製 の ハ ンバ

.c，グは レス トラ ンの それ の2倍 の ボ リュー ム です
。

・～ は とて もお しやれ だ。

【E。 厳 格 ・保守 的1

・～ は、私 の 事 を：大変 きび し く育 て た。

・～ は だい た い私 の こと を理解 して くれ るが
、 と

き ど き非常 に保守 的 で驚 くこ とが あ る。

【F.わ が まま ・神 経質 】

・～ は立派 で尊敬 して い るが 、 ヒス テ リーが ひ ど

くて頭 に くる。

・～ は、わ が ま まで 自分 勝手 で子 供の よ うな人 だ。

・～ は神経 質 な面 が あ る
。

【G.他 界1

・～ も う3年 前 に死 に ま した
。

・～ は長 生 き を した 。

【H.年 を とっ た】

・～ この ごろ年 を とっ た とつ くづ く思 う
。

・～ は、 体 が弱 く病気 が ち であ る 。

【他.そ の他 】

・～ 平凡 な女 性 だ 。

・～ は今 ひ と り暮 しであ る
。

・～ は 自分 に似 て い る。

・～ は67才 です
。

・～ ば年 のわ りに は若 く見 え る。

・～ か ら私 は まだ独 立(自 立)は して いな い
。
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皿一11 もし私の父が

[反 応 内容]

【A.生 き てい た ら】

・も し私 の 父が生 きて い た ら、親 孝 行 した い と思

い ます 。

・～生 き てい た ら、話 の わ か る親 だ っ た と思 う。

・～生 き てい た ら今 の私 は も っ と違 っ てた と思 う
。

・～元 気 で生 き てい た ら75才 くらいか な
。

・～生 き てい た ら、私 の 生 き方 に何 と言 うだ ろ う。

・～ いま生 き て いた ら孫 を見 せ たい と思 う
。

【B.今 と違 う性 格 だ った ら】

・～ もっ と違 う性格 であれ ば良 か っ たの に と思 う
。

・～ 普通 の よ くいる父 だ っ た ら
、素 直 なよ い子 だ

っ た と思 う。

・～ も っ と大 きな存 在 で あれ ば と思 う
。

・～お 酒 も タバ コもや め た ら何 で も してあ げ ます
。

【C.今 と違 った ら】

・～ も う少 し違 っ た職業 であ れ ば
、 現在 の 私 の状

況 はか な り違 った もの に なっ て い ただ ろ う。

・～お 金持 ちだ っ た らよか っ た の に
。

・～ も う少 しお しゃれ だ った ら良 か っ たの に
。

・～大 臣 な ら、私 の 人生 も変 わ っ てい た だろ う。

【D.亡 くなっ た ら】

・～死 ん で しま った らど う しよ う
。

・～亡 くな って しま っ た ら
、 と て も悲 しい だ ろ う。

・～ 死 ん だ ら
、 母 は 困 るだ ろ う。

・～いなくなってもなんとか生活していけるでし

よう。
・～亡 くなっても、私は泣かないだろう。

【E.病 気になったら】
・～病気になったら家族は非常に困る。
・～寝たっきりになったら大変だなと思います。
・～倒れたら心配だ。
・～病気をしたら十分面倒を見てやりたい。

【F.母 と結婚 していなかったら】
・～母と結婚していなかったら俺は生まれてこな

かったのだろうな。

・～母と結婚してなかったら、父は今のような成

功はしていなかったのではないかと思います。

【G。いなかったら】
・～いなかったら、私はいないだろう。
・～いなかったら、今の私はなかった。父の影響

は大きかった。

・～いなかったら、私は嬉しかったかも知れない。

【H.考 えない】
・～考えることなし。大分前に死亡。
・～と考えることはあまりありません。
・～あんまり思ったことがない。

【他.そ の欄
・～私の意思に反対しても自分の意思を貫きたい。
・～もう少 し主人を大事にしてくれていたら、今

の状態にはならなかったのではないかと残念です。

・～同居を望むなら一緒に暮 らそう。
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II-12 同撰

[反応内容]

【A。緒婚前提で肯定】
・同棲は結婚する前にしてもいいと思う.

・～は結婚前提とするならかまわないと思います。
・～は、繕婚の予行練習としては、適当なんじや

ないかしら。

【B.個 人の問題、構わない1
・～はその人その人の価値だから私の意見をいう

問題ではない。

・～二人が共同生活を営むうえで形はあまり気に

しない。
・～本人次第。私個人は反対。
・～ひとりひとりの責任に尽きる。

【C.良 い手段】
・～については別に反対 しない。むしろ合理的で

良い。
・～すれば、その人と生活できるかどうかわかる。

・～は社会の構造を変える一歩となる形態です。

・～はするべきだと思う。

【D.全 面的に否定】
・～は感心しない。

・～は好きでない。けじめはきちんとしてほしい。

・～ 考 え られ ない 。不 道徳 。
●～ は認 め る こ とが でき な い

。結 婚 と儀 式 が あ る。

・～ は、 精 神的 に も社 会 的 に も不安 定 な もの 。

・～ は女 性 に は不利 であ る。

【E.条 件 つ き否定 、 肯定 しか ね る1

・～ 私 には 出来 なか った 。

・～す てき だ と思 ひ ます が、 も し身内 の人 だ とイ

ヤ ですね 。

・～ をす る こと はよ い と思 うが 、 自分 が決 断 を下

す に は様 々な こ とを考 えて し ま うの で難 しい と思

う。

【F.経 験 の有 無】

・～ した こ とが ない。

・～ を し てい る。

【G。 情 動 的表 現、 イメ.o.ジ】

・～ に は ち ょっ と憧 れ て ます 。

・～ と い う言葉 は あ ま り好 き では ない 。

・～ と い うの は ち ょっ と古 くさい イ メー ジが あ る。

【他.そ の他 】

・～ に は関 心 な し。

・～生 活 は私 に とっ て今 の と ころ無 縁 の生 活 。

・～ して る人 っ て緒構 い る ん だよ なあ 。

・～ はか っ こよ くしたい 。

・～ で き る人達 は 自分 に 正直 。
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皿 一18 妻

[反 応 内容]

【A.結 婚 形 鮟】

・妻 にな りたい 。

・～ と しての 立場 は終 わ った 。

・～ がほ しい。

・～ にな るの は誰 だろ う。

【B.現 状 】

・～の 立場 は幸 福 な 時 も惨 め な時 も あ る
。

・～ 楽 しい。

・～ 大変 な仕事 だ。

・～ 病弱 だ。

・～ 太 っ てます 。

【C.理 想 のr妻 亅 像1

・～ 明 る く
、 優 しい美 人 がい い 。

・～ の役 割 と仕 事 を両 立 させ て い る人 も いる
。

・～ 賢 い妻 であ りたい 。

・～ と畳 は新 しいほ うが いい 。

【D.伝 統 的r妻 」 像 の肯 定 】

・～一 度 は持 つべ きだ 。

・～家 庭 に入 るべ きだ。

・～夫 に従 う方 が うま くい く。

・～ にな っ た ら愛 妻弁 当を作 っ てあ げ たい
。

【E.伝 統 的r妻 亅像 へ の反 発 】

・～ と同時 に、 私 は女 であ りた い。

・～母 であ り
、 娼婦 であ り、 神 であ り、 恋 人 であ

る 。

・～ 夫や 家庭 の犠 牲 に な るべ き では な い
。

・～ 夫に家 事 を分 担 してほ しい
。

・r妻 亅 と い う言 い方 は好 き で はな い。

【F.自 己評 価】

・～ と して一 生懸 命 尽 くして き たつ も りであ る。

・～平 均点 程 度 か。

・～ もっ と 自覚 を持 たね ば と思 います
。

【G.他 者(夫)評 価 】

・～ 頼 りにな る存 在 だ。

・～ うる さい が
、 い な い と寂 しい 。

・～ 感謝 して い る。

・～ 強 く
、 忍耐 力 もあ る 。

【H.夫 婦 のパ ー トナ ー シ ップ 】

・～ 夫婦 互 い に愛 し合 っ てい る 。

・～ 夫婦 互 い に補 いあ っ てい る
。

・～2人 で仲 良 く したい
。

・～元 気 で、 私 の最 期 を看 取 っ て欲 しい。

・～ 自分 に とっ て大 切 な人 で す。

【他.そ の他 】

・ 「妻 」 … らな い。

・～子 あ る男 性 との恋 愛 が はや っ てい る
。

・～ にな る とき に は勇 気 が必 要 だ と思 う
。

・～あ ま りイメー ジがわ か な い
。
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II-23 結婚

[反 応 内容]

【A.肯 定 的意 見 】

・結 婚 は した 方が 望 ま しい 。

・～ は ご く自然 なな りゆ きで あ る と思 います
。

・～ は 人間 に と っ て大 切 だ と思 う
。結 婚 しな けれ

ば一 人前 じゃ な い とい うの は分 か る気 が す る。

・～ は しない人 が 多 くなっ て来 てい ます が
、 や は

り自分 の子 供達 は結婚 してほ しい と思 います 。

・～ して良 か っ た と思 います
。

・～ した こ とによ っ て 自分 自身 に 対 し て、 生 き る

こ とへ の責 任 が生 まれ て き た よ うな気 がす る。

・～ は早 くした方 が いい と思 う
。

【B.結 婚 したい】

・～ に対 す るあ こがれ は あ る
。

・～ は した い です 。

・～ した ら、 早 く子 供 を生 ん で、``家 庭” を築 き

た い 。

【C.ま だ結 婚 を考 えて い ない1

・～ は、 ま だ考 えて いな い。

・～ はい ずれ 。 今 は まだや らね ば な らな い ことが

あ る。

【D.否 定 的 窟 見】

・～す れ ば、 苦労 が1つ 増 える 。

・～ てつ ま らな い。

・～ しよ う と思わ ない
。

・～制 度 は うさ ん くさ い
。

・～ は考 え る とけ っ こ う難 しい 問題 だ。

・～ とは束 バ クを とも な うも の であ る
。

・～ は持続 させ る には相 当な 努 力が必 要 だ
。

・～ にも理 想 と現 実 の ギ ャ ップ があ る こ とを認 識

す るべ き だ。

【E.結 婚 は人生 の 竈機 】

・～ は人生 第 二の 出発 であ る 。

・～ とは人 生 の一 大 事 であ る
。

・～人 生最 大 の賭 事 であ る。

【F.結 娼 は全 く飼 人の 問題 】

・～ は したい 人が すれ ば良 い 。

・～ は
eし ても いい し、 しな くて もいい と思 う。

・～ は 当人 同 士の 閥題 なの に周 りが騒 ぐ
。

・～ の年 齢 は 自公 が結 婚 した い と思 った と きが一

1番よい と思 うc

・～ を しない若 者 は更 に 増加 す るか も しれ ない
。

【G。 紹 姆圃

・～ は8年 前 に した。

・～ したの は昭 和52年 です 。

【他.そ の 翻

・～ はす る予 定 です 。

・～式 はな るべ く金 をか けず にや りた い。

・～ は、 教会 でウ エデ ィン グ ドレスを 着 てや りた

い です 。

・～式 の 仲人 をや っ て感激 した 。

・～ を 髫っ か けに仕 事 をや め ま した。

・そ ろそ ろ子 供 達 がそ の  Nに な りま した
。 うれ

し くもあ り、 寂 し くもあ ります 。

[反応頻度]

A

B

C

D

E

F

G

他

全体

34.2

16.8

2.8

17.0

7.6

s.2

4.0

16.0

男囲 姓
一一 一 一1 一

34.4

12.3

3.6

10.3

27.4

19.8

2.3

21.5

10.3i5.7
6.75.9

5.13.3

15.616.3

一r24

12.7

45.3

8.3

13.4

6.5

3.6

10.5

～34  ～44  ～54

32.914L2141.3

19

1：ll：11●2

14

5：123：1188：1

3.818.219.0

1.94.47.2

21.5118.115.8

55^一

33.3

1.6

0.5

17.5

9.8

7.7

8.7

18.0

京浜 首都

25.E 132.9

22.5114.8

3.912.9

17.3118.5

6.9i?.0

3.914.

2.912.

16.718.

墜匝
i

32.0

16.7

s.0

12.8

31.8

10.7

009

18.7

  s.sls.s
57.410.3

56.95.1

114.314.5
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II-26 家の人は

[反 応 内割

【A.私 を気 にか け る】

・家 の人 は 私 を大切 に して くれ る
。

・～ 私の 良 き理 解者 であ る。

・～ 私 を心配 して くれ る 。

・～私 の こと を頼 りに して くれ て いる
。

【B.大 切】

・～私 に と っ ては大 切 な絆 です
。

・～元 気 で長 生 き して ほ しい 。

・～皆 幸せ であ って ほ しい
。

・～私 に と って は宝 です
。

【C。 円満 】

・～ み ん な元気 です
。

・～ 皆仲 良 くや って い る。

・～ 楽 し く暮 らして いる
。

・～健 康 でお 互 い の こ とを考 え
、 か ば い合 っ て い

る 家庭 であ る。

【D.特 懴 】

・～優 しい。

・～保 守 的だ と思 う。

・～明 る い です
。

・～それ ぞ れ個 性 的 だ
。

【：E.家 族 樋成 員3個 々に つ い ての記 述】

・～ それ ぞ れ 自分 の生 活 を してい る
。

・～ 皆 あ ま り仲 が 良 くない
。

・～毎 日忙 しい0

・～ みん な マ イペ ー ス型 です
。

【F。 私 に対 す る評 績 】

・～私 の こと を楽天 家 で
、 の ん 気 な性格 だ とい う。

・～私 をど う評 価 してい るの か気 にな ります
。

・～私 の こ とを我 が まま な人 間 だ とい っ てい る
。

【G.気 持 ちの くい遠 い】

・～あ ま り干 渉 しませ ん。

・～私 の気 持 ち をあ ま り考 えな い
。

・～ や た らと私 に干渉 す る
。

・～ 私 に頼 りす ぎです
。

【他.そ の 他】

・～お 互 い に協 力 し合 っ て い くべ き です
。

・～お 互 い に 自分 の不 平
、 不 満 を言 える場 所 に し

た い 。

・～一 体 何 を して い るの だ ろ う
。

・～今 は 同居 して いな い
。

・～ ス トレス発散 の 対象 とな る
。

[反応頻度]

A

B

C

D

E

F

G

他

樋
17.5

s.7

13.4

17.3

8.4

5.7

B.3

24.?

勇性陲

14.6(19.4
6.7

16.?

14.9

7.9

5.1

4.9

27.4
  J

6.8

11.1

18.9

8.7

6.1

7.3

22.9

=124-r34.一44卜 坐 二

21.1?15.8i13.2i17.i-4'1
5.1(9.5

8.0巨0.1

Zo.7

B.9

5.4

11.2

21.?

21.5

8.9

5.7

5.1

24.7

8.8

14.3

14.8

14.3

3.8

s.s

22.5

   16.9

5.416.0
20.4116.9

1s.2ii2.a

a.8i 4.s

7.21s.s
  i

  1.8}3。8

ユ26・929.5

一一冖 一'噌 一

l

is.0

7.8

京浜 首都 関東}東 北
   一._一一 」  _一一

   16.9117.i216.4

1d.8

17.0

9.8

5.8

18.9

16.9

7.8

5.zI 4.9
6.5i 7.4

23.223.0

4.917.9
14.8

17.2

11.8

4.9

7.9

22.2

9.3

18.2

3.?

7.9

3.3

31.3
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1-11 親戚

[反 応 内容]

【A.定 義 】

・親戚 関 係 はや は り一 番大 切 な人 間関係 の 一 つ と

考 えて い る。

・～ は人 と人 との一 番 身近 な 集 団
。

・～ は皆 家族 の 延長 だ と思 っ てい ます
。

・～ は血 が つ なが っ てい る と感 じます
。

【B。 数 ・居 住地 】

・～ は少 な いほ うです。

・～ はた くさん い ます
。

・～ は ほ とん ど東 京 に います
。

・～ は近 くに住 ん で い る
。

【C.大 切 に したい1

・～ 付 き合 い は なるべ くや っ た方 がい い と思 う
。

・～ 付 き合 い は大変 です が
、 随 分 と助 け られ る こ

とも多 く、大 切 に してい かな けれ ばい け ない と思

い ます 。

・～ とは仲 良 くしてい た いです
。

・～ と は、助 け 合 いが肝 心 で あ る。

【D.関 係 良 好】

・～ は、親 切 だ と思 う。

・～ は 自慢 でき る人 ばか りだ 。

・～ とは仲 良 くして い る
。

・～ とは よ く交 流 があ ります
。

・～ とは子供 の 頃 に よ く遊 ん だ
。

・～ は
、 や は り頼 りにな る もの だ と この頃 考 え て

い ます 。

【E.付 か ず薩 れ ず】

・～ づ きあ い は大 切 に して い るが
、 適 当 な距 離 は

保 って い たい。

・～ づ きあ い は、 つか ず 離れ ず に してい る。

・～ とは
、 と くに親 し くつ きあ っ ては い な いが、

遠 ざ か っ ても いな い。

【F。 あ ま り付 き合 いが ない 】

・～ は いるが ほ とん ど交流 が な い
。

・～ とは盆 と正 月の つ き合 い しか ない
。

・～ との つ き合 い は
、最 近 あ ま りな い よ うな気 が

す る。

・～ は みん な遠 くに住 ん で い るの で
、 め っ たに 会

うこ とも ない 。

・～ に はあ ま り興 味 はあ りませ ん
。

【G.わ ず らわ しい1

・～ づ きあ い は面 倒 くさい。

・～ も場 合 に よっ て は他 人 以 上 に注 意 しない と人

間 関係 が 悪 くな る場合 が あ ります。

・～ づ きあ い は
、 あ ま り得 意 な方 では あ りませ ん 。

・～ は
、 有難 い も の だが時 に は少 々わず らわ しい

こ とが あ る。

【他.そ の 他 】

・～が 今度
、 絡婚 します 。

・～ に は音 楽 好 きが そ ろっ て い る
。

・～ は苦 労 人 が多 い。

・～ ど うい う意 味 を持 つ 存在 かわ か らな い
。

・～ は、 私 の事 を頭 が 良 い と思 っ て いる 。

[反応頻度]

A

B

C

D

E

F

G

他

全体

1.5

10.7

15.9

20.2

6.7

zo.s

17.1

12.6

勇性

2.6

12.1

19.2

17.2

7.4

18.2

13.

11.塾

女 性

1.0

10.1

14.4

21.7

6.4

22.i

8.8

3.3

圏 二3挫=54睡
1.3

12.8

11.9

29.6

2.5

14.6

15.2

10.1

1.86.3

20.4125.3
14.8118.4

16.4112.7

^一99

L一_L

O.511.8
?.4

15.8

11.6

11.2

24.?

20.O

i11.6

-  一       ㎜  m -         』

7.5

18.7

15.5

2.1

9.3

23.3

20.?

13.gl 6.7
19.3)15.5
18.818.7

10.76.7

副 首副 関東
 」 一 .一.」L__

2.5

12.4

11.2

18.6

7.8

23.0

17.7

9.3

1.9

9.3

15.4

20.8

1
 9.7

24.?

16.2

14.?

『 一 「   一

1.5

8.0

18.6

21.3

東北

0.3

12.2

18.6

za.s

6.513.9
19.alis.9
18.318.3

10.615.5
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1-13 世 の 中

[反 応 内容]

【A.肯 定 的 な見 方 】

・世 の 中 そん な に悪 くない と思 う

・～ 偉 い人 が け っ こ ういる
。

・～ 結構 楽 しい
。

・～ 暗 い こ とが 多 いが 、 明 る い ことが らに 目を 向

け たい 。

【B.厳 しい】

・～ 冷 たい
。

・～ うま くいか な い。

・～入 間 関係 が難 しい 。

・～住 み に くい 。

【C.不 公 平 】

・～不 公平
。

・～道理 に合 わ ない こ とが多 い
。

・～正 直者 は いつ も悲 しい思 い をす る
。

・～金 が無 い と通用 しな い もの ね 。

【D。 問題 が あ る】

・～ ま ちが っ てい る
。

・～：最近 病 ん でい る。

・～ ま とも な システ ム で はな い
。

・～ 自分 勝手 な人が 多 い。

・～政 治 が良 くな い。事 が起 こって か らあ た ふた

して い る。

【E.悲 観 的展 望 】

・～悪 くな っ てい る
。

・～あ ま りよい方 に進 ん でい る よ うに は思わ れ な

い 。

・～お か しい 方 に 向か っ てい る
。

・～ これ か らど う なるか 不安
。

【F.捉 えに くい】

・～実 に と らえ に くい
。

・～説 明 でき な い ことが 山 ほ どあ る。

・～ 複雑 す ぎ るの で、 単純 明 快 に行 きた い。

・～知 らな い こ とが た くさん あ る。

【G.変 化 が逮 い】

・～移 り変わ りが激 しい 。

・～あ ま りにテ ンポが激 しい た め
、 振 り返 る ゆ と

りが欲 しい 。

・～の 動 き につ い て、遠 い将 来 を考 え るの は現 代

にお いて は難 しい。

・～生 き馬 の 目を抜 く
。

【H.理 想 蜘

・～ 平和 だ とい い と思 います
。

・～ 楽 し く暮 らした い と思 う
。

・～ 明 るい 社会 が 望 ま しい。

・～善 意 だ け で動 い て欲 しい
。

【他.そ の他 】

・～楽 しい こ とも苦 しい こ とも あ る
。

・～広 いよ うで狭 い
。

・～昔 か ら変 わ っ てい な い。

・～ その 人そ の 人の 考 え方 次第 であ る
。

[反応頻度]

A

B

C

D

E

F

G

H

他

全 体
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1
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一  一       一    一     一
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1-15 恋愛

【反応 内容 コ

【A.恋 愛 の あ り方 】

・恋愛 は節 度 を 持つ べ き だ。

・～ は よ く考 えて進 め る もの だ
。

・～ は刹那 的
、感 情 的 な もの の み であ っ ては な ら

な い。

・～ は 自由 にすべ きであ る
。

【B.素 晴 らしい】

・～ は素晴 らしい
。

・～ は心 の た め に良 い。

・～ は人 生 最 大の 楽 しみ の うちの1つ であ る
。

・～ 人生 の 中 でか けが えの な い 出会 い です
。

・～ は人 をきれ いに し、 成長 させ る。

【C.大 変 】

・～ は と ても楽 しい けれ ど
、 苦 しい こ とも多 い 。

・～ は こ こち よい ほ ど疲れ る。

・～ は ドラマの よ うには いか ない
。

・～ は難 しい と思 い ます 。

・～ は しん ど い
。

【D.恋 愛應 望1

・～ してみ た い
。

・～ は年 に関 係 な い。

・～ は した方 が よ い。

・～ は不得 意 だけ ど憧れ ます
。

・～ いつ も恋 愛 してい た い と思 う。

【：E.過 去 の思 い 出】

・～ 懐 か しい言 葉 です 。

・～ に恋 愛 した頃 が懐 か しい
。

・～ は も う昔 の こと にな りま した
。

・～ は いつ の まに か しな くな りま した。

・～ も う した い とは思 わ な い
。

【F.恋 愛 と緒 婚】

・～ と結 婚 は別 だ と考 えて い る。

・～ らしき経 験 な しに結 婚 し て しまっ た感 じ
。

・～ した相手 と結婚 しな い で今 も想 い 出 します
。

・～思 う人 もあ っ たが その 人 とは結 ばれ なか った
。

【G.無 縁 】

・～ は私 に とっ て無 関係 な こ とだ
。

・～ には縁 が な い。

・～現 在恋 愛 した い と思 う人 が現 わ れ ない
。

・～ まだ経 験 が あ りませ ん
。

・～ を一度 してみ た か った
。

【H.恋 愛 は青 春 】

・～青春 の頃 を思 い ます 。

・～ とい う耆i葉に青春 を感 じる
。

・～ は生 涯 青春 。

・～ は若 い人 々の特 権 です
。

【他.そ の他 】

・～ 小説 は好 きで は ない
。

・～ 子供 に も ステ キ な恋愛 を経 験 して欲 しい です
。

・～ は まだ よ くわ か らな い。 これ か らだ と思 う。

・～ が 自 由に でき る時代 に生 まれ て良 か った
。

[反応頻度]
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1-18 仕事

匸反応内容]

【A.満 足】
・仕事満足しているし、自己実現、：最高の修行の

場だと思う。
・～があることに感謝している。
・～はずっと続けていきたい。
・～順調なので何の不安もない。
・～逃げたくなる時もあるけれど頑張ってやって

いきたいです。

・～大変だが好きだ。

【B。意義のある仕事】
・～はやりがいのあるものがいい。
・～を通 して社会奉仕ができたら素暗 らしいと思

う。
・～は一生懸命責任を持って取り組むべきだ

。
・～とは、それが誇りに感じられるものが最高だ

と思う。

【C.合 った仕事】
・～を好きになれたら毎日がどんなに良いでしょ

う。
・～は自分でやりたいことを自分でしっかりと見

つけてこそ、一生を決める大事な鍵となるのです。

・～は楽しみながらやりたい。
・～はやりたいことしかしないつもりだ。

【D.悩 み】
・～ストレスはたまる_.方です。

・～をしていく上で常に問題点が出てきますが
、

どうやって早く解決していくか、これが最も頭痛

の種です。
・～が自分に舎っている人ってどのくらいいるの

だろう。

・～ははっきりいって好きではないが、働かなけ

れば暮 らしていけない。
・～楽して稼こうなんて甘いよね。

【E.定 年】
・～やめたら急に空しい感じにおそわれた。

【：F.適農に】
・～はもう少しほどほどにと思う。
・～は、誠心誠意やりたいが、ついや りすぎてし

まう。

・～は、早めにかたづけ、のんびりしたい。
・～は仕事、家庭は家庭。
・～は精いっぱいやりたいが家に帰ったら家事及

び 自分の趣味を精一・杯やりたい。定年になる前に

余力を残して辞めたい。

【G。仕事疊持つこと】
・～を通して、いろいろなことをしたい。
・～を選ぶのは大変難しいと思います。
・～も生活の一部です。
・～と家事の両立はとても大変な事だと思います

。

【他。その他】
・～のできる人にあこがれます。
・～は、職業とは異なるものだとわかっているが

なかなか浮世の蝕気から脱却出来ない。
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1-20 逝SAPづ きあ い

[反応 内容]

【A。 必 要 ・大 切】

・近所 づ き あ いは
、 あ る程 度 必要 だ と思 う。

・～ は、 大切 だと思 う。

・～ は
、 多 いにす るべ き で、 行事 にも で きる だけ

参 加 した い です 。

・～ は
、 で きる だけ 深 くした い。

・～ は 、 うっ と うしい時 も あ ります が、 大事 なこ

と です 。

・～ は
、 地 域 コ ミュ ニテ ィを形 戒す る上 で欠 かせ

な いも の だ。

・～ は
、 遠 い親 戚 よ り大切 であ る 。

【B.良 好1

・～ 円満 に気 持 ち よ くお 付 き 合 い して い ます
。

・～楽 し くつ き 舎 え、幸 福 だ と思 って い る。

・～ は
、 うま くい って ます 。

・～毎 日挨 拶 を かわ し
、 畑 で とれ たも の など交 換

しあ った り仲 良 くして いる 。

・～ 老入 か ら子 ど もま でい つ も声 を掛 け舎 っ てい

ます 。地 域 社 会の 連帯 を大切 に実 行 してい ます 。

【C.ほ どぼ どが よ い1

・～ は、``ほ どほ ど に” が よ い と思 う。

・～ は、 オ セ ッカ イ にな らな い程度 に程 々が よ い。

・～ は大 事 だが
、 あ ま り深 くな らない ほ うが い い。

・～ つか ず は なれ ず に つ き合 いた いで す
。

・～ は、 大事 だ が干 渉 され るの は いや です 。

・～ベ タペ タ した もの は イヤ です
。

 【D.瞥 通 ・挨 拶 程度 】

・～ は、 普 通 です 。

・～ ま あ まあの お 付 き合 い
。

・～ は、 挨拶 です ま してい ます 。

・～ は
、 面倒 です が、 挨拶 は きち ん と したい です 。

・～ は、 あ ま りしませ ん が挨 拶 を交 わす 程 度 です 。

【E.難 しい ・わず らわ しい 】

・～ は
、 面倒 くさ い です 。

・～ は
、 うるさ い だけ だ。

・～ は
、難 しい とつ くづ く感 じる。

・～ は、 大 事 だ と思 うが 都 会 で は難 しい 。

・～ は、正 直 言 っ て嫌 い。 な くても いい 。

・～ は、 今 の私 に とっ て、大 変 苦手 の も の。

【F.な い】

・～ は、 現 在住 ん で いる と こ ろで はな い 。

・～ は、 マ ン シ ョ ン住 ま い に なっ てあ ま り付 き合

い はな くな りま した。

・～ は、 あ ま りしな い。

・～ は、 少 な い方 です 。

・～ は
、 妻 に任せ て関知 しな い 。

【他.そ の他 】

・～ は、今 の まま でよ い です 。

・～別 に考 えな い
。

・～ は、 それ ほ ど深 いつ き合 い方 は し てい ない が、

中 には勝 手 な人 種 もい る。 これ に は閉 口 してい る。

・～ は、 普 段特 定 の人 と しか して い ない。

・～ は、 相 手 を慎 重 に選 ぶ こ とが必 要 です 。 同 じ

生 活 水準 、知 的 水準 でな い と思 わ ぬ行 き違 い を生

じや す い。
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1-26 職揚では

匸反 応 内容]

【A.仕 事 第 一】

・職 場 で は仕 事第 一 とす べ き であ る
。

・～時 間 ま で精 一 杯働 く
。

・～ 一 生懸 命 に働 き ま した
。

・～仕 事 に熱 申 した い。

【B.職 場 での 人 間関 係 の状 慇 】

・～ 入 間関係 に恵 まれ て い る
。

・～ 人間 関係 が うま くい っ てい な いの で苦 痛 です
。

・～上 下 関係 が は っ き り して い る
。

・～人 付 き合 い が う ま くい くか気 にな る
。

・～気 を使 う
。

・～信頼 され て い ると思 い ます
。

・～結構 人 に好 か れ て いる と思 います
。

【C.職 場 で の地位 ・立 1

・～ 部長 であ る。

・～編 集 の仕 事 に携 わ っ てい る
。

・～ リー ダー シ ップ をと って い る
。

・～ も う中堅 と呼 ばれ る よ うに な って しまっ た
。

・～や りが い もな く
、 自分 の 存在 が な い。

・～時 々 自分 が浮 い て い る と思 う こ とが あ る
。

【D.職 場 での行 動 ・態 度】

・～ い つ で もに こや か につ と め てい ます
。

・～ 元気 な存在 であ る
。

・～ 大変 に忙 しい
。

・～頑 固 で通 って い る。

・～ ま じめ に働 い て いるつ も りだ。

・～周 囲 の迷 惑 を気 にせ ず 働 い て いる
。

・～ ほ どほ どにや っ てい る。

・～わ りと 目立 ち たが りで した
。

【E.職 場 での モ ッ トー ・規 範 】

・～人 間関 係 が大 切 だ と思 い ます 。

・～皆 となか よ く仕事 を した い。

・～ 私 的醸 情 を でき る限 りお さ える こ とが必 要 だ
。

・～ と りあ えず 、 与 え られ た仕 事 はす る 。

・～ 実 直に 、 アフ タy5は 無 責 任 に、 が モ ッ トー

であ る。

・～ 自分 の 力 をフル に 活用 し て仕 事 を楽 しみ た い
。

・～役 に立 つ人 間 であ りたい
。

【F.職 場 の 状態 ・雰 囲気 】

・～仕 事 が楽 しい。

・～ お も しろ くない こ とが い っ ぱい あ る
。

・～ 居心 地 が悪 い
。

・～ 毎 日同 じこ との繰 り返 し
。

・～ い ろ いろ な問 題が あ る
。

・～経 営 者 の姿 勢 に疑 閥 を感 じて い ます
。

【G.無 職 ・経 験無 し】

・～職 業 無 し。

・～学 生 です 。

・～働 い た こ とはあ りませ ん
。

【他.そ の 樹

・～社 内恋 愛 は よい と思 う
。

・～ 思 い通 り出来 る のは 自営 業 だ か らだ と思 う
。

・～40名 中10名 が女 子の 課 だ っ た
。
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夏一29 女

[反応 内容]

【A.女 性 と男性 は本来 対 等 で あ るべ き】

・女 と して よ り
、 一 人 の人 間 で あ りた い。

・～ は もっ と男 と手 を取 り合 っ て
、 うま くや っ て

い くべ き だ。

・～ は男 と 同 じ人 間 だ
。

・～性 が：最近社 会 に進 出す る よ うにな っ たが
、 良

い事 だ と思 う。

・～ も しっか り した考 え を持 ち
、 どん どん世 の 中

に 出 て行 くべ き であ る。

【B.女 性 と男 性 は本 来 違 うもの 】

・～ 性 は男 性 とは 違 う。

・～ も 人間 で あ るが
、 男 とは担 当が異 なる 。

・～ どこ まで いっ て も女
。

【C.女 性 の強 さ】

・～ は強 い と思 い ます
。

・～ は弱 し
、 され ど母 は強 し。

【D.女 性へ の 批判 的 意見 】

・～ は何 か 間違 っ て いる人 が 多 い
。

・～ は一 般 的 に手 に負 えな い。

・～性 が 働 くこと は いい と思 うが
、 働 くこ とだ け

で 女性 の 持 つ優 しさ をな くす 働 き方 は 良 くな い。

・～わ が ま まで 自分 勝 手 だ
。

【E.女 性 とい う性 へ の満 足 感】

・～ に生 まれ て良 か っ た と思 う
。

・～ に生 まれ て損 した とず っ と思 って い ま したが
、

この 頃 は男の 人 が気 の 毒 に見 えます 。

・～ の方 が男 よ りど ち らか とい うと得 だ
。

・～ は昔 と比 べ る と随分 自 由に生 き られ るよ うに

な っ た。

【F.女 性 とい う性 へ の不 溝 感 】

・～ に なんか 生 まれ た くなか っ た。

・～ はや は り家 ：事
、 仕事 と損 な面 が 多 い。

・～ は一 見 自立 したか の よ うに 見受 け られ たが 、

実 は少 しも変 わ っ てい な い。

【0女 と して の在 り方 】

・～ と して も立派 な人格 をつ く りた い です。

・～ は美 し く
、優 し くあ っ て ほ しい 。

・～ は家 庭 を守 り
、 夫 を陰 で 支 えるべ きだ。

・～ は子供 を産 ん で初 め て大 人 になれ る とい う気

がす る。

【H.男 性 に と って の女 性 の存 在 】

・～の人 は好 き だ
。

・～は男 に とっ て必要 な存在 です
。

・～ は よ く分 か らな い
。

・～ は偉 大 で あ り、 魅 力 的 であ る 。

・～ が近 くに い る と、 緊張 気 味 に な って しまい ま

す 。

・～ は卒 業 した。

【他.そ の樹

・～ イ メー ジか らい って
、 成 熟 した女 を思 う。

・～30年 来 、 心 に秘 め た女 性 が い ます 。
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1-30 日本

 [反応内容]

 【A.日 本は良い国、好きな国】
・日本は世界で一番住みやすい国だと思います

。
・～人として生まれてよかった

。
・～は平和で豊かな国だと思う

。
・～は四季のあるとても美しい国だと思います

。
・～については不平不満も多いがそれを言える良

い国だと思う。

・～は長い聞の努力が花咲いたと思っている
。

・～の自然や文化を残したいものです
。

・～は素晴らしい国で、どこの国より好きです。
・～国内中を旅行できたらいいです

。

 【B.世 界の申の日本の位置と役割】
・～は世界をリ`.ドしていく国となると思う

。
・～は過去大きな誤りを犯したのだから

、今後は

世界から愛される国になるべきです。
・～はもう少し視野を広くしなければならないと

思 う。
・～は最近世界の中で孤立しつつある

0
・～外交手腕がない。

【C.日 本の将来】
・～はこのまま繁栄していくとは思いません

。
・～はこれからの高齢化社会を迎え

、今の私たち

の世代がその社会を支えていかなくてはならない。
・～もこれからは余暇が多くなり

、今までの価値

観だけでは計 り知れなくなる気がする。
・～の将来は社会党が世界に通用する党に変われ

るかが問題だ。

 【D.日 本、日本人を反省すべき点】
・～には自分の意見をはっきり言わず

、暖昧にし

ようとする人が多い。

・～は歪んでおり、どこか狂っている。
・～は物質的には恵まれているが

、精神的な荒廃

がひどいと思う。
・～は工場がたくさんあって空気が悪いところだ

と思う。

・～は平和ボケの国。
・～人は金もうけにばかり執着して

、人間のもっ

とも大切な事柄を忘れているように思う。
・～は政治の改革が必要だ

。
・～は世界の中でもモラルのない国の一つだと思

う。

・～は働きすぎで、とても忙 しい国。
・～贅沢のし過ぎではなかろうか

。
・～人はもう少 しマナーを大切にしなければ駄目

だ。
・～男と女の意識を基本的に改革すべきである

。

【E.豊 かさ、経濟大国 ・未だし個人】
・～は経済的に豊かである

。
・～の経済力は目を見張るものがあるが個人の裕

福さはまだまだである。
・～が戦後このように目覚しい復興をし

、発展す
るとは夢にも考えなかった。

【他.そ の他】
・～なんて嫌いなので

、外国に行きたい。
・～は学校教育に間題があると思う

。
・～富士山

、日の丸、平和が浮かぶ。
・～は我なが ら興味の尽きない対象です

。

[反応頻度]

A

B

C

D

E

他

全 体

42.0

14.9

10.6

19.3

6.1

16.8

男噛
i一 一 一

36.244.8

14.49.2

12.89.7

16.920.4

5.16.5

19・1
」11ヨ

^'24

38.5

9.3

9.3

23.7

8.4

15.?

 

ヒ34-44

39.91 47.4
14.6112.1
8.gl 11.6
18.4  15.8

 5.1 2.8

19.6  16.7

^'S455^一

_；

d7.140.9

11.89.3

12.312.4

13.419.2

8.62.6

15.018.7

姻劃瞬
40.1

15.2

8.7

20.5

5.0

16.1

37.8

10.0

10.E

20.8

4.2

zi.s

i

44.1

 9.5

12.5

17.1

 7.6

15.2

東 北

45.2

8.fi

ia.$

18.6

7.2

15.0

.一 一」 一_
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II-3 友だち

[反応 内容ユ

【A.大 切 ・必 要】

・友 だ ちは 大切 な存 在 だ 。

・～ は必 要 であ る
。

・～ は人 生最 大 の宝 で あ る
。

・～ と は一生 つ きあ っ て い きた い
。

・～ はす ご く頼 りにな る。

・～ との約 束 ごと は必ず 守 る こと であ る
。

【B.よ い ・楽 しい 】

・～に恵 まれ て い ると感 謝 して います
。

・～ は一 緒 に い て楽 しい人が いい
。

・～ は楽 しい。

・～ は、 お互 い気持 ち良 く話 し合 え る仲間 です。

・～ か ら本 当 にい ろ い ろ影 響 を受 け てき た と思 う
。

・～ は よい もの だ 。

・～ と よ くtelで 話す
。

・～ と よ く飲 み
、 また よ く話 す 。

・～皆 良 い人 た ち であ る
。

【C.親 友 ・深 いつ き合 い 】

・～ は数 少 な く、 つ きあ い は深 くす る。

・～の 中 で本 当の 友達 とい え るの は 中学(旧 制)

時 代 の友 だち だ。

・～ は多 け れ ば いい とい うもの では な く質 も大切

だ。

・～ は少 な いが 、真 の 友人 だ と思 う。

【D.距 離 をお いた つ き合 い】

・～ は あ くま で他 人 なの で
、 一 定 の距 離 を もっ て

つ きあ い たい 。

・～ あれ ば ま た楽 し く、 な けれ ば な くて も よ し。

【E.多 い 】

・～ とは皆仲 良 くや っ てい る
。 ス ポー ツ友 達、 遊

び 友達 等 。

・～ い ろい ろ な人 が いて面 白い もの だ。

・～ はた くさん い る。

・～多 い方 が よ い。

【F.少 な い】

●～最 近少 ない 。

・～ とは最 近忙 し くて なか な か会 えない
。

・～ は余 りい な い
。

【G.友 だち と は何 か?】

・～ とは どん な人 達の こ とを指 す のか
、 この 頃 あ

い まい に なっ て きま した 。

・～ と知 人 の 区別 はつ か な い よ うで
、 ど こか違 う

気 もす る。

【他.そ の他 】

・～女 の 友情 はあ り得 な い と思 う。今 ま でにそ う

い え る人 は い なか った し、 今 後 も広 くつ きあ って

い き たい 。

・～ と遊 び に行 き たい
。

・～ はみ ん な結婚 しま した
。

・～広 く浅 く。

・～ とは物 欲 とは無 関係 の もの で あ る
。

[反応頻度]

」

`

A

B

C

D

E

F

G

他

全 体

30.3

17.9

9.6

2.1

23.3

8.4

1.1

11.6

陲睡
27.9

13.8

11.8

2.1

22.1

11.3

1.3

12.1
 _1_

31.5

19.9

8.5

2.2

23.9

7.0

1.0

11.3

一r241-v34

  i_-

33.4134.8

14.?113.9

11.6!7.0

1.912.5

29.4115.8

2.8111.4

0.9!2.5

10.0115.8

一441^一54

_一 」 一一一一i
  l

30.7

15.3

9.8

0.9

19.1

16.?

1.4

i3.a

22.5

24.1

9.6

2.1

25.1

10.?

0.5

ia.7

55^一

26.9

24.9

?.3

3.6

19.2

6.7

0.5

10.9

京浜1首 都
一_一 一一. .L_一_

   

35.91 27.4
15.0

10.8

2.3

21.2

8.2

2.O

ia.$

19.7

9.7

2.7

24.7

6.9

0.4

11.6

関東i藁北
  !一一一一 一一

31.226.8

18.3

12.2

2.7

22.8

7.s

1.5

11.8

18.7

s.s

1.2

24.5

ia.4

0.6

12.1
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皿一8 転膿

[反応 内容]

【A.綫 験(有 無)】

・転職 しま した 。

・～ は一 度 しま した
。 い まは して よか っ た と思 い

ます 。

・～ した事 一度 も ない
。

【B.肯 定 的態 度1

・～ は、 す るべ き。

・～ を してみ る こ とは
、 い い こ とだ と思 い ます 。

・～ は 自分 の能 力 が よ り引 き 出せ る な らいい
。

・～ は場 合 に よっ ては 問題 な い と思 い ます
。

【C.転 職 を考 え る】

・～ は機会 が あ っ た ら したい
。

・～ を考 えて い ます
。

・～ は昔 よ く考 えま した。

・～ は誰 もが一 度 は考 えた こ とが あ る と思 う
。

【D.転 職 しない1

・～ 考 え られ ない
。

・～ を考 えた こ とは一 度 も な い
。

・～せ ず にず っ と 同 じ職 場 に い た い
。

[反応頻度】

     男ぬ 性

A

B

C

D

E

F

他

・～する気持ちはない。

【E.否 定的態度】
・～はなるべくさけたいものだ。
・～が悪いとは思えないが、最近のように簡単に

会社をやめてしまう安易な考え方には賛成できな

い。

・～は慎重にしなければ。
・～どんな仕事についても同じであろう。

【F.転 職をめぐる社会状況】
・～は日本ではまだまだ受け入れられていない。
・～がはやっている

。
・～するのは、今余り抵抗がない世の中になりま

した。
・～がスムーズにいくようになったら

、人々の生

き方がかわるのではないだろうか。

【他.そ の他】
・～をした人を知っている。
・～には発展的なものと、後退的なものと二通り

の型があるのではないかと思 う。

・～もおもしろそうだ。
・～定年が間近なので、週3日 ぐらいの中小企業

のコンサルタントをやってみたい。

全 体

9.2

24.8

10.1

23.8

16.3

8.?

6.3

.._一__L一 一__.  1

9.0

2i.0

11.5

28.7

14.4

6.4

6.7

9.4

27.4

9.2

20.5

17.5

10.2

6.1

一za

0.7

35.9

s.Z

20.7

18.1

12.7

5.4

～34

-i一一一 一
i

 $.9

14.6
i24

.9

22.8

一雪 一・1一

     

6.6112.0
   19.2  26.3

   14.3 9.0

   26.9 30.5   コ

劃難

55^一

22.4

21.3

3.8

zo.2

17.5

4.4

4.9

L
5.9

23.9

12.7

20.3

16.0

11.8

8.2

}副
鹸

13.2

26.3

8.6

23.9

14.4

8.2

4.9

iL

I

11.8

29.6

 6.4

2i.2

17.7

 8.9

 4.4
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皿一9 男

[反応内容]

【A.男 はこうあるべき】
・男 強さと優しさの両方を持っていてほしい。
・～は文句を言わずに黙って行動。
・～は仕事が一番。やっぱり働く姿がたくましい。
・～たるもの一度は勝負しなければなりません。

【B.男 の貴務】
・～は家庭に対 し、家族に対して責任がある。
・～は女性を守るものだと思う。

・～いざというとき頼りになるし、頼りにしてい

る。
・～はとにかく何をしてでも仕事をして収入を得

なければならない。

【C.男 の苦労】
・～性は女性に比べると気苦労が多いと思う。
・～は大変だ。
・～とは悲しい事や辛いことを表面に出さない。
・～とは悲しい生き物だ。

【D.男 はだらしない1
・～の人が最近は弱々しいと思います。
・～は単純でバカでわがまま。

・～もっとしゃんとしなさい。このごろ余りに軟

弱すぎる。

【E.男 へ の 憧れ 】

・～ は賢 い と思 うこ とが度 々 あ る。

・～ な ら頑 張 れ る と思 う。

・～ に生 まれ て良 か っ た と思 う
。

・～ は好 き な仕事 に生 き られ る の で幸せ であ る。

【F.日 本 は男 社会 】

・～ 日本 は まだ 男性 社会 だ と思 い ます
。

・～ の 中に は、 女 をみ くだ して 見 る人 が い ます 。

・～性 は女 性 よ り社 会 的 に優位 にあ る 。

・～社 会 は も ういや だ 。

【G.男 の役 箭 に拘 らな い】

・～ の時 代 は終 わ っ た。

・～ で も家 事 一通 り心得 てお くべ きだ 。

・～ と い うこ とに はあ ま り意 識 しない で生 き て い

き た い。

【H。 男 と女 】

・～ は男 ら し く
、女 は女 らし く。

・～ も女 も も っ と理 解 しあ え るはず だ 。

・～ の人 と女 の 人 は違 うとい うこ とが よ うや くわ

か っ て きま した 。

【他.そ の他 】

・～ はみ て くれ で は ない。

・～ の人 は 自分 を ど う思 って い るの だ ろ う
。

・～ の子 が一 人 いれ ばな あ と思 い ます 。

・～ ど う しで酒 を飲 む の は楽 しい。

[反応頻度ユ

」金幽 性1女性
A

B

C

D

E

F

G

H

他

22.4

6.3

11.0

13.0

18.4

1.8

3.0

4.4

19.1

4

2

2

7

1

5

6

6

6

7

7

7

9

2

1

3

4

4

り
0

 

 

 

 
 
1
」

 

 

 

 
 
-
↓

14.9

5.9

12.9

14.6

21.5

1.9

2.?

4.3

21.3

         

～24ト341～44

  1一 一」 一.__

23.5

4.0

6.9

12.6

23.5

1.2

2.1

5.9

24.4

20.3

3.8

17.1

12.7

13.9

2.5

3.8

2.5

2z.s

22.8

7.4

18.6

9.8

16.3

2.3

z.$

2.3

18.6

剄5竺
19.3

10.2

13.4

14.4

14.4

2.7

3.7

3.7

17.1

24.4

8.3

4.1

16.6

17.1

1.0

3.6

5.7

15.5

京浜

23.9

4.9

10.5

11.4

zo.s

1.3

4.2

6.9

16.3

鰍 墜
16.6

9.?

13.1

17.4

16.2

2.3

4.6

5.0

14.3

29.7

6.1

8.4

11.4

東北

19.9

5.2

11.8

12.4
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II。24 天皇制

 [反応内容]

 【A.象 徴として必要】
・天皇制は良いことだと思います

。
・～については賛成です。現在の形が最良と思う。
・～日本独特の制度で維持していっても良いと考

えます。
・～戦後のような天皇制ならばあった方がよい

。
・～宗教心の無い日本にとって象徴は必要

。
・～日本国の象徴として大切に守って行きたい

。

 【B.伝 縫として存続】
・～日本の伝統として守っていくべきだと思う

。
・～歴史を振 り返れば、日本のこれは誇るに足る

ものでしょう。
・～いい伝統である。
・～には賛成である。今や世界でもほんの少しし

か存在しない制度なのだから希少価値。

【C.国 民の身近に】
・～はそろそろ簡素化してもよいのではないか

。
・～これからはもっと庶民の申に入 られたらいい

と思いますが、それには宮内庁が天皇制に対して

考え直さなければならない。
・～皇室関係のテ レビは興味深 くみるし皇太子の

お妃も気にかかる。
・～現在の天皇や美智子妃の性格には好感が持て

る。

【D.な くて良い】
・～特に必要ないと思う

。

・～は私の最も'nっていることの一つだ。
・～は廃止すべきだ。
・～やめた方がいいと思う。
・～日本にとって必要かどうかと真剣に考えてみ

る必要がある。
・～なんて前世紀の遺物じゃない

。まあ博物館的

価値を認めている人がいてもわからない。

 【E.政 治に利用させるな】
・～を利用した政治はこわい。
・～は日本の伝統を守り?続 けるという意味もあ

るかもしれないが儀式ごとに費やす金額の多さを

考 えるべきではないか。

 【F.ど ちらともいえない】
・～よいか悪いかどちらともいえない

。
・～別に悪いとは思いません

。

 【G.無 関心】
・～あまり深 く考えたことがありません

。
・～についてはあまり良 く分らない

。どちらでも

良い。

・～などどうでもよい。

【他.そ の他】
・～の存続も良いが、大統領制が望ましい。
・～かつては天皇制の名の下に軍部の独裁を許し

、

自国民はおろかアジア諸国の無辜の民に塗炭の苦

しみを味わせた。

・～には特に思うことがない
。人ごとながらもっ

と自由にさせてあげたらと思 う。
・～社会学やユンク㌔こ・理学などからみると巧妙な

仕組みだと思う。

[反応頻度]

」

 
A

B

C

D

E

F

他

全 体

37.4

7.2

3.8

15.1

2，7

21.?

15.6

[男性

37.7

8.z

3.3

2a.a

2.8

17.9

15.4

女 性

37.3

s.7

4.0

12.8

2.7

23.4

15.7

一rZ4

29.2

5.5

2.9

19.5

2.7

26.8

14.6

～34

31.6

6.3

1.9

12.7

2.5

26.6

21.5

～44

41.4

s.0

5.6

17.2

3.3

20.5

16.3

一5吐

48.1

5.9

5.9

11.8

3.2

17.1

12.3J

55～

46。6

14.5

3.6

7.s

2.1

11.4

15.5

京浜圃1関東

36.3

8.1

2.5

19.6

2.5

21.1

16.1

39.8

7.7

5.4

13.5

1.9

17.8

17.8

35.7

8.4

4.6

17.1

2.3

19.4

15.2

東 北

38.0

5.3

3.6

14.8

3.9

zs.s

13.9
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1-12 死

[反応内容]

【A.死 にたくない ・怜い ・不安】
・死ぬことがとても恐い。
・～世の中にそんなに魅力があると思わないけど、

やっぱり死にたくない。

・～自分の事として実感はないが、漠然とした不

安に止まっている。
・～を考えたとき悲しみを覚え涙がでる。

・～という言葉を聞 くと ドキッとします。

【B.：考えたくない ・考えていない】
・～についてあまり真剣に考えたことはない。

・～は悲しいもので、あまり考えたくありません。
・～はあきらめるしかないので、あまり考えない

ようにしている。

【C。身近 ・誰にも平等に来る】
・～は生あるものが、必ずいきつくところ。
・～は誰にも公平に訪れるもの。
・～はいつでもそこにいると思っています。

・～と生は常に背中合わせである。
・～はこの世の最後の扉。

【D.い ろいろと考える ・大切に生きる】
・～はいつも頭から離れない問題です。
・～だんだん心の準備が出来てくるもの。
・～は必ず来るもので」それまで悔いなく生きる

ことが大切である。

・～が存在するから人は生の喜びを感 じることが

でき るの だ ろ う。

・～ ぬ時 は 「幸 せ だ った亅 と思 える様 に な りた い。

【E.怖 くな い ・尊 い】

・～ ニ ッコ リ笑 っ て 「み ん な ど うもあ りが と う」

と海外 に旅 立つ 様 な気 軽 さ で死 に つ ける 自信 あ り。

・～ は尊 厳 な もの であ る 。

・～ は誰 で も いずれ 訪 れ る もの
、 身 を清 くしてお

き たい。

【F.迷 惑 をか け た くな い ・苦 しみ た くな い】

・～ はあ る程 度 運命 と思 うが 、 廻 りの も の に迷惑

は か け た くな い。

・～ は苦 痛 な く眠 るが 如 く安 らか に迎 えた い。

・～ ぬ とき は毎 日々 々手入 れ して き た この家 で と

思 う。

・～ の前 まで ボケ な いで 元気 でい た い。

・～ きれ い に迎 えた い。

【G.死 後の 世 界】

・～ は しば しの 別れ 、 ま た天 国 で あ える 。

・～ ん でも死 後 の世 界 が あ る と思 い ます 。

・～後 どん な感 じなの か、 と思 うこ とが あ る。

【他 。そ の他 】

・～臓 器 移植 して ま で生 きた い と は思 わ な い。

・～ ぬ こ とよ り嫌 な こ とがた くさん あ ります 。

・～ ガ ンの場 合 は告 知 して欲 しい。

・～ があ る か ら
、世 界 の人 口が バ ラ ンス とれ て い

る 。

・～ね ませ ん。 子供 が成 長 す る ま で元気 でい た い。

・～ が どの よ うな もの か解 明 で きれ ば凄 い もの だ。
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皿一14 病気

 [反応内容]

 【A.厳 なもの ・不安 ・心配】

 ・病気はしたくない。

 ・～はこわい。

 ・～はいやだ。

 ・～はつらい。

 ・～は心まで弱 くしてしまう。
・～は自分が苦しむだけでなく皆に迷惑をかける

ので健康でいたいと思います。

・～年をとってきて
、だんだん心配になってきた。

・～は_.人暮しの自分にとっては最も恐ろしいも

のの一つです。

【B.予 防】
・～にはならない様注意している

。
・～はかかる前に予防すべきである

。
・～にならないように自分で努力することはとて

も大切だ。
・～にならぬ対策として適当な運動と毎月の健康

相談と食事に関心をもっている。
・～今まで大病をした事がない

。しかし父が胃が

ん、母が狭心症、遺伝的に考 えると、これから気
をつけなくては。

【C.治 癡】
・～も早期発見が大切なので何かあれば早めに手

を打ちたい。
・～ある程度自覚ができると思うので

、変だと思
ったら早めに病院へ行 くこと。

 ・～になったら、腹を決めて前向きに治す努力を

すること。健康な時にこそ、歩 く、体操等、また、
食事の研究で病気の予防の努力も大事。

 【D.病 は気から1
・～は気か らだと思う。
・～は気持ちの方が負けないことも大切だと思う

。
・～は身体だけのものではなしに

、精神面が原因

となることが多い。

・～は大部分精神的ス トレスから生じる
。

 【E.病 気から学べること】
・～になり、入院して初めて人の痛み、健康のあ

りがたさなど、しみじみわかる。
・～を最近してしまいました

。死なんてと思って
いましたが、やはり病気を治 して長生きしたい

。
・～は神様が与えてくれる試練かもしれない

。
・～はいやだし、かかりたくないが、苦しみの申

か ら何かを得ることもあるようだ。

【F.経 験の有無】
・～は、あまりしたことはない。
・～大病はしたことがないので有難いと思います

。
・～高血圧でもう30年 位薬を呑んでいる

。

【他.そ の他】
・～では死にたくない

。
・～は気にしません。
・～は長く苦しまず

、安楽死を望む。
・～心の病気を治すのは難しい

。
・～になったとき

、もっと安心して療養できるよ

うな福祉制度が必要である。
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皿一20 私の健康

[反 応 内客 】

【A.良 好 ・ま あ まあ】

・私の 健康 はよ い です 。

・～ と ても よい です 。 これ と言 っ て欠陥 が な い。

・～状 態 は今 い いの で この ま ま健 康 に暮 らしたい 。

・～普 通 です 。

・～ まあ まあ です 。

・～ につ い ては 自信 が あ りま す 。

【B.不 安 があ る】

・～ に は少 し不 安 があ る。

・～ に は余 り自信 が ない。

・～ につ い て は綱渡 りの よ うな もの 。

・～ に つ いて は今 は良 い が長 生Cで きな い と思 う。

・～ は あ ま り良 くな い。

・～ は みせ か けだ け か も しれ ない 。

・～ 今 ま では恵 まれ てい た と思 うが問題 は これ か

らだ。

【C.自 分 で管 理 す る もの1

・～ は 自分 で守 って行 かね ば な らな い。

・～ は私 が保 つ もの 。

・～ 自分 で管理 して行 きた い。

・～ を管 理 維持 して病 気 に な らない よ うに した い
。

、・～ 管理 はな っ てい な い。

・～ 自分 で しっか り管 理 で き て いる と は思 えな い。

【D.健 康 法】

・～法 は歩 くこと です 。

・～ よ く眠 る こと。

・ro スj'，Wツをして体力をつけることで保って

いる。

・～法はスポーツと唾眠を十分に取ること。

・～は日々の心がけあバランスある食生活からで

す。

・～法はくよくよしない。

・～については小さいときから余り丈夫でないか

ら東洋医学を利用し努力している。

【E.自 分だけのものではない1
・～は家族の宝だ。

・～自分自身のためだけでなく家族のためにも大

切だ。
・～が損なわれると家族が迷惑する。

・～は娘が一番案じてくれる。

・～を家族が気遣ってくれるのはとても嬉しい。

【F.神 様が守ってくれる1
・～は自信がある。これは精霊のおかげです。

・～はもう神様にお任せしてある。子供の病気の

度に私の健康と引き換えに、と祈ったのだから。

【他.そ の他】
・～のバロメーターはどれだけ動き回れるかです。

・～維持法は特になし。
・～管理は母まかせです。

・～は両親にもらった宝であり、子供達にも与え

た宝です。
・～ちょっとふとりすぎ、病気はあまりしない。

・～の願望には切なる思いがある。

・～は完壁ではないが、・一病息災だ。
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皿。28 年とった時

[反応内割

【A.迷 惑をかけたくない】
・年をとった時回りの者に迷惑を掛けぬよう健康

に留意したい。
・～ボケたり寝たきりになって人に迷惑をかけた

くない。

・～人に頼らず精神的にも自立した老人でいたい
。

・～家族にも、人様にもお荷物になりたくない。
・～健康でいたい

。

【B.夫 婦 ・子供 らと暮 らしたい】
・～夫婦仲良く健康でありたい

。
・～子供と一緒に過ごしたい。
・～家内と一緒にいたい

。
・～ひとりぼっちはやはり寂 しいだろうと思う

。
・～誰が私をめんどうみてくれるだろう

。

【C.理 想の老人像】
・～物わか りの良い年寄 りになりたい

。
・～子や孫に慕って欲 しい。
・～でも純粋な気持ちを忘れたくない

。
・～すてきな女性でありたい

。

【D.ゆ ったり暮 らしたい】
・～のんびりしたい。
・～悠々自適の生活をしてみたい

。

・～妻 と二 人 で
、 仲 良 く旅行 したい 。

・～地方 で静 か な老後 をお く りたい
。

【E.前 向き に生 き る】

・～ 明 る く生 き
、社 会 に いつ まで も交 わ っ てい た

い。

・～ ま だま だ 自分の 役 目を果 た してい く使 命 があ

る 。

・～趣 味 を生 か してい き たい
。

【F.人 生 に潟 足 して いた い】

・～ 生 まれ て き て良 か った と言 える人 生 であ りた

い 。

・～ 「悔 い の ない人 生 だ った 亅 と言 い た い
。

・～一 生懸 命 生 き て来 た な と思 えれ ばそ れ で良 い
。

・～ い まよ り自分 自身 に満 足 してい た い
。

【G.死 につ い て】

・～い つ まで も生 き てい た い とは思 わ な い
。

・～家 の 床 の上 で死 にた い と思 う
。

【H.考 えた こ とが ない】

・～考 えた こ とが ない
。

・～考 えな い ことに して いる
。

【他.そ の 他】

・～ 日本 が ど うなっ て いるか 不 安 だ
。

・～ 残 っ てい るも の は何 も な い
。

・～人 は何 を最 も大 切 と思 うの か
。

・～誰 か と恋 して る
。
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4.考 察

 これ らの基準書を見ると，各刺激文において多

様な反応が得られていることがわかる。基準書に

は代表的な反応例だけが掲載されているが，それ

らを見ただけでも，被調査者が様浸な反応をして

いることが うかがえる。さらに，反応例からは，

被調査者の生活観や生き方を感 じ取ることもでき

る。例えぽ，前頁に掲載 されている 〈II-28年 と

った時〉には，「回 りの者に迷惑 を掛 けぬよう健

康に留意 したい」とい う反応があ り，切実な印象

を受ける。このような結果は，被調査者の自発的

な記述を反応とすることによって得られ る利点で

あり，これらの反応例を読む ことによって，現代

の日本人の姿がおぼろげに浮かんでくる。

 このように多様な反応を10項 目足 らずのカテ

ゴリーに分類す ることには基本的に 無理 がある

が，内容分析を積み重ねて帰納的にカテゴリーを

設定しているため，頻度分析の結果にも被調査者

の生活観が比較的よく反映 されている。再び 〈II-

28年 とった時〉の例で言えば，全体で最も頻度の

高かった大項 目は 【A.迷 惑を掛けた くない】 と

なってお り，現代 日本において老人が置かれてい

る立場を反映 した結果 と言える。

 一方，〈L9私 の父〉では 【A.尊敬できる】の頻

度が他のより具体的な記述に比べて高い。この結

果では，被調査者の率直な態度が現れているとい

うよりも，む しろ “社会的望ましさ”が影響して

いた り，反応が紋切 り型になっている可能性も考

えられ る。 このような点は，SCTの 限界と見る

べきであろう。

 性差について見 ると，〈II-9男〉〈1-29女 〉や

〈1-21夫〉〈II-18妻〉のような被調査者の性別に

よって内容が当然異なるものもあるが，それ以外

にも興味深い性差がい くつか見られる。例えば，

結婚観については，従来の常識では女性の方が結

婚に肯定的と考えられがちであるが，<II-23結

婚〉では，むしろ女性の方が否定的な態度を示 し

ている。頻度を見ると，【A.肯 定的な意見】 は男

性の方が高 く，【D.否 定的な意見】は女性の方が

高い。また，〈II-12同棲〉においても，肯定的な

意 見 は 女 性 で 若 干 多 い 。 男 女 雇 用 均 等 法 施 行 以

来 ， 確 か に 女 性 の生 き方 に 大 きな 変 化 が 起 こ って

お り， こ の よ うな 時 代 の動 きが 反 映 され た結 果 と

見 る こ と もで き る。

 よ り明 確 な 違 い が 現 れ て い る の は 年 齢 で あ ろ

う。 例 え ば ，〈II-24天 皇 制 〉 で は，【A.象 徴 と し

て 必 要】 とか 【B.伝 統 と して存 続】 の よ うな肯 定

的 な 態 度 は 高 齢 者 に 強 く現 れ て お り，【D.な くて

良 い】 の よ うな否 定 的 な 態度 は 若年 層 に お い て強

い 。 また ， 〈1-30日 本 〉 に お い て も類 似 した傾 向

が 見 られ るが ，55歳 以上 に お い て は や や否 定 的 に

な って い る。55歳 以上 の者 は終 戦 時 に少 な くと も

小 学 生 で あ り，戦 争 体 験 の有 無 が 日本 に 対 す る態

度 に 大 き く影響 して い る と も考xら れ る。

 また ，〈1-3私 の家 は 〉 で は ，【A.環 境 ・場 所 】

や 【B.住 居】 の よ うに ， 物理 的 な “家 ” と して 反

応す る割 合が ，高 齢 者 に 比 べ 若 年 層 に お い て 高

い 。そ れ に 対 し，【D.仕 事】や 【F.家 系 ・祖 先 の

地 位 】 の よ うに ，家 柄 あ る いは 家 系 と して の “家 ”

と捉 え て反 応 す る割 合 が 高 齢 者 で 高 い 。 こ の よ う

に “家 ” の意 味 も時 代 に よ っ て大 き く変 化 して い

る と見 るべ き で あ ろ う。

 地 域差 の大 き い もの と して は， 例 え ば ， 〈1-20

近 所 づ き あい 〉が 挙 げ られ る 。【A.必 要 ・大 切】の

頻 度 は， 地 方 に お い て高 く， 都 市 部 で 低 い6さ ら

に ，【F.な い】 の頻 度 は 都 市 部 で か な り高 くな っ

て い る 。都 市 生 活 に お け る近 隣 関 係 の 欠 如 が最 近

問 題 と され る こ とが 多 い が ， これ を裏 付 け る よ う

な結 果 とな っ て い る 。一・方 ，地 方 に お い ては ，〈1-

11親 戚 〉 の 【C.大 切 に した い】 の頻 度 も高 く，近

隣 関 係 や 親 戚 関 係 の よ うな 二 次 集 団 の 関 係 が 緊 密

で あ る こ とが うか が わ れ る。

 こ の よ うに ，SCTの 内 容分 析 お よび頻 度 分 析

は ， 時 間 や 労 力 を 必 要 とす るが ，個 人 や それ を取

り囲 む世 の中 の 生 きた 姿 を捉 え る上 で有 効 な もの

と言 え るで あ ろ う。

引 用 文 献

川喜田二郎 1967 発想法 中公新書
佐野勝男・槇田 仁 1960 精研式文章完成法テス ト

 解説 一 成人用一 一 金子書房



IV-2.事 例分析

1.目 的

 今回の調査で質問紙に加えSCTが 用いられた

理由は，これによって生きた個人の姿を “生”の

声を通して捉えることが可能 となるか らである。

質問紙は多くの個人に施行す ることが可能である

が，得 られ る反応 はいわば選択肢 に付 けられた
“○”だけであ り

，そこから個人を理解することに

は限界がある。それに対してSCTは ，被調査者

の自由記述を反応とするため，より深く個人を理

解することが可能である。

 SCTは ，施行が比較的容易であり，質問紙ほ

どではな：いにしても，多くのデータを収集するこ

とが可能である。今回の調査においても1，000以

上のデータが収集されている。刺激文単位の分析

は，このように大量のデータから被調査者集団の

全体像を捉えることを目的として為された。 しか

し，反応が刺激文ごとに分割されると，1人 の個

人の全体性は失われてしまう。個人を より包括的

に理解す るためには，個人の反応を分割せずに分

析す る必要がある。具体的には，各被調査者の60

の刺激文に対する反応を読み，それらから得られ

る情報を総合することによって個人の全体像を把

握するとい う方法がとられる。

 SCTは ， 臨床場面でも用いられていることか

らもわかるように，個人を理解するためには有効

な技法である。しか し，今回の調査の目的は，あ

る特定個人を理解することではな く，現代の日本

人を一般的に捉}る ことにある。刺激文単位の分

析では，結果を基準書や集計表のような形に集約

することによって被調査者集団の全体像に迫るこ

とができるが，事例分析では，個人像を被調査者

集団の全体像に結び付けるための別の方法が必要

となる。そこで，われわれは，何らかの意味で被

調査者集団を代表する個人のSCTを 選び出し，

それらを事例分析す るとい う方法をとることにし

た。これによって，現代の日本の姿を現実の個人

像から捉えることが可能 となるであろう。
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2.事 例の選択方法

 [事例の数]

 事例は，刺激文単位の分析の対象 となった

1，175のSCTか ら選択 された。選択する事例の

数は，紙数 も考慮して30ケ ース程度とした。原

則としては，5つ の年齢区分から男女3ケ ースず

つを選ぶことにしたが，他の要因，例えぽ，居住

地域，職業，生活史なども考慮し，なるべく多様

な事例が選ばれるように心がけた。

 [評定 者]

 社 会 人 約20名 が 事 例 選 択 の ため の評 定 に あた

った 。各評 定者 は， 性 ， 年 齢 ， 居 住 地 域 に よ って

ま とめ られ た数 十 のSCTを 担 当 し， そ れ らの 中

か ら事 例 の候 補 を選 び 出 した 。 また ， 評 定 者 は 最

終 的 に選 択 され た 事 例 を 分 析 し， そ の パ ー ソナ リ

テ ィ ・ス ケ ッチ を 作 成 した。

 [事例選択の手続 さ]

 まず，各評定者は，分類評定において各自が分

担 したSCTす べてに 目を通 し，その中から典型

的 と思われるものや特殊と思われるものを5ケ ー

ス程度選択する。次に，同L性 ・年齢を担当す る

評定者(3～4人)が 各自の選んだケースを持ち寄

って検討し，その15～20ケ ースの中か ら6ヶ 一

スを選択する。さらに，その6ケ ースを約20名

の評定者全員で検討 して，その性 ・年齢の最終的

な3事 例を決定 した。ただ し，他の性 ・年齢の事

例 も考慮して，必要な場合には事例数の増減も行

なった。

 [事例 の分 析]

 最 終 的 に選 択 され た事 例 につ い ては ， 担 当 評 定

者 が反 応 を総 合 的 に分 析 し， 簡 単 な パ ー ソナ リテ

ィ ・ス ケ ッチ を作 成 した 。 これ は ， 調 査 の ス キ ー

ムに 従 っ て設 定 され た ， 〈1.自 己 〉 〈II.プ ライ'7

リー〉〈III.セ ヵ ン ダ リー〉 〈IV.自 然〉 〈V .超 越

者 〉 と い う5つ の項 目に つ い て ，SCTか ら得 ら

れ る情 報 を も とに した個 人 像 を記 述 した もの で あ

る。
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3.事 例

 以下 に ， 最 終 的 に 選 ば れ た32のSCT事 例 を

掲 載 す る。 各事 例 に つ い て ，SCTの 反 応 とパ ー

ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ を 掲 載 し， 簡 単 な 属 性(性 ，

年 齢 ，居 住 地 域)も 記 載 した 。SCTの 反 応 は ，す

べ て の反 応 を 原 文 に 忠 実 に 掲 載 す る よ う努 め た

が ， プ ライ バ シ ー保 護 のた め ， 一 部 の 内 容 に は 変

更 を加 え た 。

 事 例 は 以 下 の 順 序 で 掲 載 され て い る。

事 例 1～2 男 性24歳 以下 PP.68～72

事 例 3～5 男 性25～34歳 PP.72～77

事 例 6～7 男 性35～44歳 PP.78～81

事 例 8～10 男 性45～54歳 PP.81～87

事 例11～15 男 性55歳 以上 PP.87～100

事 例16～18 女 性24歳 以下 PP.100～106

事 例19～21 女 性25～34歳 PP.106～111

事 例22～24 女 性35～44歳 PP.111～117

事 例25～28 女 性45～54歳 PP.117～126

事 例29～32 女 性55歳 以上 PP.126～134

事例1 男性 19歳 埼玉県大宮市在住

Part I

 1子 供 の頃 ， 私 は 甘 え ん坊 で よ く母 とい っ し

ょに い た よ うな気 がす る。悪 さ も し ょっ ち ゅ うや

って い た 。

 2私 は よ く人か ら 頼 りに され て い た り， 相 談

を もち か け られ た りす る。

 3私 の 家 は 母 が 交 通 事 故 で 今 も 入 院 してお

り， 父 と私 だ け が家 で生 活 して い る 。兄 は 一一人 暮

し。(来 年 結 婚)

 4私 の 失 敗 色 々 とあ るが ， 大 きな 失 敗 は あ ま

り思 い うか ば な い 。

 5家 の 人 は 私 を 一潘 頼 りに して い る人 物 とみ

な され て い る ら しい 。

 6私 が 得 意 に な る の は テ ニス や バ レ ー ボ ー

ル， 水 泳 ， バ ス ケ ッ トボ ール を や って い る と ころ

を友 達 にみ られ て い る と きで あ る 。

 7争 い ご と今 まで な い が ， これ か らサ ー クル

の 方 で 役 員会 議 で 争 い ご とが 起 こ る よ うな 気 配

だ 。

 8私 が 知 りた い こ と は 将 来 ど うい う人 生 を過

ごせ るか ， だ 。

 9私 の 父 は ドジで 威 厳 が な く，逆 に私 の方 が

父 を叱 って い る始 末 で あ る 。

10私 が き ら い な の は ウ ソを平 気 で つ け る人 で

あ る 。

11親 戚 も し ょせ ん 赤 の 他 人 で あ る。

12死 一渡 は 皆 に お とず れ る人 生 に とっ て最 大

の不 幸 で あ る 。

13世 の 中 よ くわ か らな いが ， や は り最 後 に は

金 と権 力 を も って い る人 が 世 の 中 を制 す 。

14私 が で きな い こ とは た くさ ん あ るが ， そ れ

を一 つ 一 つ チ ャ レ ン ジ してみ て で きな い こ とを克

服 してみ た い 。

15恋 愛 な んだ か んだ とい っ て大 学 生 活 は 恋 愛

を見 つ け て い る よ うな ものだ が ， そ れ ほ ど恋 愛 は

影 響 す る面 が 多 く， 重 要 だ 。

16将 来 は， ホ テル マ ンか 航 空 関 係 の仕 事 に つ

くつ も りだ 。

17も し私 の 母 が 今 も元 気 で あ った ら， 父 も前

の 父 に も ど って元 気 に生 活 して いた で あ ろ う。

18仕 事 は， 一 生 涯 通 せ る も のを 選 び た い 。

19私 が ひ そ か に 願 っ てい る のは ， 意 中 の 人 と

両 思 い に な る こ とで あ る。

20近 所 づ きあ い は ， 簡 単 な よ う で む ず か し

く， よそ よそ しい 。

21夫 と一 言 で 言 っ て も， 頼 りあ る夫 頼 りな い

夫 ，酔 っ払 い な夫 とさ ま ざ まで あ る 。

22時 々私 は ， 死 んだ ら ど うい う気 持 ち に な る の

だ ろ う とふ と考 え る。

23私 が 心 ひ か れ るの は 何 か 一 つ の こ とを 一 所

懸 命 打 ち こん で い る人 を 見 てい る と きで あ る 。

24私 の 不 平 は 別 に な い 。

25私 の 兄 弟 (姉妹) は 兄 だ け だ が ， 世 界 中 で

一 番 の兄 を も った とい うこ とで あ る
。

26職 場 で は や は りあ い さつ を 基 本 と し， か た

く る し くな い 明 るい 職 場 を つ く りた い 。

27私 に と って 大 事 な の は ，一・生 もちつ も た れ

つ ， つ きあ って い く妻 を 見 つ け る こ とで あ る 。

28今 ま で は ， 何 を 勉 強 した い か と言 わ れ て も答

え られ な い 自分 で あ った 。



29女 は ， や は り男 な しに は 生 ぎて い け な い動

物 だ 。

30日 本 は ， あ と十年 も した ら き っ と経 済 危機

が お とず れ る と思 う。 こん な豊 か な く ら しは長 く

つ づ カ・な し・。

Part II

 1家 で は ， テ レ ビば か り見 てい る 。 あ とは 風 呂

に入 っ て寝 るだ け 。

 2私 を 不 安 に す る の は 別 に な い 。

 3友 だ ち は ，形 式 上 の 友 は 必要 な くは な い

が ， 真 の 友 を つ くるべ きだ と痛 切 に 感 じ る。

 4私 は よ く， オ チ ャ ラけ て い る といわ れ て い る

が ， 自分 で い うの も何 だ が ， メ リハ リの あ る男 で

あ る。

 5子 供 は， 大 大 大 大 好 きで 結 婚 した ら早 く子

供 を生 み た い と思 っ てい る 。

 6も し私 が 金 持 ち だ った ら， 今 ごろ ポ ル シ ェ

928を 買 って い るだ ろ う。

 7私 の 母 は ， 何 で も出 来 る人 で あ った 。(料

理 ， 裁 縫 ， そ ろ ば ん ， 習 字etc.)

 8転 職 は絶 対 に イ ヤ だ 。 ア ルバ イ トの転 職 は

別 だ 。

 9男 は， 女 が い な い と 生 きて ゆ け な い 動 物

だ 。

10私 の 眠 り は ， 充 実 して い る 。な ， な ん と一・

日七 時 間 以 上 も寝 てい るの だ 。

11も し私 の 父 が ， も うち ょっ と威 厳 の あ る親 だ

った ら， 自分 が将 来 父 に な った とき もそ うな ろ う

と思 った に違 い な い 。

12同 棲 別 に反 対 は しな い 。

13私 が 好 き な の は ， 愛 で あ る 。食 べ 物 だ った ら

お 菓 子!!

14病 気 私 自身 と して も… 番 や っか い な物 で ，

肺 ガ ンに な った ら ど うし よ うと思 い つ つ もタバ コ

を 吸 って い る。

15私 の 頭 脳 は まだ20%く ・らい しか 使 わ れ て

い な い 。 と思 う。

16金 あれ ば あ るだ け い い が ， 金 は 人 を 変 え

るQ

17私 の 野 心 は ， で き る こ とな ら世 界 中 で有 名

な ホ テル マ ンに な る こ とで あ る。

一一一SCTの 分析結果一  69

18妻 一 生 大 事 に して い きた い 。

19調 子 の よ い 時 何 で もや りた くな り，失 敗 を

恐 れ な い と きが あ る。

20私 の 健康 今 の と ころ は 異 常 な く健 全 で あ

る。

21私 が 残 念 なの は ， こ の年 に な：る と何 人 もの 人

とは恋 愛 で き な い こ とで あ る 。

22大 部 分 の 時 間 を 睡 眠 に つ い や して い る と思

う。

23結 婚 は， 一 度 き りで 一一番 の 挙 式 を あ げ た

い 。

24天 皇 制 別 に 反 対 賛 成 どち らの 意 見 もな い 。

25ど う して も私 は 大 学 在 籍 中 に テ ニス でAl1

■■ 〔注 ：大 学 名 〕 に な りた い 。

26家 の 人は ， 父 しか い な い 。

27私 が 羨 ま しい の は あ る人 が だ れ に で もで き

な い こ とを 平 気 です る こ とが で き る とい う才能 を

も って い る こ とで あ る 。

28年 と った時 ，子 供 の迷 惑 に か か らぬ よ うな，

父(お じい さん)に な りた い 。

29私 が 努 力 してい るの は 今 は ， テ ニ ス の腕 を

磨 く こ とだ 。

30私 が 忘 れ られ な い の は ■■ 大 学 の 合 格発 表

で あ る 。(ま さか 私 が 現 役 で あ こが れ の ■■ に は

い れ る とは!)

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己：

 都内有名私立大学の学生。独身。自宅通学。将来

の希望はホテルマンか航空関係の仕事に就 くこと

であり，特に世界でも有名なホテルマンになるこ

とを野心としてあげている。スポーツが得意で現

在はテニスの腕を磨 くことに熱心なようである。

恋愛に対 して大きな関心を寄せ，また子供は大好

きで結婚 したら早 く子供がほ しいと願っている。

II.プ ライマリー・：

 家族構成は，両親と兄が1人 の4人 家族である

が，現在母親は交通事故のため入院してお り，兄

は1人 暮 しのため，家では本人 と父親の2人 であ

る。母に対しては 「何でも出来 る人」 と尊敬の念
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を抱いているが，父にはもう少 し威厳をもって欲

しいとややネガティブな感情があるようである。

但 し，そのような父の状態は母の入院の影響も強

いだろうと，父に対する同情も窺われる。兄には

強い尊敬の感情を示 している。

III.セ カ ンダ リー ：

 「あ こが れ の大 学 」 に 現 役 入 学 で き た とい う 喜

び が 大 き く， 従 っ て大 学 へ の帰 属 意 識 も強 い 。 テ

ニ ス ・サ ー クルに 属 し， 在 籍 中 に 学 内 の トップ ク

ラス の選 手 に なれ る よ う練 習 に 励 ん で い る よ うで

あ る 。友 人 関 係 で は 形 式 的 な 友 人 の 必 要 性 を 認 め

つ つ も真 の友 を 希 求 してい る 。 また ， 恋 愛 に 対す

る関 心 が か な り強 く， 実 際 意 中 の 女 性 は い る よ う

だ が ， 両 思 い に は な れ ず に い る 。

IV.自 然 ：

 自然 に 関 す る記 述 は 見 られ な い 。今 の と ころ 人

や 物 へ の関 心 の方 が 強 い よ うで あ る 。

V.超 越者：

 死については 「一度は皆におとずれ る…」 と規

定し，「死 んだらどういう気持 になるのだろうか

とふと考える」 と記述 しているように， この年頃

の者誰 もが抱 く死に対す る漠然とした恐怖の域を

出ていないと思われる。その他の超越者に関す る

記述は見られない。       (川島 真)

事例2 男性 19歳 石川県河北郡在住

Part I

 1子 供の頃，私は よく友達と公園で野球をし

て遊んでいました。

 2私 はよく人から 明るくて，いっしょにいて

楽 しいと言われる。

 3私 の家は 大 きくもな く小さくもない，ごく

普通の大きさです。

 4私 の失敗 は今まで何の苦労もせずに短大に

入って しまったことです 。

 5家 の人は私を よく 「人を思いや りなさい。」

と言 う。

 6私 が得意になるのは まず好きになることか

ら始 まる。

 7争 い 事はあま り好み'ませんが，見 るのは好

きである。

 8私 が知 りたいことは 好きな人の全てです。

 9私 の父 とはけんか して以来，話を した事が

あ りません。

10私 がきらいなのは 暑い夏です。じめ じめ し

ているからきらいです。

11親 戚 とは長 く，幅広 く付き合って行きたい

です。

12死 んだ ら，どうなるんだろう。と考えた事

がある。

13世 の中 は便利になってきてとてもいいが，

自然を犠牲にする必要はない。

14私 ができないことは ないと思います。やろ

うという気持ちがあればできないことはない。

15恋 愛 はできるならぽた くさん思いっきりし

たい。

16将 来 はちゃんとした会社に就職し，明るい

家庭を持ちたい。

17も し私の母が 死んだならば，今1番 頼 りに

している人なので，死ぬほど悲しいと思 う。

18仕 事 は慎重に選んで，定年を迎えるまでそ

の会社で働 くのが望ましい。

19私 がひそかに 将来大 きなことをしてやる。

とい う野望を持っている。

20近 所づきあい はとても大切なことだと思い

ます。

21夫 は家族のために働 く人です。

22時 々私は 自分 のことが嫌 になるこ とが あ

る。

23私 が心をひかれるのは 何事にも一生懸命や

っている人を見たときです。

24私 の不平は これ と言って特にありません。

25私 の兄弟(姉 妹) は今年の4月 で高校に入

学 しました。

26職 場では 会社のために一生懸命働きます。

27私 にとって大事なのは 今自分が生きている

ことです。

28今 までは 努力とい うものを してこなかった



ので ， これ か らは が ん ば って い きた い 。

29女 は 顔 ， 外 見 で は な く，優 しい心 を持 つ人

だ と思 う。

30日 本 に 生 まれ て 本 当 に よか っ た と思 い ま

す 。

Part II

 1家 で は 自分 の部 屋 で， 音 楽 を 聞 きな が ら，

ご ろ ご ろ してい ます 。

 2私 を 不 安 に す る の は ち ゃん と短 大 を 卒 業 し

て， い い 企 業 に 就 職 で き るか ， とい うこ とです 。

 3友 だ ち は 多 い とは 言 え ませ ん が ， とて も仲

の い い 人 が い る 。

 4私 は よ く 今 ，僕 は何 を して い るんだ ろ う。

と考 え る こ とが あ る。

 5子 供 の しつ け は大 切 な こ とで す 。

 6も し私 が 生 まれ 変 わ れ る のな ら， も う1回

男 に 生 まれ て， 今 まで 失 敗 した こ とな どな い よ う

に してい きた い 。

 7私 の 母 は 九 州 の長 崎 で 生 まれ ，家 庭 を 明 る

くして くれ る人 です 。

 8転 職 は絶 対 に した くあ りませ ん 。

 9男 に生 まれ て本 当 に よか っ た と思 い ます 。

10私 の 眠 り は いつ も睡 眠 不 足 な ので ， あ ま り

よ くな い 。

11も し私 の 父 が 明 るい 人 だ った ら， よか った

のに と思 う。

12同 棲 は よ くな い こ とだ と思 い ます 。同 棲す

るな らぽ ， 結 婚 す べ きです 。

13私 が好 き な のは 音 楽 を 聞 く事 です 。

14病 気 は あ ま りした こ とが あ りませ ん 。健 康

です 。

15私 の 頭 脳 は あ ま り使 っ て いな い ので 早 くボ

ヶ ル と思 う。

16金 は あ れ ば あ るほ どい い が ， 生 活 して い く

ぐらい のお 金 が あ れ ぽ 幸 せ だ と思 う。

17私 の野 心 は 人 に比 べ た ら大 きい と思 い ま

す 。

18妻 は家 庭 を 明 る く し， 子 供 の しつ け をす る

人 です 。

19調 子 の よ い 時 は や る こ と， や る こ とが 全 て

うま く行 く。
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20私 の健康 管理はなっていないと思います。

21私 が残念なのは 自分の行きたい学校に行け

なかったことです。

22大 部分の時間を むだな時間に費やしていま

す。

23結 婚 はす ることは当 た り前 のことだ と思

う。

24天 皇制 はやっぱ りあった方がいいと思 う。

25ど うしても私は やせることができな くて困

っている。

26家 の人は 明るくていいと思います 。

27私 が羨ましいのは やせている人を見た時で

す 。

28年 とった時，あまりす ることがないと思 うの

で，今の うちにたくさんの趣味 を作ってい きた

い。

29私 が努力 しているのは あ りません。

30私 が忘れられないのは 失恋 したことです。

パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己：

 短期大学(男 女共学)の1年 生で，自宅から通

学 している。将来 は，ちゃんとした会社 に就職

し，会社のために一生懸命働き，転職は絶対 した

くないと思っている。また，具体的な内容は記述

されていないが，大きな野心を持っている。何の

苦労 も努力もせずに進学 したことに後悔がある。

音楽を聴 くことが好き。

II.プ ライ マ リー ：

 家 族 構成 は ，両 親 と妹 の4人 家 族 で あ る。父 親

に 対 して は ，否 定 的 な感 情 を持 っ て お り， け ん か

を して 以来 ，話 を して い な い とい う。対 照 的 に ，

母 親 に対 して は， 家 庭 を 明 る く して くれ る人 と し

て， 肯 定 的 な 評 価 を して い る 。

III.セ カ ンダ リー ：

 仲 の よい 友 だ ち が お り， 人 か ら明 る くて ， い っ

し ょに い て 楽 しい と言 わ れ ，対 人 関 係 は 良好 で あ

る。 社会 に 対 して は ，現 状 肯 定 的 で， 体 制 順 応 的

に 生 き よ う と して い る。
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IV.自 然 ：

 世 の 中 は ，便 利 に な っ て き て とて もい い が ， 自

然 を犠 牲 にす る必要 は な い， と考 え て お り， 環 境

保護 に対 す る関心 が うかが え る。

V.超 越 者 ：

 「死 んだ ら， ど うな るん だ ろ う。 と考 え た 事 が

あ る。」 と述 べ ては い るが ， あ ま り深 くつ きつ め

て考 え た よ うに は思 わ れ な い 。そ の他 の超 越 者 に

関 す る言 及 もみ られ ない 。    (小林 和 久)

事例3 男性 26歳 東京都港区在住

fart I

 1子 供の頃，私は 外で遊ぶのが大好きでした

が，最近はなかなか外で遊ぶチャンスがない。

 2私 はよく人から 酒飲みと言われる。

 3私 の家は 会社に近 く，通勤には便利です。

 4私 の失敗 は色/zあ るが，あま りにも多すぎ

て，ハ ッキ リと覚えているものは少ない。

 5家 の人は私を 長男として扱 う。

 6私 が得意になるのは 多勢の人に誉め られた

時です。

 7争 い ごとが絶えない。

 8私 が知 りたいことは 将来の私の人生 と，社

会情勢です。

 9私 の父 は，晋気質の人で，非常に厳 しく子

供を育てた。

10私 がきらいなのは ピーマンとくも(虫)と

ゲジゲジです。

11親 戚 は多い力がいいが，多過ぎるのも問題

だ。

12死 は，自分にとって未知の世界である。

13世 の中 は不思議なことが多い。

14私 ができないことは 友人 を裏切 る こ とで

す。

15恋 愛 はむずかしい。

16将 来 私達 の生活 はどうなっているのだ ろ

う。

17も し私 の母 が 死 んだ ら ど う し よ う。

18仕 事 は ， 生 活 費 をか せ ぐ手 段 で あ る 。

19私 が ひ そ か に 好 きだ った のは ○ ○ さ んで

す 。

20近 所 づ きあ い も， 面 倒 だ が ， しな い わ け に

cよし・カ・な し・0

21夫 と して私 は合 格 だ ろ うか 。

22時 々私 は ど こか 遠 くへ 旅 を した くな る 。

23私 が 心 ひ か れ るの は 美 しい も ので す 。

24私 の 不 平 は 色 々 あ るが ， 多 過 ぎて こ こに は

書 け な い 。

25私 の 兄 弟(姉 妹) は3人 です 。

26職 場 で は 仕 事 を しよ う。

27私 に と って 大 事 な の は 妻 の健 康 で す 。

28今 ま で は 理 解 で きな か った 事 が ， 最近 わ か

る よ うに な った 。

29女 は 素 直 が 一 番 。

30日 本 は ， の ん び りした 国 で ， 怖 くな る。

Part II

 1家 で は ゴ ロ ゴ ロ と寝 て ぼ か りい る。

 2私 を 不 安 に す る の は この不 景 気 です 。

 3友 だ ち は 沢 山 い る。

 4私 は よ く 酒 を 飲 み に 行 く。

 5子 供 は 欲 しい と思 わ な い 。

 6も し私 が 大 金 持 ち な ら どん な に い い か 。

 7私 の母 は 気 が短 い 。

 8転 職 を考 え た こ とは ま だ な い 。

 9男 は 戦場 へ ，女 は銃 後 。

10私 の眠 り は， 浅 く， 夜 よ く 目が さめ る 。

11も し私 の 父 が 死 んだ ら相 続 税 が 大 変 だ 。

12同 棲 してみ た い 。

13私 が 好 き なの は 金 と女 と酒 。

14病 気 は した くない 。

15私 の 頭 脳 は ， あ ま りい い とは 思 え な い が ，

悪 く もない だ ろ う。

16金 は ， あ り過 ぎて も こ ま る もの で は な い 。

17私 の 野 心 と聞 か れ て も こ ま る 。

18妻iの こ とに つ い て は ノ ー一コ メ ン ト。

19調 子 の よ い 時 と悪 い 時 。

20私 の 健 康 は よい 。

21私 が 残 念 な の は サ ラ リーマ ンの税 金 が 高 い



こと。

22大 部分の時間を 会社で過 ごす。

23結 婚 して一年が経つ。

24天 皇制 については特に反対はしない。

25ど うしても私は 政治家，役人が好きになれ

ない。

26家 の人は 元気です。

27私 が羨ましいのは 心身ともに健康な人。

28年 とった時 に生活に苦労 した くない。

29私 が努力 しているのは ゴルフです。

30私 が忘れられないのは 子供のころの思い出

です

パ ー ソナ リテ ィー ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 一 流 保険 会 社 の社 員 で， 金 と 女 と 酒 が 好 きな

(年齢 の 割 に は)典 型 的 な サ ラ リー マ ンに な っ て

い る。不 満 は い ろい ろ あ る ら しい が ， 家 が 勤 務 先

に 近 い こ とに は 満 足 して い る。 相 続 税 の 心 配 も し

は じめ てい る 。

II.プ ラ イ マ リー ：

 3人 兄 弟(姉 妹)の 長 男 で結 婚1年 目。妻 に つ

い て は 記 述 を 避 け て い るが ， 保 守 的 な 女性 観 を持

って い る。 母 は短 気 で ， 父 は昔 気 質 で子 供 に厳 し

か った 。 自分 は子 供 が 欲 しい とは 思わ な い 。

III.セ カ ン ダ リー

 友 達 を大 切 に思 い， 親 戚 は 多 い 方 が よ く，近 所

付 き 合 い も しな いわ け に は いか な い と 考 え て い

る 。社 会 に つ い ては ，政 治 家 ，役 人 を嫌 い， 税 金

の高 さを 嘆 く ぐらい で あ ま り関心 は 高 くな い 。

IV.自 然 ：

 自然 に つ い て の 記述 は な く， 関 心 は 低 い 。

V.超 越者：

 死はまだ未知の世界で，その他の超越者につい

ても記述はない。       (伊藤ひろみ)
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事例4 男性 28歳 愛知県愛知郡在住

Pcrt I

 1子 供の頃，私は いつ もさみ しかった。

 2私 はよく人から 背が高いと言われます。

 3私 の家は 古 くか らあ ります。

 4私 の失敗 は，心 にいつ まで も残って しま

う。

 5家 の人は私を 長男と信頼 しています。

 6私 が得意になるのは やっぱ り物事が うまく

いった時です。

 7争 い は時には必要。

 8私 が知 りたいことは 自分で調べる。

 9私 の父 中3の 時 に亡 くな り思 い 出が少な

い 。

10私 が き ら い なの は 人 の事 を考 えな い 言 動 。

11親 戚 は血 縁 で不 思 議 なつ な が り。

12死 ぬ とは 思 えな い 。

13世 の 中 混沌 。

14私 が で き な い こ とは 努 力 して で き る よ うに

しよ うと思 う。

15恋 愛 は い つ も した い 。

16将 来 に つ い て考 え るが ， y1=iがで な い 。

17も し私 の母 が い な か った ら僕 は い な い 。

18仕 事 とは人 生 の 中 で何 か 分 か らな い 。

19私 が ひ そ か に か く して い る物 が あ る 。

20近 所 づ きあ い は ， 人 間 の生 活 の中 で 当 り前

の こ とだ 。

21夫 に 多 分 な るだ ろ うと思 うが そ の姿 が 想 像

で きな い 。

22時 々 私 は ぼ ん や りす る 。

23私 が 心 ひ かれ る の は シ ュ プ レヒ コー ル をす

る よ うな 団 結 です 。

24私 の不 平 は そ こ らに あ る封建 的 社会 だ 。

25私 の 兄 弟(姉 妹)に は そ れ ぞ れ す て き な 人

生 を歩 ん で欲 しい 。

26職 場 で は い つ も 自分 自身 でい る 。

27私 に と って 大 事 な の は 自分 の時 間 で す 。

28今 ま で は 好 きな こ とぼ か りや って きた と思

う。

29女 は ， 男 と同 じ人 間 だ 。
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30日 本 につ い て は， 不 平 不 満 も多 い が そ れ を

言 え るい い 国 だ と思 う。

Part II

 1家 では いちぽん好きな場所がある。

 2私 を不安にするのは 私に対する周 りの期待

である。

 3友 だち は 自分 に刺激 を与 えてくれるもの

だ。

 4私 はよく 人と話をす る。

 5子 供 時代 は人生 の中で一番才能が 栄んな

時。

 6も し私が いなくなったらどうなるか，その

後を見てみたい。

 7私 の母 は今ひとり暮らしである。

 8転 職 についてはいいも悪 いも何 も思 わな

い。

 9男 は女と同じ人間である。

10私 の眠 リ をさまたげて欲 しくないし夢を見

たい。

11も し私の父が 生 きていたら，今の自分に何

を言うかよく考える。

12同 棲 をしている。

13私 が好きなのは 精神力がひ しひ しと伝わっ

て来 るような絵です。

14病 気 をす ることは， 自分の健康のバ ロメー

ターである。

15私 の頭脳 は未知なるものを秘めていると信

じてやまない。

16金 はあればあって良いけども，最低限生活

できる金で もよい。

17私 の野心 は，世界に名だたるアーチス トに

な ることだ。

18妻 にな りそ うな人は 目の前にいるが将来が

イメージできない。

19調 子のよい時 は仕事が進む。

20私 の健康 に対する考えは無頓 じゃく。

21私 が残念なのは 少しずつ消極的になってい

ることだ。

22大 部分の時間を 自分 自身の時間にできたら

いい。

23結 婚 は当人同志 の問題 なのに周 りがさわ

ぐ。

24天 皇制 については国の歴史の産物としては

重要だけども，国民の象徴 としては実在がない。

25ど うしても私は 少年時代に描いた夢を追い

かけたい。

26家 の人は それぞれ家族 を励 みに生 きてい

る。

27私 が羨ま しいのは 少年時代に描いた夢をか

なえた人。

28年 とった時 に自分の人生を語れる人がそぼ

にいたらいい。

29私 が努力 しているのは 描いた夢を実現させ

ることだ。

30私 が忘れられないのは 夕暮れ時にひとりで

歩いた 「日暮 らし」の鳴く高い松のある神社の小

路。

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 現 在 同 棲 中 の会 社 員 。少 年 時 代 に描 い た夢 を追

い か け ，世 界 に名 だ た るア ー チ ス トに な りた い 。

自分 の時 間 を大 切 に し， 今 まで は 好 きな こ とば か

りや っ て き た。 少 しず つ 消 極 的 に な っ てい くのが

残 念 。 ま た， 周 りの 自分 に 対 す る期 待 に 不 安 を 感

じ る。仕 事 が 人 生 の 中 で何 か 分 か らな い 。 シ ュプ

レ ヒ コー ル をす る よ うな 団結 に 憧 れ る 。精 神 力 の

ひ しひ し と伝 わ っ て くる絵 が 好 き 。

II.プ ライマリー：

 父は中学3年 の時に亡 くなっているが，生きて

いたら今の自分に何を言 うかよく考える。母は現

在ひとり暮 し。自分 は長男 として信頼 されてい

る。家の人は家族を励みに生きている。同棲中の

女性がいるが，将来がイメージできないので，結

婚にふみきれない。

III.セ カンダ リー：

 男と女は同じ人間と考え，そこらにある封建社

会には不平があ り，世 の中は混沌 と認識 してい

る。日本に対しては不平不満が多いが，それが言

えるいい国だとも思 う。親戚は血縁であ り深いつ



なが りと感じ，近所付 き合いは当 り前だと思 う。

友人は刺激を与えてくれる存在のようだ。

IV.自 然 ：

 夕暮れ時に歩いた神社の小路のことが忘れられ

ないと言っているが，自然に関する記述はほとん

どない。

V.超 越者：

 死ぬとは思えないと言ってお り，年齢のためか

現実感を持って捉えていない。その他の超越者に

関する記述はない。       (伊藤隆一)

事例5 男性 32歳 神奈川県横浜市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 将来何 になるのか ときか

れ，生家が寺院のため 「お坊 さん」 と言わざるを

えなかったことが，少 しいやだった。

 2私 はよく人から 何 でも器用 だといわれ る

が，あまりかいかぶられるのは好きではないので

いい気持ちは しない。

 3私 の家は 寺院だったが，私が小さい頃から

(今でも)留 学生を受け入れて (あずかって)お

り，囲 りの人から不思議な目で見 られていた。

 4私 の失敗 としては，あま り極端なことは思

い うかばないが，高校 の科学 クラブで薬品 を誤

り，先輩に催涙ガスをあびせてしまったことがあ

る。

 5家 の人は私を 何を考えているかわからない

という。自分ではよくわからないが，そ う見 られ

ているのだから仕方がない。

 6私 が得意になるのは 酒をのんでいて人を笑

わせることができたとき。もう止まらない。ネタ

はけっこうあるのだが，翌 日後悔す る。

 7争 い は好きではない。しか し，良い意味で

の争いによってお互いに理解 しあえることがある

こともあるのではないだろうか。

 8私 が知 りたいことは 色々ある。お金のため

方，人づきあいの方法，自分 の死後 の家族 の将
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来 ， き りが な い 。

 9私 の 父 はす で に 他 界 して い るが ，無 口， ひ

ょう きん ，器 用 ， そ して檀 家 に好 か れ る好 人 物 だ

っ た 。 今 で も尊 敬 して い る私 の 目標 とす る人 で あ

る。

 10私 が き らい な の は 人 の噂(悪 口)を 平 気 で

言 う人 ， 囲 りの迷 惑 を 考 え な い 人 ， 選挙 の宣 伝 カ

ー， 人 に説 教す る人 。

 11親 戚 の 中 で， 母 方 の 人hは 関 西 人 の ため

か ， 今 で も好 きに な れ な い 。

12死 に つ い て， 仏 教 的 に理 解 して い く と， あ

ま りこわ くな い よ う に 思 わ れ た 。 しか し “死 に

方 ” に つ い て は い ろ い ろ考 え て しま う。(父 が 本

堂 で大 の字 で， 往 生 した よ うに 死 に た い 。)

13世 の 中 人 の た め に 何 か を して あ げ た い とい

う人 が 少 な い 。果 た して 自分 に 何 が で き るか ，考

え て み る と， 恥 ず か しい 。 皆 ， 自分 の こ とで 目一

杯 な の だ ろ うか 。

14私 が で き な い こ とは 人 に こび を売 る こ とで

あ る。特 に生 理 的 に好 き で は な い人 に 対 しては 話

す の もいや に な る 。

15恋 愛 の時 の感 情 は あ とで 思 い 出 して もい い

も の で あ るが ， や は り一 時 期 だ け の もの だ か ら貴

重 な 想 い 出 と して 自分 に 残 して お くべ き。

16将 来 自分 が 何 を して るか ， ど うな って い る

か よ り， 今 は子 供 の こ との方 が 頭 の 中 を 占め る割

合 が大 きい 。

17も し私 の 母 が 死 んで も， あ ま り悲 しまな い

と思 う。何 故 だ か わ か らな いが ， ず っ と前 か らそ

う思 っ て い る。

18仕 事 は 嫌 い で は な い 。(今 の仕 事)し か し，

実 力 に よって 評 価 され る内 容 で は な い の で ，刺 激

が 少 な い 。又 ， そ れ が い い の で は な い か と思 う。

19私 が ひ そ か に 楽 しみ に して い るの は， 息 子

と酒 を の む こ とで あ る。 まだ 何 年 も先 だ が ， 私 が

で きな か った の で， 是 非 か な えた い 。

20近 所 づ きあ い は 得 意 で は な い 。あ い さつ 程

度 は欠 か さ な いが ， 囲 りの家 の名 字 ， 家 族構 成 ま

で は深 くは知 らな い 。都 会 の 悲 し さ冷 た さか … …

21夫 と して の 自分 は とて も及 第 点 は も らえ な

い と思 う。 自分 に も家 庭 を 持 つ人 間 で あ る とい う

自意 識 が も っ とな け れ ぽ と思 う。
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22時 々私 は ま と ま った お 金 を 持 って ふ ら りと

外 へ で た くな る 。 か なわ ぬ こ とだ が ， そ の あ と，

何 をす るか が わ か らな い 。 タバ コー個 か って家 に

戻 るだ ろ う。

23私 が 心 ひ か れ るの は さ りげ な い 気遣 い が で

き る人 。い つ も笑 顔 を 絶 や さな い 人 。そ して敵 の

い な い人 。

24私 の 不 平 は 職 場 の管理 職 の 一 部 の 人 。給 料

分 だ け 働 い て ほ しい 。年 功 だ け で役 職 につ い て も

下 の者 は 認 め られ な い 。

25私 の 兄 弟 (姉妹) は 個 性 が 強 い 。 小 さい頃

父 を 亡 く して い るが ， それ な りに我 が 道 で頑 張 っ

て い る。

26職 場 では 自分 が ど う思 わ れ てい る のか 以 前

は考 え て い た が ， 今 で は別 に 気 に しては い な い 。

楽 しい職 場 で あ る。

27私 に と って大 事 な の は 一 に 家 族 ， 二 に 友

人。 三 ， 四が な くて五 に 仕 事 。

28今 ま では 自分 を 主 に 考 え てい た が ， や は り

家 庭 ， 家 族 を一 番 に 考 え てい くこ とが 大 事 な のだ

と思 う。

29女 性 は 美 しい もので あ る 。優 しい も ので あ

る。そ して あた た か い も の で あ る 。そ う 思 い た

い 。若 い 人 も “ギ ャル ” で は な く “女 性 ” で あ っ

てほ しい 。

30日 本 は 好 きで あ る 。海 外 へ は 行 きた い と思

わ な い 。 田舎 の 純 朴 さ， 都 会 の 至 便 さ， 四 季 ， さ

び ， お 茶 漬 け に つ け もの 。 日本 は よい 。

Part II

 1家 では 子供と遊ぶことが楽しい。飲みにい

って午前様の時は申し訳ないと思 う。あま り良い

夫，父ではないだろ う。

 2私 を不安にするのは 家族の病気，ケガであ

る。自分はいいが，家族には健康でいてほしい。

 3友 だち には恵まれている。やは り人生にこ

れは不可欠であろう。ただ，こちらはそ う思って

いないのに向こうは私を友達と思っているのは困

る。

 4私 はよく 車を運転するが，交通事故はいや

である。自分が気をつけていても他車の巻き添え

はかなわない。

 5子 供 は 不 思 議 で あ る 。生 後 しぼ ら くは 寝 た

き り子 供 だ っ た のが ， 親 に 意 見 す る よ うに な る 。

こいつ は い った い ど こか ら来 た のか と思 い 顔 を み

る と私 に似 て い る。複 雑 。

 6も し私 が 人 間 的 に 大 き く， 裕 福 だ った ら，

妻 や 子 に は もっ と良 い 思 い を させ て あ げ られ た の

に と， 思 う こ とが あ る 。

 7私 の 母 は 秀 才 だ った ら しい 。 よ く 小 さ い

頃 ，成 績 表 を見 せ られ て，「あ ん た も勉 強 しろ」 と

い わ れ て い た 。 まち が った 子 供 へ の 励 ま し方 と反

発 した 。私 は した くな い 。

 8転 職 は と りあ え ず 考 え な い 。 し か し，将

来 ， 寺 に 入 るか も しれ な い の で， 頭 の 中か らは消

し され な い2文 字 で あ る。

 9男 の あ るべ き姿 は ，時 代 の流 れ で変 化 して

い るの だ ろ う。現 代 に マ ッチ した 男性 像 とは な ん

ぞ や 。 教 え て ほ しい 。 … しか し私 も 「男」 な ので

あ る。

10私 の眠 り を さ ま たげ る のは 隣 で ね てい る子

供 の キ ック。怒 るに怒 れ な いが ， いつ も顔 を け る

の は や め て ほ しい 。

11も し私 の 父 が 生 き てい た ら孫 を 可 愛 が った

と思 う。妻 の 父 も他 界 してい る ので ， 子 供 に は 祖

父が い な い 。早 す ぎた 死 で あ る 。

12同 棲 は 経 験 な い が ， 否 定 的 な 考 え は もた な

い 。個 人 の 自 由 の上 に 成 り立 つ も のだ し， お 互 い

メ リッ トが あ るな ら 傷 つ か な い よ うに す れ ぽ よ

い 。

13私 が 好 き な の は 笑 顔 で あ る 。 家 族 ， 子 供 ，

友 人 ， そ れ を み て い る と 自分 も満 ち 足 りる よ うな

気 が す る 。

14病 気 は 正 直 怖 い 。 しか し， 自分 が 病 気 をす

る こ とで 家 族 を 含 め た 囲 りに迷 惑 が か か るのが た

え られ な い 。ポ ック リい きた い もの で あ る。

15私 の頭 脳 の 中 は見 た こ とが な い が ， み そ 汁

の ミソ よ りは少 しは マ トモ で あ るだ ろ う。で きれ

ば全 部 の “ア タ マ ”を 使 い た い 。

16金 は 天 下 の回 りも の …… とは 昔 の こ とぽ 。

日本 で一 番 多 い発 行 数 の一 万 円札 は あ ま り， 深 い

ご縁 が な い 。一 度 ， うず 高 くつ み あ げ られ た もの

をみ てみ た い 。

17私 の 野 心 が あ る と した ら， そ れ は 今 眠 って



い るのだ ろ う。今 まで も 別 段 考 え た こ と も な い

し， あ っ て こ そ男 とは い うも の の， 必 要 な い もの

は 眠 っ て い てほ しい 。

 18妻 は よ くで きた 人 だ と思 う。 子 供 が 生 まれ

る前 の子 供 嫌 い は ど こへ や らカ ー 杯 “母 ” を して

い る 。妻 と して も私 に は も った い な い， と思 っ て

い る。

 19調 子 の よい 時 に は 酒 が よ く 入 る し酔 わ な

い 。 の んで み な け れ ぽ わ か らな い が ， 今 日は い け

る と思 うとっ4・っ い …

 20私 の 健 康 は 家 族 の 健康 と言 わ れ た 。特 に注

意 を して い な い が ， そ こそ こ無 理 を しな い よ うに

生 活 して い るつ も りで あ る。

 21私 が 残 念 なの は 子 供 が お じい ち ゃん を 知 ら

な い こ とで あ る。肩 で もた た け ば 喜 ん だ の に と思

う。 よ く聞 か せ てや ろ うと思 う。

22大 部 分 の 時 間 を 家 族 の ため に 使 え た ら い

い 。で も早 く時 が 経 って ほ しい と き もあ る。 そ し

て 大 切 に 使 い た い 。

23結 婚 で き る と思 っ て い な か っ たが ， 自分 は

幸 せ だ と思 う。 してみ なけ れ ば わ か らな い こ と も

あ る こ とを 未 婚 の 人 に 言 いた い が ， 人 そ れ ぞ れ

か 。

24天 皇 制 に つ い て は 特 に 感 じ る と ころ は な

い 。英 国 の よ うに 開 か れ た もの にす べ き， とは思

うが … 。私 生 活 が どの よ うな ものか は知 りた い 気

もす る。

25ど う して も私 は 1っ の こ とを 始 め るの に 時

間が かか っ て しま う こ とが あ る 。改 め よ うとは 思

うが ， 波 に の らな い とな か な か で きな い 。

26家 の 人 は よ くや って い る と思 う。 家 事 ，子

供 の こ と， 自分 もで き る こ とは 手伝 うが ， つ い任

せ き りに な る と， ひ け 目を 感 じ る こ と もあ る。

27私 が羨 ま しい のは 何 をや らせ て も ソツな く

こなす 人 で あ る。 いわ ゆ る万 能 タ イ プ の人 で ， 一

体 ど うな っ て い る んだ ろ うと思 う。

28年 と った 時 自分 が どの よ うな立 場 に い るか

考 え る こ とが あ る 。今 ， 私 か らみ た年 配 の方 々は

す ごい と思 う。 生 きた くて も 自分 の 思 い どお りに

な らな い 人 生 で あ る。

29私 が 努 力 してい るの は 子 供 と長 く一 緒 に 過

ごす 時 間 を作 る こ とで あ る。… が ，100%実 現 し
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て い な い 。つ き合 い も あ る し， で も常 に頭 に 置 い

て あ る 。

30私 が 忘れ られ な い の は 父 の死 の瞬 間 か らま

る一 日で あ る 。今 で も鮮 明 に 思 い 出せ る。で も声

が 思 い 出せ な い 。 あ の時 は 長 い 一 日だ った 。

パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己：

 現在は会社員で仕事を楽 しんでいるが，将来は

実家の寺を継 ぐかもしれない。世渡 り上手な方で

はなく，万能型の人をうらやましいと思 う。笑顔

に心ひかれ，親 しい人のそれには自分も満ち足 り

る。

II.プ ライマリー：

 現在は妻と子供 と暮 らしてお り，家族をとても

大事にしている。妻は良くできた人 と評価 し，子

供の成長に複雑な思いをもちつつ，将来息子と酒

を飲むのが夢である。父は住職で大往生で亡 くな

っているが，尊敬 し目標としている。母の教育の

しかたに反発 し，死んでも悲しまない。

III.セ カンダ リー：

 人の好き嫌いははっき りしているようだが，友

達には恵まれている。管理職の一部に不満がある

が，会社での自分の評判はあまり気にならな くな

った。父方の親戚とだけ付き合いがあ り，近所づ

きあいは挨拶程度。社会的な関心はあまり見えな

い。

IV.自 然 ：

 日本 の 田舎 の純 朴 さ， 四 季 は 好 きだ と言 って い

るが ， 自然 そ の もの に 対 す る関 心 は 薄 い 。

V.超 越者：

 実家が寺なので，死については仏教的に理解す

ると怖 くはないが，“死に方” は考える。その他

の超越者については何 も触れていない。

               (伊藤ひろみ)
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事例6 男性 39歳 東京都渋谷区在住

Part I

 1子 供 の 頃 ， 私 は ま じめ な よい子 と よ くほ め

られ た 。

 2私 は よ く人か ら う らや ま しが られ る。

 3私 の 家 は 3人 家 族 で あ る。

 4私 の失 敗 は ， た く さん あ るが ，後 悔 は して

い な い 。

 5家 の 人は 私 を なに か に つ け， た よ りに して

い る。

 6私 が 得 意 に な るの は ち ょっ と 先 の で き 事

や ，人 物 を予 見 して あた った とき で あ る。

 7争 い は， あ っ て も よい が 絶 対 に 暴 力 は よ く

な い 。

 8私 が 知 りた い こ とは 人 の心 の中 の こ とで あ

る。

 9私 の 父 は ， 本 当 に ま じめ に 生 きセ きた ，す

ば ら しい 人 だ と思 う。

10私 が き らい な の は こ うまん な 人 で あ る 。

11親 戚 は 多 い が ， あ ま りつ きあ い が な い 。

12死 は ， 必 ず くる もの で あ り， そ れ まで悔 い

な く生きることが大切である。

13世 の中 には，いろいろなことが多いが，自

分自身を見失わないことである。

14私 ができないことは た くさんあるが，それ

は当然なことである。

15恋 愛 は，人生を深め人格をみがく。

16将 来 もいまも真しな自分 らしい生き方をし

たい。

17も し私の母が 望むなら一緒に住 ん でもよ

い。

18仕 事 は ， 一 生 け ん 命 責 任 を も って取 り組 む

べ きだ 。

19私 が ひ そか に か くし ご とをす る よ うな こ と

は 一 切 な い 。

20近 所 づ きあ い は， と て も 大 切 な こ と で あ

る。

21夫 と して， 妻 に愛 され る男 で あ り続 け た

い 。

22時 々私は 元気なときに家族サービスを心が

ける。

23私 が心ひかれるのは 尊敬にあたいす る人で

ある。

24私 の不平は 特にない。

25私 の兄弟(姉 妹) は，6才 下の妹がいる。

26職 場では 大変に忙しい。

27私 にとって大事なのは 悔いのない自分 らし

い生き方である。

28今 までは いろいろなことをやってきて，す

ばらしい人生である。

29女 の人に望むのは内面の美しさ，生命の輝

きである。

30日 本 は，やっぱ り住み よい所である。

Part II

 1家 では たまにゆっくり音楽を聞きなが ら読

書でもす る時をもちたい。

 2私 を不安にするのは 健康のことである。

 3友 だち はたくさんいるが，なかなかつきあ

う時間がない。

 4私 はよく 本をよむ方だ。

 5子 供 は一人だが，だんだん大人ぼ くなって

くるのに ドキッとすることがある。

 6も し私が しっか りしていなければ妻や子供

がかわいそうだ。

 7私 の母 は，なんの目立つ所もないが，その

生き方を尊敬 している。

 8転 職 したい人はすればよいが，前より良く

ならなければなんのいみもない。

 9男 らしいす じの通った生き方をしたいもの

だ。

10私 の眠 り はとても深い。

11も し私の父が な くなったら，とても悲 しい

ことだ。

12同 棲 したければすれぽよい一一一一自分の責任

で。

13私 が好きなのは 静かな所である。

14病 気 になっても早 く病院でみてもらえぽよ

い。

15私 の頭脳 は，よい方だろう。

16金 は特別なくてもよいと思っている。

17私 の野心 といえるものは特別ない。



18妻 に望むのは健康 と美 しさとやさしさであ

る。

19調 子のよい時 にこそ，いざとい う心構えを

忘れてはいけない。

20私 の健康 こそ家族にとって大切なものはな

い 。

21私 が残念なのは エゴの人が 多 いことで あ

る。

22大 部分の時間を 仕事にとられているが，こ

れは男としてやむをえないことである。

23結 婚 式は，質素でよいと思 う。

24天 皇制 を云/zし てもしようがない。

25ど うしても私は 子供 と家族 を大切 にした

い 。

26家 の人は 静かな愛情で結びついていること

が必要である。

27私 が羨ましいのは 特にない。

28年 とった時 こそ，その人の生き方がとわれ

るものだ。

29私 が努力 しているのは 一日一・日の真剣な生

き方である。

30私 が忘れられないのは 子供の時の日hで あ

る。

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 大 部 分 の時 間 を 仕 事 に 費 や す忙 しい サ ラ リー マ

ン 。 自分 の 頭 は よい 方 だ と思 い ， 男 ら し く， 筋 の

通 った 自分 ら しい悔 い の な い生 き方 を した い と思

って い る。 今 ま で の人 生 に は満 足 してい る し， 人

か ら も う らや ま しが られ てい る 。本 を よ く読 む 。

II.プ ライ マ リー ：

 子供 と妻 の3人 家 族 で， 妻 に は健 康 ， 美 ， 優 し

さを望 み ， 子 供 の成 長 に ドキ ッとす る 。父 は ま じ

め なす ば ら しい 人 と思 い ， 母 は 目だ つ と ころ は な

い が そ の生 き方 を 尊 敬 して い る し，望 む な ら同居

して も よい と思 って い る。妹 一 人 。子 供 ， 家 族 を

大 事 に し，愛 情 で結 び付 くこ とが 必 要 と思 っ てい

る。
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III.セ カ ンダ リー ：

 友 達 は 多 いが ， 会 う時 間 が な い 。親 戚 とは あ ま

り付 き合 いが な いが ， 近 所 付 き合 い は 大 切 に して

い る 。天 皇 制 を 始 め ， 社 会 全 体 に つ い て の 関心 は

うす い 。

IV.自 然 ：

 静 か な と ころが 好 き と言 っ てい るが ， あ ま り関

心 は ない ら しい 。

V.超 越者：

 死や病気に対 してもあま り現実感がなく，む し

ろ楽観的にさえみえる。その他の超越者について

もまったく記述なし。     (伊藤ひろみ)

事例7 男性 46歳 千葉県鎌ケ谷市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 父の愛情が足 りなかった。

 2私 はよく人から サ ッカーきちがいと言われ

る 。

 3私 の家は ポロで土地はなく，追い出しをせ

まられている。

 4私 の失敗 せっかちでいつ も失敗 して い ま

す。

 5家 の人は私を お父さんと呼んでくれ，一応

認めてくれていて，好きなサ ッカーも黙ってやら

せてくれ る。

 6私 が得意になるのは 小供たちとサ ッカーを

して，監督としてや りとげた時かな?

 7争 い 好まないが場合によってはやる。

 8私 が知 りたいことは 自分 自身の事。

 9私 の父 は，私に余 りかまわなかった。私の

母にも。

10私 がきらいなのは 裏金を使 っていい子にな

る奴。

11親 戚 沢山あるが皆，それぞれである。

12死 いまはダメ。や りのこしがある。

13世 の中 ついていけない。調子にのれない。



 80

14私 が で き な い こ とは 出世 。

15恋 愛 子 供 の事 を 心 配 す る歳 に な った 。

16将 来 先 は見 てい な い 。せ い ぜ い1～2年 ぐ

らい 。

17も し私 の 母 が 生 返 っ て き た ら 孝 行 し た い

(生前 以 上 に)

18仕 事 が ん ば っ て い るが ， 着 実 に い きた い 。

19私 が ひ そか に 思 うの は ， い ま力 をつ け て，

地 域 の た め に(サ ッカー を通 じて)や っ てや る 。

20近 所 づ き あ い う る さい のが 近 くに い て こ ま

る 。お 互 い 干 渉 しな い方 が 良 い と思 うが 。

21夫 自分 だ が ，余 り良 い とは言 えな い 。

22時 々 私 は お ち込 む 。

23私 が心 を ひ かれ る の は 誰 とで も信 頼 し合 え

る事 。

24私 の 不 平 は 良 く見 て評 価 して欲 しい 。 うら

取 引 は しな い で ， 堂 々 と。

25私 の 兄 弟 (姉妹) 沢 山 い る 。 それ 以上 言 い

た くな い 。

26職 場 で は が ん ば って い る が 若 干空 廻 り か

な?

27私 に と って 大 事 な の は 信 頼 の 上 に立 つ 関 係

(仕事)

28今 ま で は 遠 廻 りを した か な?

29女 女 房 と娘 で 良 い 。キ レイ な 人 が 多 くな っ

た な 。

30日 本 良 い 所 。 も っ と良 くな れ 。

Part II

 1家 では 近所を気に して暮 している。

 2私 を不安にするのは 物価と政治家。

 3友 だち 沢山いないが，不安はない。

 4私 はよく 小さな事でも考え込む。

 5子 供 見守 りたい。

 6も し私が 大病 したら，家族は?

 7私 の母 苦労 して，私をかばってくれた。

 8転 職 いまの所でがんぽる。

 9男 つ まらない。立派な女 も大勢いる。

10私 の眠 り 深 く，静かに。

11も し私の父が 生きていた ら，一言いってや

りたい。

12同 棲 経験ない。

13私 が 好 きな の は 汗 か い て， 集 中 で き るサ ッ

カー 。

14病 気 しな いつ も りだ が … … 。

15私 の頭 脳 そ こそ こ と思 う。世 渡 りが で きな

い 頭 と思 う。

16金 ま あ ま あ の所 ， も う一 寸 あれ ぽ ， 良 い と

思 う。

17私 の 野心 野心 とい う言 葉 は好 き で ない 。

18妻 良 くして くれ る。 あ りが た い 。

19調 子 の よ い 時 うま くい く。た だ 要 注 意 。

20私 の 健 康 一 寸心 配 。

21私 が残 念 な の は 学 歴 が な い事 。学 力 の方 は

が ん ぼ って い るの だ が 。

22大 部 分 の 時 間 を 会 社 です ごす 。

23結 婚 22才 で した が ，良 か った 。若 い頃 苦 し

か った 。

24天 皇 制 あ って も良 い が ， お金 の使 いす ぎ 。

25ど う して も私 は 「男 」 で あ りた い 。

26家 の 人 は 良 くして くれ る。

27私 が 羨 ま しい の は 80才 に な っ て も， 人 前

で 講 議 で き る人 。

28年 と った 時 何 か や って い た い 。

29私 が 努 力 して い る の は 生産 管 理 で， ス ム ー

ズ生 産 。

30私 が 忘 れ ら れ な い の は 苦 しい 時 の 母 の 援

助 。

パ ー ソナ1丿テ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 戦 後 の第 … 次 ベ ビ ー ブ ー ム世 代 ，世 の 中が 高 学

歴 志 向に な って い く中 で ， 家 庭 の事 情 か ら進 学 で

きな か った よ うで あ る 。学歴 コ ソ プ レ ックス が あ

っ て， 仕 事 の 上 で も 生 活 の 面 で も 「男 で あ りた

い 」 と頑 張 っ てい るが ， 「世 の 中 に つ い て い け な

い ， 調 子 に の れ な い 」 「私 が で きな い こ とは 出世 」

「世 渡 りが で き な い」 な ど不 器 用 な 生 き 方 を して

い る 。大 部 分 の 時 間 を 費 や して い る職 場 で は ，仕

事 の能 力 が 正 当 に 評価 され て い な い とい う不 平 が

あ り， 充 足 感 が 今 一 つ 得 られ て い な い 。 そ の分 ，

肉体 の努 力 が 報 わ れ るサ ッカ ーに ， 人 か らサ ッカ

ー きち が い と言 わ れ るほ ど熱 中 して い る。子 ど も



サ ッカ ーの 監 督 を す る こ とに や りが い を感 じて お

り， 将 来 は サ ッカ ーを 通 じて地 域 社会 に貢 献 した

い とひ そ か に 思 って い る。

II.プ ライ マ リー ：

 両親 は 既 に 亡 くな って い るが ，子 ど も時 代 に 愛

情 を か け て も らえ な か っ た 父親 に対 して は不 満 や

敵 意 が累 積 して い て ，46才 の 現 在 も 「生 き てい た

ら一 言 い っ て や りた い」 と思 うほ ど否 定 的 な 感 情

を もっ てい る 。母親 に 対 して は ， 苦 労 して 育 て て

くれ た とい う気 持 が あ り， 暖 か い感 情 を抱 い て い

る 。結 婚 は22才 と早 い 。妻 ，娘… 人 の3人 家 族

で ，家 族 か らお 父 さん と呼 ばれ るこ とや ， 好 きな

サ ッカ ーを黙 ってや らせ て も らえ る こ とな どに ，

父 親 と して も りた て て も ら って い る とい う満 足 感

が あ る 。又 子 ど もの 恋 愛 を 心 配 した り，成 長 を見

守 りた い と考 え る家 庭 的 な 父 親 で もあ る。

III.セ カ ン ダ リ ー ：

 親子関係の中でのネガティブな経験が，対人関

係 のもち方 に微妙 に影響 しているようである。

「誰 とでも信頼 しあえること」 に心 をひかれるの

だが対人的な緊張が強いためか実際の友だちは多

くない。

 自分のきょうだいとはうまくいっていないよう

であるし，身近な近所 ともうまくいっていないと

いうが，近所や親戚とは不干渉がよいとい う考え

方である。

 社会や政治の動向にも一応の関心をもっている

が，あまり積極的ではない。

 日本は良いところ，天皇制はあってもよいがお

金の使いす ぎとい う意見をもっている。

IV.自 然 ：

 現実の人間関係の方に目が向いているためか自

然 に つ い て は 全 く言 及 して い な い 。

V.超 越 者 ：

 特定の宗教観はないようである。特にのべられ

て い な い 。死 に 対 して も現 実 感 のな い こ とば と し

て捉えられている。       (櫃田紋子)

一一一SCTの 分 析r：
n-    81

事例8 男性 47歳 長野県諏訪市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 餓鬼大将であ りいたずらを

しては，近所の人に よくおこられた。

 2私 はよく人から 真面目で几帳面 といわ れ

る 。

 3私 の家は 農家であ り，よく田植えや蚕を飼

う手伝いを した。

 4私 の失敗 は高校時代勉強をあまりしなかっ

たことであ る。

 5家 の人は私を 家の手伝いを少しもしない父

親だ といっています。

 6私 が得意になるのは 若い頃組合運動の指導

者 を した こ とです 。

 7争 い 仕事上自分の考えと違 う行動をとる相

手 。

 8私 が知 りたいことは 経済の先行きと，株式

市場の回復。

 9私 の父 病弱であ り無 口な人でした。
10私 がきらいなのは 責任を転嫁す る人

。
11親 戚 困った時の相談先。

12死 にかたが問題。

13世 の中 これからどう変わってい くか心配

だ 。

14私 ができないことは できることに対 してあ

ま りにも多い。

15恋 愛 一一生に3度 はしてみたい。
16将 来 設計を早 く立て実現の努力が必要だ

。
17も し私の母が この世に戻 ってきたら孝行 し

て や りた い。

18仕 事 で実績を継続的にあげ，かつ仕事人間

にならないためにはどうするか?

19私 がひそかに 会社 での出世 をね らって い

る0

20近 所づきあい 必要最：小限である。
21夫 世間の夫は家庭のめんどうみが良い

。
22時 々私は 自分の生き方に疑問を持つ。
23私 が心をひかれるのは 好きな人との旅

。
24私 の不平は 実績が正しくA価 されない。

25私 の兄弟(姉妹) 一・人の妹の幸福 と健康を願
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う。

26職 場では 自分のペースで仕事を している。

27私 にとって大事なのは 家族と職場のみんな

の健康か。

28今 までは 趣味を持っていなかったが，なに

か一つ持ちたい0

29女 性がいて男が頑張るQ

30日 本 人は公衆道徳に欠ける。

Part II

 1家 では 今娘の拾ってきた猫が中心。

 2私 を不安にするのは 健康と子供の将来。

 3友 だち 心を許 し合 う人がほ しい。

 4私 はよく 通信講座を受けるが中途半端が多

い0

 5孑 ・供 は3人 以上あった方がよい。

 6も し私が 社長になったら，人事のや り方を

実力主義に変える。

 7私 の母 苦労 した。50歳 に して病気でこの世

を去った。

 8転 職 できる人は うらやましい。それだけ決

断力がある。

 9男 は一生のなかで，なにを成すべきか50歳

近い今 も判らない。

10私 の眠 り は夜早 く，朝早い。いろいろ考え

ると眠れない。

11も し私の父が 生きていたら，とことん話し

合ってみたい0

12同 棲 できる女性 がいても良 いのではな い

か。

13私 が好きなのは 山菜採 りと酒を飲むこと。

14病 気 は予防が大切。早期発見，早期治療。

15私 の頭脳 記憶力は年h低 下 している。

16金 ほどほどに必要，ケチにならない程度は

いる。

17私 の野心 社長はムリとしても，重役にはな

る。

18妻 健康で夫を生涯大切に してほしい。

19調 子のよい時 良い実績をあげ評価をされた

時。

20私 の健康 胃腸の調子があまり良 くない。

21私 が残念なのは 昨年来の株価暴落で大損を

したこと0

22大 部分の時間を 仕事に使っている。

23結 婚 良い相手をさが し，年齢に関係なく一

緒になること0

24天 皇制 象徴の現状を一歩 も逸脱 しないよう

に0

25ど うしても私は 人 とのつきあいが下手であ

る。

26家 の人は もっと家の手伝いをすることを望

んでいる。

27私 が羨ましいのは 明かるい性格で誰からも

好かれ るタイプの人。

28年 とった時 今のままでは困る。なにか良い

趣味を身につけたい。

29私 が努力 しているのは 仕事上の実績をあげ

ること。

30私 が忘れられないのは 両親の死。組合運動。

結婚。

パ ー ソ ナ リテ ィー ・ス ケ ッチ

1.自 己：

 今は出世を目指 し実績をあげることに励んでい

るが，正当な評価がないのに不満。社長はムリと

してもせめて重役にはな りたいと抱負を持つ。

 よく通信講座を受講 した りするが，中途半端に

終わることが多い。

 老後に備え趣味を持ちたいと考えているが，実

際は仕事のみ。たまの山菜採 りと酒を飲むこと。

 真面 目で，几帳面 との評価を受けているが人と

の付き合いが下手 との自覚があ り，明るい性格の

誰からも好かれるタイプが羨ましい。

 子供のころは餓鬼大将。高校時代はあまり勉強

せず。社会人として若いころは組合幹部として活

躍。最近の記憶力低下を嘆き，いろいろ考えると

夜眠れないこともある。

 最近の株価暴落で大損が痛い。

II.プ ライマリー：

 兼業農家か。自分は家族の期待に背き手伝いを

しない。そのことを多少は気に しているか? と

にかく世間の夫の家庭の面倒見の良さには感心す



る。自分 は妻 と娘，妹 の健康 と幸せを祈るぼか

り。とりわけ妻の健康は，夫である自分を大切に

面倒みるためにも願 う。

 両親はすでにな く，苦労して育ててくれた50歳

で亡 くなった母親に感謝と孝行を切望。病弱で無

口だった父親が生きていたらとことん話 し合って

みたい。

 家では娘の拾 ってきた猫が中心の円満家庭。

III.セ カンダ リー：

 親戚は困ったときの相談先。近所づきあいは，

必要最小限。

 職場ではマイペースで仕事を している。出世の

ために実績をあげることと，ただ仕事人間になら

ないためのバランスをどこに求めるかが当面の課

題。

 心の許 し合える友が欲しい。男は一生になにを

なすべきか語 り合いたい。

 社会的には公衆道徳に欠ける日本人が遺憾。

 天皇制は，象徴の現状を一歩 も逸脱 しないよう

にと願っている。

 日本の経済面での立ち直 りに最大関心。

IV.自 然 ：

 自然 に 関 す る記 述 は な い 。

V.超 越者：

 宗教的記述はない。死については，その人の死

にかたが問題 とす る。病気 につ い ては予防が大

切。              (向井恒夫)

事例9 男性 50歳 東京都 目黒区在住

Part I

 1子 供の頃，私は 将来は学校の先生にな りた

いと思っていた。

 2私 はよく人から 人が良すぎる。もっと，自

分を出せ といわれる。

 3私 の家は 唯一の財産である。家族は健康で

ある。
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 4私 の失敗 は，貯金が無いとい うことだ。

 5家 の人は私を いいパパとい う。家族のため

に0

 6私 が得意になるのは 聞かれたことはだいた

い答えられる。人生での研究熱心とい うことだ。

 7争 い とい うものはお互いの意地の張合いか

ら始まる。

 8私 が知 りたいことは 若い人達の気持ちと新

しいライフスタイルの形態です。

 9私 の父 は原爆で死んだ。4歳 の私は面影も

思い浮かばない。

10私 がきらいなのは 人の悪 口を云 う人です。

 11親 戚 は，上手に付き合いを しないと，いつ

の間に離れてしまうものだ。

12死 とい うものは，自分が存在しなくなると

い うことでとてもこわい。

13世 の中 バブル経済がはじけて，豊かになっ

た日本人達は，貧しい暮 しが出来るだろうか。

14私 ができないことは 子供達の身代わ りにな

って，塾通いが出来ない。

15恋 愛 とは胸の高鳴 りの連続で一刻もその人

と別れたくない。

16将 来 は，海辺に別荘を買って釣 りざん昧。

17も し私の母が 生きていたら，先の天皇と同

い年である。

18仕 事 は作業と違 うが作業を経験 して，順序

と手順を知ることである。

19私 がひそかに 思うことは宝 くじが当ったら

豪遊をしてみたい。

20近 所づきあい が出来 るようになったのは私

がマンション組合の理事長になったことだ。

21夫 につかえる妻は大へんな仕事をかかえこ

んだ ことになる。

22時 々私は 絵を描きたい!!小 説を書きたい

と思 うことがある。

23私 が心をひかれるのは やさしい若い女の娘

の所作の美しさである。

24私 の不平は 若い人達の自己主張である。

25私 の兄弟(姉 妹) は 皆元気でが んばってい

る。

26職 場では 煙火を吸 うことをやめたいが駄 目

である。
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27私 に と って大 事 なの は 知 識 を沢 山得 て良 い

部 下 を 育 て る こ とだ 。

28今 ま で は ひ とつ の こ とだ け で 一 生 懸命 働 い

た よ うに 思 う。

29女 の 人 を 相 手 の職 業 に して は あ ま りもて な

い 。学㌢カミィ氏い とい う こ とカ・?

30日 本 を離 れ て旅 行 す る と， 自分 のや りた い

こ とが 沢 山 あ るに もか かわ らず ， 帰 国 す る と忘 れ

る。

Part II

 1家 で は 私 が 一番 大 事 に され て い る と思 う。

 2私 を 不 安 に す るの は 家 族 及 び 友 人 が不 幸 に

な る の では 。

 3友 だ ち と長 く付 合 うの は ， 自分 も相 手 を忘

れ ず た まに ， 親 交 を もつ とい うこ とだ!!

 4私 は よ く 酒 を 飲 む が ， 飲 み過 ぎ る とい う こ

と。

 5子 供 は ， タバ コを 吸 は な い の に私 は ヘ ビー

ス モ ー カ ーで あ る。

 6も し私 が 背 が 高 か った ら， 映 画 ス タ ーに な

った か も。

 7私 の母 は苦 労 を して子 供 の教 育 を して呉 れ

た。

 8転 職 は， 自分 が 成 長 す るな ら進 ん で や るべ

き 。適 所 を見 つ け る とい うこ とだ 。

 9男 の生 き方 は や は り， 女 性 を 幸 せ に して あ

げ るや さ し さの あ るこ とだ 。

10私 の 眠 り は 年 を 取 る と少 な くな る。

11も し私 の 父 が 生 きて い た ら私 は 別 の 人 生 を

歩 ん で い たで あ ろ う。

12同 棲 した い が 相 手 が い な い 。

13私 が 好 き な の は 時 代 劇 。特 に 水 戸 黄 門 で あ

る。

14病 気 は した こ とが な い が 体 は 強 い方 で は な

い0

15私 の 頭脳 は ， 良 い の か悪 い の か判 らな い。

しか しだ ん だ ん と物 覚 え が悪 くな っ た 。年 か な!a

l6金 は ，天 下 の廻 りもの 。 で も欲 しい!!

17私 の野 心 は ，5ケ 国語 が ペ ラペ ラに な りた

い が 日本語 もお ぼ つ か な い。

18妻 は 良 く出来 た人 だ が 江 戸 っ子 な ので 宵 越

しの 金 は もた な い主i義か も。

19調 子 の よい 時 は ， 仕 事 が は か ど る。

20私 の健 康 は， 酒 の飲 み 過 ぎで あ ま り良 くな

い0

21私 が残念なのは 金持ちでないことだ。

22大 部分の時間を 費やすのは，やは り仕事を

している時。

23結 婚 適齢期の女性が 目につ く。

24天 皇制 は， 日本国にとって絶対必要不可欠

だ と思っている。

25ど うしても私は 天皇制を残すべきで，廃止

をさけんでいる人の気が知れない。

26家 の人は それ程でもないみたいで生活して

いるが正月の参賀は友達といっている。

27私 が羨ま しいのは 今，日本が豊かで生活出

来ているとい うこと。終戦後育ちの私は物不足時

代だった。

28年 とった時 は物不足時代を思い出しつつま

しく生活したい。

29私 が努力 しているのは 今の私の子供を豊か

にしてあげることである。

30私 が忘れられないのは 第一一子が無事出生 し

たことだ。

パ ー ソ ナ リテ ィ ー ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 大 部 分 の時 間 を費 や す のは 仕 事 の生 活 。 大 い に

勉 強 して そ の 中 で良 い 部 下 を 育 て る こ と。

 年 を と った ら物 不 足 時 代 を 思 い 出 して ， つ つ ま

し く生 活 す る積 りだ が ， や は り貯 金 が な い こ と，

当面 金 持 ちで な い こ とが 残 念 。

 絵 も描 きた い ， 小説 も書 きた い ， 別荘 を 買 って

釣 り三 昧 も した い ， 外 国 語 もペ ラペ ラ と し ゃべ り

た い な ど想 い が ふ くらむ50歳 。.

 若 い 人 た ち の 気 持 ち や新 しい ライ フス タイ ル の

形 態 を 知 り，理 解 した い と考 え て い る。 しか し，

実 生 活 で は 時 代 劇 ， と りわ け水 戸 黄 門が 好 き な年

代 。

 子 供 の 頃 は学 校 の先 生 志 望 。

 人 が 好す ぎ る， 自分 を 出せ と他 人 か ら云 わ れ る

とい う。



II.プ ライ マ リー ：

 広 島 生 れ 。 父親 を4歳 の時 原 爆 で喪 う。母 親 が

女 手一 つ で苦 労 して育 て， 子 供 達 の教 育 を して く

れ た こ とに感 謝 。母 親 は亡 くな った が 兄 弟 は み な

元 気 。

 宵 越 しの金 を持 たな い 江 戸 っ子 の妻 と長 男 ， 長

女 。家 族 か らい い パ パ と云 わ れ て い る。 子 供 た ち

に は い ろい ろな 意 味 で 豊 か に して あ げ た い と 切

望 ， 努 力 して い る 。家 で は 一 番 大 事 に され て い る

と実 感 して い る。

 持 ち 家(マ ン シ ョン)が 唯 … の財 産 で あ り， 家

族 は 全 員 健 康 で あ る。

III.セ カ ンダ リー ：

 親 戚 は疎 遠 に な らな い よ う， 上 手 に つ き合 い た

いo

 近所つき合いは，マンション組合の理事長を引

き受けてから円滑にいっている。

 転職は自分の成長につながるなら進んです るべ

しと思 う(若 い頃はデザイナー，今は管理職)。

 友達と長 くつき合 うには，自分も相手を忘れず

親交を持つことが必要。

 天皇制は，日本に絶対必要不可欠，廃止を叫ぶ

人の気が知れない。家の人はそれ程でもないが正

月は友達 と参賀に行 く。

 バブルがはじけて，豊かになった 日本人が貧 し
い暮 しに耐えられるか心配。

IV.自 然 ：

 自然 に 関 す る記 述 は な い 。

V.超 越者：

 死は自分が存在しなくなるということでとても

恐い。その他超越者への言及はない。

                (向井恒夫)
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事例10 男性 54歳 神奈川県鎌倉市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 学校 の先生にな りた かっ

た。

 2私 はよく人から 規則にこだわ りす ぎて，ゆ

とりが無いと云われる。

 3私 の家は 鎌倉に古くから続 く家 と云われ

る。

 4私 の失敗 は数多く有 ると思 うけどす ぐ気分

を切変えて，こだわ らなくして居 る。

 5家 の人は私を 口うるさいけど真は良い人だ

と思っているだろうね。

 6私 が得意になるのは 自分と気分的に良 く合

ったお客 と過せる一時間。

 7争 い はこれからはすまいと決心してもいざ

となるとやは り自分 の納得す るまでやって しま

う。

 8私 が知りたいことは 社会に正義 と云 うもの

が有るのだろ うか。

 9私 の父 は早 く死んだけど大変な時代を生き

て真面目一す じだったから大変だったよね。

10私 がきらいなのは 仕方ないと一方では思 う

けど二面性を見せ られ る時。

11親 戚 も時としては大切だとは思 うけど，い

つも接 して居る人は何倍も大切。

12死 も仕方ないよね。つらいけども。

13世 の中 こんなものと思 うけど何か事が起 き

てそれが納まってゆ く過程を見ても個人の力の及

ぼぬ何かがある。

14私 ができないことは や っぱ り自分で納得で

きない事を受入れなければならぬ時。

15恋 愛 して目が見えなくなる若 さがほ しい。

16将 来 て昔はずい分考えたけど今は残 り時間

がやっぱ り少ないものね。

17も し私の母が 長生きして くれてたら自分は

今 より幸わせだったかどうか。違った自分が出来

た事は確か。

18仕 事 は生活の手段 と初めは思ったけど最近

は仕事をしてないと心細いよね。

19私 がひそかに 何かを気付かれずに自分だけ
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でと云う世界を絶対にもてないのは人間が小さい

せいかな。

20近 所づきあい は深 くな く浅 くな くとは思 う

けどなかなかむずか しい。

21夫 は夫 らしく妻は女 らしく。

22時 々私は 苦 しかった幼年時代の夢を見る。

23私 が心をひかれるのは 深い森の中に，こん

こんと美 しい水 を涌 きだしている泉 のような風

景。

24私 の不平は 何 と云っても金 が無 い事だな

あ。

25私 の兄弟(姉 妹)は がんばっているけ ど時

hは 優 しくしようと思 う。

26職 場では プロであ りたい。

27私 にとって大事なのは 自分で体験 したもの

から自分な りに作 りだしたモラル。

28今 までは もこれからもとか私には境界線は

無いんだ。

29女 がいるから世の中面白い。

30日 本 はとか，色々内外から批判されてるけ

ど又生まれられ るなら日本に生まれたい。

Part II

 1家 では いまのところ全部の人が健康に恵ま

れている。

 2私 を不安にするのは 強が りを見せてはいて

も，いつかは 弱 まりの時 が くるだろうと思 うこ

と。

 3友 だち が欲 しい し又大切だとは十分解るけ

どこんなに自我が強すぎる自分には無理だね。

 4私 はよく 海を見に行 く。見ていると心が開

けて又活力がもどる。

 5子 供 は大切だし成長を見ていると生きてる

よろこびを感 じるけど早 く自分の世界を作って欲

しい。

 6も し私が 政治家だったらたった一回のチャ

ンスだもの。誠実な仕事をす ると思うけど少 し甘

いかな。

 7私 の母 は故郷だけど早 く亡 くな りすぎて私

はどうも未熟な所がある。

 8転 職 したいとは考えた ことがない。これか

らもきっと無いだろう。

 9男 は良 くも悪 くも強さが一番。ただ強いの

と我ままは別，思いや りが必要だね。

10私 の眠 り は前 より少ない時間ですむ ように

なった。老化現象かもね。

11も し私の父が 今の時代に生まれたらもっと

楽にくらす事が出来たろうとしみ じみ思う。

12同 棲 はしても子供は結婚する気がなければ

作 るなよと若い人達には話する事はある。

13私 が好きなのは 大晦日十二月三十一日の夕

方 より元旦の朝まで，複雑な思いがする。

14病 気 は 今 の所少 ないけどこれからは こわ

い。

15私 の頭脳 はあまり平均的に働かずかたより

があるようだ。

16金 はやっぱ り沢山欲しい。

17私 の野心 は本当に持った事が無いような気

がす る。自分の回 りの人達が幸わせならそれで十

分。

18妻 は同志て思ってるけど甘いよね。

19調 子のよい時 とわ るい時 との落差がはげ し

い。

20私 の健康 は今の所良好だけ どもうす ぐ変 り

目に入るかもね。要心 しなけれぽ。

21私 が残念なのは とはあま り思わない。やっ

ぱ りそういうめ ぐりあわせ と思ってしまう。

22大 部分の時間を 仕事に費 してるけど，そ う

しないと安心できない年代だ と思 う。

23結 婚 はあせらずに又結婚 したら努力 しても

っづけたい。

24天 皇制 は平成天皇のお考え方に賛同 してい

る。国民もそれにそって共にゆきたい。

25ど うしても私は 大きな うそがつけない。小

さな うそは毎 日つけるんだけど。

26家 の人は 大切な仲間。

27私 が羨ま しいのは いたわ り合って居 る老人

夫婦。

28年 とった時 私達 もそ うな りた い と時h思

う。

29私 が努力しているのは 私 と妻が老後につつ

がなくくらせ るだけの資金作 り。

30私 が忘れられないのは やっぱ り子供のころ

のつらかった日日の事が忘れられない。



パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己：

 鎌倉の旧家に生まれ，戦争をはさんで学童期を

送 ったことや両親を共に早 く亡 くしていることな

ど子 ども時代に相当苦 しい経験を したことが，

「自分で体験したものから自分な りに作 りだした

モラル」が大事なのだ という強い生き方を通すよ

うになったのであろう。停年までそれほど遠 くな

い現在は野心，出世欲はな く，老後につつがな く

暮すために十分なお金は欲 しいと考えている。家

庭や自分の生活を大切に，現実肯定的な生き方で

ある。仕事は生活の手段とい うより仕事をしてい

ないと安心できない年代だと自覚している。年令

的に健康や病気への関心，不安もでてきている。

II.プ ラ イ マ リー ：

 核 家 族 。真 面 目一す じに大 変 な時 代 を 生 きた と

い う自分 の 父親 と同 一化 して い る。子 ど もの成 長

に 生 き る歓 び を 感 じ，早 く 自分 の世 界 をつ くっ て

ほ しい と願 う父親 で あ り， 口 う る さ く， 又 夫 は夫

ら し く妻 は 女 ら し く と考 え る権 威 的 な夫 で もあ

る 。一方 で 妻 に 「同 志」， 「仲 間 」 と して の対 等 な

コ ミュ ニ ケ ー シ ョンを求 め る夫 婦 観 も もっ て い

る 。

 若 い 人 の 恋 愛 ， 同棲 に つ い て は肯 定 的 で あ る。

III.セ カンダ リー：

 対人的な関心，社会的な志向性はある方だが，

堅苦しいパーソナ リティであるために人間関係を

狭めてしまうところがある。

 近所づきあいは深 くもなく浅 くもないほどほど

のつきあい方が よいと考えている。親戚について

も 「時には大切だがいつも接 している人は何倍も

大切」とまさに遠い親戚より近 くの他人を実践し

ている。

 日本については又生まれるなら日本がよいと満

足 してお り，天皇(制)に ついては全面的に肯定

している。

 政治や社会の動向には積極的な関心を示 してい

る。
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1V.自 然 ：

 よ く海 に 出か け 海 を 眺 め て 活 力 を と り戻 し た

り， 森 の中 の風 景 に 心 惹 か れ るな ど， 自然 に 関 心

を よせ て い る。

V.超 越者：

 世の中には人知の及ぼない何かがあると考えて

いる。死も又 しかたないと自然に受けとめようと

している。年令的な心境でもあろ う。

                (櫃田紋子)

事例11 男性 55歳 埼玉県所沢市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 心の中では偉い軍人になる

より絵かきにな りたいと思っていた。

 2私 はよく人から 性格が母親に似ていると云

われた。又若い時 は風ぼうも丸顔 で母 に似てい

た。今は段 々父に似た風ぼうになって来たが性格

は母型である。

 3私 の家は 父が役人 儂 林省)だ ったのでいわ

ゆるサラリーマン家庭であ り，その子の私もサラ

リーマンで大半を経た。55歳 の今小さくても一国

一城の主に挑戦したい。

 4私 の失敗 は数多くあるが云い訳的要素も入

れて全てこれからの成功の為の糧であ り，一つも

無駄にはなっていないと考えることに している。
“過去全て善”

。

 5家 の人は私を 一風変っていると云 う。一見

ロジカルである様でオーソドックスに対応に終始

しているが，時折ア ドベンチャー的行為で周囲を

混乱させる。

 6私 が得意になるのは 調整面である。血液型

がABで 天びん座の生れと云う点が関係してい

るか否かは別として，問題解決の行事役をいつも

買って出る。

 7争 い は好まない。余程の事がない限 り自分

が一歩譲って解決出来るなら，その様にしておさ

める。しかし悪い事に関してはガンとして争 う。
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 8私 が知りたいことは どうも世の中では声高

に自己主張し続けている人が注 目され， リーダー

としての地位を確保す る傾向にあるのが，それが

自然にかなっているのか?

 9私 の父 は現在79歳 ，この8月17日 で満

80歳 になる。8年 前につれ合いを失 くしてのショ

ックか ら美事に立ち直 り仏教(浄 土真宗)を 信じ

寺参 りの他にカラオケの趣味に多忙。

10私 がきらいなのは “権力”である。人間一度

権力を握ると己れの保身の為に最 も大切な大衆の

期待を裏切 り続ける。歴史が物語 っている。

11親 戚 と云えば子供の頃はお正月には大きく

クローズア ップされ る存在であったが，自分が年

になると晋 の様 なつき合 いをしな くなって淋 し

い0

12死 の問題はむつか しい。簡単に云えばこの

世 の自分の存在の一つの区切 りだが，それで全て

終 りではな く，次の世(来 世)へ の転換の時だと

思 う。

13世 の中 恐ろしいのは群集心理をたくみにあ

やつ り集団催眠にかけて多数決方式で本来望んで

いない方向にまとまってしまう事。

14私 ができないこと は多 くあるが，大企業な

どでは出世の為に上司の命令であぎらかに不正な

行為を迷ったあげ く結局行って しまうケースには

ついて行けない。

15恋 愛 は廿ずっばいものである。又つらいも

のでもある。にもかかわらず全 くの他人なのに親

子兄弟等血縁のある者 よりも強い立場が生れる。

16将 来 と云うテーマは55歳 の私にとっても

エキサイティングなものである。そして飽 く無き

挑戦の意欲をかきたてる。

17も し私の母が 元気でいてくれたら思 う存分

親孝行 したい。お浄土に召されて早や8年 になる

が，毎日お詑びの連続である。

18仕 事 は生活の糧を得る手段である一方，自

分のこの世の中での存在価値を証明あるいはアピ
ールす る重要なッールであると考える

。

19私 がひそかに 思っている事は絵画の分野で

日展に入選す る事である。私には独自の人生感が

あ りそれを絵を通 じてアピールしたい。

20近 所づきあい は余 りしていな：いが，本当は

も っ と コ ミ ュニ ケー シ ョンを 強化 した い と思 っ て

い る。遠 くの親 戚 よ り近 くの他 人 ， 心 を 通 じ合 い

た い 。

21夫 につ い ては 自分 が 夫 の立 場 に あ って 妻 と

云 うも の を ど こ迄 理 解 してい るか ， 良 ぎ夫 とは ど

の様 な 状 態 を 云 うのか ， じっ く り考 え て み た い 。

22時 々私 は 母 を 想 う。 自分 の 中 に 母 が い る。

そ して 自分 の 娘 に母 の 気 持 で接 して い る事 に 気 付

く。一 方 父 に対 して も最 近 自分 の 中 に 父 を 感 じ

る 。 うれ しい 。

23私 が 心 をひ か れ るの は 母 の 生 き ざ ま で あ

る。子 供 や 夫 の為 に 自分 を 犠 牲 に して身 を 粉 に し

て頑 張 っ た のに 喘 息 に な っ て苦 しみ な が らひ と言

も グチ を云 わ なか った 。

24私 の 不 平 は 自分 の 不 器 用 さに 対 して で あ

る 。 しか しそ れ が 人 間 で あ る と思 うとイ ラだ った

気 持 も柔 らい で くる。

25私 の 兄 弟(姉 妹) は 弟 が 一 人 い る。2つ ち が

い だ が 時tzす ごい ヤ ッ と思 う。 同 じ環 境 に育 ち な

が ら勝 負 師 の ず太 さが う らや ま しい 。心 のや さ し

さは 共 通 。

26職 場 では 若 い 人 を育 て る事 を タ ー ゲ ッ トに

し黒 子 に徹 す るつ も りで い る 。手 柄 を 部 下 に シ フ

トして 自信 を持 た せ る様 心 が け てい る。

27私 に と って 大 事 な の は 家 族 で あ る。 縁 あ っ

て 血 が つ な が って い る事：にr，.宙の 力 を感 じる。 意

味 が あ って 家 族 に な って い る と思 う し，無 限 の愛

を 感 じる 。

28今 ま で は どち らか と云 う と よ らぽ大 樹 的 な

と ころ が 多 か った が ，最 近 この年 に な っ て 自 力へ

の挑 戦 を 強 く意識 して い る 自分 に気 付 い て い る。

29女 は 偉大 で あ る。母 に代 表 され る女 性 は全

て を つ つ み 許 して くれ る。女 は あ こが れ で あ る。

心 の やす らぎ で あ る。

30日 本 は 今 とん で もな い 状 況 に あ る。 とて も

不 安 定 な状 態 に あ る と思 う。 し っか り足 を地 に つ

け ， 地 球 の中 の 一 員 と して の 日本 の役 割 を果 す べ

きだ 。

Fart II

 1家 で は 出 来 るだ け 聴 き役 に な ろ う と してい

る。 又 父 や妻 や 一 人 娘 に感 謝 してい る。 皆 とて も



大切で役に立ちたい。

 2私 を不安にするのは 一つはこれからのシル
バー社会 である。私は世話をする立場 にな りた

い。もう一つは娘の二十一世紀である。

 3友 だち は大事にしている。だから親友と云

える友人が最低でも3人 以上いる。秘けつはいつ

もこちらからアプローチしているから…。

 4私 はよく ゼ ミや異業種交流の会合に出席す

る。こうして多くの人脈づ くりに努力 している。

これは私の存在価値を高めている。

 5子 供 は無条件に可愛いい。そして甘やかし

てしまう。本当は厳しく接した方がよい場面が多

くあってもそれが出来ない。

 6も し私が 一国の総理になったらいつ辞めて

も良いとの覚悟で誰 もやらなかった本当の世直し

に生命をかける。権力には何の価値もない。

 7私 の母 は観音様が好きで元気な時はよく浅

草に参った。亡くなって8年 になるが，その一生

はまさに観音様そのものに思える。

 8転 職 は否定 しない。私も3回 の転職経験が

あるが確かに良かった面と， しか し別の面での苦

労 も多く，結論としては少い方がよい。

 9男 に生れて良かったかと云 う点では特に男

ではな くてはならない理由はないが，妻に対 して

の夫として，又娘の父親 としてのよろこびを感 じ

ている。

10私 の眠 り は最：初深 く夢 も見ない様だ。 しか

し朝早 く目がさめる。又休日に限って朝早 く目ざ

めてしまう。電車の中の居眠 りは得意。

11も し私の父が 永眠 したらこんな淋しい事は

ない。母とはちがった意味で父はやは り大きな支

えにちがいないから，永生きして欲 しい。

12同 棲 は原則的には賛同出来ない。安易な妥

協の産物でしかない。厳 しさと努力がない。

13私 が好きなのは SLに は生き物としてのい

とおしさを感じる。誰にも頼らずに自らのエネル

ギーを生み，つき進む姿が よい。

14病 気 は困る。しか し嫌ってみても年をとれ

ぽつき合 う機会は増：C..る。その時にならないと分

らないが，仲良 くつき合 うべきなのだろ う。

15私 の頭脳 は普通である。学校の成績は上位

であったが，自分では特別優れていると思ってい
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ない。しかしもっと使 うべきと思う。

 16金 は欲 しい。先だつ ものだか ら。しか し不

正をして無理 して多 くの犠牲に於て得る大金は許

せない。

 17私 の野心 は政府や権力者に対して国民に不

利な政策を行お うとす る事に対し強力なブ レーキ

をかける立場に立つ事である。

 18妻 は心のよりどころである。又いとお しい

存在でもある。一緒に墓に入ってくれる間柄とし

て(他 人なのに)心 から愛 したい。

 19調 子のよい時 は何となくのめ り込んでいる

自分に気づ く。よく働くし，アイディアもどんど

ん浮ぶし疲労も心地よい。良く眠れる。

 20私 の健康 は良好である。年一・回 ドックでチ

ェックしているが，心配 ない との宣言でホッと

し，これか らもっと身体をいたわろうと思 う。

21私 が残念なのは 髪の毛が うす くなった事で

ある。オヤジもハゲているし，系統がそ うだから

仕方がないが白髪 もハゲよりず っと良い。

22大 部分の時間を 仕事に費すのはサ ラリ__7

ンとして当然であるが，多忙である程欲が出て，

いろいろや りたくなる。絵 も書きたい。

23結 婚 と云えば一人娘が今年短大に入った満

19歳である。結婚はまだ先との思いとどんな結婚

になるのか期待と不安が交差す る。

24天 皇制 に関しては基本的には日本国の象徴

として存続すべきと考える。問題は権力者が利用

しない様な歯止めが必要。

25ど うしても私は 日本が日本らしく世界の中

で理解され，又信頼され，平和の維持や経済文化

等，幅広 く独自の方法で貢献すべきと思う。

26家 の人は それぞれささやかな夢を持ってい

る。妻は水泳でマスターに出場す る事 とか外国旅

行。私 も家族を連れて外国に旅行 したい。

27私 が羨ま しいのは 若い人達である。二度と

若い時代には戻れない。しかし若い人はその力を

発揮 していない。本当は若者にはまだ負けないそ

と思っている。

28年 とった時 や りたい事がたくさんある。ま

つ絵を始めたい。妻と旅行を しながら絵筆を動か

したい，又年寄の世話をしたい。

29私 が努力 しているのは 若い人を育てるテー
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マについてである。 自分 の考 えを押 しつけない

で，出来るだけ彼等の考えを聞きながらやらせて

みる。

30私 が忘れられないのは 昭和36年 初めて行

ったアメリカである。永六輔氏 や まだ “と らさ

ん”になっていなかった渥美清氏と同じ飛行機だ

った。

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己

 親に孝行。企業においては努力，挑戦，自分の

自立への願望 と様々な生き方を模索 している。自

分は裏方に徹 して生きる黒子としての役割が適 し

ているという想いと，一国一城の主とな りたいと

いう想いが交差 している。権力に対する抵抗感，

政治に対す る不満があ り，心理的左翼だが，一方

天皇制を認める保守的な面を持っている。会社に

おいては猛烈社員である。

II.プ ライ マ リー一：

 父母 を尊 敬 し， 妻 と一 人 娘 を愛 してい る 。家 族

愛 を モ ッ トー に して い る父親 。

III.セ カンダリー：

 会社では裏方で若い人を育てるのが自分の役割

といいなが ら，一方では声の大きい奴が出世する

ことに不満がある。それは自己主張できない自分

への不満でもあるが，人間関係に重きをおいた生

き方を指向しているのは確か。

IV.自 然：

 絵を通 じて自然に接す ること，絵を通 じて自己

主張をす る願望を持つ。自然は自分の主張の投影

でもあるのか。

V.超 越者：

 仏教に対 して，親の影響か信仰心がある。来世

を信 じ，また家族 との血のつなが りに宇宙的な力

を感 じている。         (田辺満彦)

事例12 男性 66歳 神奈川県横浜市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 5才 年上の兄と仲良 く2才

年下の弟と余 り仲良くしなかった。兄弟共第2次

大戦にて戦死した。

 2私 はよく人から 朗 らかで明るく調子が よい

と云われた。

 3私 の家は 下町で父一代で財をなし自分が充

分教育を受けていないので子供に対 して教育熱心

だった。

 4私 の失敗 中学 より上級学校への進学で一浪

し慶応の経済へ進学受験勉強に熱中，人生を潤せ

る知識に欠けていた。

 5家 の人は私を 自分を含め3人 戦争へ，自分

だけが帰還，両親は戦死した2人 の思影を自分に

だぶらせていた。

 6私 が得意になるのは 今振返って見 るとスポ
ーッマンだったので勝利の栄光だったのか。

 7争 い 思い出す事のない程で波静かな幸せな

人生，家族に感謝。

 8私 が知 りたいことは 1日1つ でも新 しい知

識を得れぽ最高。読書が日課の1つ 。

 9私 の父 勤勉で誰にでも好かれていた。人間

の人格形成は教育だけではない。

10私 がきらいなのは 年をとってからは出来 る

だけ交際範囲を狭 くしている。

11親 戚 弟，妹との仲は良い。

12死 達観と怖れとの間を揺れ動 く。

13世 の中 我々の青春時代と現在との違いの如

何に落差のある事か。出来る丈現在に順応して行

き度い。

14私 ができないことは 若さは二度と還 ってこ

ない。でも1日1日 自分に納得した日を送 り度

い。

15恋 愛 フェミニス ト。

16将 来 残 り少ない人生を自分な りに納得して

送 り度い。

17も し私の母が 病身で気の強い母であったが

生前もっとやさしい言葉をかけてあげればよかっ

た。



18仕 事 ベス トを尽 くした積 り。でも今考えれ

ばもっと皆の言葉に耳を傾ける必要があったか。

19私 がひそかに 妻に感謝。

20近 所づきあい 必要最少限。

21夫 家庭内に於ける夫の存在価値，昔と随分

変った。でも何れが幸せか。

22時 々私は 日常使われている横文字言葉，物

忘れetcに コンプレックスを感ずる事がある。

23私 が心をひかれるのは 一芸に秀でた事の言

動。

24私 の不平は 新聞等をスキャンダラスな行動

で賑ぎあわす知識人の言訳け。

25私 の兄弟 (姉妹) 妹一人， 弟1人 だが幸せ

な人生を送って欲 しい。

26職 場では 勤続40年 ，3年 前に退職，今思

えば楽しい思いで許 り。

27私 にとって大事なのは 妻。

28今 までは 過去は戻 らず1日1日 を有意義

に過 し度い。

29女 世の中男と女，心情が滲み出る美人は素

適。

30日 本 素晴らしい。歴史は繰返す。過去を見

つめ現在の参考とし h素 晴らしい日本に。3百

万の英霊に感謝。

Part II

 1家 では 夫婦2人 。共同の行動は全体の1/3

位。各自の自由尊重。

 2私 を不安にするのは 老人呆け。他人に出来

る丈迷惑のかからぬ様過 して行き度い。

 3友 だち 学生時代 の友達 と永 く交際 してい

る。昔に返 り気分迄若返える。

 4私 はよく 散策，読書を日課に取 り入れてい

る。途すがらの季節 の うつ り変 り，新知識 の吸

収，楽 しい事です 。

 5・子供 男1人 女1人 ，2人 共独立 し孫3人 何

の心配もなく幸せだ。

 6も し私が 死を迎える時は妻より前であって

欲 しい(妻61才)。

 7私 の母 気が強かったが父を支え教育熱心だ

った。兄，弟が戦死 し可哀そ う。

 8転 職 僕は40年 一社に勤めてきたが30才
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位迄は自分に適 した職を捜す為の転職はいいので

はないか。癖にならぬ様。

 9男 男 らしい男。独立独歩の男が望ましい。

最近女性的な男性が増xて いるのでは。

 10私 の眠 り 平均7時 間位。熟睡後の目覚は1

日の生活 の原動力。最近1時 間昼寝 を習慣づけ

る。

 11も し私の父が 58才 で早逝 したので親孝行 も

充分できず心残 り(38年 前の話だが)

 12同 棲 成人後 お互 の責任 に於てするならぽ

可。但 し身内の者が同棲 したなら理解 してやれる

か疑問。

13私 が好きなのは 妻。無趣味だったので今必

死に趣味を持つべ く努力中。

14病 気 幸いに現在は健康だが老化は進んでい

る。ち ょっとした症状にも気づかう心配性。

15私 の頭脳 年h老 化している。漢字等の物忘

れがひどい。

16金 年金生活。もっと若い内に老後の事を考

へればよかったと後悔 している。ただ金丈がオー

ルマイティーではない。1日1日 の充実が大切。

17私 の野心 な し。枯れた心境か。

18妻 恋愛結婚，非常にバイタリティあ り。多

趣味。

19調 子のよい時 心が軽 く，何でも楽しい。寝

床で1日 のスケジx一 ルを組み一つ一つ片付けて

行く。

20私 の健康 肉体的には牛乳を飲み足腰を鍛へ

る為の散歩。呆け防止読書。情操豊かに音楽鑑賞

etc.

21私 が残念なのは もっと早 くから老後計画を

立てなかったか。英会話不足。

22大 部分の時間を 起床，新聞， 散策，読書，

家事手伝，テ レビetc.

23結 婚 恋愛結婚奨励。自分達で責任を持って

結婚生活を送 るから。

24天 皇制 国民の心の寄 り所としてなら現在で

は賛成，但 し諸行事が余 り事大的すぎる。国民の

福祉還元すべき。

25ど うしても私は 死を迎へる。迎へ るに当 り

心やすらかにある様，努力する事が大切。

26家 の人は 自分の身の廻 りの人達が皆幸であ



92

って欲しい。

27私 が羨ま しいのは 自分の持っていないもの

を持っている人達(物 心両面)で もそ う思 う余 り

自分を不幸にしてはつまらない。

28年 とった時 心静かに死を迎へられる様な最

後の努力。

29私 が努力 しているのは 人生の終 りに自分が

幸せであったと云える様な最後の努力。充実した

日々の送 り。

30私 が忘れられないのは こと改たまった云tj

とは一・概に云えない。振返って見た時皆楽しい思

いで許 り。最後迄楽 しい思い出の積重ねをこれか

らも続けて行き度い。

福祉還元すべきだと批判的な意見で，敗戦を契機

に大きく変らざるを得なかった戦争世代の気持を

のべている。

IV.自 然 ：

 散 策 の途 す が らの 季 節 の うつ り変 りを た の しむ

な ど 自然 を 身 近 に 感 じて暮 して い る 。

V.超 越者：

 特定の宗教観はないようである。死に対 しては

達観と恐れの間を揺れ動きつつ，自然死を望んで

いる。             (櫃田紋子)

パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己：

 本人を含めて兄弟三人が戦争へ行き，二人も戦

死 していた り，他にも近親者を喪 うなどの重い戦

争体験が，精神的背景にある。40年 間勤続 した会

社を3年 前に退職 して，現在は心身の健康のため

に散策，読書，音楽鑑賞などを日課とす る静かな

生活に満足している。

II.プ ライ マ リー ：

 子 ど も二 人 が 独 立 して 各IZの 家 庭 を 築 き，夫 婦

二 人 だ け の 生 活 で あ る 。「私 に と って 大 事 な の は

妻 」，「私 が 好 きな のは 妻 」「ひ そ か に 妻 に 感 謝 」な

ど，妻 が 最 も重 要 な 人 間 で あ り， お互 い の 自由 を

尊 重 しあ う様 な 夫 婦 関 係 を心 が け て い る。恋 愛 結

婚 を実 践 し，若 い人 に も奨 励 し， 同棲 に も理 解 を

示 す が ， 身 内 の こ と とな る とや は り保 守 的 で あ

る 。

III.セ カンダ リー：

 「年 とってからは出来 るだけ交際範囲を 狭 く」

と心がけている。近所づきあいは必要最少限に

し，自分の家族や弟妹，学生時代からの友達など

ごく限 られた範囲の交際をだいじに している。日

本は素晴 らしい国，3百 万の英霊に感謝 とのべ，

天皇制については，飼民の心のより所としてなら

現在は賛成だが，諸行事は事大的すぎる，国民の

事例13 男性 67歳 埼玉県三郷市在住

Part I

 1子 供の頃 私は，家が貧 しく，まっ黒の麦飯

弁当が恥かしく，家へ食べに帰っていた。

 2私 はよく人から 愛想が よく，人あた りがや

はらかいと言われ るが妻に言わせると外面はよい

が内面が悪 く，割合突賢貪の口をきくと。

 3私 の家 老夫婦，若夫婦に孫二人の親子三代

での生活だが貧 しい乍 ら，家庭の平安が保たれ明

るい笑いのあるよい家庭 と考える。

 4私 の失敗 お酒 と対話は何よりも私の好きな

ものだが，ついつい時間の経過を忘れ，午前様或

いは金 もなく何時間 もかけて歩いて帰る。

 5家 の人は私を お じいち ゃん と呼ぶ。タバコ，

酒に対 して妻はきつい ことを。上の孫(男)は 化

石，私の裸の皮膚をみてはシワシワと笑 う。

 6私 が得意になるのは 変化に富んだと思われ

る体験経験を話 し出して，仲h終 らな くて，何回

第十回同じことを言っている†と叱られる。

 7争 い 曲った事が嫌いでよく役人や校長先生

方言葉上の論争をきいてきたので，現役時代理不

尽な上司と争い52歳 で辞表を叩きつけたことが

あった。

 8私 が知りたいことは いろいろあるが，地球

上の営みが人間である以上人聞関係の探求が平安



平和維持に重要だと考える。

 9私 の父 は大酒飲みで多少教育はあった様だ

が余 り働 く姿を見ていない。良 く母に出て行け!

と言っていた。私が戦闘機特攻隊になったとき不

自由な体で私の手を握 り，これが最後だ と別れた

がその通 りになってしまった。

 10私 がきらいなのは 不正義，上役におもねる

おべっかを使 う他人 と話をするときに有名人や偉

い人の話に事寄せて しか話 しの出来ないこと。 自

分を見せない人は好まない。

 11親 戚 所詮は別個の家庭で構成人員も，その

家な りの行き方があるので，他人と同じ。幼い頃

の関係では縁者が親 しいか，そして楽 しいものだ

が，一過性のものである。

 12死 当然誰 しも訪れるもので，覚悟しておく
べきだろう。死ねば仏で皆手を合せて仏様と崇め

るが悪い莫迦者もいる。…日また一・日生を諦念化

死して生きる道を修行したい。

 13世 の中 はよくも変哲に富んでいる。諸行無

常，これが世の中というものらしい。しか し人は

良い世の中になるよう変えようとする人は多いが

自分を変えようとする人は居ない。むつかしいこ

とだが自分を少 しつつ変えたい。

14私 ができないことは ない!と ナポ レオンの

様なことは言わない。しかしできないことでもや

ろ うと考えることはできる。そんな前向きな心が

社会の正 しい進運に必要ではないか。

15恋 愛 いい言葉だ。まだ67歳 だが してみた

い。特攻隊の同期生が大妻大の紋付羽織袴の卒業

写真 を胸ポケットに抱 いてアメリカ艦艇 に250

kgの 爆弾を抱いて戦闘機で突っ込んだが，彼と

彼女の顔が浮んでならない。彼女は教諭になった

筈だが夢の様な言葉かな。

16将 来 が楽 しみだ という人 も居る。残照の年

ごろになって自由人 でない限 り明るい展望 はな

い。歌って踊って恋をして若い時代はよいだろう

が体に故障を起 してはどうにもならない。

17も し私の母が もう少 し生きていて呉れた ら

私は母に詫びたい。特攻でシベリヤで死んだか生

きているか分 らない敗戦後のあの頃どんなに心配

して呉れたことか，私 には何 も母 に言えなかっ

た。
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 18仕 事 は熱意積極性をもって当れば何でも出

来る。勿論専門的技術的仕事には限 りがあるだろ

 うが。仕事とはそ うい うものだと考える。

 19私 がひそかに ある人の生きザマを考えてい

る。男も心の底の底まで妻だって分 るものではな

いし，まして女性の場合婚前のことは秘匿する約

束 したことを! 他人ごと詮策 しないほ うがよい

か0

 20近 所づきあいは 必要だ。隣の人は何する人

ぞ! そんな関係では息詰ってしまう。遠 くの親

戚 より近 くの他人ではないが地域 コミュニティは

安全と平安に役立つと思う。

 21夫 殿様旦那様御主人様。そんな時代は過ぎ

去った様だ。粗大 ゴミと濡れ落葉，それは私たち

の時代の責任だろう。過去がな くて現代はない。

日本株式会社に盲従 してきたッケが来たか。

 22時 々私は 幼なかった頃を思い出す。教育勅

語を軍事教練を。体力検定で土嚢を担ぎ100メ ー

トル1万 メートル擲弾筒投擲を。豆腐を売って歩

いた根岸の花柳界などを0

23私 が心をひかれるのは 身装整い背筋のまっ

す ぐに正 しい人で，もの腰やわらか く穏やかな話

しぶ り，何処とな く人格識見のゆたかさが滲み出

る様な人。

24私 の不平は 沢山ある。口角泡をとばして気

焔を吐いたところで，事の解決には何の役にも立

つものではない。そのエネルギーは自分の思 うと

ころへ注 ぐべきではないのか。

25私 の兄弟(姉 妹)生 きているのは5人 だがそ

れぞれの人生を引摺って現在を迎えている。他人

もそ うであろ うが，みんな多かれ少なかれ不安や

問題を抱えていて{.%いて愚痴 ることになる。

26職 場では 人間関係が必要である。この人間

関係こそは個人で生きては行けない以上，家庭に

あっても地域社会にあってもどこでも大切なこと

ではないで しょうか。

27私 にとって大事なのは 私 自身を大切に生き

るということではないでしようか。すべて有形物

は必要はないのです。たった一度限 りの人生を私

という人間がいたとい うことを。

28今 までは 遮に無に食 う為に生きる為に子を

育て何とか人並みの生活が出来るようにす る為に
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やって来 ましたが，間違っていたようで した。落

し穴があった様でした。その成績が現代の社会で

した0

29女 は男である以上大好きだ。この地球上に

は女と男しか人間はいない。年齢の相違はあるが

仲好 く共生 して行 きたい。反 目しあってどうな

る。

30日 本 はいま重大な使命を担保す る国になっ

たと思 う。しかし戦争責任や謝罪 ということを忘

却の彼方へ置き忘れ意識 して放棄 しているのでは

ないか。そのことが先決だ。

Part II

 1家 では 何 とか 「おじいちゃん」としての地

位 と立場は樹てて貰っている様だ。しか し心にシ

ワを寄せず白髪を生やさないように，これか らも

生きたいと思う。

 2私 を不安にするのは 暗澹たる社会政策，遅

々として進 まない高令化対策である。社会福祉政

策に金を遣 うことは ドブに金を捨てる様なもの†

とは言語道断。

 3友 だち 多く持ちたい。そして仲良く何でも

話の出来 る朋友を持ちたい。そのためには他人の

嫌がることを言わない，しないことである。

 4私 はよく 日記を補完 しながら消 日している

が仲良しの朋友や同好の士の集 り旅行のあった時

は白紙同様になっている。何 とも悲 しい 日記であ

る。

 5子 供 は私の生活力では二人で良いと妻と相

談 し中絶 した。その際子供を生まない方策として

妻が中絶時締めてしまった。神様に逆ったのだが

いまこれを悔いている。

 6も し私が 単発機を操縦する環境ができたら

自由に大空を飛翔 してみたい。空は広 く地球は丸

くそして国境 もなく争いもない。夢と希望が湧い

てくる。

 7私 の母 は字が書けませんで した。文盲のた

ぐいでした。小学2年 生位から母の言葉をきよう

だい親戚に手紙に書かされました。お蔭で手紙書

きは億劫でなく母に感謝 しているこの頃です。

 8転 職 も結構だが生活がかかっているので慎

重に対応すべきものと考える。古い頭かも知れな

いが日本の企業風土は転職退職者に比較的冷い。

 9男 なら 男なら未練残すな浮世のことや，花

は散 り際男は度胸，胸に爆弾抱いて征け，男なら

やってみろ †据武451特 別攻撃隊のうた。

10私 の眠 り は私だけ独 りのもの。快 よい夢へ

の誘いもあることはある。しかし一杯やって眠 り

に就 くのがよい。シベ リアの鞭打たれた悪虐の夢

も眠 りの中に出てくるのだ。

11も し私の父が 良く言 っていた言葉に 「蟹は

甲羅に似せて穴を掘る」と。また 「栴檀は双葉 よ

り芳し」と。年の甲より亀の甲， 自然に理解が生

れてくるものだ。

12同 棲 には夢がある。その中に愛があ り，理

解があるなら猶更 よいのではないか，それが仲h

できないところに魅力を感ず るのだろう。

13私 が好きなのは 酒に女に博打 とか。これを

社会の三悪といったとか。時代は変ったのか。現

代社会では酒と女は変 らないがバ クチはゴルフ，

パチンコ。

14病 気 については嫌悪の情を抱 く。しか し加

齢 とともに体力の減退 とともに一病息災とかが理

解できるようになった。

15私 の頭脳 は狂 っているときがある。酒気多

量，朦朧 として眼は開けどまともに見えず 口はき

けども他人に分 らず。 これ もまた一興か も。

16金 は無 くても困るが沢山あっても禍の基に

なる。もう少 し欲 しいけれ ど世の中うまく出来て

やがる。

17私 の野心 などというものを抱 くほど大物で

はない。だからお前は器は小さいと言われるのだ

18妻 に定年になる頃それでは…と離婚 して出

て行く妻が多いというのであの頃そんなことを妻

に話した。妻は 「年金貰 う様になって私は権利放

棄は出来ない」 と。

19調 子のよい時 というのは誰にでもある。頭

に乗 りす ぎると失敗す るので注意が必要だ。運 も

そんな点で似通 ったところがあ りそうだ。

20私 の健康 それはその人の徳の一つなのかも

知れない。こんな言葉がある。健康はその人の徳

の一つにして幸福の最 も重なる部分な り(徳 富蘇

峰)

21私 が残念なのは 航空会社のパイロットにな



れなかったことだ。折角官費でパイロットになっ

たのに戦争は私の夢と希望を無にしてしまった。

 22大 部分の時間を 書 くことに費したい。思 う

こと思 うように書ければ幸せだと思う。独楽 もそ

うだが書 くこともそうだ。高年者は考えなけれぽ

ならないことだろう。

 23結 婚 は他人ごとでも心浮き浮きして楽 しい

ことだ。自分をふ り返 り，た しかに楽 しいには違

いないが苦 しい事 も多かった様に思 う。結婚は若

さ，若さは力だ。

 24天 皇制 は無 くしましよう，国民が全部等し

くなるようにしましよう。特権や身分制度や差別

のない社会に。宮内庁なども要 りません。総理大

臣がペコペコしてよいのでしようか。

25ど うしても私は 自分自身を変えていかなけ

ればならないと考えています。それは道は遠 く牛

歩の歩みに似ていても社会を変えようとしている

人は多 くても自分を変えようとす る人はいないか

らです。

26家 の人は 仲良く話しあっています。私が一

番左翼的なことを言うので妻にたしなめ られ，高

2の 孫(男)に も右翼に殺されると言います。で

も孫子を戦争に出さない為に平和を願 うのです。

27私 が羨ま しいのは 恰好の生活が出来て日常

生活の中に高のぞみの希望や夢でな くても展望の

ある生活が出来ればよいと思っています。小市民

的かな。

28年 とった時 不安がない訳ではあ りませんが

施策の主体は国がやるべ きです。総べて整った有

料のゆうゆう里に現在何人入れ るでしよう。金持

ちの限定人だけです。家族の絆大切に。

29私 が努力 しているのは 微力ではあっても高

年者 として出来る社会へ貢献で しよう。数少ない

戦争体験者であ り加害責任を自らも背負って生き

るべきでしよう。

30私 が忘れられないのは ともに紅顔の頃に誓

って特攻を志願 した仲よし同期生が先に散って私

が生きてしまったことです 。彼の一死を以て購 っ

たと思われる平和，これを守 り続けていくことで

しよう。
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パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己：

 特攻隊の生き残 り。シベ リア抑留，そして戦後

の企業戦士としていわば戦ってきた歴史を持つ。

戦争に対し，又，国家に対 しての被害者意識があ

り，同時に戦争責任 という重荷を担いながら，自

分を大切に生き，平和を願っている。

II.プ ラ イ マ リー：

 遠 い親 戚 よ り近 い 他 人 と クー ル に 割 り切 っ て い

る 。 しか し現 在 は ，三 世 代が 同 じ家 屋 の下 に住 ん

で幸 せ と思 っ て は い る。兄 弟 で は あ っ て もそ れ ぞ

れ が 自分 の生 活 を持 ち， 懸 命 に 生 き てい る ので あ

っ て， 他 人 の こ とを 考 え る余 裕 な どな い のが 当 然

と思 っ て い る 。一 方 ， 家 族 の絆 も大 切 と思 って い

る 。

III.セ カンダ リー：

 今までの生活のなかで苦 しいとき助け合った経

験から，人間関係が一番大事であ り，隣人，地域

社会 との関係が家族以上に大切だと感 じている。

社会的には自らの立場 から，政府 の施策 の貧 し

さ，高齢者への冷遇に対 して，激 しい憤 りを感じ

ているo

IV.自 然 ：

 特 に 記 述 は な い。

V.超 越 者3

 死 に対 す る と い う事 は ， い か に 生 き るか ， い か

に 自 己に 忠 実 に 生 き るか とい うこ と 。運 の 良 さ，

健 康 に つ い て も一・つ の 徳 と考 え て い る。

                (田辺 満 彦)

事例14 男性 73歳 東京都大田区在住

Part I

 1子 供 の 頃 ，私 は 本 ぼ か り読 ん で い て， 外 向
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的ではなかった0

 2私 はよく人から 真面 目で堅n-CLIしい人間 と見

られているらしい。

 3私 の家は 明るく平穏そのもの。

 4私 の失敗 は蓄財に全 く呑気であったこと。

 5家 の人は私を 頼 りにす るが融通の利かない

頑固な人間と考えているようだ。

 6私 が得意になるのは 子供が3人 共健康な家

族を持って明るく生活していることだ。

 7争 い は不可避的人類の宿命である。国境の

ない人類愛の；昂揚は永遠の課題である。

 8私 が知 りたいことは 日本人なのに国を考え

ない輩の本心である。

 9私 の父 は晩年になって戦後の不如意な時期

を迎えたが一切愚痴ぱこぼさなかった。

10私 がきらいなのは 社会生活における甘えと

増長だ。

11親 戚 にとって私は頼 りになる存在であ りた

い。

12死 は生れた以上必然の帰結である。それを

どう生きるかが人間のみに課 せられた命題 であ

る。

13世 の中 に不合理は多いが，自分は毅然たる

信念を枉げずに生きて行きたい。

14私 ができないことは ないと考えるのは愚か

だが，努力 しないで出来ないと諦めるのはなお愚

である。

15恋 愛 は刹那的，感情的なもののみであって

はならない。

16将 来 の日本を担 う者たちへの教育にかかっ

ている。

17も し私の母が 癌で早 く死ななかったら戦中

戦後の苦労を取戻すだけの孝行をしてあげ られた

のに0

18仕 事 に張合いと喜びを持つ ことは自分の努

力次第である。

19私 がひそかに 念じることは，地球のすべて

の国境線の正常化である。

20近 所づきあい は限界を心得，対抗意識を捨

てて。

21夫 は妻にとってこの上なく頼 りになる，そ

して包容力のある人物であるべきだ。

22時 々私は この世に生れた喜びを噛みしめて

感謝する。

23私 が心をひかれるのは 人間には造 り得ない

天然自然の仕組である。

24私 の不平は なぜそ う思 うのかをもう一一度 よ

く考え直さなければと自戒する。

25私 の兄弟(姉妹) の うち特に仲良かったす ぐ

下の弟が6歳 で病死した。お前の分も一緒に生き

るぞと誓って65年 になる。

26職 場では 自己顕示 よりもひ たむ きな努力

を。

27私 にとって大事なのは これからの余生で如

何に有終の美を飾 るかである。

28今 までは 日本は豊かに成長 した。このまま

安易に過してはならない。

29女 には優 しさと共に豊かな理性が必要であ

る。

30日 本 に学べといわれ るが 日本人こそもっと

外国に学ぽなければならない。

Part II

 1家 では 何でも話 し合 うようにしている。

 2私 を不安にするのは 日本の将来である。国

史国語国旗国歌の尊重がなおざりされているから

だ。

 3友 だち は物欲 と無関係のものである。

 4私 はよく 人の言葉づかいを気にする。

 5子 供 の時からでなければ社会人 としての基

礎教育は出来ないQ

 6も し私が なお時間と金を持ち得たら，余生

は次の世代に祖国愛の教育をしたい。

 7私 の母 は戦中戦後を通 じ家族のために苦労

し続けたまま戦後間もなく逝った。戦争を憎む。

 8転 職 は安易軽率であってはならない。

 9，男 は力強い信念 とやさしい思いや りが肝要

だ。

10私 の眠 り が安眠そのものであることを幸せ

に思う。

11も し私の父が 大金持であったら，私の精神

は退嬰的であったか もしれない。

12同 棲 する人たちの人生観は判らない。

13私 が好きなのは 自然の美 しさと純粋な心で
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 14病 気 は自分が立ち向か うものだ。負けては

ならない。

 15私 の頭脳 は脳細胞が減ってきても使えるだ

けは使わなければなお退化す る。

 16金 はあった方が よいが無理に多きを求める
べ きものではない。

 17私 の野心 は盗人猛々しい ソ連から領土を取

り戻すための方策は何とかならないかとい う思い

である。

 18妻 に求 めるものは理性 ある賢 しこさであ

り，牛を売 り損なう賢(さ か)し さであってはなら

ない。

19調 子のよい時 はそれが自分の力によると思

うな。

20私 の健康 は心の安らかさと自己管理で維持

されている。

21私 が残念なのは 国民であ り社員の…員であ

る有難さ，その責務を自覚しない人間が多いこと

である。

22大 部分の時間を 如何に充実させているか，

常に反省 している。

23結 婚 は健全な家庭を築き子孫を心身健康な

姿で残すことによって完成する。

24天 皇制 は長い歴史の中では否定されること

もあ り得る。しかし現在の日本にとっては必要で

ある。

25ど うしても私は 国民の間に国民たる誇 りと

覚悟をもっと涵養 させたい。

26家 の人は 皆互いに仲良 く生活 していて安心

である。

27私 が羨ま しいのは 永世平和のスイス国民の

素晴 しい愛国心である。

28年 をとった時 に既になってしまった。しか

しまだ自分の役割を尽 して行 く使命がある。

29私 が努力 しているのは せまく自己向上であ

る0

30私 が忘れられないのは 強いられた特攻隊自

爆の悲劇である。
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パ ー ソナ1丿テ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 常に自己の研讃に努め，向上す ることを 一'
にしている。愛国心の欠如を嘆き，若い世代は，

愛国心と日本人としての誇 りを持つべきであ り，

そのようなアイデンティティを持てるよう教育す

べきであると考えている。常に心身健康を心がけ

女性は賢 こく理性的であらねばな らない，また，

皆仲良く暮 らすべきであるとい う信念を持ってい

る。亭主関白的 ・教育勅語的思想。

II.プ ラ イ マ リ ・一：

 父親への敬愛，母への愛情を持ち，家族，子供
達に恵まれて感謝 している.妻 への要求は，賢こ

く理性的であれと厳しい。家族仲良 く平和に暮ら

す ことを願い，実行 している。

III.セ カ ン ダ リ ー ：

 対人関係は一・定の距離をおいて，つかずはなれ
ずの友好的関係がモットー。お互いに干渉 しない

し・すべきでない。そうした節度を保つのが大切

であると考える。親戚には頼 られ る関係でありた

いとも思 う。

IV.自 然 ：

 自然 の美 し さに あ こが れ てい る。

V.超 越 者 ：

 人間の力ではどうにもならない自然の摂理，天

地自然の仕組に心 うたれる。自分はその中に生か

されていることに感謝 しなが ら自己 を向上 させ

る，それが人生 と思っている。  (田辺満彦)

事例15 男性 82歳 宮城県仙台市在住

Part I

 1子 供 の 頃 ， 私 は は つ か しが りや で した が ，

フ ァイ トは 内に しめ て い ま した
。
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 2私 はよく人から 引っ込み じあん，おとなし

いと言われて居 る。

 3私 の家は 比較的家族が多く6人 ですが，夫

h個 性をもっていますが何 とか仲良くやって居ま

す。

 4私 の失敗 は人を信 じ込む ということです。

そして人からたのまれてはいやと云えないことで

す 。女性にふられた経験がある。

 5家 の人は私を 余 り心を出さないがけむたが

っ て い る。

 6私 が得意になるのは 人 よりいくらか上位に

立った時で，これは現在は趣味の上である。

 7争 い 今でも内々はファイ トはつよい。余程

でないと争はない。

 8私 が知 りたいことは 政治の実せんの仕組み

である。

 9私 の父 はえらかったと思っているが，直 し

欠点も知って居 る。

10私 がきらいなのは 余 りべ らべらしゃべる人

間である。不言実行型が好きだ。

11親 戚 は皆良い人達で，良 く戦後の苦 しい時

には助けてくれて今でも感謝 している。嫁の親戚

にはいささか嫌気を感 じでる。

12死 の尊厳を知っているから安楽死は賛成出

来ない。ガンが何 とか撲滅出来ないだろうか。待

ち遠 しい。

13世 の中 は如何なっているのか分からない場

合がある。所せん教育の問題か。日本も，世界 も。

14私 ができないことは 沢山ある。今ではもう

おそい。ここぞと云 うとき発言出来ない場合があ

る。弱い性格のせいか。

15恋 愛 は是認 している。私自身もそ うであっ

た。子供の恋愛は素直に認めなかった。他の条件

に支配 されて，最後は折れた。

16将 来 もっと日本は，国際社会において リー

ダーシ ップを取 り得る様な国になってほ しい。私

個人は先が見えて何もない。

17も し私の母が 生きていたならば，私の人生

は変わっていたかも知れない，50そ こそこで死ん

だ。

18仕 事 はやるだけのことはやった様な気が自

分な りにす るが，他人から見れぽまだまだだった

のだ ろ う。`

19私 が ひ そ か に 思 って ，又 願 っ てい る こ とは ，

何 とか うるお い のあ る世 の 中(豊 な中 に も)な らな

い か と云 うこ と。

20近 所 づ き あ い は 極 力 良 くす る様 に心 が け て

居 る。人 か ら もそ の様 に 見 られ て い る。

21夫 と して は 満 足 で は な か った 様 だ が ， され

ば とい っ て失 格 で もな い 。 まあ まあ と云 うと ころ

か 。

22時 々私 は 孤 独 に な って ， 過 ぎ し こ とを や る

せ な く思 う。又 気 を と り直 して い る。

23私 が 心 を ひ か れ る の は 女 性 の 心 が け ， 思 い

や りで あ る。

24私 の 不 平 は 今 の世 の 中 の 現 状 。特 に家 族 関

係 と孫 の教 育 のな って い な い 点(子 供 の)

25私 の 兄 弟(姉 妹) は 皆 立 派 だ と思 って い る。

兄 弟 愛 は ほ こ りに 思 って い る。

26職 場 で は 自分 は 自信 を も って居 った が ，人

は 批 判 的 な 人 も居 った の を 承 知 して い る。

27私 に と って 大 事 な の は 自信 で あ る。 然 し も

しか す る と喪 失 しか け て 来 る。

28今 ま で は 一 生 懸 命 世 に 処 し， 仕 事 もや って

来 た と思 っ てい るが 果 た して 如 何 だ った か な。

29女 は 一 口に い って まだ まだ 駄 目で あ る。 自

分 の こ と しか 考 え な い 。テ レビイ ン タ ビs一 で 女

の言 葉 ま と もな のを 聞 か な い 。消 費 税 参 議 院大 勝

み た い に 。

30日 本 は 今 も っ と も しか と した リー ダー が ，

出 て こな い と駄 目だ 。昨 今 政 界 ， 財 界 ， 官 界 を 見

る とい や に な る。

Part II

 1家 では 自分は孤立 している。孫は古いから

と頭から思っているし，子供，嫁 も話が合わない

 2私 を不安にするのは 家族関係が果たして如

何なるか。昔の良い部分をす っか り捨て仕舞 って

る0

 3友 だち は皆良 くして くれる。然しほんとう

に話 し合える所謂親友は2人 位か。

 4私 はよく 自分の実行 しないことを人におし

つけた り，云った りするな と言って世に処 して来

た。



 5・子供 は2～3人 が適当だ。1人 ではまず

い。か く云 う私は実子をな くして居 る。孤独の所

以だ。

 6も し私が 生まれ代わ って来たら，今まで生

きて来たのを修正して，自信の生き方をして見せ

る心意気である。

 7私 の母 えらかったと思 う。しか り方は自分

の悪いのを自覚 させる様な怒 り方を して居った。

 8転 職 は巳むにやまれぬ場合を除いてはやめ

るべきだ。意志薄弱のしるしである。自分にあま

えることはない。

 9男 として生れて来たからには家族の幸せ，

世の為になる様な人間で一生終わることである。

10私 の眠 り は反省の場である。何 となれぽ自

分で悪かったこと，又性格の欠点に関 した夢が多

い0

11も し私の父が 学校出であれぽ，可成 り大成

したのではないかと思 う。仲なか判断力。実行力

も秀れて居ったと思 う。

12同 棲 をすることは若い者は良くない。老人

は周囲が同意すれぽ差し支えない。

13私 が好きなのは 人の真心である。真心をも

って接してくれる人は有 り難い。

14病 気 は自分がまねいたものでなければやむ

を得ない。若 しなったらベス トをつ くせば良い。

15私 の頭脳 は余 りよくもたな いが 中位 であ

る。すべて努力で世に処 してきた心算である。

16金 は天下の廻 り物とは云 うが，努力して得

た金は貴い し，費い方も価値あるよう出来 る。

17私 の野心 は今はない。世の為になってあの

人は有難かったと云ってもらいたい。野心 と云え

ないけれども。

18妻 は死別 した。けんか もしたが，魅力もあ

った。

19調 子のよい時 は少 しおだつが，余 り調子に

のろらない性質である。

20私 の健康 はまあまあ。然し80年 も使った

からだ。血圧も高いし眼 も老人性結膜炎仕方がな

い。大事にしている。

21私 が残念なのは 何 といっても妻に先立たれ

た事だ。

22大 部分の時間を 趣味，謡，書道等に費し，
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老人 クラブ活動(副 会長)に も大分時間をさかれ

ている。

23結 婚 は恋愛だ。これは自分な りに幸だった

と思うが，妻に先立たれている。

24天 皇制 は守らねばならぬ。憲法制定に当た

って白眉の焦点だった。日本は成 り立たない。

25ど うしても私は 教育問題は，これからの日

本最：大課題だと思 う。

26家 の人は 私はどう思っているか考えること

がある(昔気質の自己主張型を脱し切る心算だが)

27私 が羨ましいのは ほんとうに仲のよい家族

だ(特に嫁のやさしい心配 りをもった)

28年 とった時 は楽 しいやすらぎのある家族の

中で暮 らしたい 「妻 と二人で健康に」今は叫ばな

い0

29私 が努力 しているのは 抑制心である。

30私 が忘れられないのは やは り，子供の死亡

のことである。二人の子供をなくしている。

パ ー ソ ナ リテ ィー ・ス ケ ッチ

1.自 己：

 古き良き時代の潤いのある世の中を求め，孫の

教育を憂い少 しでも世のためにな りたいと願って

いる。現在は趣味の謡や書道等に時間を費やし，

また老人 クラブ活動に副会長 として活躍中。今で

も内にファイ トを秘め，不言実行に燃えているが

活動域は少ない。人から頼まれるといやと云えな

い性格。

II..プ ラ イ マ リ ー3

 妻 と子供二人を亡 くしているが，息子夫婦 と孫
3人 計6人 家族。昔気質の自己主張型 ととられ，

けむたがられる存在。本人が この時代で恋愛結婚

であっただけに，妻に先立たれたことは無念かっ

孤独の所以。兄弟を誇 りに思い，亡き父母 も尊敬。

生育家庭は良好。

III.セ カ ン ダ リ ー ：

 戦後の自分方の親戚の援助に感謝，職場での人

間関係もまあまあか。今は近所付合いも努力し良

好。社会には良きリーダーの出現を期待，現在の
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政界 ・財界 ・官界みな駄目と批判的。なにより教

育が最重要課題であると考える。天皇制は堅守す

べぎとい う考え。

IV.自 然 ：

 自然 に 関 す る記 述 は な い 。

V.超 越者：

 自分が招いたものでない病気は仕方がない。ベ

ス トを尽 くして戦 うのみ。死の尊厳 から「安楽死」

には反対。年齢からいって無理せず大事に生きて

いる。その他の超越者への言及はない。

                (向井恒夫)

事例16 女性 18歳 茨城県水戸市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 明朗活発で，いじめっこ気

味だった。

 2私 はよく人から 頼 りがいがあるが，ちょっ

と抜けているところがあると言われる。

 3私 の家は かな り不便なところにある。

 4私 の失敗 は多す ぎて いちいち書いていら

れない。

 5家 の人は私を 無難な娘に育 ったと言 う。

 6私 が得意になるのは 見かけによらず素直だ

と言われた時である。

 7争 い は醜いけど，仕方がない。

 8私 が知りたいことは 未来の私。

 9私 の父 は働き者だ。

10私 がきらいなのは じめじめした性格の人。

11親 戚 づきあいは，めんどくさそうだ。

12死 を迎える覚悟ができたら，死にたい。

13世 の中，なかなか思い通 りにはいかないもの

だ。

14私 ができないことは べうんべうんに酔っぱ

らうこと。

15恋 愛 には憧がれるが，自分が傷つく又は相

手を傷つける可能性が大 きいので不安 もある。

16将 来 私は 光る女性であ りたい。

17も し私の母が 教育ママだったら，私は絶対

グレたと思 う。

18仕 事 よりは家族をという人 と結婚 したい。

19私 がひそかに 抱いている夢は，大 自然の中

でのんび り暮らすとい うものであるQ

20近 所づきあい がもうち ょっとできるように

なれば，楽しいと思 う。

21夫 は誠実であ りたい。

22時 々私は 自分がとてもたまらなくイヤにな

る0

23私 が心ひかれるのは ひたむ きに生きている

人の瞳。

24私 の不平は 非常識な人間が多すぎることで

ある。

25私 の兄弟(姉 妹)は 妹1人 であるが，あまり

かわいいとは言えない。

26職 場では 公正な人であ りたい。

27私 にとって大事なのは 失敗をどう生か して

い くかとい うことだ。

28今 までは あまりに， ミーハーすぎたので，

これからは少し気をつけようと思う。

29女 に生 まれて自分はよかった。

30口 本 は外国あっての日本だ とい うことを忘

れてはいけない。

Part II

 1家 では よくしゃべ る方だ。

 2私 を不安にするのは 病んでいく地球 ・社会

を映すTVの 画面や本の文章である。

 3友 だち は多い方だが，親友がほ しい。

 4私 はよく 働 く方だと思う。

 5子 供 を生む こと または作 ることは この

世に生まれてきた人間の義務だ と私は考える。

 6も し私が 国会議員になるとした ら，精一杯，

国民のために働 きたいと心か ら思 う。

 7私 の母 はしっか り者だ。

 8転 職 を否定す る気はないが，私はできれば

同じ職 場でがんばれたらいいと思 う。

 9男 はまだ女をばかに していると思 う。

10私 の眠 り は深 く，めざめはさわやか!!

11も し私の父が 料理好きだった ら，私も料理

好きになっていることだろう。
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12同 棲 のままでいるのはイヤだが，結婚前に

お互いを確かめ合 うのにはよいと思 う。

13私 が好きなのは スポーツをしている人の輝

き。

14病 気 を気力で治す部分って，多いと考える。

15私 の頭脳 は人並であると考えたい。

16金 が全てとい う人間にはな りたくない。

17私 の野心 野心を抱けるような力強い心がほ

しい0

18妻 になったら，母にもな りたい。

19調 子のよい時 は向こう見ずにただひたすら

つっ走 る傾向がある。

20私 の健康 は，最近 自分で コソトロール しな

がら保てるようになってきた。

21私 が残念なのは 動物が人間の勝手で多大な

迷惑を被 っていることである。

22大 部分の時間を 自分は精一杯使いたい。

23結 婚 をして 子供がほ しい。

24天 皇制 を否定す る気はないが， 日の丸や国

歌強制は納得いかない。

25ど うしても私は 自分に対 して甘 くなってし

まう。

26家 の人は 自分勝手な面が強いと思 う。

27私 が羨ま しいのは 自分の意見をもって，し

っか り生きている人

28年 とった時 何か打ちこめるものや，社会に

役立つことを身につけていたい。

29私 が努力 しているのは やは り，知識を身に

つけることである。

30私 が忘れられないのは 高校2年 のとき文化

祭で主役をやったことである。

パ ー・ソ ナ リ テ ィ ・ス ケ ッチ

自己実現欲求についての言及も散見される。

II.プ ラ イ マ リー：

 現 在 の 家 族 は ，働 き者 の 父 と しっか り者 の母 ，

あ ま りか わ い い とは 言 え な い妹1人 。 特 に 家 族 か

ら 心 理 的 圧 迫 を 受 け た とい う こ とは ない よ うだ

が ，反 対 に 家 族 に 固 着 して い る とい う風 で もな い 。

将 来 は結 婚 し，母 に な りた い と思 っ てい る 。 出産

は 人 間 と して の義 務 とい う考 え方 。結 婚 相 手 に は，

仕事 よ り家 庭 を優 先 す る誠 実 な 人 を 望 ん で い る。

III.セ カ ンダ リー ：

 友 人 は多 い方 だ が ， 親 友 は い な い 。親 戚 付 き合

い は面 倒 だ と感 じてい るが ，近 隣 との付 き合 い は

も う少 しあ った 方 が い い と考 え て い る 。社会 的 関

心 は強 く， 「非 常 識 な人 間が 多す ぎ る」 と批 判 的 。

「も し私 が 国会 議 員 に な っ た ら…」 と，この年 代 に

は 珍 し く政 治 を 自分 の問題 と して捉 え て い る よ う

だ 。 日の 丸 ・国 歌 に つ い て の 問題 に も言 及 して お

り， お そ ら く教 育 関 係 の専 攻 か と思わ れ る。

IV.自 然=

 自然環 境 問題 に も関心 が あ る よ うで，TVの 報

道 を 観 た り，本 を読 んだ りして い る よ うだ 。反 応

と して は ， 「将 来 は 大 自然 の 中 で暮 ら した い」 「人

間 の 勝 手 で動 物 が 迷 惑 を被 っ てい る」 と， 感 情 的

色 彩 が 濃 い よ う。

V.超 越者：

 死に関 しても，「覚悟ができたら死にたい」 と，

超越者 と言 うより，自分の意志の及ぶ範囲と感じ

ているよう。他に特に超越者についての言及はな

い。             (西村麻由美)

1.自 己 ：

 大 学 生 。「力 強 さ」「意 志 の力 」「自己 コ ン トロ ー

ル」 とい った もの に 価 値 を 置 い て い る。 自己 に対

す る評 価 は 厳 し く， 「ミー ハ ーす ぎ た」 「自分 に対

して 甘 くな って し ま う」 とい った ものだ が ， 客 観

的 に み て ， い か に も真 甬泪 な地 方 の大 学 生 とい う

感 じ。 「光 る 女 性 で あ りた い」 「打 ち 込 め る もの

や， 社 会 の役 立 つ こ とを身 に つ け たい 」 とい った

事例17 女性 19歳 東京都杉並区在住

Part I

 1子 供の頃，私は 妹や近所の年齢の近い子達

と一緒によく遊んだ ものだった。

 2私 はよく人から こう言われる。r第一印象は
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お とな し くてひ っ こみ 思案 な 子 か と 思 った け れ

ど， 全 然 違 って 明 朗 活 発 でfriendlyだ ね 。」

 3私 の 家 は 家 族 の 団 らん を とて も大 切 に して

い て， 友 達 が 遊 び に来 た 時 も 「仲 のい い 家 族 だ

ね 。」 と よ く言 わ れ る 。

 4私 の 失 敗 は 生 ま れ て か ら数 え きれ な い ほ ど

あ り，特 に お 金 に 関 す る こ とが 多 くて 困 っ てい

る。

 5家 の 人は 私 を 家 の中 と外 で あ ま りに も態 度

が 違 うこ とに あ きれ てい る。

 6私 が 得 意 に な るの は 好 きな スポ ー ツ(テ ニ

ス ・ス キ ー)で ， 華 麗 な プ レイ を きめ る こ とが で

きた 時 だ 。

 7争 い ご と が 絶 え な い 人 間 関係(家 族 ・友

人 ・会 社)は 悲 しい ものだ 。

 8私 が 知 りた い こ とは 世 の中 に た くさん あ っ

て ，勉 強 して い て もす ぐ他 の コ トに 興 味 を も った

りして しま う。

 9私 の 父 は 子 ぽ ん の うで 私 と妹 が 幼 い 頃 は ，

日曜 日に な る と必 ず 遊 び に 連 れ て い って くれ て，

現 在 も親 バ カな 父 で あ る。

10私 が き ら い な の は うじ うじ した人 。 は っ き

り しな い 人 。1人 で 行 動 で き な い人 。陰 口たた く

人 。陰 険 な 人。

11親 戚 づ き あ い は 良 い方 で あ る 。季 節 のあ い

さつ ・訪 門 は ， た い て い行 っ てい る。

12死 につ い て考 え させ られ る こ とが 多 くな っ

て き た 。 エ イ ズ ・脳 死 ・本 人 へ の ガ ン告 知 ・移 殖

な ど の話 題 で。

13世 の 中 ，いつ も どこか で争 い が 続 い て い る。

全 人 類 が 平 和 にす ごす ご とが で き る世 の 中 に な っ

てほ しい もの だ 。

14私 が で き な い こ とは ダイ エ ッ ト。

15恋 愛 に つ い て語 らせ れ ば ピカー とい う先 輩

が い るの だ け れ ど も， いつ か 一 回 ， 恋 愛 に つ い て

語 りあ い た い ものだ 。

16将 来 キ ャ リア ウ ー マ ン と して バ リバ リ働 く

んだ っ!!一 と高校 生 の 頃 は夢 に見 て い た けれ ど，

この頃 不 安 を 感 じて い る私 。

17も し私 の 母 が 健 康 で 丈 夫 な 身 体 を も って い

た ら， 一 緒 に ス ポ ー ツが 楽 しめ るの に … 。

18仕 事 も育 児 も こなす ， 元 気 な お母 ち ゃん に

な りた い。

19私 が ひ そ か に 思 い を よせ て い た彼 とつ き あ

うよ うに な って7ヶ 月 がす ぎて ，い まはHAPPY

な 私

20近 所 づ き あ い は現 在 ほ とん どな くな っ て し

ま って 悲 しい。

21夫 と 共 働 き，家 事 も半hに した い けれ ど，

で き るか な …。

22時 々私 は め い 想 に ふ け って ポ ー ッと時 間 を

す ごす ご とで ， 身 体 を 休 ませ て い る。

23私 が 心 ひ か れ る の は 強 い 男 性 。 頼 も し くて

堂 々 と して い て ， 心 の 広 い大 き な 人。

24私 の 不 平 は 小 さい 頃 ，妹 の方 が 大 人 び た顔

つ きで 身長 もあ ま り変 わ らなか っ た ので ， 友 達 か

も し くは 姉妹 逆 に見 られ た こ と。

25私 の兄 弟(姉 妹) は，2歳 下 の妹1人 で ， み

っ と もな い け んか を しな くな った こ の頃 は ， 一 緒

に遊 び に行 った りシ ョ ッ ピン グを した りと， 仲 良

しで あ る。

26職 場 では 絶 対 管 理 職 ク ラス ま で 昇 格 し た

い0

27私 に と って 大事 な のは 家 族。 つ っぱ って 強

が って も， や っぱ り安 心 で き る家 庭 が あ るの っ て

違 うと思 う。

28今 ま で は よ く食 べ す ぎ な く らい食 べ て いた

が ，最 近 へ ら しぎみ に な った 。

29女 の 自立 ， 社 会 進 出な ど さか ん に 叫 ぼ れ て

き た け ど， 実 際 は まだ まだ 。 叫 ぼ れ る こ と 自体 が

か な り遅 れ てた し， 日本 って まだ だ め だ な 。

30日 本 の 国 っ て， 他 か ら と り入 れ るの は 上 手

な くせ に ， 創 造 性 に 欠 け る と言 わ れ る。

Part II

 1家 では ヒステ リーである。

 2私 を不安にするのは ホラー物。

 3友 だち は私の宝物。

 4私 はよく 授業中にねてしまう。

 5子 供 は 2人 欲 しい(男 ・女1人 ずつ)。

 6も し私が 美人でスタイルがよかったら，た

くさんの男を手玉にとることができたのに…。

 7私 の母 は偉大だ。

 8転 職 は，必要に応 じて どんどんしてもい



い と思 う。

 9男 は 強 くな くち ゃ い け な い!

10私 の眠 り は 浅 い 。

11も し私 の 父 が い な か った ら， 今 頃 大 学 生 な

ん て や っ て い られ ない 。父 に 感 謝 して い る。

12同 棲 は ， 結 婚 を 前 提 に した 男 女 な ら して も

い い と思 う。

13私 が 好 き な の は お か し作 り。長 電 話 。 お し

ゃべ り。 ば か さわ ぎ。

14病 気 しな い よ う， リズ ム正 しい 生 活 を心 が

け てい る。

15私 の 頭脳 が 明 晰 だ った ら，学 者 に なれ る の

に0

16金 を た く さん貯 め て，た くさん旅 行 した い 。

17私 の野 心 は 日本 征 服 。

18妻 に は な りた い け ど，嫁 に は な りた くな い 。

19調 子 の よい 時 は何 事 も うま く事 が 運 ぶ もの

だ。

20私 の健 康 状 態 は， あ ま りよ くな い 。

21私 が 残 念 な の は 彼 とあ ま り会 え な い こ と。

22大 部 分 の 時 間 を 勉 強 に 費 や して い る。

23結 婚 願 望 は 高 い 方 で あ る。

24天 皇 制 反 対 。

25ど う して も私 は 調 子 に の る とハ メを はず し

て しま う。

26家 の 人 は み ん な性 格 が バ ラバ ラで あ る。

27私 が 羨 ま しい の は ス タイ ルが 良 くて きれ い

な 人 。

28年 と った 時 で もキ レイ な もち肌 で い た い。

29私 が 努 力 してい るの は 美 容 と健 康 に 十 分 留

意 す る こ と。

30私 が 忘 れ られ な い の は テ ニ ス の合 宿 後 ， 過

労 で入 院 した こ と。

パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 好 きな の は 「おか し作 り。長 電 話 。お しゃべ り。

ば か さわ ぎ。」都 心 の 四 年 制 大 学 に 通 う，ご く ノー

マ ル な 女 子大 生 。 日常 生活 を大 い に謳 歌 して い る

よ うだ が ，大 部 分 の時 間 は勉 強 に費 や して い る と

の事 。 高校 生 の 頃 は パ リバ リの キ ャ リア ウ ー マ ン
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を理想の自己像 としていたようだが，現在は少 し

現実とのギャップを感 じている。「絶対管理職 クラ

スまで昇格 したい」とはっきり記述できるのは，

男女雇用均等法施行後，総合職が現実のものとな

った年代ならではか。恋愛中で，目下の興味は自

分のスタイルと美容にあるようだ。

II.プ ライ マ リー ：

 偉大 な 母 と子 煩 悩 な 父 と妹 と同居 。団 らん を と

て も大 切 にす る家 庭 。父 は 日曜 毎 に 子 供 達 の相 手

をす るな ど， ニ ュー ・フ ァ ミリー世 代 のは し りに

な るか と思わ れ る。本 人 も 自分 に と って 大 事 な の

は家 族 だ と して い る。

 結 婚 願 望 は強 く， 仕 事 と家 庭 を 両 立 させ て ， 子

供2人 を育 て る 「元 気 な お 母 ち ゃん に な りた い 」。

そ の ため に は ， 夫 とは 共 働 きで ， 家 事 を半 々に 分

担 してほ しい が ， 実 際 問 題 と して で き るか ど うか

は ， 本 人 もや や 不 安 に 思 って い る 。 また ，妻 に は

な りた い が ， 「嫁 に は な りた くな い」 とい う本 音

も抵 抗 な く記 述 して い る。

III.セ カ ンダ1丿一 ：

 友 達 は 宝 物 で あ り， 関 係 は 良 好 。家 に も遊 び に

来 た りす る。親 戚 付 き 合 い もか な り密 接 に行 っ て

い る 。近 隣 との付 き合 い も無 くな っ て しま っ て悲

し く思 うな ど，対 人 指 向的 。

 社会 的 な 関心 は， 世 間 で話 題 に な っ てい る程 度

は あ る よ うだ が ， 自発 的 な も の では な さそ う。天

皇 制 に つ い て は， そ の根 拠 が 良 くわ か らな い が ，

「反 対 」 と して い る。

IV.自 然 ：

 今 の とこ ろは ， 日常 生 活 周 辺 に 視 点 が 向 い て い

る よ うで ， これ に 関す る記 述 は 見 られ な い。

V.超 越 者 ：

 「死 」 に 関 す る話 題(エ イ ズ ・脳 死 ・ガ ン告 知 ・移

植)が 多 くな って ，考 え させ られ る こ とが 多 い と

い った 程度 の 言 及。      (西村 麻 由 美)
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事例18 女性 20歳 東京都日黒区在住

Part I

 1子 供 の 頃 ， 私 は お とな し く， 無 口だ らた ら

しい 。

 2私 は よ く人 か ら うる さい ， 明 るい 等 と言 わ

れ る。

 3私 の 家 は 他 人 か らみ る と 面 白 い 構 成 ら し

い0

 4私 の失敗 は 自慢 にまでなって しま うほ

ど，くだらない0

 5家 の人は私を 年の離れた ノホホーンとし

ている娘(妹)と 思っている。

 6私 が得意になるのは くだらないだじゃれの

連発である。

 7争 い ごとはしたくないけれど，家では年が

ら年中叫び合 う。外面のいい私です。

 8私 が知 りたいことは 昔 も今 もた くさん あ

る。だから この興味心旺盛なことが大切だと思

う。

 9私 の父 は エ リー一トの道にのったが為に子

供の教育を母に任せてしまった。だから子供が寄

りつカ、なし、0

10私 がきらいなのは うそと人を意味なく裏切

る奴。

11親 戚 は た くさんあるらしいけれど，外国

に長 く住んでて あまり知らない。

12死 があるから生があ り，生があるか ら死カミ

ある。

13世 の中 そんなにあまくない。

14私 ができないことは 自分に対 して すごく

厳 しくす ることである。

15恋 愛 論は その年齢，性格等によって そ

れぞれ違 うはずだから今年流 りの恋愛は理解でき

ない。

16将 来 自分の人生に悔いな く生 き てい きた

いo

X17も し私 の 母 が 「あな た は 私 の子 じゃな い 」と

言 って も， 驚 か な い 。 なぜ な ら四六 時 中 ，「本 当 に

誰 に も似 て な い わね 」 の連 発 して い るか らだ 。

18仕 事 を 生 き が い に して， 毎 日輝 い て いた い

とい うのが 私 のゆ め で あ る。

19私 が ひ そ か に 気 に 入 って い る子(弟 に した

い)が クラ スい る0

20近 所 づ き あ い は 日本 の 昔 か らの もの で大 切

な 伝 統 だ と思 う。

21夫 とな るべ き人 は 私 を理 解 して くれ るこ

との み 望 む。

22時 々私 は ス ー パ ー マ ンの よ うに 空 を飛 び た

くな る。

23私 が 心 ひ か れ るの は ふ と した こ とに 優 しさ

が に じみ で てい る ものや 人 で あ る。

24私 の 不 平 は だ らだ ら と授 業 を や り，要 点 を

ぐ じゃ ぐ じゃ言 う教 授 で あ る。

25私 の 兄 弟(姉 妹)は`と ん で る'と 思 う。

26職 場 で は プ ライ ベ ー トな(私 生 活 の)こ と

は 出 した くな い し， 聞 きた くな い。

27私 に と って 大事 な のは 今 自分 が ど う心 に

感 じて い るか とい う こ と。

28今 ま では こ うで あ っ たか ら とい う理 論 は

も う成 り立 た な い そ， 政 府!!

29女 は常 に 男 を必 要 と し， 男 も常 に 女 を 必 要

とす る 悲 しい 人 間 の さが で あ る。

30日 本 人 は 日本 とい う国 を 誇 りに 思 うべ き

だ 。(米 国 と比 べ て)

Part II

 1家 では 常に機嫌の悪い，ヒスな私である。

 2私 を不安にするのは 何も考えてなく ヘラ

ヘラ生きている現代の若者である。

 3友 だち は選ぶことができない，自分 と同じ

価値の人間であるから自分の鏡でもある。又，大

切な宝物である。

 4私 はよく 変 なヘマをして 周 りか ら受け

る。

 5子 供 の頃が __良 かったと思 う。

 6も し私が 死んだら運にお骨をまいて欲しい

(墓地事情が難 しいし…)

 7私 の母 は，何でも自分1人 でやろうとす る

頑張屋なのだけど，はっきり言って子は迷惑 して

いる。

 8転 職 は決してマイナスだとは思わない。

 9男 は最近 なよなよしている。



10私 の 眠 り が 浅 い の は わ りと有 名

11も し私 の 父 が 私 に 意地 悪 して も 10倍 に し

て 返 して あ げ る。

12同 棲 して か ら結 婚す る こ とが 互 い の為 に も

一 番 い い と思 う
。

13私 が 好 き な の は fi ッ とday dreamす る

こ とだ。

14病 気 が ち な 私 を 一 般 的 に友 達 は 「死 んで

も風 邪 ひ か な い」 と思 っ て い る ら しい 。

15私 の頭 脳 の使 用 率 が10%台 で あ ろ うと思

うが100%と は 言 わ ず に50%使 ってみ た い 。

16金 が 全 て の 世 の 中 に な って しま っ た と 思

う。

17私 の 野 心 は 企 業 の 中 か ら上 へ の し上 が る

こ とだ 。

18妻 の 役 目 とは 日本 で は うる さい と思 う。

19調 子 の よ い時 は 元 気 一 杯 で一・人 で漫 才 を

して し ま う。

20私 の健 康 は一 番 気 を付 け て い る こ とだ 。

21私 が 残 念 な の は 世 界 が 日木 を な め て い る こ

とだ 。

22大 部 分 の 時 間 を 無 駄 に して い る と思 う。

23結 婚 は ス タ ー トで あ っ て ゴー ル で は な

い0

24天 皇制 はあっていいと思うが 閉鎖的すぎ

ると思 う。

25ど うしても私は 日本の政府に言いたい!な

よな よするな，元首相の奴らはすっぱ りとやめて

出てくるな!

26家 の人は 私のことをかな り心配 しているら

しい。

27私 が羨ましいのは 自分のポ リシーを持って

生き抜いてった人/1で ある。

28年 とった時 老けるのがいやだと思わず，魅

力的なおぽあちゃんにな りたいと思っている。

29私 が努力 しているのは 自分に素直になるこ

とと， ダイエットである。

30私 が忘れられないのは 海外に住んだ 9年

半のことである。
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パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 帰 国子 女 。都 心 の四 年 制 大 学 に 在 学 中 。帰 国 後

の不 適 応 な どに つ い て の記 述 は な い が ， 海 外 在 住

は忘 れ られ な い こ と と して言 及 され てい る。 将 来

は ，仕 事 を生 きが い に し， 企 業 の中 か ら上 へ の し

上 が りた い と希 望 してい る 。 ポ リシ ーを 持 って ，

臼分 に 素 直 に 生 きた い と思 っ てい るが ， 現 実 の 厳

しさ も感 じてい る 。身 体 は 丈 夫 な 方 で は な く， 健

康 に は 一・番 気 を 付 け て い るが ， ダイ エ ッ トに も努

力 中 。

II.プ ラ イ マ リー ：

 家 族 は ， エ リー トの 父 と頑 張 り屋 の 母 。“とん で

る” 姉 か 兄 が い る よ うだ が ，詳 細 は不 明 。 父 は仕

事 第 一・で ， 家 庭 は 妻 に 任 せ き りとい う 日本 の典 型

的 な 父 親 。子 供 とは か な り心 理 的 に距 離 が あ る。

一 方 で は
，本 人 と母 の 間 に も葛 藤 が あ り，家 庭 で

は不 機 嫌 な状 態 が 多 い よ うだ 。 しか し， 家 人 に 心

配 され て い る こ と も 自覚 して い る 。将 来 の 自分 の

結 婚 や家 庭 につ い て， 具 体 的 な像 は無 い よ うだ 。

た だ ，夫 に は 自分 を理 解 して くれ る こ と のみ を 望

む と して お り， 妻 の役 目は ， 日本 で は 大 変 だ と感

じて い る。

III.セ カンダリー3

 友達は自分と同じ価値(観)を もつ大切な宝物。

親戚は海外在住が長 く，殆 どつなが りは無いよう

だ。近所付 き合いは，大切な日本の伝統だ と考え

ているが，具体的な記述はない。職場での人間関

係は，プライベー トなものにしたくないと考xて

いる。

 社会的関心 は 強いようで，この年代 の女性 の

SCTで はあまり記述されない政治家 に対 しての

批判が 目立つ。また，現代の若者が何も考えない

ことや，男性が 「な よな よしている」ことにも批

判的。海外経験のためか， 日本の伝統や愛国心と

いった ものに も関心があり，日本人は国に対して

誇 りを持つべきだ と感 じている。
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IV.自 然 ：

 特 に 記 述 は な い 。

V.超 越者：

 生と死は表裏一体といった死生観についての記

述や，もし自分が死んだら墓地事情が悪いので，

お骨はまいて欲 しいといった記述がみ られる。

               (西村麻由美)

事例19 女性 28歳 埼玉県狭山市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 活発な少女だった。

 2私 はよく人から 「おもしろいね一」と言われ

る。

 3私 の家は 家族皆仲が良い。

 4私 の失敗 は，けっこうささい な こ とが 多

い0

 5家 の人は私を 愛 してくれている。

 6私 が得意になるのは 人 から誉 められ た時

だ。

 7争 い 事は大嫌いだ。

 8私 が知 りたいことは まだまだた くさんあっ

て勉強しなければ といつ も思 う。

 9私 の父 は大変ユーモア精神にあふれていて

お もしろい人だ。

10私 がきらいなのは 他人の良いところを見れ

ずに悪 口ばか りい う人だ。

11親 戚 には音楽好きがそろっている。

12死 に関して，先日読んだ遠藤周作の文章が

興味深かった。

13世 の中 やは り世紀末が近いせいか大事件ば

か りが最近多くていやだ。

14私 ができないことは 弱い者いじめをするこ

とだ0

15恋 愛 は奥が深い・

16将 来 どんなふ うになるのだろ うか。それを

考えると楽 しくもあり，また少h不 安でもある。

17も し私の母が パ リに留学したいと言ったら

喜んで応援 したいと思 う。

18仕 事 が最近楽 しくなってきた。

19私 がひそかに 感 じていることは，バカな上

司もいるもんだな一 とい うことである。

20近 所づきあい はむずかしい。

21夫 となる人はどんなに困難におち入った時

でもがんばれ るような心を持った人であってほ し

い0

22時 々私は 早 くお母 さんにな りたいと思 うこ

とがある。

23私 が心をひかれるのは 小さな子供がむ じゃ

きに遊んでいる姿を見た りした時である。

24私 の不平は 戦争や災害で苦 しんでいる国に

対 して日本の政府がなかなか手を差しのべようと

しないことである。

25私 の兄弟(姉妹)は 弟がひとりである。

26職 場では けっこうムー ドメーカー的立場に

いる。

27私 にとって大事なのは 家族や友人である。

28今 までは 親に甘えていた部分 もたくさんあ

る。が，これからはもっとしっか りしなければと

思 う。

29女 に生まれて良かったと思う。

30日 本 人が時h嫌 いになることがある。

Part II

 1家 では 家族それぞれの役割をきちんとこな

して気持ちの良い くらしを していると思 う。

 2私 を不安にするのは 戦争が起こった り，難

民が苦 しんだ りしているのに日本人はなにもしな

いことだ。

 3友 だち は皆素敵な人ぼか りで学ぶことが多

い0

 4私 は よ く 演 劇 を 観 た り， サ ン ト リー ホ ー ル

に 行 った りす る。

 5子 供 は見 て い て あ き な い。

 6も し私 が 男 だ った ら と思 うと と て もお も し

ろ い。

 7私 の 母 は 自分 の親 な が ら努 力 家 で よ く勉 強

す る し立 派 だ と思 う。

 8転 職 も考 え た こ とは あ るが ， 今 は 今 の ま ま

で 良 い と思 って い る。



 9「 男 の 中 の 男」とい え る よ うな 人が 最 近 少 な い

が ， 男 性 は 「女 ら しい 女 」 が 少 な い と思 っ て い る

のだ ろ う。

 10私 の 眠 り は 深 い 方 だ 。

 11も し私 の 父 が 中 国 に 勉 強 に 行 き た い と言 っ

た ら喜 ん で 応 援 した い と思 う。

12同 棲 に つ い て ， デ ンマ ー クで は ず いぶ ん進

歩 的 な 考 え 方 を して い る よ うだ 。私 もお互 い を良

く知 り合 って か ら結 婚 を考 え るの は 良 い こ とだ と

思 う。

13私 が 好 き な のは さ りげ な く気 くば りので き

る人 だ。

14病 気 に な ら ない よ う， 自分 で 努 力す る こ と

は大 切 だ 。

15私 の 頭 脳 は 悪 い 方 で は な い と思 う。 で も も

っ と使 って や らな くて は か わ い そ うだ 。

16金 は 人 の 心 を ま どわす こ とが あ る。 しか し

自分 に は ま どわ され るほ どお金 は 入 っ て こな い の

で世 間 を お さわ が せす る よ うな こ とは しな い だ ろ

う。

17私 の 野 心 は特 に もっ てい な い 。

18「 妻 子 あ る男 性 との 恋愛 」=不 倫 が は や って

い る よ うだ が 私 に は で きそ うに な い 。

19調 子 の よ い 時 は 人 の2倍 も3倍 もパ ワー が

で る よ うだ 。

20私 の 健 康 は 私 が 自分 で 守 らな け れ ば い け な

い0

21私 が 残 念 な の は エ ゴイ ス トが 多 い こ とで あ

る。

22大 部 分 の時 間 を 仕事 に 費 や して い る。

23結 婚 は い つ か は した い な と思 っ て い る。

24天 皇 制 に つ い て深 く考 え た こ とは あ ま りな

い0

25ど うしても私は 好きになれない人がいる。

26家 の人は 皆明るい。

27私 が羨ましいのは 本当に信頼 しあえるパー

トナーを見つけた人である。

28年 とった時 ひとりぽっちはやは りさびしい

だろ うと思 う。

29私 が努力 しているのは 人に対 していつ も誠

実であろうとす ることである。

30私 が忘れられないのは 「二十四の瞳」を観て
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感 動 した 時 の こ とで あ る。

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 恵 まれ た家 庭 に育 っ た しっか り した 明 るい 人 。

子 供 の頃 か ら活 発 で， 人 に は お も しろい とい わ れ

る とい う。子 供 が 大 好 きで ， お 母 さん に な りた い

そ うだ 。

 社 会 的 関 心 も高 く，世 界 の 弱 い 立 場 の 人 々に 手

を 差 し伸 べ な い 日本 が 嫌 い 。正 義 感 が 強 そ うだ。

人 の 好 き嫌 い が は っ き りして い る よ うで ，人 に対

す る要 求 水 準 は 高 い の で は な い か。

 仕 事 も楽 し く こな し，演 劇 ・コ ンサ ー トと余 暇

も充 実 して お り， 毎 日が 楽 しそ う。 キ ャ リア志 向

で は な く，結 局 は結 婚 に憧 れ をい だ い てい る。

II.プ ライ マ リー ：

 両 親 と弟 の4人 家 族 。仲 は よ さそ うだ 。 父 親 を

ユ ー モ ア あふ れ た お も しろ い人 と評 し， 母 親 は 努

力家 ・勉 強家 で， 尊 敬 してい る とい う。

 同棲 に は賛 成 だ が ， 不 倫 は 自分 に は で きな い と

い う。

III.セ カ ン ダ リー ：

 職 場 で は ， ム ー ドメ ー カー 的役 割 を は た して お

り，最 近 楽 し くな っ て き た とい う。か とい っ て，

仕事 に燃 え て い るわ け で は な く，転 職 も考 え た こ

とが あ る とい う。

 親 戚 に は ， 音 楽 好 きが 多 い そ うだ 。友 達 は 大

事 。最 近 の世 界 情 勢 が 不 安 定 で， 大 事 件 が 多 くて

嫌 に な り， 時h日 本 人 が 嫌 い に な る との こ と。 天

皇 制 に つ い て は深 く考 えた こ とが な い とい う。

IV.自 然 ：

 自然 に た い す る記 述 は ， 全 くな い。

V.超 越者

 信仰はない。年をとったときには一人は寂 しい

といい，病気にならないよう自分で努力したいそ

うだ。             (碇 由美子)
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事例20 女性 32歳 東京都世田谷区在住

Part I

 1子 供の頃，私は 消極的な方でした。

 2私 はよく人から 物事深く考 えす ぎ と言 わ

れますが 自分 ではあまりそ うは思 わないのです

が…。

 3私 の家は 貧 しかったように思います。

 4私 の失敗 いろいろあ ります。

 5家 の人は私を わがままとい う時 が あ りま

す。

 6私 が得意になるのは 旅行の時かな?!

 7争 い はあまり好 きではあ りません。

 8私 が知 りたいことは 自分 と同じくらい，又

は結婚 している女性について何を目的に生きてい

るか。

 9私 の父 は今思うとや さしい人です。

10私 がきらいなのは 冷たい人。

11親 戚 はわず らわ しい ことが多いです。

12死 はいつか自分にも家族にもいつかおとず

れ るのでしょうがあま り考えたことはないです。

13世 の中 男社会 だなあ一とつ くづ く思 い ま

す。

14私 ができないことは なんだろう?

15恋 愛 とは相手への 思いや り又は 自由なも

の。感動。

16将 来 は何か と不安です。

17も し私の母が 元気だったら海外旅行につれ

ていってあげたい。

18仕 事 は私の生活でもあ ります 。

19私 がひそかに 考えていることは，いかに短

期間にお金もうけができるか。

20近 所づきあい はあった方がいいのですがエ

スカレー トするとわずらわしい。

21夫 にはもっと家事を手伝 ってもらいたい。

22時 々私は プッツン切れておこり出す時があ

ります。

23私 が心をひかれるのは 思いや りのある人。

24私 の不平は 仕事も子供も結婚もとい う女性

に対 しての，会社，社会，家庭の環境の悪 さです。

25私 の兄弟(姉 妹) の中で…番仲がいいのは，

姉・妹です。，
26職 場では 特に不満はないですが，会社組織

にはあります。

27私 にとって大事なのは 時間です 。

28今 までは 今さえ良けれぽと思っていました

が子供を生んでから将来などの計画をもたなくて

はと思っています 。

29女 性の社会進出はまだまだだと思います。

30日 本 人はやさしい人種であるはずですが関

係のない人に対 しては合理的だ と思います。又，

日本社会はまだまだ男社会だと思います。

Part II

 1家 では 家事におわれています。

 2私 を不安にするのは 健康です。

 3友 だち は大切です。

 4私 はよく 今後女性は何をすべきか考えてい

かないといけないと思います。

 5予 ・供 は正直で子育てして自分も成長してい

るかな一と思います。かわいいです。

 6も し私が まだ独身だったら淋しかったかな
一と思います。又，もっと気が強 くなっていたと

思います。

 7私 の母 はとても大変な 人生だった か と思

う。

 8転 職 は自分のことをよく考えて何がや りた

いか決まったらするべきと思います 。

 9男 は最近変わってきたと思います。

10私 の眠 り は深いです 。

11も し私の父が 頑固だったら家庭は暗かった

と思います。

12同 棲 は一度したかったと思います。

13私 が好きなのは 服を買 うことです。

14病 気 になると健康であることのあ りがたみ

がわか ります。

15私 の頭脳 はもっと良 くなってほ しい。

16金 はあった方がいい!

17私 の野心 よりいい家で快適な生活をするこ

と。特にない。

18妻 の時間は1/3で いいと思っている。

19調 子のよい時 は気分もいいです。

20私 の健康 状態はいい方だと思います 。



21私 が残念なのは ステキな女性が40代 ，50

代で少ないことです。

22大 部分の時間を 子供と夫のために使 ってし

まっている。

23結 婚 はした方がいいと思う。

24天 皇制 についてはあまり深く考えたことは

ない。

25ど うしても私は うそつきが嫌いです。

26家 の人は とても大釖です。

27私 が羨ましいのは お金 もち……大きな家に

住んでいる人。

28年 とった時 かわいいおばあちゃんにな りた

い。

29私 が努力 しているのは 自分を磨 くこと。

30私 が忘れられないのは 出産 した時の感動。

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己：

 仕事を もつ主婦で，仕事を自分の生活でもある

と考えているが，大部分の時間を子供と夫のため

に使ってしまっていて，もっと自分のたあの時間

がほ しいと思っている。また女性として自分を磨

く努力を してお り，結婚や子育てによっても自分

が成長 していると感 じているようだ。お金や大き

な家に対する願望があるようだ。

II.プ ラ イ マ リー=

 家 族 構 成 は 夫 と子 供 。子 供 は か わ い い が ，夫 に

対 して は も っ と家事 を 手伝 って ほ しい とや や不 満

を も って い る。 両親 に対 して は肯 定 的 な感 情 を持

って い る よ うだ 。 兄 弟 姉妹 は 多 い の か ，姉 と妹 と

は 仲 が 良 い ら しい 。親 戚 とのつ き合 い はわ ず らわ

しい と感 じて い る 。

III.セ カ ン ダ リー ：

 日本 社 会 は 男 社 会 で ， 女 性 の 社 会進 出 は まだ ま

だ だ と思 って い る 。仕 事 も子 供 も結 婚 も とい う女

性 に 対 して の会 社 ， 社 会 ， 家 庭 の環 境 の悪 さに不

満 を 持 って い る 。 また友 だ ち は大 切 だ と思 っ て お

り，近 所 づ きあ い もあ った方 が よいが ， エ ス カ レ

ー トす る とわ ず らわ しい と感 じて い る。
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IV.自 然 ：

 自然 に 対す る記 述 は ， ほ とん ど見 られ な い 。

V.超 越 者 ：

 死 に つ い て も，

だ 。

あまり考 えたことがな い よ う

       (佐藤由美子)

事例21 女性 34歳 東：京都町田市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 母のうしろにいつも隠れて

いるような子供だった。今の私を見ると信じられ

ないと夫は言 う。

 2私 はよく人から 若 く見られる。子供を出産

したのが31才 だったため，小さい子を連れてい

るか らか しら。

 3私 の家は 4DKの 一戸建て，8年 前に購入

した。ローンが終わる頃，家はボロボロかな。

 4私 の失敗 学生時代にもっと親友を作 ってお

くべきだった。

 5家 の人は私を お母さんと呼ぶ。子供にとっ

ては確かに母親であるが，夫にとっては違 うはず

なのに。

 6私 が得意になるのは 料理をほめ られた時か

しら。今日も梅づけに赤 じそを入れて梅雨あけを

待っている。

 7争 い 事はできるだけ避けたい。

 8私 が知 リたいことは 小さい子供がいても何

らかの形で社会に出る方法。

 9私 の父 は9年 前胃がんで亡 くなった。今で

は少なくなった本当に存在感のあるたのもしくて

や さしい人であった。

10私 がきらいなのは 「嘘」

11親 戚 は遠 くに住む人が多く，ふだんはつき

合いがあまりない。お正月やお盆，お祝事の時 く

らい。

12死 ぬのは恐ろしい。自分自身の死もこわい

が，まわ りの大切な人の死はもっといやだ。

13世 の中 変化が速い。
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14私 が で き な い こ とは 車 の 運 転 。

15恋 愛 い つ まで も して い た い 。だ が 現 実 は厳

しい 。

16将 来 子 供 が 手 を は な れ た ら，仕 事 を した

い 。

17も し私 の母 が 寝 込 む よ うな事 が あ っ た ら，

面 倒 をみ た い 。

18仕 事 を してい た のは8年 程 。一渡 辞 め る と

な か な か始 め る の は大 変 で あ る 。

19私 が ひ そ か に 夫 よ りテ ニ スの 腕 を 上 げ よ う

と思 っ て い る 。秋 か ら又 ス クール に 行 くそ 。

20近 所 づ き あ い は そ れ な りに 。確 か に遠 くの

親 戚 よ り近 くの他 人 で あ る 。

21夫 41才 。や さ しい 中年 。で も最 近 忙 し くて

目つ きが や や 悪 い 。

22時 々 私 は 1人 に な りた い と思 う。

23私 が心 をひ か れ る のは 自分 自身 の 自立 。経

済 的 に も精 神 的 に もひ と り立 ち してみ た い 。

24私 の不 平 は 我 家 に車 が 無 い こ と。又 あ って

も運 転 で き る人 が い ない 事 。

25私 の 兄 弟(姉 妹) は 兄 が2人 。上 の 兄 とは，

13才 も年 が ち が う。 だ か ら兄 弟 げ ん か を した 記

'1意カミな し・
0

26職 場 で は 人 間 関 係 が た い へ ん で あ った 。 し

か し学 ぶ 事 も多 い 。

27私 に と って 大 事 な の は 今 の所 ，平 隠 な家 庭

生 活 。

28今 ま で は 若 か っ た か らで 多少 許 され る事 が

あ った が ， これ か らは そ うもい くまい 。

29女 た の も し くて， 強 くて， 地 に 足 が つ い て

い て， で もそれ を悟 らせ な い ず るい 生 物 。

30日 本 は最 近 世 界 の中 で孤 立 しつ つ あ る 。

Part II
           ぬし

 1家 で は もち ろん 「主 」 で あ る。

 2私 を 不 安 に す る の は 最 近 夫 との会 話 が 少 な

い こ と 。

 3友 だ ち は大 事 に した い 。家 族 ぐるみ で つ き

合 え る， そ ん な友 だ ちを 増 した い 。

 4私 は よ く 手 づ く りを 楽 しむ 。編 み 物 ，藤 工

芸 ， つ け 物 や 保 存 食 品(ジ ャム， 梅 干 ， 梅 ジ ュー

スetc.)

 5子 供 は 女 の子 が 一 人 。今 が かお い い さか り

の3才 。来 年 か ら幼 稚 園 。

 6も し私 が も う一 回 生 まれ かわ って も， や っ

ぱ り女 が い い 。

 7私 の母 は若 い 人 に生 花 を教 え， 毎 日忙 しそ

うに 動 き まわ って い る。 しか し父 が 死 ん で か ら1

人 ぐ ら し。持 病 の狭 心 症 が 心 配 。

 8転 職 は35才 くらい が 限 度 だ と思 う。

 9男 や さ し くて ， お 人 好 しで ， 痛 み に 弱 く

て， で もや せ 我 慢 して 頑 張 っ て い る， そ ん な 生

物 。

10私 の 眠 り は浅 い 。 特 に 子 供 が 生 まれ てか

ら，朝 まで 一度 も 目を さま さず に熟 睡 した とい う

こ とカミな い 。

11も し私 の 父 が 生 き て い た ら， い っ し ょに 旅

行 が した い 。

12同 棲 建 て前 と しては 好 ま し くな い 。 しか し

結 婚 してか ら失 敗 だ っ た と気 づ くよ りも良 い の か

も しれ な い 。

13私 が 好 き な の は 夫 ， 子 供 ， 友 人 との会 話 ，

テ ニ ス， 秋 ，etc.

14病 気 今 まで 大 病 を した事 が な い 。 しか し父

が 胃が ん ， 母 が 狭 心 症 ，遺 伝 的 に考 え る と これ か

ら気 を つ け な くて は 。

15私 の頭 脳 は 中 の 中 。

16金 あ る程 度 あ った方 が 争 い もな い し， 精 神

的 に も豊 か 。

17私 の 野 心 40才 まで に 何 か始 め るぞ 。

18妻 「さ しみ の い う ど り」 で は な い 妻 で あ り

た い 。

19調 子 の よ い 時 と悪 い 時 ， 子 供 に 対 して い つ

も 同 じよ うに は 接 しられ な い 。反 省 。

20私 の 健 康 今 まで は 自身 が あ っ た 。 しか し出

産 後 ，風 邪 を ひ きやす くな った り， ア レル ギ ーが

で た りす る。 今年 か ら健 康 診 断 を受 け た い 。

21私 が残 念 なの は 安 心 して食 べ られ る食 品 が

減 少 して い る ご と。

22大 部 分 の 時 間 を 今 の所 ， 家 事 と育 児 に つ い

や して い る 。

23結 婚 一 度 は した 方 が よい 。 ま った くの 他 人

と生 活 す る事 は 自己 の発 見 に つ な が る 。

24天 皇 制 戦 後 の よ うな 天 皇 制 な らば あ った 方
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が良い。宗教心 の無 い 日本人にとって象徴は 必

要。

25ど うしても私は 夫の実家の家族にはな りき

れない。ある程度距離を置いているからうまくい

っているのではあるが。

26家 の人は 全員健康，有難いことである。し

かし今年は夫が厄年，気をつけよう。

27私 が羨ま しいのは 家庭 もしっか り持ちなが

ら仕事をしている女性たち。

28年 とった時 子供はあてにした くない。精神

的なつなが りは大切にしたいが，経済的には夫婦

で自立 したい。

29私 が努力 しているのは 人問関係。

30私 が忘れられないのは 父の死。あの時仕事

を長期休んでも最後 を看取ってあげればよかっ

た。

たいと考えている。

 世の中に対 しては変化が速いと感 じてお り，日

本の孤立化など社会に対する関心ももっている。

1V.自 然 ：

 主 婦 ら し く， 安心 して食 べ られ る食 品 が少 な い

な どの 問題 意識 を も って い る。

V.超 越者：

 父親の死を経験 しているせいか，まわ りの大切

な人の死を恐れている。

 また戦後の天皇制には賛成で，宗教心のない日

本人にとって象徴は必要だと思っている。

               (佐藤由美子)

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己：

 現在は家事 と育児に大部分の時間を費 している

主婦であるが，子供の手が離れたら仕事をしたい

と思っている。現在の平穏な生活を大事にしてい

るが，妻と母親とい う立場だけでなく一人の女性

として経済的にも精神的にも自立す ることを望ん

でいる。手 づくりやテニスなど趣味 も多 いよう

だ。

II.プ ライ マ リー ：

 家 族 は41才 の夫 と3才 の娘 。夫 は 仕 事 が 忙：し

い ら し く， 会 話 の少 な い こ とを 気 に してい る
。娘

はか わ いい さか りで あ る 。 また 両 親 に 対 す る愛 情

も豊 か で ，9年 前 に 亡 く した 父 を看 取 って あ げ ら

れ な か った こ とを 後悔 して お り，一 人 暮 ら しの母

の 健 康 を 気 づ か って い る。 兄 弟 は 兄が2人 で年 が

離 れ て い る よ うだ 。

III.セ カ ン ダ リー ：

 以前 仕 事 を して いた 職 場 で も， 近 所 づ きあ い で

も， 人 間 関 係 に は 気 を 使 っ てい る よ うだ 。親 戚 は

遠 くに 住 ん で お りあ ま りつ きあ い は な い よ うだ 。

また ， 家族 ぐ るみ で つ き合 え る友 だ ち を 大 切 に し

事例22 女性 41歳 東京都太田区在住

Part I

 1子 供の頃，私は とてもませていて，可愛 く

なかった。

 2私 はよく人から 明るい性格と云われる。

 3私 の家は マンションで，とても景色がよい

です。

 4私 の失敗 は hあ りますが，思い出すだけ

でも顔が赤 くなることがあ ります。

 5家 の人は私を とても頼 りにしています。

 6私 が得意になるのは 子供達が，何かすばら

しい事をした時。

 7争 い 事は好きではないが，時々巻き込まれ

ることがある。

 8私 が知 りたいことは 息子の将来。

 9私 の父 は，73才 ですが長生きして欲 しい。
10私 がきらいなのは 時間にルーズな人。

11親 戚 とのっき合いは，ほどほどが良いと思

う。

12死 はいずれやってくるが，遠い方がよい。

13世 の中 生きていくことはつらいことがた く

さんある。

14私 ができないことは 二重 とび と さか上 が

り。
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15恋 愛 は，これからも大いにしてみたい。

16将 来 は，健康と，金さえあれば良い。

17も し私の母が 死んだ らさみ しい。

18仕 事 は したいが，資格がない。

19私 がひそかに ヘ ソクリを しているのは老後

のため。

20近 所づきあい でいやな 思いを した事 があ

る。

21夫 は，仕事人間である。私はそれでよいと

思っている。

22時 々私は 夫がいやになる時がある。

23私 が心をひかれるのは 芸術である。

24私 の不平は 株が値上 りしないこと。

25私 の兄弟 (姉妹) は， 各 々家庭を持って円

満に している。

26職 場では 働いた事がない。

27私 にとって大事なのは 子供達，そして夫。

28今 までは 子育てに追われていたが，これか

らは自分の人生を考えてみたい。

29女 でもこれからは職業を持って自立すべき

である。

30日 本 は平和である。

Part II

 1廉 では 息子 からクソババアと云わ れ てい

る。

 2私 を不安にするのは 息子の跡継ぎ問題。

 3友 だち によって，ずい分救 われた事 が あ

る。

 4私 はよく 酒を飲む。

 5子 供 はとても面白い，子供と共に成長 して

いる気がする。

 6も し私が 若かったら，仕事を持ちたい。

 7私 の母 はだらしがない。

 8転 職 は私には関係ない言葉。

 9男 より女の方が楽である。

10私 の眠 り は，深 くて長い。

11も し私の父が 死んだ ら，遺産争いがおこる

であろう。

12同 棲 はしたければすれば よいが，私の子供

には許 さない。

13私 が好きなのは 楽 しい会話。

14病 気 は， した 事 が な い 。

15私 の 頭 脳 は だ ん だ ん お とろ え て い くの が ，

日に 日に わ か る 。

16金 は ， た くさん あ るに こ した こ とは な い 。

17私 の 野心 は ， 息 子 に 託 した い 。

18妻 と し て落 第 で あ る と思 う。

19調 子 の よ い時 は ，機 嫌 が よい 。

20私 の 健 康 は バ ラ ン ス よい 食 事 と，適 度 の運

動 で 保 た れ て い る 。

21私 が残 念 なの は 何 の資 格 もな い事 と， 就 職

の経 験 の な い こ と。

22大 部 分 の 時 間 を 無 駄 に す ご して きた 気 が す

る。

23結 婚 は， 慎 重 に す べ きだ 。

24天 皇 制 は， 特 に意 見 な し。

25ど う して も私 は 楽 な 方 へ と心 が 向 い て しま

う。

26家 の 人は 皆 各h， 個 性 が 強 い 。

27私 が 羨 ま しい の は 若 い 人 。

28年 と った 時 心 豊 か に 過 ごせ る よ うに ， 今 か

ら心 が け た い 。

29私 が 努 力 して い る の は 家 族 の 健 康 へ の 気 く

ば り。

30私 が 忘 れ られ な い の は 過 去 の い や な 思 い

出 。

パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 子 育 て に追 わ れ て きた 専業 主 婦 で あ る。仕 事 を

も って 自立 して い る女性 へ の憧 れ が あ っ て， 働 い

た経 験 が一 度 もな い これ ま で の 自分 の人 生 に ど こ

か不 満 を も って い る。 これ か ら働 き たい と も思 っ

て い るが 資 格 が な い 自分 に 自信 が も てな い 。健 康

とお 金 が一 番 大 切 な物 だ と思 っ て い る 。 また ， 芸

術 の方 面 に関 心 が あ る よ うで も あ る 。

II.プ ライ マ1丿一・・：

 家 族 構 成 は， 本 人 と夫 と子 供 た ち(息 子)で あ

る 。夫 との コ ミュニ ケ ー シ ョンは 少 な い よ うで ，

時 々失 が イ ヤに な る こ と も あ る 。息 子 に 対 して は

干 渉 しす ぎ るの か う る さが られ て い る 感 じ が あ

る 。 自分 の両 親 に 対 しては 否 定 的 感 情 は な い 。兄



弟(姉 妹)に も特に現在否定的感情はないが，自

分の父親の死後，遺産相続争いを予感させるもの

があるようだ。

III.セ カ ン ダ リー ：

 子 供 中 心 に 生 きて きた 人 で あ り，人 の 好 き嫌 い

が わ りと激 しい 感 じな の で ，つ き あ い は気 の あ っ

た 人 た ち に 限 られ て い る よ うだ 。近 所 づ きあ い で

イ ヤな 思 い を した こ と もあ る よ うだ 。社 会 全 体 に

対 す る関心 も うす い 。

IV.自 然：

 自然に関する記述はない。生活世界が家庭(特

に子供)中 心に回ってきて外に広がっていないこ

とが原因であろ う。

V.超 越者 ：

 死はいずれやってくるものだが遠い方がよいと

述べている。死それ自体への恐怖や葛藤はない。

子供が自立するまでにはまだ時間がかかるし，本

人も病気を したことがない程の健康体なので， ど

こか他人事のような感じで見ているようである。
その他の超越者に対す る言及は見 られない。

               (神木直子)

事例23 女性 43歳 東京都田無市在住

Part I

 1子 供の頃・私は よくはしゃぎまわ り，道化

者を演じた。

 2私 はよく人から 何でもこなす人と言われる
が，実は，日々課題に追われ，未消化のまます ご

していて不安だ。

 3私 の 家 は 狭 く， む さ くる しい が ， や っぱ り

我家が落ちつ く。

 4私 の失敗 は，こりずに続いているが，失敗
に よ って 自己 が変 わ って い るの は確 か だ

。

 5家 の人は私を 言い出した ら，聞かない人と
思 い， 自 由に や りた い こ とを 認 め てい る よ うだ

。

 6私 が得意になるのは 何か 目的をはたした時
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だ。

 7争 い は出来るだけ去けたい。

 8私 が知 りたいことは なぜ，人類は戦争を去
け られ な い のか とい うこ とだ 。

 9私 の父 は，小心者で誠実で気の良い人だ。

 10私 がきらいなのは 自然 と共存 しない生活の
し方だ。

 11親 戚 の人 とは， もう永いこと会って いな
い0

 12死 に つ い て， 若 い ころ は ね む れ な い 日 もあ

っ たが ， 今 は， そ れ 程 深 刻 に 考 え る こ とは な い
。

 13世 の中 の流れは，逆行して民主主義， 自由
か ら一 段 と遠 のい て い る よ うだ

。

14私 ができないことは 沢山あるが，その中で

もで き る よ うに な りた い の は英 語 を話 せ る よ うに

な る こ とだ 。

15恋 愛 につ い て， 娘 達 と話 した い の に ， ち っ

と も深 ま る話 が で き ない で い る 。

16将 来 の夢 に つ い て 考 え るが
， ち っ と もバ ラ

色でないのはあまりに現在を悲観的に見ているか

らだろうか。

17も し私 の母 が 歩 け る よ うに な っ た ら
， い っ

し ょに 東 京 見 物 を した い 。

18仕 事 をもって経済的自立をしたいが
，今の

所仕事をす る時間がない。

19私 がひそかに 考えるに，将来子供達には私

と 違 っ て もっ と 特 技 を も っ て 仕 事 を や
って ほ し

い 。

20近 所づきあい は：大切だと思 うが，あまりプ

ラ イ ベ イ トの部 分 は 深 入 りした くな い
。

21夫 は ，私 の こ とを認 め て い る よ うだ が
， で

もや っぱ り女 に 対す る固定 観 念 か ら抜 け 切 らな

い 。

22時 々私 は 一 日中 ポ カ ー ンと した い
， ゆ っ く

り本 を読 み た い と思 うこ とが あ る 。

23私 が心をひかれるのは 大自然の中で
，ゆっ

た りした家にすみ，晴耕雨読の生活だ。
24私 の不平は とりたててないが

，娘の学校の
PTAの 運 営 方 法 に は， ガ 。カ リ して い る。

25私 の 兄弟 (姉妹) は ， 各h特 徴 を も って い

て ，考 え方 も違 うの で， 今 で も意 見 が ぶ つ か る こ

とが 多 い 。
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26職 場 で は あ ま り仕 事 を 一 生 懸 命 しな か った

が ，そ れ で も何 とかす ごせ た の は，20年 前 のせ い

だ ろ うか 。

27私 に と って 大 事 な の は 一 人 一 人 ，考 え が違

う とい うこ とを 認 め 合 うこ とだ 。

28今 ま で は か な り無理 を して ， 何 で も承 知 し

た り， 良 いか っ こ うを して い た が ， や は り， で き

な い こ とは， で きな い と言 うべ きだ った 。

29女 は 内， 男 は 外 とい う役 割 分 担 は ， 男 女 の

良 い関 係 を 作 れ な い 。

30日 本 の教 育 は ，新 指 導要 領 で 一段 と学 校 の

自 由 さが な くな り， 増h子 供達 は ， 息苦 し くな る

の では な い か と心 配 だ 。

Part II

 1家 で は 出 来 るだ け ，手 作 りの食 事 を心 が け

て い る 。

 2私 を不安にするのは ，今の教育を受ける子

供達が，大人になった時のことだ。

 3友 だち は，人間形成をす るうxで ，なくて

はならない存在だ。ある時は相談相手，ある時は

朿ll激剤にな りながら。

 4私 はよく 山に出かけるが，大 自然の中にい

ると日常のかっとう，悩み もちっぽけなものに思

えて心が洗われる。

 5子 供 は，1人 の人格をもった人間のはずな

のに，我子となると，つい，自分の理想枠にはめ

こもうとして，いつも反省す る。

 6も し私が 首相になったら，女性が仕事をし

やすい制度づくりと，教育への政治介入を止めさ

せること，三権分立の徹底を呼びかけたい。

 7私 の母 は，働 きもので，こまやかな神経の

もち主だったのに，私は母 とは逆になってしまっ

た。

 8転 職 をす るのは，日本では一大決心がいる

ようだが，近い将来，日本 も欧米なみに転職が 日

常的になると思う。

 9男 は，一家の経済的柱 と思って頑張 るが，

それは思いす ごしだと思う。一家の経済は男 と女

が支えるべきだ。

10私 の眠 り は，深い方なので，あまり夢を見

ない。

11も し私の父が ，商家をつがな くて良かった

ら，化学の研究者になっていただろ う。

12同 棲 が市民権 を得 る社会 にな りつつある

が，権力者にとっては，あまり好ましい傾向とは

思ってないだろう。

13私 が好きなのは ，物の豊かさではな く，人

との交わ りを豊かにすることだ。

14病 気 は，現在複雑にな りつつあ り，難病が

増えているのは環境汚染が原因だと考えられる。

15私 の頭脳 は，近ごろかな り混乱している。

何でも受けおって自分の処理能力を越えている為

だろう。

16金 もうけに走る若者が多 くなっているが，

何でも金で解決できる社会をつ くった大人に責任

がある。

17私 の野心 は，とりたててないが，強いて言

えば，地方自治で行政チ ェックをす る立場に立つ

ことだ。

18妻 の役割は，①夫 と対策 の立場 に立つこ

と。②子供を自分の価値観に合わせないこと。③

話 し合いの場をつ くること。

19調 子のよい時 は，身も心もはずみ，歌をう

たいた くなる。

20私 の健康 は，年れいのせいか，あま り無理

すると保てな くなって来た。

21私 が残念なのは 日本人は自分の考えをきち

んと他人に伝えないことだ。PTAの 会合でも議

論することを去け，何もな く終ってしま うこと。

22大 部分の時間を 市民運動，住民運動に費や

している私は，これで良いのか，自分はもっと違

うことを したいのではないかと迷い続けている。

23結 婚 をして良かったと感じる時は，悩みを

打ちあける人がそばにいるとい うことだ。

24天 皇制 とい う制度は国民主権を徹底 させ る

うえでは障害になる制度だと思 う。更に天皇家に

とっても，一人の人間として自由に生活できない

同情すべき制度だし，ファッショの道具にもされ

る制度だ。

25ど うしても私は 今の文部省の上意下達の教

育方針を許せない。

26家 の人は ，各h好 きなことをやっている。

27私 が羨ま しいのは 英語を話せ る人。



28年 とった時 良い年月をつみ重ねたと思える

日hを 送 りたい。

29私 が努力 しているのは 例え違った考え，意

見をもった人でも，認め合 う関係をつくり，社会

の矛盾を見つけ出す ことだ。

30私 が忘れられないのは 子供の頃受けた大人

の言動による傷だ。

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己：

 大部分の時間を市民活動や住民運動に費やして

い る。女性の地位と子供の教育環境にも関心が高

く，それらを向上させるために何かできたらとも

考えている。次 々に自分に課題を課 して生活 して

いる。また，英語への関心がかな りある。

II.プ ライマ リー：

 家族構成は，本人，夫，子供(娘 たち)で ある。

夫に多少の不満はあるが，悩みを打ち明けられる

よい相手だとは思っている。家庭で夫と対等の立

場に立つことを強 く望んでいる。娘たちを一人の

人間として扱 うように努力している。自分の両親

に対 しては否定的感情はない。兄弟姉妹 とは考}

方の違いからぶつか りあうことが多い。

IIL セカンダリー：

 人間関係には気を使ってかなり，無理を してき

たようだ。ただし，友人関係は良好。自分と違っ

た意見の人を認めることが最も大切だと考えてい

る。社会全体に対する関心が高 く，特に行政や

PTA運 営への批判が 目につ く。

IV.自 然 ：

 自然への関心は高 く，自然と共存する生活を志

向し，それに 関わる運動 もしていると推測 され

る。

V.超 越者：

 今は，現実の課題に追われていて，考える余裕

がないといったところである。  (神木直子)
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事例24 女性 44歳 愛知県尾張旭市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 石け りした り，ごむ飛びし

た りして遊 びました。お 手玉，おはじき懐 しい

な。

 2私 はよく人から “細 いね”と言われたもの

ですが今じゃ誰 も言ってくれません。

 3私 の家は 日本風の住宅です。本当は洋風の

家にしたかったのですが，私の意見は取 り入れて

は もらえませんで した。

 4私 の失敗 はお風呂のお湯 をあふれさせ た

り，炊飯のスイ ッチを入れるのを忘れた りしたこ

とです。

 5家 の人は私を ■■[注 ：あだ名]と 呼び，子

供はお小使いを要求 したい時はマ ミイとかお母様

とか呼びます。

 6私 が得意になるのは 特にあ りません。しい
て言えば英会話の放送を毎 日聞 く，見ることでし

ょうか，根気はあ ります。

 7争 い は好みません。おだやかに話し合いた

いものです。

 8私 が知 りたいことは 日本が将来世界中の国
の中でどのような役割を果たしていくべきなのか

です。

 9私 の父 は農業をしていました。でもだんだ

ん色hな 事情により田畑が少な くな りそれを継ぐ

者 もいません。

10私 がきらいなのは 犬の散歩して排泄物をそ

のままに放ってお く道徳心のない人です。

11親 戚 とはいつまでも親身になって相談 した

りされた りで，いい関係を保っていきたいと思 う

のです 。

12死 後の世界はきれいな花のある美 しい所で

あったらいいな そこで自由に暮らせたらいいと

思 う。

13世 の中 には色々の人がいます。少 しでも役

立つ人間にな りたいです。

14私 ができないことは さか立ちをすることで

す 。

15恋 愛 は自由とか言いますが，それはルール
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を守った上での事です。他人を又弱い子供を傷つ

けた りしないようにすべきです。

16将 来 の夢は 自然に 恵まれた田舎に住む こ

と。暑い時は北海道あた りに別荘を持つことでし

ょうか。

17も し私の母が 腰を痛めてなかったら，行き

たがっている海外旅行に連れていってあげられる

のに残念です。

18仕 事 を持つことは私にとって1日 の リズム

をっけて生hと させてくれるものです。

19私 がひそかに やってみたい事は外国に行っ

て何年か住み日常会話が話せ るようにな りたい。

20近 所づきあい は大切にしなくてはならない

とわかっているけれど なかなか顔を合わせるこ

とす らないのです。

21夫 たる老はもっと家のこと，子供の考えて

いることに注意を向けて下さい

22時 々私は 家族 と一緒にコーヒー屋さんに出

かけます。

23私 が心をひかれるのは 人の暖かさ，やさし

さを感じるでしょう。

24私 の不平は 物価が高いこと消費税で実質生

活圧迫 されていること。

25私 の兄弟(姉 妹) は姉1人 の2人 です 。

26職 場では 仕事の悩みなどないので幸せに思

っています。又人間関係が大切と思います 。

27私 にとって大事なのは 家族の者が健康で一

緒に暮 していけることで しょうか。

28今 までは マグロは日本人にとって切っても

切 りはなせない物で したが，きのうのニュースで

は外国から批判をあび始めたようです。どうなる

のでしょう。

29女 としていつまでも若々しくあ りたいと願

っています。

30日 本 の食物自給率は米しかあ りませんが農

業を保護 しないで言われるまま米の自由化になっ

て頼らざるを得な：くなったら日本の将来は不安で

す 。

Part II

 1家 で は 夕食 時 ， 今 日あ った事 等 色h話 し合

い ます 。

 2私 を不安にするのは 病気で倒れたらそして
一人になってしまった らきっと心細 いで しょう

ね 。

 3友 だち は多ければ多い程良いと言っていま

す 。

 4私 はよく お腹をこわ して下痢を します。胃

腸が弱いので薬に頼 らざるを得ません。

 5子 供 は二人持っています。やがては親元か

ら巣立 っていったらきっと淋 しくなるで しょう。

 6も し私が 美人だったら人生もっと変わった

生き方になったでしょうか?

 7私 の母 は私が学生の時これからの女性は男

性 と同じように社会に出て働けるようになるよ…

結婚 しても働きなさいと言いました。

 8転 職 は 日本ではあまり歓迎されませんがそ

れが不利にな らないようにすべきです。

 9男 とい うのはある意味では理解者であるけ

れ ど事件が起った り(殺 人)で とてもこわ一い存

在で もあります。

10私 の眠 り は深いためで しょうかあまり夢を

みません。たまには楽 しい夢がみたい。

11も し私の父が もっと子供に対してやさしか

ったらと小さい頃思った。しかられてばか りいた

んで しょうね。

12同 棲 とい う言葉から連想す るのはふしだ ら

とかであまりいい印象ではあ りません。

13私 が好きなのは きれいな花，宝石，洋服を

見ること，洋服を作ること，本を読むこと。

14 病気 にならない ように 予防するには定期

健康診断を推めて早期発見をす ることです。

15私 の頭脳 はどうなっているのでしょうか?

コンピューターのような必要な情報が一杯入って

いたら良いのに必要時にす ぐ出せたら忘れること

は少ないかも。

16金 銀，銅，果物は朝取った方が金，昼取っ

たら銀，夜取ったら銅の値打があると言われてい

ます。

17私 の野心 はないように思います。

18妻 は夫に従い夫は妻に従い，浪曲で聞いた

言葉です。

19調 子のよい時 はな歌が出ます。掃除やお茶

わんを洗いなが ら歌います。



20私 の健康 法は週1回 スイ ミング，ダンスを

することです 。

21私 が残念なのは この地球上で良く人間同志

なにも恨みはないのに戦争が起 こって傷つけ合 う

事がそしてついに環境破壊 に して しまうこ とで

す。

22大 部分の時間を 人間は睡眠にとられていま

す 。

23結 婚 とはお互いの合意の上でなけれぽな り

ません。

24天 皇制 がどうこうと言えません。なぜなら

今までの歴史をふ り返って天皇が戦争に関係した

りはなくな り人間又日本の象徴になったし。

25ど うしても私は 人前で説明した り話した り

することが苦手です。

26家 の人は 私が歌を歌 うと音痴だから止めて

と言われせっか く気分が乗 っているのに残念 で

す 。

27私 が羨ましいのは 自分の意見を人前で堂h

と言える人。

28年 とった時 生活に困らないように今から少

しつつ貯わえておきましょう。

29私 が努力 しているのは 運動不足にならない

ように歩 くこと。ボケないように語学を習ってい

くことで しょう。

30私 が忘れられないのは 子供の頃自転車に乗

って角を曲ろうとした時急ブレーキかけたらヘイ

にぶつか り倒れ目の前が雪が降っている様で何 も

見えなかったことです 。

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 仕 事 に 充 実 感 を 持 ち， 家 族 を 大 切 に 思 い ， 穏 や

か な 生 活 を 送 っ てい る 。趣 味 も スイ ミン グ， ダ ン

ス ，英 会 話 ， 洋 裁 な ど多 才 で あ る 。

II.プ ライ マ リー ：

 家 族構 成 は ， 夫 と子 供2人 で ，夫 に は もっ と家

庭 に 注意 を 向 け て ほ しい と思 っ て い るが ，家 族 の

会 話 は 多 い 。農 家 に 育 ち ， 父 は厳 し く， 母 の進 歩

的 な職 業 観 に 影 響 を 受 け て い る 。
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III.セ カ ンダ リー ：

 親 戚 とは 良 い 関 係 を 望 み ，近 所 づ き あ い は大 切

と考 え て い るが あ ま りして い な い 。職 場 の人 間 関

係 は 良 好 で ， 人 の 暖 か さ，や さ し さに 敏 感 で あ

る 。 自己 主 張 は 強 くな い ほ うで あ る。

IV.自 然：

 日本の農業問題や戦争による環境破壊などにつ

いて，興味や関心を持っているが，具体的な行動

までには至っていない。

V.超 越者：

 死後の世界については，現実感がな：く，恐怖 も

ない。その他の超越者に関す る記述はない。

               (久保寺美佐)

事例25 女性 48歳 宮城県仙台市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 負けず嫌いだった。

 2私 はよく人から まじめだといわれる。

 3私 の家は 中心部からバスで50分 。

 4私 の失敗 数，限 りない。

 5家 の人は私を 意志が強いとい う。

 6私 が得意になるのは ない。

 7争 い ごとは嫌いです。

 8私 が知 りたいことは 20年 後，どんな生活が

待っているかです。

 9私 の父 は教師でした。

10私 がきらいなのは 自分の領分に足を踏みこ

まれること。

11親 戚 夫 の側 は何 かと干渉 し，わずらわし

い。私の側，たあいのない話で慰さめられる。

12死 は誰にも平等だと思 う。

13世 の中 自分の考えている程，よくもなく，

悪くもないのであろう。

14私 ができないことは ピアノを弾 くこ とで

す。

15恋 愛 結婚はできなかった。



118

16将 来 は夫 と二 人 で 暮 ら した い 。

17も し私 の 母 が く も膜 下 出血 で 倒 れ な か った

ら老 後 につ い て考 え る こ とは な か った ろ う。

18仕 事 っ て主 婦 に と って 何 だ ろ う。

19私 が ひ そ か に 思 うこ とは 書 展 へ の 入 選 だ 。

20近 所 づ き あ い は ， つ か ず は な れ ず 。

21夫 は 寛 容 の精 神 に 満 ち あ ふ れ て い る 。

22時 々 私 は 檻 の 中 に い る よ うな 気 がす る。

23私 が 心 を ひ か れ る の は 一 つ の 事 に打 ち こん

で い る人 。

24私 の不 平 は 義 母 の こ と。

25私 の 兄弟(姉 妹) は 皆 ， 元 気 。

26職 場 で は 辛 い こ とが あ っ た 。

27私 に と っ て大 事 な の は 親 子 三 人 が あ るが ま

ま で い る こ と。

28今 まで は 猛 進 した け れ ど， これ か らは ゆ っ

く りと。

29女 た ち よ， した た か に 生 き よ う。

30日 本 比 較 しよ うが な く， こ こが 好 き 。

Part II

 1家 では 常に義母の挙動が，気になる。

 2私 を不安にするのは 娘の進学の事。

 3友 だち を見つけた。やっと心開ける人を。

 4私 はよく くよくよ物事を考える。

 5子 供 を本当に欲 しかった。私の宝です。

 6も し私が 30才若かった ら，学びた くなった

事がたくさんある。

 7私 の母 は81才 ，元気。

 8転 職 したけれぽ，すれぽいいん じゃない。

 9男 って肩書がなければ，生きていけない人

種。

10私 の眠 り は5時 間。

11も し私の父が 老いてのち，なすすべもなく

暮 していたらどうしよう。

12同 棲 す る人もしない人もそれぞれの考x，

自分達の行動に責任をもって。

13私 が好きなのは ぼんや りして い られ る時

間。

14病 気 と仲良く。

15私 の頭脳 は中程度。

16金 は天下のまわ りもの， しか し，私にはま

わってこない。

17私 の野心 はいつも挫折。

18妻 って呼び方は日本人の社会では一般的で

ない。でも，家内も奥さんも実情にそぐわない。

19調 子のよい時 にかたずけておきたい事があ

る。

20私 の健康 はいつ も不安。

21私 が残念なのは 外の世界ヘー歩踏み出せな

いこと。

22大 部分の時間を 後悔 しないように使 ってい

る。

23結 婚 してよかったと思っているが別姓が法

的に認められたら結婚前の姓に戻 りたい。

24天 皇制 神代の時代からの腐れ縁。

25ど うしても私は 義母を愛せない。愛せない

自分に腹が立っ。

26家 の人は 私の立場を認めている。

27私 が羨ま しいのは 自分の考えを即言 うこと

のできる人。

28年 とった時 日h生 きるこ とに 必死になろ

う。

29私 が努力しているのは 夫 の身内 と会 う時

は，ひたす ら貝になること。

30私 が忘れられないのは 恩師の死。

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 子 供 の 頃 か ら， 負 け ず嫌 い な性 格 。意 志 が 強 い

が ， 人前 で あ ま り自己主 張 す るほ うで は な い 。 と

くに 自分 の領 分 に土 足 で踏 み 込 まれ る よ うな こ と

は嫌 いだ とい う。 ま た， くよ くよ考 え る と こ ろ も

あ り，現 在 は檻 の 中に い る よ うだ とい う。専 業 主

婦 とい う立 場 に 今 疑 問 を 感 じてい るの か も しれ な

い 。外 の世 界 に 踏 み 出す 勇 気 もな く， 不 満 を い だ

き なが ら もた ん た ん と 日'々お くって い る よ うだ 。

将 来 は ， 書 展 へ の入 選 を 目指 して い る。

II.プ ラ イ マ リr：

 家 族 構 成 は 夫 と娘 の3人 家 族 。 見 合 い結 婚 。夫

と の仲 は よ さそ うだ 。父 親 は 教 師 で ， 健 在 。母 親

は ， く も膜 下 出 血 で 倒 れ た が 元 気 との こ と。結 婚



して よか った とは 思 って い るが ， も し別 姓 が 認 め

られ るな らば ， 結 婚 前 の姓 に 戻 りた い とい う。 今

不 安 な こ と は， 娘 の進 学 問 題 。

III.セ カンダ リー：

 交友関係はあまり広いほ うではない。心開ける

友人がやっと見つかったとい う。近所 づきあい

も，つかずはなれず程度。夫側の親戚や，姑 との

お りあいが悪いようで，とくに義母の挙動が気に

なって，愛せないという。そ うい う愛せない自分

に腹を立てている。社会全体に関 しては，つきは

なしたようなものの見方 をしてお り，関心 は薄

い。男女同権思想が 日本に広まったばか りの頃に

多感な少女時代を過ごし，意識はめざめたが，現

実の壁はあつ く，保守的な枠組みからのがれるこ

とができなかったとい う時代背景が感 じられる。

 天皇制に対 しては，神代からの腐れ縁だとい う

とらえ方。

IV.自 然 ：

 住 居 は 市 の 中 心 部 か らか な り離 れ て お り， 自然

も多 い と ころ と思 わ れ るが ， 自然 に た いす る記 述

は ほ とん どな い 。 あ ま り関心 が な い よ うだ 。

V.超 越者 ：

 死は誰にでも平等だ といい，年をとった時，日

h生 きることに必死になろうという。これらの言

葉から，流れに逆らわないといった冷静な目を感

じる。              (碇由美子)

事例26 女性 50歳 千葉県千葉市在住

Part I

 1子 供の頃，私は おてんぽで，父母に，男の

子に生まれていればよかったといわれていた。

 2私 はよく人から 何でも作れていいねといわ

れるが，内心は，家事がにがてで困っている。

 3私 の家は 二人住まいに して はず いぶ ん広

い 。

 4私 の失敗 は，人に，縁が深いことをいお う
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と して， くされ 縁 とい って し まい ， に らまれ た 。

 5家 の 人 は私 を 強 が りの くせ に， 泣 き 虫 とい

う。

 6私 が得 意 に な るの は 作 品 が きれ い に 仕 上 が

った と き， 「見 て， 見 て」 とい って しま う。

 7争 い つ い最 近 ， お け い この人 と， お 月謝 が

か さむ な ど とい わ れ て そ ん な考 え な ら， き てほ し

くな い と，言 い あ らそ い を した 。

 8私 が 知 りた い こ とは ア ル ッ ハ イ マ ー病 は ，

遺 伝 す るか ど うか知 りた い 。

 9私 の 父 は ， 写 真 に うつ る と， きび し くみ え

るが ，子 ぽ ん の うな， や さ しい 父 だ った 。

10私 が き らい な の は 自分 の 考 え を は っ き りい

わ な い で 人 の悪 口をい うこ と 。

11親 戚 父 母 のな くな った あ と， 叔 父 や お ぽ が

年 老 い てゆ くのが だ んだ ん つ らい 。

12死 母 を1年 来 の入 院 の 上 ， な く した 。覚悟

してい た つ も りだ が ， や は り死 は 悲 しい 。 しぼ ら

く他 の人 に しゃべ りた くな か った 。

13世 の 中 前 は ，世 間 て い を きに して い た が ，

50才 に な った の を 期 に ， マ イ ペ ー ス で ゆ く よ う

に 心 が け る こ とに した 。

14私 が で き な い こ と は 素適 な作 品 にめ ぐ りあ

え た ら， 手 に 入 れ る こ とに して い る。

15恋 愛 我 々夫 婦 は ， ま あ ま あ 恋愛 の部 類 か な

と思 って い る。

16将 来 挑 戦 した い こ とが あ る。

17も し私 の母 が ま だ 元気 だ っ た ら， 一 緒 に旅

してみ た い と思 う。在 命 中 は， 時 間 もお金 も ゆ と

りカミな く， 残 念 。

18仕 事 は ， あ と2年 は現 行 の ま まで ， そ の あ

と は， 少 しつ つ 縮 小 して， 自分 の余 暇 をふ や して

ゆ きた い 。

19私 が ひ そ か に 心 が け てい る のは ， 一 人旅 な

ど家 族 と も離 れ て ， い ろ い ろ 出 か け て み た い と思

う。

20近 所 づ き あ い は ， あ た りさわ りな く平 均 点

と思 う。

21夫 は ， とて もや さ しい 。 それ に比 べ て， 私

は や さ し くで きな い 。

22時 々私 は む し ょ うに ， マ ンガが よみ た くな

る。
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23私 が心をひかれるのは おだやかな表情で，

散歩する老夫婦。いつれは，自分達 もああな りた

いと思 うが，自分がつよいので，どうなるか……

24私 の不平は 約束がホゴにされた時，爆発す

る 。

25私 の兄 弟 (姉妹) は ， 時hし か 連 絡 を と り

あ わ な い 。

26職 場 で は 元 気 い っぽ いに ， み え る よ うだ 。

27私 に と って 大 事 な の は 家 族 の健 康 と， 娘 の

卒 業 ま で， さ さ え てゆ くこ と 。

28今 ま で は が む しゃ らに 生 きて きた が ，50才

に な った の で ， まわ りをみ まわ して， 自分 は ど う

した い か を考 え るゆ と りを も と う と して い る 。

29女 最 近 の若 い子 の， 要 求 ば か りつ よい のに

反発 を 感 じ るが ， 娘 の 口か ら 似 た こ とば を き く

と， び っ く りして， ふ くざつ な 気 分 。

30日 本 は ， こ の ま まゆ くと， 子 供 の 極 端 に 少

な い， 老 人 社 会 に な る の じゃな い か と不 安 だ 。

Part II

 1家 で は 1人 で い る と， ドタ ッと ゴ ロ寝 して

み た くな る 。

 2私 を不 安 にす る の は ち ほ う症 に な るか も し

れ な い とい う こ と。

 3友 だ ち は， あ ま りい な い が ， 不 自由 と も思

っ て い な：い 。

 4私 は よ く 新 しい も のに と り くむ 。そ れ が 老

化 防 止 と思 っ てい る 。

 5子 供 は ，1人 だ が ，親 を の りこえ るか の よ

うに ， が ん ば って くれ て い るの で ， 未来 の ドクタ

ーに ， 親 バ カを つ ぎ こん で い る。

 6も し私 が ボ ケた と して も， や さ しい 夫 は ，

面 倒 み て くれ るそ うだ 。

 7私 の 母 は ，脳 こ うそ くで ，だ んだ ん我h子

供 も， わ か らな くな っ て い っ たが ， 死 の恐 怖 か ら

は ， 少 しで もまぬ が れ たか も しれ な い と思 うこ と

に して い る。

 8転 職 子 育 て の あ いだ ， 家 に 入 っ て， 自分 な

りに ，充 実 して い た と思 う。

 9男 社 会 は ， 大 変 そ うで ， 生 まれ か わ る と き

も， 私 は ， 女 で よい と思 う。

10私 の 眠 リ は ， バ タ ン キ ュー の 口です 。

 11も し私 の 父 が 生 きて い た ら，我h夫 婦 は，

平 凡 だ が ， しあわ せ で よか っ たね と， い っ て くれ

そ うな 気 がす る。

 12同 棲 今 の世 の 中， ふ つ うに な っ て き てい る

よ うだ が ， 娘 には ， 正 式 な 手 続 きを ふ ん で ほ しい

と思 う。

 13私 が 好 き な の は マ ン ガに ， 手 芸 に ， お い し

い もの， きれ い な 花 に か こ まれ て ， 音 楽 を き きた

い 。

 14病 気 母 と姉 の 病 状 で ， 自分 に も，発 症す る

か も しれ な い とつ ね に ，心 の ど こ か に 不 安 が あ

る。

15私 の 頭 脳 は， 時hひ らめ く が ， そ の と き

は ，他 の こ とが ，全 部 ぬ け て しま うので ，本 当 は ，

「アホ ー」 の 部 類 か な と思 う。

16金 い つ も ピー ピー して い るが ， 夫 婦 共 に ヘ

ビ年 生 まれ ， お 金 に 不 自由 しな くな るの た とえ を

信 じて， あ くせ く現 在 を 生 きて い る 。

17私 の 野 心 あ ま りな い 。

18妻 の 役 割 を ， あ ま り， は た して い な い 。

19調 子 の よ い時 は っき り， 力が み ち て い る の

が わ か る。 な ん で も，前 む き に， ま とめ てゆ く努

力 が で き る。

20私 の健 康 2～3年 ，調 子 が 悪 か った が ，現 在

は ，通 りぬ け て， と て も元 気 だ 。

21私 が 残 念 な の は そ の人 のた め よか れ と思 っ

て した こ とが ， そ の通 りに うけ と って も らえ な か

った こ と 。

22大 部 分 の 時 間 を 趣 味 に つ い や し， そ れ が ，

実 益 に 結 び つ い て ， 家 族 の た め に 役立 って い る と

い う実 感 が あ る 。

23結 婚 した 時 ， これ で よか った か と，少 し不

安 が あ った が ，長 い 目でみ て しあわ せ だ とい い き

れ る。

24天 皇 制 現 行 の通 りで よいが ， 若 い皇 族 に ，

離 脱 してみ た い よ うな 報 道 を き く と， 自分 で 働 い

て， か せ いで み て くれ とふ ん が い を か ん じる 。

25ど う して も私 は 気 が よい た め ， 他 人 に ， 押

しつ け る よ うに ， うけ と られ て し ま う傾 向 が あ る

が ， 内心 は ， 反 応 を 気 に して い る小 心 者 だ 。

26家 の 人 は そ れ ぞ れ ， 自分 勝 手 に 生 き て い る

み た い で あ るが ， お 互 い の ， 意 志 を 尊 重 して い る



の で ，根 っ この と ころで は ， しっか りつ な が っで

い る。

27私 が 羨 ま しい の は 才 能 の あ る人 に 出 会 った

とき， ふ だ ん 自分 だ け み て い た と きに は ，感 じな

い ， うらや ま し さを お ぼ え る。

28年 と った 時 夫 婦 二 人 で ， あ ち こち旅 して あ

るけ る よ うに ， 足腰 を き た え よ う。

29私 が 努 力 して い るの は 約 束 は ， 必 ず 守 る こ

と。

30私 が 忘 れ られ な い の は 姉 の 義 兄 に 対す る，

信 頼 の表 情 ， 義 兄 の 姉 に 対す る や さ し い い た わ

り。

パ....ソ ナ リ テ ィ ・ス ケ ッ チ

1.自 己 ：

 子 ど もの 頃 よ りお て ん ば で ，職 場 で も元 気 い っ

ぱ い に 見 られ るエ ネ ル ギ ッシ ュな人 。趣 味 を実 益

にす る創作 を仕 事 に して い る ら しい 。子 育 て の間

は ，家 に居 た よ うだ が ， 現 在 は 家 事 よ りも仕 事 を

優 先 に してい る 。健 康 面 で は ， アル ツハ イ マ ーに

か か るか ど うか 不 安 が あ る 。結 婚 ， 天 皇 制 な ど保

守 的 な 考 え 方 で ， 一 般 的 社 会 通 念 に 従 う人 と思 わ

れ る 。特 に 指 向 す る もの は ， マ ンガ と手芸 。

II.プ ライ マ リー ：

 夫 と娘 の三 人 家 族 。娘 を 将 来 ドクタ ーに し よ う

と， 教 育 費 を つ ぎ込 ん で い る よ うだ 。夫 との 関 係

は 良 好 の よ うだ が ， や さ し くで きな い 自分 にや や

負 い 目が あ る。各hの 意志 を尊 重 しあ っ て い る と

感 じて い る。両 親 は既 に亡 く して い るが ， 父 親 は

優 し く， 母 親 とは一 緒 に 旅 行 した か った 想 い 出が

あ る。母 親 と姉 が ア ル ツ ハ イ マ ーで あ った 。他 の

兄 弟 とは ， 余 り密 で な い よ うだ 。

III.セ カ ンダ リー ：

 自己主 張 が 強 い面 が あ り，人 とぶつ か る こ とが

あ るが ， 内心 は気 に して い る とい う。家 で は ， 泣

き虫 と もい わ れ る 。近 所 づ きあ い は ，適 当 に距 離

を 置 い て い る 。
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IV.自 然 ：

 きれ い な花 に 囲 まれ た い とい う記 述 以 外 特 に な

い とい え.ようo

V.超 越者：

 死とい うよりも，老い(ボ ケ)や 病気への不安

が大きい。特別な信仰 もないようである。

                (菅野陽子)

事例27女 性 51歳 石川県小松市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 勉強が大好きで大学までい

きたいと願ってお りました。又読書が好きで小説

家にな りたいとも夢を持ってお りました。

 2私 はよく人から 明るくて子供にも恵まれや

さしいだんな様もいらっしゃって本当にしあわせ

な人だとうらやましが られています。

 3私 の家は 静かな田園風景をまわ りに見わた

せる場所にあり裏山に木hの ささやきもすがすが

しく健康に最適と喜んでお ります 。

 4私 の失敗 談は数えれぽきりがあ りません。

早合点で物事を最後 まで聞かないことが原因で起

こることが多いです。

 5家 の人は私を 誰 とで も打ちとけて話をする

のが好きで大変世話好きで，で しゃば りではない

か と心配 します。

 6私 が得意になるのは テ レビのクイズで正解

ができた時です。

 7争 い はきらいです。

 8私 が知 りたいことは 自分の子供達が親のこ

とをどのように思っているかです。

 9私 の父 は蒔絵の技術が認められ旭 日単工賞

を受賞しました。無口でしたが大事なことだけ念

をおして話してくれた子供思いの人でした。

10私 がきらいなのは 暗い夜道を一人で歩 くこ

とです。

11親 戚 づきあいはむつか しいと言われます。

私の身内はおろそかに しても主人の親戚には気を
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つかっています。

12死 は必ず誰もがむかえることです。一日一

日生かされている者として使命をはた し(今 は子

供を一人前にす ること)燃rつ きたいと願ってい

る。

13世 の中 は物質が第一のように経済的なこと

に心をうぽわれ又事件交通事故などで命がおろそ

かにされ何が大切かを見失っているように思 う。

14私 ができないことは 主人や子供達に相談し

てみ る。

15恋 愛 結婚 にあこがれたこともあ りま した

が，見合いで落ち着きました。

16将 来 自分に出来ることで社会の役に立つこ

とがあれぽ喜んで働きたい。

17も し私の母が 私 を産 んでくれなかった ら

(私は11人 兄弟の10人 目)今 の私はこの世に存

在 しないと思 うと私は母に感謝するのみです。

18仕 事 はとても好きです。つらいこともあ り

ますが働ける体と職場のあることはとてもすぼら

しい。

19私 がひそかに 思っていることは自分の家族

の歴史をつ くることです。

20近 所づきあい は大切に したいと努力してい

ます。

21夫 とは対照的な性格 ・体型をしている私達

夫婦ですが，お互いに助けあいいたわ りあって生

活 している。夫はすぼらしい人です。

22時 々私は 自分の年齢を知っておどろ く時が

ある。年齢と共に精神的にも成長 したいと思って

いる。美 しく老いることをモ ットーとす る。

23私 が心をひかれるのは 経済的には貧 しくて

も又不自由な体であっても持っている力を全部出

し切って生きてゆ く人々を見る時です 。

24私 の不平は 今のところあ りません。

25私 の兄弟(姉 妹) は10人 全員健在で長姉は

私と20才 年上，弟は5才 ちがいです。全員で旅

行 した思い出は大切にしている。

26職 場では やは り仕事を第一にや りとげ，仲

間との関係も楽しく働 きがいのあることを望みま

す。

27私 にとって大事なのは 家族 と健康 と職場で

す 。

28今 までは 子供の教育と主人の仕事の協力に

全てをかけてきたと思いますが子供達の卒業を期

に自分の生きがいに喜びを見い出したい。

29女 であることを学生時代は好きではなかっ

たが結婚 し子供を産み育てる特権のあることはふ

りかえってみてとてもすぼらしいことです 。

30日 本 の国は世界のうちで面積は小さい島国

でしかあ りませんが経済大国になった今，モラル

をもって世界に恥 じない国となるよう望み'ます 。

Part II

 1家 では 家族がそれぞれ外でせいいっぱい働

いた り勉強 した りで疲れているのでゆっくりくつ

ろぎか くしごとしないふんいきを心がけている。

 2私 を不安にするのは 世界の大国が核兵器を

つ くった り実験 した りしていることと汚染されて

いることです。

 3友 だち はい くつになっても心おきなく話せ

る。学生時代の友だちは遠方に離れているので再

会が待ち遠 しい。

 4私 はよく 夢を見ます。高い所からとびお り

るのですが空をゆっくり泳 ぐようにしてだんだん

地上におりてくるのです 。

 5子 供 の頃小川で水泳をした り，なわとびを

した り，ままごと，ごっこあそびに，夢中にな り

ほたるが り 「たにし」取 りも楽しい思い出です。

 6も し私が ピアノをひけたらどんなにうれし

いことで しょう。自分がひけないのでせめて娘に

はとピアノを習わせました。

 7私 の母 は健康な体で働き者でした。11人

の子を産み育て結婚の準備をし父に仕え天命を全

うした人で した。

 8転 職 で思い出すのは主人が長 く勤めていた

会社 をやめたいと悩 んでいたことがあった時 で

す。精神的に落ちついて思いとどまりました。

 9男 の責任は大 きいことが家庭を持つとよく

わか ります 。私はそのことを子供達に伝えたいと

思っています。

10私 の眠 り が足 りないとあらゆる障害がでて

きます。これは誰にもあることでしょう。

11も し私の父が 口やかましい人であったら私

はかえって反発した り自分の好きなことぼか りし



ていただろう。

 12同 棲 についてはあまり深 く考えたことがあ

 りません。私の若い頃には考えられないことでし

た。

 13私 が好きなのは 困っている人を自分のでき

ることをして少 しでも役に立てたいことです。

 14病 気 になると気持ちまで落ち込んでい くこ

とがあ ります。

 15私 の頭脳 も若い時はもう少し記憶力があっ

た と思います。

 16金 は，すべてに勝って第一 と考えたくあ り

ませんが，生活していく上には必要です し，困っ

ている方には手をさしのべたいと思います。

 17私 の野心 はホスピスのような施設で働けた

らと思います。

 18妻 として母として女として又一・人の人間と

して完成をめざして人格形成に励みたいです。

 19調 子のよい時 は何事 も良い方に取 りエネル

ギーがわきファイ トで目標にむかえる。

20私 の健康 に対する考えは人間の自然治ゆ力

を最良に出せるよう食事，すいみん，運動に気を

つけることだと実行しています。

21私 が残念なのは スポーツが好きなのに時間

がな くて出来ないことです。

22大 部分の時間を 仕事 と家事労働に使ってい

るので又テレビに時間をとられ読書の時間 もあり

ません。

23結 婚 して26年8ケ 月今までいろいろな出

来事をふ りかえり，一日一日すべてに神様の御加

護にかん しゃしています 。

24天 皇制 については憲法には日本国の象徴 と

してとあ ります。神ではないので拝む ことはでき

ません。戦前 のように神格化 してほしくな いで

す。

25ど うしても私は 自分の専門の仕事の勉強を

つづけて一生の仕事としてゆきたいです。

26家 の人は みんな元気です。

27私 が羨ましいのは 若い人たちがのびのびと

自分の好きな行動をしていることです。

28年 とった時 体が悪 くなっても心はいつも喜

びであふれる生活を したい。

29私 が努力しているのは 美しく老いるために
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いろんなことに興味を持ち，健康を保持すること

です。

30私 が忘れられないのは 16年前子宮外妊娠の

発見がお くれ…命を落とす ところ医師のおかげで

…命をとりとめたことです
。

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 明 る く， 話 し好 き 。世 話 好 きな働 き者 の お 母 さ

ん 。や さ し さの 中 に もた く ま し さを 感 じ る。

 子 供 の 頃 は 勉 強 が 好 き で ， 小説 家 に な りたか っ

タ とい う。子 育 て しなが ら仕 事 もも ち， 又 夫 を 助

け頑 張 っ て き たが ， そ れ そ ろ 自分 のた め に 生 きが

い をみ つ け よ うと思 い は じめ て い る 。理 想 主 義 の

と こ ろが あ り， 自分 の為 よ りも， 人 の 為 に働 く こ

とに 喜 び を 感 じる人 の よ うだ 。夢 は ホ ス ピス の よ

うな施 設 で 働 く こ とだ とい う。

II.プ ライマリー：

 父は優秀 な蒔絵職人 で無 口だが，子供思いの

人。今 も健在。母は働き者で11人 の子供を育て

上げてすでに他界。本人は10番 目の子供で姉と

は20才 ，弟とは5才 はなれている。兄弟は，全

員で旅行に行 くほど仲がいい。親戚づきあいは難

しいといって，夫側の親族にはかな り気をつかっ

ている。性格は対照的な夫婦で，円満。夫は素晴

らしい人だ という。

III.セ カンダリー：

 大家族で育ったせいか，戦前の家族像をとても

大切にしている。人とのつきあいも世話やきとい

うくらい良好だ。国際問題や環境問題に も関心が

あ り，好奇心旺盛。とても前向きな考え方を して

いる。恋愛結婚に憧れたこともあるが，結局は見

合いで落ち着いた。夫は転職を考えた時もあった

とい う。天皇制は日本の象徴であって，戦前のよ

うに神格化してほしくないという。

IV.自 然：

 現在の住まいは郊外の静かな田園地帯にある。

恵：まれた自然環境 の中 で子供時代 を過ごしてい
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る。 しか し自然 よ りは 人 間 の 方 に 関 心 が 強 い よ う

だ 。

V.超 越 者 ：

 35才 の時 ， 子 宮 外 妊 娠 の発 見 が 遅 れ ， 一 命 を 落

と しそ うに な っ た とい う。 キ リス ト教 を 信 仰 して

お り，考 え方 の根 底 に 神 に 生 か され てい る とい っ

た教 えが 随 所 に み うけ られ る 。死 は 誰 もが 迎 え る

もの とい い， 燃 えつ き た い と， とて も意 欲 的 で ，

エ ネ ル ギ ッシ ュ。        (碇由 美 子)

事例28 女性 52歳 静岡県焼津市在住

Part I

 1子 供 の 頃 ， 私 は 勝 ち 気 で 負 け ず 嫌 い で し

た 。 中学 に 入 っ てか ら， 友 もび っ く りす る程 お と

な し く， 目立 た な い 存 在 に な り， 不 思 議 に 思 い ま

す 。

 2私 は よ く人 か ら 見 か け は し っか りして い る

け ど， け っ こ うそ そ っか し く， お も しろ い 人 だ ネ

とい わ れ ます 。

 3私 の 家 は 現 在 夫 婦 二 人 です 。長 男 は 社会 人

一 年 生
， 長 女 は 大 学3年 ， は な れ ば な れ に い て ，

家 族 とは 何 か 考xて しまい ます 。

 4私 の 失 敗 自分 で は 気 が つ か な い で 失敗 して

い る こ とが あ るの で は な い か と心 配 に な ります 。

 5家 の 人 は 私 を バ カ とい い ます 。 と くに ，主

人 は い つ も 「とろ い 」 とい い ます 。 そ ん な は ず は

な い と思 って い ま した が 常 に い わ れ て い る と，本

当 に バ カに な って し まい ま した 。

 6私 が 得意 に な る の は ス ポ ー ツ を や る 時 で

す 。卓 球 ， テ ニス ， 山 ， ス キ ー， 夢 が ひ ろ が りま

す 。

 7争 い は き らい です 。 い つ も負 け るか ら， 自

分 の 考 え て い る こ とを 上 手 に表 現 で きな い し，悲

し くな って 涙 が 出 て きて し まい ます 。

 8私 が知 りた い こ と は 死後 の世 界 ，本 当 に あ

るの か な?

 9私 の父 77才 で喜 寿 をむ かx.， 先 日，に ぎや

か な会 を持 ち， 父 は大 喜 こび で した 。健 康 にす ご

してほしいです。

10私 がきらいなのは 夫がごろごろ寝ているこ

とです。疲れをとるため とはいえ，とても味気な

いことです。

11親 戚 上手に付き合ってい く ことは大切 で

す。

12死 こわいです。

13世 の中 の経済人，余ぶんにもうけて悪いこ

と考える悲 しいです。び しび し，とりしまってほ

しいです。

14私 ができないことは いばることです。

15恋 愛 青春時代，片思いで終ってしまい残念

です。

16将 来 花をた くさん作って友人，知人にプレ

ゼントしたいです。

17も し私の母が 病で倒れたら，精一杯看病 し

てあげたい。私をのびのび育てて くれたから，せ

めての恩返 しと思っている。

18仕 事 好きです。独身時代，男性と同じくら

い働いたことは今でも自分でほこりに思っていま

す。

19私 がひそかに えがく夢は，外国の山へ， ト

レッキングしたい。息子と娘がガイ ド役でいって

くれたら最高です 。

20近 所づきあい お互いに助け合って生活でき

れば うれしいです 。

21夫 は気むずかしい人でしたが，子 どもが小

さいころ，お風呂によく入れてくれ，よくあそん

で くれました。

22時 々私は 自分の可能性に挑戦したくなるこ

とがあります 。

23私 が心をひかれるのは 主婦が仕事をもち，

夫が家事を助けて，尊重しあっている夫婦の存在

です。

24私 の不平は 主婦業を軽 くみ られていること

です 。頭を使い，工夫 し，情熱をそそいでもあた

りまえと思われることです。

25私 の兄弟(姉 妹) 兄が2人 弟が1人 です。

子 どもの頃お姉さんがほしか ったです。

26職 場では 女の人がまだまだ男の手助け ぐら

いにしか認められていないことです。

27私 にとって大事なのは 健康です。健康であ



れぽ，健全な精神が保たれ，平穏に毎日がすごせ

ます。

28今 までは 女の人は家庭を守ることが当然と

されてきたけど，やは り，男も家庭のことできる

ようにならなければいけないと思う。

29女 の存在は大切です。社会を変えてい く原

動力にな ります。

30 日本 経済大国。 いつまで続 くのか。 便利

さ追求ほどほどに。自然との共存，人間らしく生

きられる環境をのぞむ。

Part II

 1家 では 質 素 に く ら して い ます 。 お客 さ んが

あ る とき は少 々見 栄 を は らな けれ ば な らず 残 念 で

す 。

 2私 を不 安 に す るの は 将 来 ， 安 心 して 食 べ ら

れ る も のが 少 くな るの で は な い か とい う こ と で

す 。

 3友 だ ち 大 切 な こ と よ くわ か ります 。 いつ も

不 満 を い う友 は い や に な ります 。友 だ か ら話 す の

か も しれ な い け ど。

 4私 は よ く 娘 に ， 衣 類 は ， よい もの を 長 く使

う よ うに い い ， 流 行 に ま どわ され ず ， 自分 の 美 し

さを 作 りな さい とい い ます 。

 5子 供 自分 の 子 供 を 育 て る こ とが で き ， よか

った 。 子 ど もの 感激 す る こ とが ， 自分 に とっ て も

同 じ よ うに 感激 とな っ た 。

 6も し私 が 病 気 に な っ た ら， 大 変 で す 。主 人

は 「バ カや ろ う」 とお こ る こ とで し ょ う。

 7私 の 母 は 努 力 家 で す 。読 書 好 で76才 。 夏

目漱 石 の 本 を こ よな く愛 し，古 典 もの もた く さん

読 ん で い ます 。 とて も真 似 で き ませ ん 。

 8転 職 は勇 気 が い ります 。次 も不 安 に な りま

す 。

 9男 は 闘 争 的 で ， 社 会 を 支 え ， 家 族 を 守 って

い る こ と も よ くわ か るけ ど， これ か らは そ ん な 強

が りだ け で は ， き らわ れ ます 。

10私 の 眠 り は 少 な い です 。6時 間 位 ね れ ば大

丈 夫 です 。

11も し私 の 父 が 病 に た おれ た ら， 家 族 は 大 変

だ と思 い ます 。わ が ま ま い っ て 困 らせ ， 皆 を ふ り

まわ す こ とで し ょ う。
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 12同 棲 いやな感じをうけます。

 13私 が好きなのは スポーツで上達 したいと，

必死にな りそのことができたとき，ひたすらエネ

ルギーを，もやせ るときです。

 14病 気 食生活を正すことによって，へるよう

に思います。今，汚 ■■〔注：不明〕物，農薬その

他，動物のえさのように大量にでています。

 15私 の頭脳 はどん感 です。反応 がにぶ い で

す 。でも，くりかえし努力す ることで人並みにで

きるようにな ります。

 16金 質素でも暮 らせる最低のお金が老後保障

あれぽいいです。

 17私 の野心 殆どありません。

 18妻 でいられること， うれ しいです。

 19調 子のよい時 いろんな片付けが，はかどり

ます。

 20私 の健康 丈夫に育ててくれた両親に感謝 し

ます。

 21私 が残念なのは 専業主婦で，存在価値を認

めてもらえないことです。

22大 部分の時間を 家にいて，たい くつしませ

ん。一人で楽しむことがいっぽいあ ります。

23結 婚 27才 で遅かったけど， 仕事 も ^”杯

やったし，旅行 もしたし，独身を卒業 し，結婚 こ

んなものかと夢をすてた。

24天 皇制 昔か ら悪いイメージがいっぱいあ り

ます。新 しい考え方をつ くってほ しい。

25ど うLて も私は 車の運転が上手にな りたい

です。いつも不安 の中 で ハ ンドルをに ぎ るか

ら一。

26家 の人は 料理が下手だといいます。

27私 が羨ましいのは 女性の人権をみとめてく

れる男性です。

28年 とった時 近所に娘がいて くれれぽ うれし

いです。

29私 が努力しているのは いつも一生けん命生

きることです。下手 でもていねいにや る ことで

す。

30私 が忘れられないのは いつも好きだった数

学で，高2の 幾何で最低点をとったことです。と

てもくや しくて涙が出てきました。
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パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 専 業 主 婦 で あ るが ，27才 で結 婚 す る迄 ，仕事 に

熱 中 した り， 旅 行 も よ くした よ うだ 。現 在 の 生 活

に 退 屈 は して い な い が ， 価 値 を 認 め られ な い こ と

に 不 満 を 持 って い る 。勝 気 な 人 で ， 努 力 家 の よ う

だ 。 ス ポ ー ツが 得 意 で ， 夢 は 外 国 の 山 を トレ ッキ

ソ グす る こ とで あ る 。

II.プ ラ イ マ リー ：

 家 族 構 成 は ， 夫 と息 子 ・娘 の四 人 で あ るが ， 子

供 達 は 別 居 で あ る 。夫 は 気 む ず か し く， 家 で ゴ ロ

ゴ ロ してい る のが 気 に な る 。妻 の役 割 は ， 一 生 懸

命 果 た して い るが ， 理 想 と しては お 互 い 夫 婦 尊 重

しあ う もの と感 じて い る。将 来 は ， 娘 が そぼ に 住

ん で くれ る こ とを望 ん で い る。

III.セ カ ン ダ リー ：

 対 人 関 係 で は， 上 手 に す る こ とを 気 に か け て い

る 。 自分 を表 現す る こ とが 苦手 な面 もあ る様 だ 。

 社 会 に 関す る関心 は， 批 判 的 で 高 い 方 で あ ろ

う。

IV.自 然 ：

 山 や ス キ ーな ど 自然 に親 しむ ス ポ ー ツ， 又 ，環

境 汚 染 な どを心 配 して い る。

V.超 越者 ：

 死はこわいというくらいの記述で，具体的なも

のは余 りない。健康に気をつけているが，52才 な

ので，まだ隣合せとい う気持にはならないのであ

ろ う。             (菅野陽子)

事例29 女性 60歳 栃木県宇都宮市在住

Part I

 1子 供 の頃 ，私 は 遊 ん で い られ るの で い つ ま

で も子 供 で い た い と思 った が ，反 面 自分 の好 きな

食事にできる母親になるのもいいナと思った。

 2私 はよく人から ナンデモ博士と言われる。

 3私 の家は 大変環境の良いところにある。

 4私 の失敗 はなるべ く人に知られた くないと

思 う。

 5家 の人は私を がまん強いと言 う。

 6私 が得意になるのは 書道がきらいな割に筆

で書 く文字が上手だと言われること。

 7争 い は大きらい。

 8私 が知 りたいことは パラサイコロジー，四

次元の世界，霊について。

 9私 の父 は非常に私を可愛がった。

10私 がきらいなのは 争い，戦い，競争。

11親 戚 つき合いは好きでない。親しい者だけ

と気楽につき合っている。

12死 について大変興味がある。宗教的な関心

ではなく，科学的な洞察において。(例えぽエマニ

ュエル ・スウェデンボルグのような)

13世 の中 は人間にとって不可抗力的な大きな

力で動かされていると思う。ただ個人はその流れ

の中で死に至るまでのプロセス(生 き方)が 選択

できるのみ。

14私 ができないことは 大方のこと。わずかな

できることに感謝。

15恋 愛 はすぽらしい。胸の痛みが現実のもの

と体験できただけでも生まれて来た価値があった

と思 う。

16将 来 はもうあま り考えなくなってきた。60

歳だから。世の中の将来もさほど気にならない。

17も し私の母が あんな性格でなかったら，私

の性格もずい分と異なったものになっていただろ

う。

18仕 事 はとてもおもしろい。ただし好きな仕

事だったら熱中するが，きらいな仕事だと何 とか

して手抜きする。

19私 がひそかに 願 っていることは息(い き)の

合 う人hと の出遇いである。

20近 所づきあい は殆どしていない。

21夫 はかたよった性格の持主である。 ウンザ

リすることも度hあ るが，同情してみた り，他の

もっとひどい男と比べれぽまだましカナ…と思っ

た り。



22時 々私は 自分がしあおせな方だ と自分を納

得させる。

23私 が心をひかれるのは 美 しい絵，すばらし

い風景，音楽，そして動物。

24私 の不平は あま りない。

25私 の兄弟(姉 妹) はまあまあである。

26職 場では 人間関係が面白い。

27私 にとって大事なのは 平穏なこと。

28今 までは あ くせ く生きることに専念 してき

たが，60歳 にもなると何 と動 じなくなることか。

この平凡な人生に感謝あるのみ。

29女 に生まれたこともカルマかな。ア ・コロ

ンタイという人の著書 「女の一生」を読んだこと

があったが，長 い年代 で考 えるとすべてが面 白

い0

30日 本 とい う国 は い い よ うな気 が す るが ， い

や な 点 も多 い 。風 土 は好 きだ が ， 人 間 は あ ま り好

き で な い。

Part II

 1家 では くつろいで過 ごすのが好きだ。

 2私 を不安にするのは 世界が こわれ始めてい

て恐 らく軌道修正はないだろうと思 うこと。

 3友 だちは 良い。家族とはちがった人間関係

があり，重要である。

 4私 はよく 世界の有名なオーケス トラの演奏

を聞きにゆ ぐ。音楽にくわしいわけではないのだ

けれど，惹かれ，感動 し，高いチケットを惜 しま

ない不思議。

 5子 供 に同情することが多い。現代は子供の

地獄。

 6も し私が 大金持だったら旅行にすべてを費

(つか)う だろう。その先々に存在するそれぞれの

雰囲気を味わ うことが私の求める “もの”だか ら。

 7私 の母 はほめられるこ とが生 き甲斐 だっ

た。そのことから成長 しそこなったのかも知れな

い0

 8転 職 は悪いことではない。ただその理由や

動機が問題だ。

 9男 は困った動物だと思 うことがある。殊に

政治家にはそれが多すぎる。世の中，良くなるは

ずがない…とあきらめている。

  5CTの 分析結 果一 一  127

 10私 の眠 り はまあまあ普通だと思うが夢には

あきれている。色のついた夢 も多く，おまけに夢

の中で夢を見るやっかいな夢。

 11も し私の父が す ぐれた人物だったら，私の

男性観も少し変っていたかも知れない。

 12同 棲 は悪いことではないと思う。それなり
のルールがあって良いとは思うけれど。

 13私 が好きなのは 思いや り。

 14病 気 は人間にとって不幸である。しかしそ

の生き方が病気を起こしてゆ くこともまた真実で

あると思 う。

 15私 の頭脳 は良くない。

 16金 はほどほどにあれぽ良い。

 17私 の野心 は何 もない。

 18妻 と言 う既製概念にとらわれた くない。人

間 として自由であ りたいから。

 19調 子のよい時 はしあわせであると同時に，

目に見えない支持を受けていると感 じる。

 20私 の健康 は他者の援助によってな り立って

いる。他者 とは，現実とそれ以外と。

21私 が残念なのは 今まで生活に追われて本当

にや りたい事ができなかったこと。

22大 部分の時間を 生活 のために費 や して来

た 。

23結 婚 はいいことなのかそうでないのか，今

も考えている。

24天 皇制 は全 くきらい。皇室に関したテ レビ

は見た くない。男社会の最悪の象徴だと思う。歴

史を正確に洗い直 したい。

25ど うしても私は 自由人であ りたい。

26家 の人は ある程度私の本性をわかっている

ようだ。共感は していないと思 うけれど。

27私 が羨ま しいのは 自分の能力を充分に発揮

した人生を送れた人。

28年 とった時 平安が一番欲 しい。

29私 が努力 しているのは なるべ く充実 した一

日一日を送ること。

30私 が忘れられないのは 無能な自分が子供を

生んだ時，自分を越えた大 きな大きな力が働いて

いると驚いたこと。
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パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 今 まで は 生 活 に追 わ れ て 本 当 にや りた い事 が で

きな か った が ， 本 当 は 自由 人 と して生 きた い と思

っ てい る 。毎 日が充 実 した 日に な る よ う努 力 して

い る 。60歳 に な り， 多 少達 観 し た と ころが あ る

が ， 恋 愛 を 素 晴 ら しい と思 い ，旅 行 が 好 きで ，演

奏 会 に も 出掛 け ，行 動 的 で， 好 奇 心 も 強 い よ う

だ 。い ろい ろ な 事 に 自分 の 意 見 を は っ き り持 って

い る。

II.プ ラ イ マ リー ：

 夫 ， 妻 とい う関 係 に は と らわ れ な い で い た い よ

うだ 。夫 とは 必 ず しもぴ った り合 って い るわ け で

は な いが ， 平 穏 に 暮 ら した い と思 って い る。 父親

に は可 愛 が られ た が ， 両 親 に 対す るイ メ ー ジは あ

ま り良 くな い よ うだ 。そ の影 響 か ， 男 性 観 も否 定

的 で ，男 性 を 困 った 動 物 と表 現 して い る。

III.セ カ ンダ リー ：

 職 場 の人 間関 係 が 面 白い と言 い ， 政 治 家 に 対す

る批 判 もあ り，人 に 対 す る興 味 は 持 って い る よ う

だ 。 しか し， 自分 の付 き合 い に 関 しては ，親 戚 付

き 合 い は嫌 で ，親 しい者 だ け と気 楽 に した い と考

え て い る。

IV.自 然：

 自然破壊を不安に感 じてお り，素晴らしい風景

に心を魅かれることから，自然に対する関心は高

いと思われる。

V.超 越者：

 死について科学的興味を持っていると述べてい

るが，全体的に超越者の力を非常に認めていると

ころがある。世の中は不可抗力的な大きな力で動

かされ，個人 はその流 れの中 の一 プロセスと捉

え，又子供を生んだ時 も大きな力の働きを感 じた

り，目にみえない支持を受けていると感 じた りし

ている。宗教的ではない，何らかの力を信 じてい

るようだ。           (鈴木典子)

事例30 女性 63歳 茨城県稲敷郡在住

Part I

 1子 供の頃，私は 元気よくよく学びました。

 2私 はよく人から 家から出て楽しむ ようにと

云はれます。

 3私 の家は 今一番幸にな りましだ。又他人が

入ると変るでせ うが。

 4私 の失敗 年をとって腰，足の痛みが強く辛

いです。

 5家 の人は私を も少し働 くことを望んでいる

と思ふ。

 6私 が得意になるのは 洗濯物をていねいに仕

上げる事。

 7争 い 時折 口論になることもある。お互自分

の意志を通 したい時。

 8私 が知 りたいことは 孫の成長をたのしむ。

 9私 の父 実家の父大変可愛がられ苦労な く育

てられました。

10私 がきらいなのは 医者 に行 くのが億劫 で

す。

11親 戚 よくつき合ってます。

12死 苦 しまずに死ねればと願ふばか りです。

13世 の中 ままにならないことが多いです。

14私 ができないことは 経済力 のな い こ とで

す。

15恋 愛 した ことあ りません。

16将 来 家族の厄介者になるべ くならないよう

控い目の心掛が大切に思います。

17も し私の母が 生きてても自分の体が弱って

ゆくので仲h1人 では困難だった と思 う。

18仕 事 歩 くのが辛 く力仕事は出来ません。

19私 がひそかに 少 しばか りの老後のお金を多

くしたい。

20近 所づきあい あま り出歩かないけど普通の

です。

21夫 真面 目に よく働きます。その上村の色々

の役員とな り活躍 してます。

22時 々私は 私 も一つ位の役が持ってられれぽ

と0

23私 が心をひかれるのは 女同志でも若い人を



見る時。

24私 の不平は 上を見ても下を見てもき りない

のですがみ じめなところ。

25私 の兄弟(姉妹) よく生活してます。

26職 場では なし。

27私 にとって大事なのは 家族が元気で有 りま

す よう。

28今 までは 嫁いで両親に仕い，精神的，肉体

的の労働で身も心 も疲れました。

29女 子育をして今は主人に仕いてます。

30日 本 共産党でない国でよかった。

Part II

 1家 では 主人がよく若い人達に手伝い家業に

精出してます。

 2私 を不安にするのは 病気が重 くな り手術な

どしないよう自分 と主人のことは自分でするよう

と。

 3友 だち 家の中にて，少いです。

 4私 はよく 今になって太ってきました。

 5子 供 よく真面 目に一生懸命やってます。

 6も し私が 遠い旅行でも出来たら幸いです。

 7私 の母 実家の母は，神，仏のように温かい

人柄で した。

 8転 職 なし。

 9男 健康で一家の主 として頑張って下さい。
10私 の眠 り ねつきが悪 く，何回も目がさめ，

はっきりしない夢を見ます。

11も し私の父が (実の父)今迄生きてら なん

と物質的に援助を受けられたことか。

12同 棲 なるべ く結婚 してからすること。

13私 が好きなのは 洗濯，掃除。

14病 気 椎間板 ヘル ニヤ，膝変形性に辛いで

す。

15私 の頭脳 記憶力がなくな り，難か しい こと

は分 りません。

16金 少 しで多くしたい。

17私 の野心 不動産の収入があるようと思いま

す。

18妻 農業を手伝い子供を育てながら家族の為

過 してきました。

19調 子のよい時 仕事がきまりよく終った時。
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特に外に干したい時天候に恵まれた時。

20私 の健康 歩け歩けは出来ないけど，食物を

おいしく戴けます。

21私 が残念なのは 年の分より腰から曲 り弱っ

たのが残念です。

22大 部分の時間を 家事。

23結 婚 結婚 して家族の基本を作 り，結婚を継

続す るため努力を したい。

24天 皇制 今の日本のままでよいです。
25ど うしても私は 家で死にたい。

26家 の人は 色々な面で手伝って貰いたいと思

います。

27私 が羨ま しいのは 健康できびきびと動き
，

なんの苦もなく楽 しみたい。

28年 とった時 普通の面倒を家族にして貰いた

い0

29私 が努力 しているのは 腰，足の痛みに耐え

家事をしてます。

30私 が忘れられないのは 昔若い時，精神的，

肉体的一・寸のゆるみもな く両親に仕い，農作業に

勤めたこと。

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己=

 若い時は農家の嫁 として両親や夫に仕え，子供

を育て，農作業に も勤め，今は身体的にも精神的

にも疲れたと感 じている。足，腰が悪 く，思 うよ

うに身体が動かないことが辛 く，健康に対す る不

安は強い。現在の生活は，洗濯 ・掃除といった簡

単な家事を手伝い，孫の成長を楽しみ，なるべ く

家族に負担にならないように生活 したいと思って

いる。

II.プ ライマ リー・：

 自分達はすでに隠居の身分のようだが，夫は子

供達 の手伝 いをし，村 の役員をいろいろしてい

る。子供や兄弟もきちんと生活している。母親は

温かい人で，父親にも大変可愛がられ，良い両親

の元で育ったようだ。しかし，両親 とも亡 くなっ

てお り，特に父親がいれば物質的援助を受けられ

たのにと残念に思っているようだ。
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III.セ カ ン ダ リー=

 家 族 第 一 で 家 に い る事 が 多 い が ，親 戚 とは よ く

付 き合 っ てい る 。近 所 付 き合 い も普 通 に して い る

が ， あ ま り出歩 か な い せ い か 友 達 は 少 な い 。夫 が

役 員 を 多 く して い るの を 見 て ， 自分 も一 つ位 役 を

や って い れ ば と思 った りす る。 共産 党 は嫌 い な よ

うで あ る 。

IV.自 然 ：

 何 か 物 を 干す 時 の 天候 は気 に な る よ うだ が ， そ

の 他 の 記 述 は 見 られ な い の で ， あ ま り関 心 が な い

よ うだ 。

V.超 越者：

 死に際 して，苦 しまずに 死にたいと思ってい

る。実家の母を神，仏のように温かいと例えてい

るので，神仏に対する自然な信仰心がある様だ。

                (鈴木典子)

事例31 女性 77歳 神奈川県相模原市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 大変体が弱くでも気の強い

子供で した。

 2私 はよく人から がんこな人，しっか りした

人と言われます。

 3私 の家は 自分，息子夫婦，孫二人(男 女)で

す。

 4私 の失敗 何とかして，40歳 台に車の免許を

取っておけぽと残念です。

 5家 の人は私を 大変大事にしてくれます。

 6私 が得意になるのは 大正琴の演奏です。

 7争 い 特にあ りません。

 8私 が知 りたいことは た くさんありすぎてこ

まっています。

 9私 の父 お酒が好きでや さしい人で も6年 生

の時死別しました。

10私 がきらいなのは 家庭のいざこざはきらい

です。

11親 戚 は少な く，大事にしています。

12死 はやがて来 るでしよう別にこわい と思 う

事な く又そのひま御座いません。

13世 の中 はいろいろと考えさせ られ る事はあ

りますが，自分 としたら幸です。

14私 ができないことは ボランティア活動が仲

h満 足に出来ず残念です。

15恋 愛 若 い 頃 の思い 出にふけ る事 もありま

す。

16将 来 現在のままの生活であれば幸いです。

17も し私の母が 健在だったらと残念に思いま

す(私 の苦労の時代に他界 したので)。

18仕 事 は今生徒さん持っている教室へ行 くの

が一番楽 しみです。

19私 がひそかに 思っている事は大正琴の生徒

さん達ともっともっと慰問に行 きたいと思 いま

す。

20近 所づきあい 私の一番の楽しみ。

21夫 何でも出来るやさしい人一緒に生活 した

のは18年 間で した(戦 死)

22時 々私は 若い時は苦労の連続でしたが今は

幸をつ くづ くうれしく思い，よろこんでいます、

23私 が心をひかれるのは 90歳 までも立派に現

役でいる人を見ると心を打たれます。

24私 の不平は 今は何もあ りません。

25私 の兄弟(姉 妹) 4姉 妹ですが今は妹 と二人

です。

26職 場では 64歳 まで働き一番苦労した時代で

す。(思い出も一杯です)

27私 にとって大事なのは 家族 とたくさんの生

徒 さんです。

28今 までは 若い頃は苦労はあ りましたが神の

与えて下 さった私の試練 と思い子供には明るく生

きて来て今はみんな消えてしまいました。

29女 として年を重ねても身ぎれいでいたいと

毎 日心掛けています。

30日 本 考えてもおよぼぬ事 と思っています。

Part II

 1家 では 出来るだけをしています。(勉強)

 2私 を不安にするのは 長 く病気を した くない

と思います。



 3友 だち はたくさんいて幸いです。

 4私 はよく 旅が好きでふらっと出掛けます。

 5子 供 は二人すなおに成長 して大事にして く

れます。

 6も し私が 今少 し頑張って二人の子供を大学

を出してやればよかった様に思います。

 7私 の母 はきれいな人で大変人に親切にして

生きた人と思います。

 8転 職 なし。

 9男 74歳 まで十年間老人会長をつ とめた間に

色jZ勉 強させていただいた人 と思っています。(わ

がまま，がんこ)

10私 の眠 り は早 く床に入るとす ぐ眠 り4時30

分に目をさましラジオを聞 くのがたのしみです。

 11も し私の父が 今現在お りましたら私達子供

と母をおいていってしまったのと思っ切 りといつ

めて見たいと思います。(自殺でした)

12同 棲 はきらいで した。

13私 が好きなのは 音楽と読書です。

14病 気 は色々しましたが今は血圧が高い。

15私 の頭脳 普通と思っています。

16金 はきりはあ りませんが今は十分です。

17私 の野心 今思っている事は自分の家で大正

琴の教室を持ちたいと思っています。

18妻 私は妻 としては落ちこぼれです。

19調 子のよい時 は表に出るのが好きです。

20私 の健康 まあまあです(常 に細かく注意 し

ています)。

21私 が残念なのは 主人が早 く戦死した事 で

す。

22大 部分の時間を 今は大正琴の教室に行 くこ

とがそれについての勉強で一杯です。

23結 婚 長 く一緒に暮らせなかったのが残念で

す。

24天 皇制 あっていいと思います。

25ど うしても私は 若い時から気持ちが小さく

今それをおおらかになる事に心掛けて生活 してお

ります。

26家 の人は 大変よくしてくれますので安心で

す。

27私 が羨ましいのは 90歳位までもがんばって

いる人を見るとうらやましく思います。
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28年 とった時 人から何か一つでもよろこんで

もらえる事があったら満足です。

29私 が努力しているのは 今は健康が大事 と努

力 しています。

30私 が忘れられないのは 主人の戦死の知 らせ

を受けた時です。

パ ー ソ ナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 戦 争未 亡 人 で あ る 。苦 労 の多 か った 時 代 を 神 の

与 え た試 練 と受 け止 め ， 明 る く子 供 を 育 て ，64歳

ま で働 い た 。現 在 ， 大 正 琴 を 教 え る こ とを… 番 の

楽 しみ と し， そ の教 室 を 自分 の家 に 持 ち た い ，又 ，

もっ と慰 問 に 行 きた い と思 って い る 。現 在 の生 活

を幸 せ と感 じ， 身 ぎれ い に して い る こ と， 健 康 で

い る こ とに 留 意 して 毎 日を過 ご して い る
。不 平 は

何 もな い 。

1

11.プ ラ イ マ リー3

 苦 労 の 中 に も，子 供 を素 直 に 育 て， 現 在 は 二 人

の孫 の い る息 子 一・家 と一 緒 に 暮 ら してお り， 大 事

に され て い る。 もっ と頑 張 って 子 供 を 大 学 まで や

れ ば よか った と思 うこ とは あ る 。が ，二 人 の子 供

は素 直 に 育 ち， 大 事 に して くれ るの で 安心 して い

られ る。

 子供の頃自殺 した父親に対しては，何故，母子
を置いていったのかと問いただしたい気持ちは持

っているが，憎しみはないようだ。死別 している

母親へは親切な人きれいな人という良いイメージ

を持っている。

 戦死した夫は，何でもできるやさしい人であ り，

最 も残念に思 うことは夫の戦死，忘れられないの

は夫の戦死の知らせを受けたときであった。

III.セ カ ン ダ リー ：

 近所付 き合いを楽しみ，友人 も沢山あって，人

間関係では恵まれている。大正琴の沢山の生徒さ

んや少ない親戚の人hも 大切に している。時代の

流れや変化 した現状もあるがままに受け入れて，

現在の生活に感謝 している。
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IV.自 然 ：

 旅 行 は好 きだ と云 うが ， 自然 に 対 す る関 心 は あ

ま りな い の か ， 自然 に関 す る描 写 はな い 。生 活歴 ，

人 間 関 係 ，現 在 の状 況 ， 内面 の記 述 が 多 い 。

V.超 越者：

 死はやがて来るだろうが，怖いこともな く，そ

れを考}る 暇もないほど現在の生活が意欲的，行

動的である。苦労した時代を神から与xら れた試

練と受け取って，乗 り越えてきて，今その苦労は

消えてしまいましたと云 うほど現在を幸せに感じ

ている。特に神仏への傾倒はない。(増野信子)

事例32女 性 81歳 茨城県つ くぼ市在住

Part I

 1子 供の頃，私は 7人 姉妹の2番 目なので学

校から帰へると子守をさせられました。高輪小学

校なので47士 の泉岳寺の前を通 りますので妹弟

を連れてお墓の廻 りでよく遊びました。

 2私 はよく人から すかれました。子 どものい

ない老人二人だけの家で学校から帰へ ると魚屋 さ

ん，やおやさん，お豆腐やさん等にことづけて呼

びに来 るのです 少 し手伝 って一・緒に食事をしま

した。

 3私 の家は 今私だけの室プレハブの6畳 一室

廻 りは田圃，山等です 娘夫婦の庭です。

 4私 の失敗 人 よしでバカ正直とよく言はれま

す。それで色hな 事で今迄損ばか り 81歳 の今迄

1人 暮 し 今年1月 娘の所へ来ましたのでやっと

卒業 しました。

 5家 の人は私を いたわって くれますので幸で

す

 6私 が得意になるのは 有 りません

 7争 い 私が物忘れしますので時々娘にしから

れる位で争いはあ りません

 8私 が知 りたいことは 有 りません

 9私 の父 正直で几帳面の人でした 正直の頭

に神宿る 何時も申してお りました

10私 がきらいなのは あきかん，ごみを捨てて

ある事，暴走族

11親 戚 何事もないかぎり1年 に2，3回 会い

ます 皆中がよいです

12死 私は明治42年11月 生まれで今年は82

歳 お迎 へが来 た時 は何時で もと思っています

13世 の中 目まく・るしく変って来て善い事も多

いですが大正一昭和の始め頃がよかったです

14私 ができないことは 細い事がすきで したが

今や る気有 りません

15恋 愛 もよいですが今は関係有 りません

16将 来

17も し私の母が 生き返えって来たら世の中の

変化に驚 く事でせ う。

18仕 事 は有 りません 今度老人会へは入 りま

した 6月 から

19私 がひそかに 献体を考えてお ります

20近 所づきあい 私はつ くぼに来て6ケ 月 特

別のつきあいは有 りません

21夫 善 くも悪くも自分の意を通 して乱暴な人

12年前半身不随で亡 くな りました

22時 々私は 物忘れします

23私 が心をひかれるのは 別に有 りません

24私 の不平は 有 りません

25私 の兄弟(姉妹)姉84歳 私81歳 妹78歳

弟74歳 妹72歳 弟昨年68歳 死亡妹66歳 今の

所皆健康です現在6人 です

26職 場では 関係あ りません

27私 にとって大事なのは 娘達家族が健康で有

ること

28今 までは 1人 暮 しでしたので何 もか もして

いました 町会の役 も

29女1人 暮 しも自由でした

30日 本 は平和とは申しても事件が多 くて大変

だと思います

Part II

 1家 では 自分の事だけです

 2私 を不安にするのは 有 りません

 3友 だち 1人 行き来す る方が出来 ました

 4私 はよく 花やち ょっとした野菜作 りを娘の

家へ来る迄 していました



 5子 供 は結婚 して子供がお ります 皆大きい

です

 6も し私が 若かったら英語を勉強 したかった

 7私 の母 はとても倹約かでした

 8転 職 なし

 9男 大 らかでたのしい人

10私 の眠 り 4時 間です

11も し私の父が 今いれぽ色hな 所へ連れて行

って喜こぼせたいです

12同 棲 関係有 りません

13私 が好きなのは 読書 旅行

14病 気 なし 買薬なし 保険課から御褒美頂

だきます

15私 の頭脳 最低です すく・人を信用してだま

されます

16金 は大切です でも出す所には気物 よく出

します

17私 の野心 特別有 りません

18妻 とは名だけ 話もなく給料も渡 されず乱

暴でも，中気になった時は見て上げました 途中

別居 して最後1ケ 月世話して死亡

19調 子のよい時 とか悪 い時別 に有 りません

20私 の健康 すべてに気をつけて来ました 食

事，運動

21私 が残念なのは 何も出来ずに年だけ取って

しまった事

22大 部分の時間を 娘の所へ来た今は 読書 と

庭の草取 り時たま食器洗い

23結 婚 孫娘がよい結婚 をと思って居 ります

24天 皇制 昔からですので天皇制は有 る方がよ

ろしいです あまりにも昭和が長す ぎていやな気

がしました

25ど うしても私は 今の所何 も有 りません

26家 の人は おぽあちゃんが何時 も草取 してく

れるので芝がきれいだ と言います

27私 が羨ましいのは 別に有 りません

28年 とった時 今年82歳 年とってしまった

今何も有 りません

29私 が努力 しているのは 生きているかぎり家

族にめいわ くかけない様健康に気をつけています

30私 が忘れられないのは 大正12年 の震災で

す 私達の所は火は出ませんが 近 くの昭和天皇
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が東宮殿下の頃東宮御所から火が出た事です

パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ

1.自 己 ：

 現 在 ， 娘 夫 婦 の庭 に 別 棟(プ レハ ブ6畳 一一室)

に一 人 住 い 。調 査 時 の6ケ 月 前 に ， 引越 して き た

ば か りで あ る 。そ れ 迄 は ，一・人 暮 し(12年 前 に夫

死 亡)で ， 町 会 の役 員 は じめ 自分 で 行 い ， 「自由 」

で あ った とい う。今 は 読 書 と庭 の 草取 りぐ らい な

ので ， や や 意 欲 の低下 が 見 られ る 。何 もせ ず年 を

取 っ て しま った と感 じて い る 。 しか し，娘 の そ ば

で ， 何 の心 配 も不 安 もな く，幸 せ に 思 って い る。

II.プ ライ マ リー ：

 正 直 で 几 帳 面 の父 親 と倹 約 家 の 母親 に育 て られ

た 。姉1人 ， 妹3人 と弟2人 の7人 姉 妹 の2番 目

で ， 弟1人 除 き6人 は 存 命 して お り， 皆健 康 で あ

る 。親 密 で ， 仲 が 良 い よ うで あ る。

 夫 と の関 係 は 良 くな か った ら し く，別 居 した り

した が ， 死 ぬ1ケ 月 前 か ら 面 倒 を 見 て い た とい

う。娘 夫 婦 と同 居 し，1人 暮 しの終 止 符 を うち，

ほ っ と して い る よ うで あ る。

III.セ カ ンダ リー ：

 お 人 好 しで ，世 話 好 きの 人 と思 わ れ る。新 しい

地 に 来 て， 近所 づ きあ い もな か った が ，老 人 会 に

入 り， また行 来 きす る 友 だ ち が1人 で き た とい

う。

 目ま ぐる し く変 わ る社会 に対 して は ，特 に ネ ガ

テ ィブな 感 情 は 持 た な い が ， この人 に とっ て， 大

正 ・昭和 の初 期 が 良 か った 時 代 で あ る。社 会 に 関

して も， 関心 が薄 い こ とは な く， ゴ ミを捨 て る こ

とや 暴走 族 の よ うな もの は ，許 せ な い ら しい 。「平

和 で あ って も事 件 が 多 くて 大 変 」 と， 今 の 日本 に

つ い て記 述 して い る。

IV.自 然 ：

 花 や 野 菜 作 りを か つ て して お り， 庭 の 草 取 りな

どを よ くす る 。現 実 的 な 自然 との 触 れ 合 い を す

る。
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V.超 越者：

 81歳 とい う高齢からも，死を覚悟 している。ひ

そかに献体 も考えている。特に超越者に関するも

のはない。           (菅野陽子)

4.考 察

 これ らの事 例 をみ る と，“具 体 的 な ”，“肉体 を も

っ た ”， “それ ぞれ の生 活 史 を生 き て きた ”， “生 身

の人 間 ” の 「生 き ざ ま」 が 彷 彿 と され る と思 う
。

 こ の よ うな “生 きた 事 例 ” を い ろ い ろ な グル ー

プに つ い て 何 十 例 か ず つ よみ く ら べ る と一.一勿

論 ，一・人hhは 個 別 の 生 活 史 を も った ユ ニー クな

個 人 で あ るが一 一・そ こに は ， あ る コー ホ ー ト，性 ，

地 域 に よ る特 徴 ， 共 通 性 を窺 う こ とが で き る。

匳 併 し，残 念 乍 ら， そ の ため に は 数 百 の事 例 を 必

要 とす る。具 体 的 に は 性(2)× 年 齢(5)× 地 域(4)

→40(表III-3参 照)1グ ル ー プ10人 と して10

×40→400と な る。1ヶ 一 ス2頁 と して800頁

で あ る 。 これ だ け の事 例 を お 見 せ す る こ とは あ き

らめ ざ るを え な い 。

 そ こで ， ア レコ レ勘 案 して ， サ ンプ ル と して え

らん だ の が この32例 とい う次 第 で あ る。斯 様 な

次 第 な の で ， この32例 の ウ ラに は1000余 の ケ

ー ス が ひ そ ん で い る
。 この こ と は 事 例 の 選 択 法

p.67で 述 べ た 。 これ らの 事 例 ， 並 び に パ ー ソナ

リテ ィ ・ス ケ ッチ をみ る こ とに よ っ て， 各 グル ー

プ の特 徴 ， 共 通 性 な どを 推 測 して 頂 け れ ば 幸 い で

あ る。

 以 下 ， 蛇 足 的 な 綜 括 を 少 し加 え る 。

 1自 己 に 対 す る態 度 に 関 して

 云 うまで もな く， これ が 最 も中心 的 な 領域 で あ

り，個 人 差 の大 きい 所 で あ る 。年 代 ，地 域 ，家 庭 ，

生活 史 を 包括 して で き上 っ た部 分 で あ り， 一 人 々

々独 自な部 分 で あ る。

 従 っ て， 主 に こ の部 分 を 訊 い てい る刺 激 文 に 対

す る反 応 は 非 常 に ・ミラ ィエ テ ィが 多 い 。そ れ 故 ，

反 応 を い くつ か の グル ー プに 集 約 す る こ とは 困難

で あ る 。又 ，そ れ が 当 然 で あ る。故 に ，KJを 行 っ

て グル ー プに ま とめ る こ と も， そ れ を 基 準 に して

評 価 す る こ と も余 り意 味 が な い 。そ こで 内容 分 析

の対 象 か らは除 外 した 次 第 で あ る 。そ して ， そ れ

に か わ る もの と して， こ こで 紹 介 す る事 例 に つ い

て， 各 被 調 査 者 の “生 の 声 ” を きい て も らお う と

い うのが 事 例 分 析 の主 眼 で あ る。

 1の “自己 ” に対 す る態 度 につ い て は 以上 の如

くで あ る。

 併 し， これ は あ く まで一 般 的 に は この刺 激 に は

この よ うな反 応が 多 い とい う こ とで あ る。刺 激 文

の短 い 「短 文 型 式 」 のSCTの 特 徴 と して は 各 刺

激 語 を機 械 的 に1～Vの カ テ ゴ リーに 別 け る こ と

に大 した意 味 は な い 。又 ，1～Vの 態 度 の分 類 も，

勿 論 ，便 宜 的 な もの で あ る。一 方 ，SCT調 査 は あ

くまで60の 文 章 全 体 を 読 ん で 被 調 査 者 の 態 度 を

把 握 す る もの で あ る 。

 例 え ぽ ， 「1-7争 い 」 は “自己 ”に 関す る刺 激 文

とい うこ とでKJの 対 象 か らは ず した 。併 し， こ

の 刺 激 文 に 対 して ，IIの プ ライ マ リー グル ー プ，

IIIの セ カ ン ダ リー グル ー プに 関 す る反 応 を す る

被 調査 者 は勿 論 多勢 い る 。(他 の 全 て の 刺 激 文 に

つ い て も同様 で あ る 。)

 一 方 ， い ろ い ろ な グル ー プのSCTを 読 ん で い

る と， そ の 中 に あ る 共 通 性 が 見 られ る こ とが あ

る 。例 え ば ， こ の 「争 い 」 に 対 して ，地 方 の 人 は

特 に 「気 を 使 って い る」 こ とに 気付 く。勿 論 ，一・

般 的 に い って も， この 刺激 文 で 多 い 反 応 は “争 い

は 好 きで は な い ”， “争 い は な るべ く さけ る よ うに

す る。”とい った 反 応 で あ る。これ は ，社 会 生 活 を

前 提 と して い る種 と して は 当 然 で あ ろ う。(勿 論 ，

中 に は攻 撃 的 な反 応 もあ るが 。)

 併 し，問 題 は そ の程 度 並 び に 様 相 で あ る 。つ ま

り，「争 い」が 許 され な い 閉塞 的 な環 境 。有 形 無形

の しめ つ け を 絶 えず 感 じる社 会 。そ の よ うな 社会

で 育 ち， 生 活 して い る心 性 が ひ しひ し と読 み 手 に

伝 わ っ て くる 。 この よ うな 点 を 北 陸 ・東 北 グル ー

プ のSCTを 読 ん で い る と強 く感 じ る。

 こ の よ うな 地 域 性 は 「親 戚 」「近 所 付 き合 い 」な

どに 対 す る 積 極 的 評 価 な どに も よ く 表 わ れ て い

た 。

 そ の他 で 目に つ い た 点 を あ げ る とIV自 然 ， V

超 越 者 に つ い て の 言 及 が 少 な い こ とで あ る 。 この
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こ とは ，い か に も 日本 人 の “人 間 万 歳 ”“世 俗 的 現

世 主 義 ” “物 質 万 能 主 義 ” の表 わ れ と して 首 肯 で

き る と共 に ， い さ さか 感 慨 な きを えな か った 。
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1.目 的

 今回の調査では，質問紙，SCT， 面接とい う3

つの技法が重層的に用いられている。これは，現

代日本人の生きた姿を広 く，なおかつ，深 く捉え

るために用いられた方法である。つま り，多 くの

個人に施行可能な質問紙調査と個人を深 く理解す

るのに有効な面接調査，そ して，その中間にあた

るSCTを 組合せることによって，現代日本の姿

を包括的に理解することを目指したとい うわけで

ある。そ うい う意味では，今回の調査での面接調

査の役割は，個人をより深 く理解す ることと言え

るだろう。

 面接が個人を深 く理解する上で有効な理由は，

被面接者 との対面状況において情報が得られるこ

とにある。面接状況では，面接者から被面接者へ

の質問 だけ でな く， 被面接老が疑問に思った点

は，面接者に直接尋ねることができる。そのため

質問や回答の意図が明確となる。また，面接老は，

被面接者の回答を聞いた上で，さらに深 く突っ込

んだ質問を行なうことができ，得られる情報もよ

り深みのあるものとなる。その他に，被面接者の

面接態度，表情，声の抑揚などの非言語的な情報

は，質問紙やSCTで は得られない貴重な手がか

りとなる。

 面接調査には，このような長所がある一方で，

い くつかの難点もある。その1つ は，施行が他の

技法に比べて難 しいということである。質問紙調

査では，被調査者の負担が少ないため，比較的協

力を得易いが，面接を行な うとなれば，なかなか

協力が得 られない。また，面接者はある程度の熟

練を必要とするため，面接者の数を確保す ること

も難 しい。また，距離，時間，予算などの関係か

らの制約もあ り，地域的に限定せ ざるを得ない。

従って，被面接者の数は限られたものとならざる

を得ない。

 もう1つ の問題は，面接の施行方法に関するも

のである。面接調査には様々な施行方法がある。

例えば，質問内容が予め決められた構造化 された

面接や，あまり厳密に決めずに面接に臨み，その

場の雰囲気や話題の展開に従 って質問を行な う場

合もある。この両者は，それぞれ長所 と短所を持

っているが， 目的に合った適切な施行方法を決め

るのは難 しい。この調査の目的は，現代日本人の

生き方を探ることであり，“生き方”とい う漠然と
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した内容を面接によって聞き出す必要がある。 こ

ういう場合，あまり構造化されていない面接を行

なうことが多い。しか し，ただ漠然と面接に臨ん

でも被調査者の生き方を知ることはできない。あ

る程度，面接内容の焦点を絞らなければ，意味あ

る結果に結び付けることができない。

 そこで，われわれは，質問紙調査に用いた質問

紙を面接の土台として用いることに した。質問紙

は，現代 日本人の生き方を理解する上で重要 と考

えられ る領域を考慮して質問が設定されている。

そういう意味では，面接の格好な題材となる。具

体的には，面接法による質問紙調査のような形を

とり，それをきっかけとして，被面接者の意見や

感想を引き出すとい う方法をとる。このような方

法を取ることで，被面接者の動機づけを高め，ま

た，「何かを自分から話さなけれぽならない」とい

う圧力も取 り除 くことができる。

 面接結果の分析方法としては，事例分析を行な

うことに した。こ・れは，調査全体における面接の

役割から，個人を深 く理解す るとい うことを重視

したためである。従って，本章には面接事例を28

例ほど掲載した。

2.方 法

 [面接方法]

 面接者が，被面接者に直接連絡をとって面接の

日程を決定 した。面接では，質問紙調査の質問紙

が用いられた。面接者は，質問紙を被面接者に示

しながら質問文と選択肢を読みあげ，被面接者の

回答を質問紙に記入した。その際，必要があれぽ

被面接者に意見や感想を求め，その内容も質問紙

の余白に記入 した。

 なお，面接には，質問紙とSCTの 分析を担当

した社会人の16名 があたった。

 [分析 手 続 き]

 面 接 結 果 は ，事 例 分 析 とい う形 で ま と め ら れ

た 。具 体 的 に は ，面 接 時 に記 入 され た質 問紙 を も

とに ， 面 接 者 が パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ を作 成

す る とい うもの で あ る 。 この パ ー ソナ リテ ィ ・ス

ケ ッチ は ，SCTの 事 例 分 析 と類 似 した もの で あ

るが ， 質 問 紙 の形 式 に 合 わ せ て， 〈1.フ ェイ ス〉

〈II.自 己〉 〈III.プ ライ マ リー〉 〈IV.セ カ ン ダ リ

ー〉〈V .超 越 者 〉 の5つ の 項 目の も とに ま とめ ら

れ て い る 。各 項 目 ご とに ， 質 問紙 の質 問 に対 す る

回 答 も考 慮 して ，被 面 接 者 の述 べ た意 見 や感 想 を

中 心 に 個 人 像 を 記 述 した 。

 [被面接者]

 原則として質問紙調査とSCTに 回答した被調

査者の中から，被面接者を選択 した。しかし，中

には面接調査のみを受けた者も含まれている。被

面接者数は，男性14名 ，女性14名 である。被面

接者の年齢は，20歳 ～76歳 で，居住地域は，東

京都内，首都圏，その他の関東地方，宮城県，福

島県，石川県などである。

 [調査時期]

 面接調査は，1992年(平 成4年)の8月 から

1993年(平 成5年)の3月 にかけて行なわれた。

これは，質問紙 とSCTの 結果がある程度 まとま

った時点で，その結果 も考慮して面接調査を施行

したためである。

3.事 例

 以 下 に ，28の 面 接 事 例 を掲 載 す る。各 事 例 は，

面 接 の結 果 に 基 づ きパ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ を

作 成 した もの で あ る。

 各 事 例 の属 性 は 以 下 の 通 りで あ る。

No. 性別 年齢 居住地域  職業 頁
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[1.フ ェイス]

19歳 男性 石川県在住 短大(共 学)1年 生

父(公務員)，母，妹 の4人 家族

【II.自 己]

 科学技術の発展に関する質問に対して，「便利で

快適な世の中になった」を選択 してはいるが，「こ

んな豊かな生活は長 くは続 か ない」を選 んで い

る。生活全体へは，どちらかといえば不満だが，

「個人の力はあまりに小さく，もはや個人の努力で

は社会を変えていくことはできない」とい う意見

に同意 し，「要領よくふるまうほうが 結局得 をす

る」 と思っている。「今の社会には， 問題もある

が，批判ぽか りするよりも，社会の流れの中にい
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た方 が よい と思 っ て い る」 と コメ ン トして い る。

 被 面 接 者 は ， 一・番 大 切 な もの に 「時 間 」 を あ げ

てい るが ，「有 意 義 に 時 間 を 使 って い る とは 思 え な

い 」 と述 べ て い る 。

[III.プ ライ マ リー]

 婚 前 交 渉 や 同 棲 に対 して は肯 定 的 で あ り，「い ろ

い ろ考 え る と結 婚 した方 が よ い と思 う」 を 選 択

し， 「結 婚 した ら，子 供 を つ く る こ と は 当 然 で あ

る」 と考 え て い る 。家 事 ・育 児 に 関 して は ， 夫 が

協 力 し， 妻 が 中 心 とな って 行 な うべ きだ が ， 女 性

は 子 供 が で きた ら， 仕 事 は や め た方 が よい ， と思

っ てい る 。これ は，「主 に 両 親 のや り方 を み て ， こ

の よ うに 思 った 」 と述 べ て い る。

 家 庭 の 意 味 に つ い て は ， 「便 利 な 時 も あ る が ，

わ ず らわ しい時 もあ る」 を選 択 して い る。 これ は

「両 親 か らい ろ い ろ と言 わ れ る こ とが あ る」 か ら

と コ メ ン トして い る。 しか し， 家 族 は 「一 番 大 切

な人 間 関 係 」 と してい る。

 「両親 が 身 の 回 りの こ とを で き な くな っ た ら」と

い う質 問 に つ い て は ，「どん な に 大 変 で も， 同 居 し

て 面 倒 を み る」を選 択 して い る。 ζれ に つ い ては ，

「自分 は長 男 な ので ，当 然 の こ と と思 う」と述 べ て

お り， 寝 た き り老 人 の世 話 に つ い て も，「どん な に

大 変 で も子 供 が世 話す るべ き だ」 を選 ん で い る。

 家 族 に対 す るガ ンの告 知 に つ い て は 「本 人 に 告

げ る」 を選 択 し， 自分 自身 につ い て も， 告 知 を望

ん で い る。

 な お， 長 男 な の で， 将 来 は両 親 と 同居 して面 倒

をみ た い と望 んで い る。

[IV.セ カ ンダ リー]

 親 戚 付 き合 い や近 所 付 き合 い に つ い て は ，：気軽

な 付 き合 い を選 ん で い るが ，「親 戚 付 き合 いや 近 所

付 き合 い とい って も， まだ あ ま り実 感 が な い」 と

コ メ ン トして い るo

 日本 に つ い て は ， 「経 済 的 に豊 か な 国 で生 ま れ

て よか った と思 うが ， 政 治 家 に は 物 足 な さを 感 じ

る」 と述 べ てい る。

 また ，天 皇(制)に つ い て は ，「あ って も，な く

て も， どち らで も よい 。天 皇 制 とい う言葉 を 聞 い

て も ピン と来 な い し， 天 皇 や 皇 族 に つ い て は ， テ
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レビで放映されれば見 るが，特に強い関心を寄せ

ている訳ではない」 と述べている。

[V.超 越者】

 男女の産み分けについては，「技術的に可能であ

っても，意図的に操作す るのは，いろいろと問題

があると思う」 と述べ，慎重な態度を示 した。一

方，臓器提供に関 しては，「それで他の人に役立つ

のであれば，そうす ると思 う」 と述べ，前向きな

考えを示 した。尊厳死については，否定的な考え

を示 した。

 自分の死後については，「長男でもあり，当然祖

先の墓に入 ると思ってい る」と述べた。

 宗教は，何も信じていない。なお，「お正月には

友だちと初詣には行 くが，特に宗教を意識 してい

る訳ではない」 と述べている。  (小林和久)

事例2

[1.フ ェイス]

31歳 男性 埼玉県在住 東京へ通勤 大卒

会社員 妻(：専業主婦)と9ヶ 月の女児と3人 暮 し

会社の仕事ぶ りは冷静沈着で几帳面，ち密 性格

的に多少の硬 さはあるが周囲の状況を よく見て動

く 自分の領域はしっか りと守 る

[II.自 己]

 「現在の生活には充分満足しているが，我hの 年

代では，そろそろ持ち家を考えなければな らず，

そ の問題 が解決 されない限 り “どちらか といえ

ば”を付けたい気持ちが残 る。社会の発展，科学

技術の発達に関しては，生まれてか らこれまでひ

どい落ち込みを経験 していない(オ イルショック

時は一次，二次 とも子供時代)の でどうしても楽

観的になってしまう。」

 「社会の変化は最終的には個人の動きに帰す る

のだか ら，社会を変えて行 く個人の力を小さく考

えた くはない。」

 「人間は基本的には自然の一部なのだから，その

中に根ざした生活をすべきだが，科学技術の発達

を信ずる立場か らすれば，積極的な意味において

の科学の利用を押し進め自然との調和を図れない

ものかと思 う。」

 「自分の最 も大切な もの は生きがいとしての子

供であ り，その子のためにも仕事にも力を注ぎた

い。」

[III.プ ライマ リー]

 「性的まじわ りは，結婚を約束 した相手とな ら

構わないと思 うが，同棲は賛成 しかね る。結婚は

しなければならないものと窮屈に考えたくはない

が，現状 では結婚 したほ うがなにかとよいと思

う。結婚→出産は当然のな りゆきなので自然にま

かせ るしかない。育児については子供が大きくな

ったその時考えるが，今のところは妻が子供の側

に居てほしいと思っている。夫が外で，妻が内と

役割を決めて考えてはいないが，家事：育児は妻が

主にや り，夫 はそ れを手伝 うのが よいと思う。」

 「離婚は身近 にもあ り， 今は特別なこととは考

えないが，結婚生活を単なる男女の愛情問題だけ

で考えず，子供のことも考え，その維持には最大

の努力をすべきではないか。」

 「両親の老後はどんなに大変 で も子供が見るべ

きと考えているのは九州育ちのせいだろうか。 し

かし，自分が一人になった時はできるだけ子供に

迷惑はかけたくない。」

 「癌の告知は，家族 に対 してはケース ・バイ ・

ケースでも，これまでの自分を納得 して死にたい

ので，自分にはぜひ教えてほしい。治療に付いて

は最後まで医学的手だてをつくすほうが，現在の

技術段階ではよいと思う。」

[IV.セ カンダリー・]

 「親戚， 近所， 職場の同僚 と最低限の付き合い

とい うのは，味気なく，不都合 も多い。最 も大切

な付き合いは，迷 うことなく利害関係のない学校

時代の友人である。」「現状に不満のない自分にと

っては日本に生まれたことが一番の幸せ と思 う。」

「天皇制は長短があ りどちらともいえないが，大統

領制がよいとは思えない。」

 「死の判定が確立されていない現状 では脳死段

階の臓器移植はどちらともいえないが，それが確

実なものとなっての心臓移植は構わないと思 う。」



 「本人の意志を認めた尊厳死は必要だ と思 う。死

後の世界はなく，無に帰するのみなので，死後の

世界を考えるのは無駄。」

[V.超 越者]

 「宗教を否定す るわけではないが，自分の判断や

生き方に影響を与えるとい うほどの積極的な信心

はないとい う意味で，『何も信 じていない』に○。」

[本人まとめ]

 「自分が世代の違 いを考えるのは，子供の時の

TV番 組の話を した時。ライフスタイルにおいて

幼児期の体験は大 きいと思う。」  (三浦公一)

事例3

[1.フ ェイス]

31歳 男性 福島市在住 大卒

団体職員(事務) 既婚，現在2人 暮 らし

大学卒業後渡仏(3年6ヵ 月)現地旅行代理店等に

勤務後帰国，現職に就 く

[II.自 己]

 社会の豊かさに関す る質問に対 して 「こんな豊

かな生活は長 く続かない」 と回答，現在を豊：かで

あると肯定 しなが ら 「豊かだと言っても環境問題

が心配」 とコメントがあった。同様に科学技術と

自然破壊に関する項 目についても 「両立させたい

から」無回答であるとコメン トしている。

 (福島)市 内には街路樹す らな く東京 より殺伐と

した感 じだと話し，自然との関わ り合いに高い関

心を見せていた。

 仕事に関しては，「(現在の仕事がいやだ と言 う

わけではないが)今 の仕事を続けなければならな

いとは思わない」 との事で，本人自身が2度 の転

職を経験 しているせいか淡hと した コメン トであ

った。

[III.プ ラ イ マ リー]

 婚 前 交 渉 や 同 棲 に 付 い て は ， い い とか 悪 い とか

の価 値 的 問 題 で は な く 「ど うで もい い こ と」 とい
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う判断である。しか し結婚自体に関 しては，適切

な選択肢が無いとしながらも 「結婚 したほ うがよ

いと思 う」と肯定的であ り，結婚や子供の存在に

関する項 目についてもそれが生活の重要な部分と

見ているようである。

 女性の仕事と結婚 ・育児については 「子供がで

きても，そのまま仕事は続けた方がよい」を選択

し，「嫁さんの稼ぎが大事，が本音」であるとして

いる。家事育児は現状 としては 「もっぽ ら妻がお

こな う」もので，同等にやるものではないと思 う

とコメントしているが 「夫が助ける」を理想とし

て選択 し，「嫁さんの稼ぎをあてにする分は考えな

いと」 とっけ加えている。

 「両親が身の回 りのことができなくなったら」と

いう質問には 「大変でも同居 して面倒をみる」と

回答 しているが自分自身が配偶者に先立たれたら

の質問にたいしては 「できるだけ一人でがんぽる

と回答，「同居老人の方が 自殺率が高 い か ら」と

述べている。

[1V.セ カンダリー1

 親戚付き合いに関しては 「相談 した り，助けあ

った りす る付き合い」を選択 しているが 「親戚に

もよる，出来れぽ付 き合いたくない親戚 もいる」

と述べ，実際に疎遠な親戚がいるとの事である。

 日本に生 まれての感想は 「改めて聞かれると正

直戸惑 が， も う海外 で暮らそ うとは思わないか

ら」 と述べている。

 天皇制は 「あっても邪魔にならない し，いいん

じゃないか程度」との コメン トであった。

[V.超 越者]

 男女の産み分けに関しては 「人為的操作は良く

ない」とし 「男の子が欲 しいとき，お腹の子が女

の子なら堕胎す ることになったら大変で しょ，考

えます よね」 と述べている。

 「死後」に関 しては 「生 まれ変わ りたいか ら」を

理由に 「霊魂は残る」を選択 している。また死後

は 「先祖の墓に入 りたい」としているが 「太平洋

にまいて欲 しいとい うのも分かるような気がす る

が，どんな所に入るにせよ，その面倒を見てくれ

る人の問題で しょう」と述べている。
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 宗教に関 しては無回答であったが，「何 も信 じて

いないと言 うより，特に信 じていない。でも信仰

を持っている人は強いと思 う」と述べている。

                (田辺 稔)

事例4

[1.フ ェイス]

31歳 男性 東京都在住 大学院卒 大学教員

未婚 母 ・弟 ・弟の配偶者と4人 暮し

[II..自 己]

 当 人 は ， 経 営 学 を 専 攻 して お り， また ， キ リス

ト教 を 信 仰 して い る。

 今 の 社 会 に つ い て は ，物 質 面 で は ， 「高 度 情 報

化 社 会 に つ い て 行 け る人 に は便 利 で快 適 で あ ろ う

が ， こん な豊 か な生 活 は長 くは続 か な いだ ろ う」

と考 え て い る 。精 神面 で は ，「他 人 の こ と よ り自分

の こ とを 優 先す る風 潮 は ，貧 困 そ の もの で あ る」

と考xて い る 。「時 に ，投 げ や りに な って ，個 人 中

心 の生 活 に憧 れ る こ と もあ るが ， それ で は人 類 の

将 来 が 危 うい 感 じがす る」。「10年先 の こ とは よ く

分 か らな い し，個 人 の理 想 を1人 だ け で追 求 す る

こ とは現 代 社 会 で はむ ず か しいだ ろ うが ， 人 生 設

計 ・将 来 計 画 だ け は しっか りた て てお きた い 」 と

思 う。

 環 境 と経 済 と どち らを取 るか と言 わ れ れ ぽ ，「生

活 を犠 牲 に して も自然 を優 先 させ た い が ， 大 都 会

に 長 く住 み す ぎ てい るか ら あ ま り自信 は な い 。 し

か し， 自分 の中 で は ， きち ん と清 潔 な 生 活 が した

い」 と考 えて い る。

 仕 事 は 「一 生 懸 命 した い 。 しか し， 本 当 に や り

たい こ とのた め の時 間 は しっか り確 保 して お きた

い 。 コ ロ コ ロ仕 事 を 変 え るの は よ くな い 」。

 一 番 大 切 な こ とは 「信 仰 」 で あ る。

[III.プ ラ イ マ リー]

 結 婚 は ，「ふ さわ しい 人 が い れ ば とい う条 付 付 き

で ， した 方 が よい 」 と思 う。結 婚 以前 の性 的 関 係

や 同 棲 ・離婚 に つ い て は否 定 的 。「失 敗 や 後 悔 の原

因 とな る こ とが 多 い」 と思 うか ら。

 子 供 に つ い て は，「自然 に任 せ て増 えす ぎ て も 困

る」。育児の最中は，「母親が仕事をしない で子供

の面倒をみた方がよい」と考えている。

 家庭は，「生活の中心であり，個人の生活をある

程度犠牲に してもやむをえない」ものである。 し

か し，「夫は経済的に家庭を支える義務を持ってお

り，家事 ・育児については補助的な役割しか果た

せない」だろ う。

 父親は10年 以上前に亡くなっているが，母親

が 「寝たきり老人になったら，どんなに大変でも

同居 して面倒をみたい」と思う。

 癌の告知については，「真実を大切」にして，告

知したいし，告知 されたい。

【IV.セ カ ンダ リー]

 親 戚 ・近 隣 ・友 人 とは，「道 理 に か な った 範 囲 で

気軽 な付 き合 い方 を した い」。

 ま あ 日本 に生 まれ て 良か っ た と思 う。天 皇 制 に

つ い て は， 何 とも言 えな い 。

[V.超 越者]

 「人間は，死ねば無に帰すとい う信仰を持ってい

る」。

 産み分け，臓器の提供と移植については反対。

 尊厳死については，悪用が怖 い。「医師の義務

は，薬よりも心の安らぎを患者に与えることだ」

と思 う。

 「神，聖書，奇跡を信 じる。今，人間の知力 ・英

知に対する信仰が壊れつつあるように思 う。人間

が人間を支配 した り，変えた りす ることはできな

い。そ うす ると，残ったものは超 自然的な力であ

る。しかし，その間に は確 かに論理の飛躍があ

る。この飛躍に疑問を持ち，考えることが宗教で

あり，信仰である。自分な りに，聖書の中の神は

信 じられると思っている。この神は西洋の神では

ない。中東からはじまり世界に広まったというこ

とは，世界中の人が救いの対象になっている。ハ

ルマゲ ドンは比較的近いと思う。聖書に ょれぽ，

その時すべての宗教は滅び，神の民だけが救われ

る。その時は私たちには知 りえない。それゆx，

今できること，成すべきことを精一杯や りたい」。

                (伊藤隆 一)
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事例5

[1.フ ェイス]

34歳 男性 神奈川県在住 東京へ通勤 大卒

会社員 妻(専 業主婦)と6ヶ 月の男児と3人 暮し

会社の文字通 りの中堅で仕事に積極的に打ち込ん

でいる 言動は 目立つほ う 人気がある

[II.自 己]

 「社会に対する感 じ方 や科学技術の進歩に対 し

ては，いろいろな取 り方があ り難 しいが，基本的

には肯定的で，それ故今後の自分の生活は計画的

にやって行 こうと思う。社会変化に対する個人の

影響力については，今の世 の中一人ではどうしよ

うもない と思 うが，そう思うのは`く やしい'の

で，個人の努力では社会を変えて行 くことができ

ないとい う意見は認めたくない。要領 よくふ るま

うことは， 『反発を感 じる』とい うところに共感

があ り，2に ○。」

 「自然破壊の問題は，自然 との共存を第一と考

えるし，破壊はもう限界に来ているので，不便で

も，快適さを犠牲にしても，自然を大切にしなけ

れぽと考える。」

 「一番大切な もの は安 らぎを与えてくれるもの

として家族をあげるが，仕事に生きがいが持てな

いとそれも駄 目になるので，仕事にも同じぐらい

力を入れている。」

 「両親の老後は，二人あるいは残った一人がボヶ

た時は，施設に入れるという話合 いが つい て い

る。自分が一人残った場合でも意識が しっか りし

ている間は子供 と一緒 に暮 らしたい。寝たきり老

人を子供が面倒見 るのは当然だと思 うが，現状で

は無理。しか し，自治体や国に責任を押し付ける

のも本人にすまない気がするので，税金対策や行

政の介助のサポー トを受けながら子供が見 るのが

よいと思 う。」

 「家族に対す る癌の告知はケース ・バイ ・ケー

スだが， 自分は強 くない ので知 らせないでほ し

い。」

 「ホスピスの設置のため税金を使 うこ とは賛成

だが，現在のままの税金の使い方，納税方法のま

まで，納税額を増や され るので は納得がいかな

い。」

[IV.セ カンダリ，__.]

 「親戚や近所の付き合 いは最低限の付き合いで

はさびしい気がするので，気がるに行き来できる

程度ではあ りたい し，職場の同僚との仕事後の付

き合いもほどほどにほしい。大切な人付 き合いを
一つに絞るのは苦しいので

，敢えて職場の同僚 と

学校時代の友人の二つを選ばせてほしい。」

 「物足 りない気もするが，平和が一番なのでrま

あ日本に生まれてよかった と思 う』天皇制にっい

ては深 く考えた結果で はな いがrあ った方が よ

い』 と考える。」

[III.プ ライ マ リー1

 「深 い愛 情 に む す ぽ れ た 仲 で の 性 的 な ま じわ り

は 認 め るが ， 同棲 は け じめ が な く， だ ら しな い と

思 うの で， 正 式 に 結 婚 を す べ きだ と思 う。」

 「結 婚 した ら子供 を つ く るの は 当然 だ が ，夫 婦 の

合 意 の うえで つ くる のが よい 。そ して ， 子 供 が 小

さい 間 は 母 親 が 側 に い て ほ しい 。や は り， 自分 は

古 い のか な 。」

 「家 事 を妻 の専 業 とは 思 わ な い し，現 に手 伝 っ て

は い るが ，妻 が主 に な っ てや っ て ほ しい と思 う。

家 族 は一 番 大 切 な 人間 関 係 だ と思 う し，で あ れ ば ，

そ の家 族 の ため 個 人 の犠 牲 は や む を 得 な い と考 え

る 。」

[V.超 越者]

 「男女の産み分けは自然の摂理に反す るの で反

対。臓器提供は死の判定が確実にできるようにな

れば，ぜひ役立てたい。臓器移植は賛成ではある

が，意識 のな い状態で の延命治療には疑問が あ

り，尊厳 死も認めて貰いたい。」

 「最近，祖父の影響，子供の出生を通 じ，仏 とい

うものを信じたい気持ちになっている。神様は都

合のよい時だけのような気がする。」

[本人まとめ]

 人の生き方(ラ イフスタイル)は 今の様な状況

では，基本的にはその人の個性が大 きな要因と思
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う。そ うい う意味で は子供の育て方が大切と思

う。               (三浦公一)

事例6

口.フ ェイス]

36歳 男性 神奈川県在住 大卒 会社員

既婚 子供なし 自分の両親 ・妻と4人 暮 し

[II.自 己]

 社会の今後については，「いろいろな変動があっ

ても長い 目で見れば人間の生活は向上し，さらに

豊かな社会に発展 してい く」と考えている。また，

人工的でも便利で快適な生活の方を好み，「機械に

できることはどんどんやってもらった方が よい」

と述べている。そして，環境汚染なども科学技術

の発展でいずれ克服できると考えている。

 転職の経験は一度あるが，自分のわがままで職

を変えることには否定的である。仕事に関しては

「生活の糧 という面 もあるが，それだけではな く，

人生の中で重要な意味を持つ」と述べている。

 また，要領よくふるまう方が得だとい う考え方

には反対で，「そういう人はいつかはポロがでる。

やは り地道に生きるべきだ」と述べている。

【III.プ ライマリー]

 結婚を約束 していない性的関係や同棲について

は否定的である。一方，結婚や子供を持つことに

関 しては，個人の自由と考えている。「仕事で育児

がおざな りにな るのは子供に とって よ くな いの

で，女性は子供ができた ら一時仕事をやめ，手が

かからなくなった ら再開するのがよい」とコメン

トしている。また，「夫は大半の時間会社で働いて

いるので，家事や育児は物理的に手伝い程度しか

できない」 とも述べている。

 家庭 については， 「生活の中心であ り， 心のよ

りどころである」を選択 し，家族は一番大切な人

間関係であるとしている。

 老後に関 しては，今現在両親 と同居 して い る

が，将来あま りに も大変なことになった場合，施

設を利用す ることも考えている。自分自身が配偶

者 に 先立 た れ た時 は， で き るだ け 一 人 で が ん ば る

つ も りで い る。

 家 族 に 対す るガ ン告 知 は，「ケ ー ス ・バ イ ・ケ ー

ス」 を 選 択 して い るが ， 自分 に関 して は 「や る こ

とを や って 死 を迎 え た い」 と， 告 知 を 望 ん で い

る。 核 家 族化 し，子 供 も少 な い時 代 な の で， た と

え 税 金 が 重 くな って も， 自治 体 や 国 に よる老 後 ・

ホ ス ピ ス等 の施 設 の充 実 を希 望 して い る。

[IV.セ カンダリー]

 親戚付 き合いは，皆関東に住んでいるため割 と

頻繁である。近所付き合いは必要性を感 じておら

ず，あいさつ程度でよいとしている。職場の同僚

とも，「特に趣味があ うわけでもないし，時間がな

い ので仕事に直接関係す る範囲の付き合いでよ

い」と回答 している。大切に しているのは気軽に

話せる大学時代の友人だが， これ も忙 しくてなか

なか会えないでいる。

 日本に関しては，平和で裕福で文化 も高いこと

を理由に，「なにかにつけて日本に生まれてよかっ

たと思 う」を選択 している。

 また天皇制については，「外交や文化行事の時，

政治家が表に出るより好ましい場合がある」 と述

べ，象徴としてあった方が よいと述べている。

[V.超 越者]

 男女産み分けに関しては，「自然のバランスが く

ずれるのでよくない」としているが，臓器移植に

ついては，「他の人の役に立つならばそうしたい」

を選択 している。また，「病気で苦しんだ り惨めな

状態になるよりは，人間性を保っている段階で死

にたい」と，尊：厳死には賛成 している。人間は死

ねぽすべて無に帰す ると考えてお り，自分のお骨

の扱いに関 しても，特にこだわ りはない。

 宗教は何も信 じておらず，「新興宗教を信 じる人

の気持ちが理解できない。いい加減な新興宗教を

宗教法人として保護す るのはおかしい」 と述べて

いる。             (齋藤律子)



事例7

[1.フ エイ ス]

38歳 男性 神 奈 川県 在 住 四大 卒

民 間 精 神病 院勤 務(ケ ー ス ・ワー カ ー)

妻 ，子 供3名 の5人 家 族

[II.自 己]

 職 業 柄 ， 社 会 に 対す る不 平 等 に 怒 りや 反発 を感

じてい る と し， 自分 に と って一 番 大 切 な もの は，

「差 別 のな い 社 会 」 と述 べ て い る 。また ，今 の生 活

に どち らか とい え ば ，満 足 して い る方 で ， 仕 事 以

外 に も同 じ位 の 力 を入 れ た い と思 って い る。

 転 職 の経 験 が あ り， 公 務 員 か ら現 在 の 仕事 に従

事 してい る 。そ の 実 際 の体 験 か ら，転 職 につ い て

は 「一 度 勤 め た 以 上 ， 簡 単 に やめ るの は よ くな

い 」 と今 は 思 って い る とい う。

[III.プ ラ イ マ リー・]

 結 婚 に つ い て は ， 形 式 に こだ わ らな い 。婚 前 交

渉 や 同 棲 は 肯 定 的 考 え方 をす る。 「愛 し あ っ て い

れ ぽ 結 婚す るの が 当 然 で あ る」 と感 じるが ， 回答

と して は ， 「い ろ い ろ考 え る と結 婚 した 方 が よい

と思 う」 を選 択 して い る。

 女性 の仕 事 に つ い ては ， 結 婚 後 子 供 が で きて も

続 け た方 が 良 い と し， 家 事 ・育 児 は ， 夫 と妻 と同

等 に お こな うのが よい と考 え て い る と して い る。

実 際 に は， な か な か 行 え な い と コ メ ン トして い

る 。

 家 庭 は 「心 の よ りど こ ろ」 で あ り， 愛 情 が 失 わ

れ た ら，離 婚 す べ きだ と思 っ て い る。

 「両親 が 身 の 回 りの こ とを で き な くな っ た場 合 」

は， 「老 人 ホ ー ム等 否 定 的 に 考 え てい な い が ，本 当

に 割 り切 れ るか ど うか と思 う。実 際 に は， 葛 藤 が

あ る と思 う。現 実 的 に は ，近 い こ とで あ る 。」と述

べ て い る。自分 自身 は ，妻 に 先 立 たれ て も，「新 し

い パ ー トナ ー は探 さず ， 一 人 で 頑 張 りた い 」 と考

え て い る 。「寝 た き り老 人 の世 話 」 は， 「そ の 他」

を 選 択 し， 「低 負 担 で も， 自治 体 や 国 が 行 え るは

ず だ 」 と コ メ ン トして い る。

 ガ ンの告 知 は， ケ ー ス ・バ イ ・ケ ー スだ が ， 自
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分 自身 に は ， 「知 らせ てほ しい 」 と思 う。

[IV.セ カ ンダ リー]

 親 戚 ， 近 所 の人 と は 「一 応 気 軽 に 話 し合 え る よ

うなつ き あ い」 を 望 み ， 職 場 の同 僚 とは ， 仕事 が

終 った 後 も話 し合 った り， 遊 ん だ りす る程 度 は付

き合 い た い と して い る 。大 切 な 人付 合 は ，高 校 時

代 の友 人 だ と述 べ て い る。

 日本 に 関 し て は ， 「時/zい や な 国だ と思 う」 と

し， 天 皇 制 に は反 対 で 「大 統 領 制 の方 が よい 」 を

選 択 して い る。

[V.超 越 者]

 生 命 操 作 に つ い て は ，産 み 分 け に は反 対 で あ り

臓 器 移 植 は ， 自分 が 他 人 に提 供 す る こ とで は， 脳

死 を 認 め て い る。 しか し， 今 は まだ 共 通 認 識 が き

ち ん と作 られ て い な い こと， また 臓 器 売 買 が 心 配

で あ る とい う意 見 で あ る。

 リヴ ィ ン グ ・ウ ィル に よ って 尊 厳 死 を 認 め る こ

とを ， 素 直 に は 良 い と思 うが ， 問 題 が 多 い こ と も

確 か だ と して い る。

 死 後 に つ い て は ，調 査 票 の 中 の選 択 肢 か ら選 ぶ

こ とが 出来 な か っ た とい う。 それ は， 霊 魂 とい う

こ とで は な く， そ の人 の歩 んで きた もの は ， 引 継

が れ て い くの で “無 ”で は な い か ら とい う理 由 で

あ る 。 自分 の死 後 は ， 「ビル 中に 作 られ た 墓 地 」で

あ っ て も構 わ な い と して い る 。宗教 ， 信 仰 の力 を

否 定 は しな い が ， 敢 え て い うと， 何 も信 じて いな

い と述 べ て い る。        (菅野 陽 子)

事例8

[L 7エ イス]

39歳 男性 東京都在住 大学院卒 既婚

短大教員 妻(専 業主婦)と2人 暮らし

[II.自 己]

 現 在 の社 会 は豊 か で便 利 で あ る と思 っ て い る

し，「自分 が まだ 技 術 に つ い て い って い る」の で満

足 して い る。

 しか し将 来 は 「追 い つ け な くな る」 し，「世 界 的
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に見ても豊かさが続 くのはせいぜい10年程度」。

 「技術 システム自体が社会 ・自然環境を変え」，

科学が発展しても 「人口爆発 ・高齢化社会などに

よる混乱がその後の発展を飲み込んでしまう」と

悲観的。「今の便利な生活機器は手放せ な い」の

で，「生活のレベルを現状維持のまま，な ん とか

自然と科学技術のバランスがとれないか」 と考え

る。

 社会的矛盾には 「怒 り」を感 じ，なんとか変え

てゆきたいと思い，「選挙にも行 くし，授業 でも

思う事を述べるようにしている」。

 転職には肯定的で，「淘汰 されていく」ことにな

るので，終身雇用 よりむ しろ 「社会的に厳 しい」

生き方だ と思っている。

[III.プ ライマリー]

 自分の一番大切なものは 「落ちついて休める暖

かい家庭」で，家庭は気ままでいられる心の拠 り

所である。

 結婚は 「した方が良いと思 うが しな くても構わ

ない」。特 に 「女性が経済的に自立できるように

なってきたので，だんだん結婚に拘らな くなって

いくと思う」。

 同棲 ・婚前交渉は基本的に 「かまわない」が，

まったくの 「フリー」にも引っかかる。

 育児は 「理想的には夫婦が平等に行 う方が良い

が，現実的には妻が主，夫が補助となると思 う」。

そのためにも 「子供がある程度㊧年齢になるまで

妻は仕事を辞めて，育児に全力投球すべき」だ。

夫が専業主夫をするのは 「今の社会では難しいが

そういうシステム作 りを してもよい時だし，実態

が先行する方が良いのかもしれない」とは思って

いるo

 寝たきり老人や年老いた両親 の面倒は家庭内と

それな りの施設とを両方使って行 う事になるだろ

うが，それでも 「相当苦労しそ うな気がす る」。

 自分がガンになったら 「知らないで死ぬのは嫌

だから」告知して欲しいし，家族にも 「約束だか

ら」知らせる。末期ガンで 「生かされ るのは嫌だ

から」ホスピスを増やして欲 しい。

[IV.セ カンダリー]

 親戚とは 「親の事などで世話になる事が多くな

ってきたので」最近では行き来す るようになって

きた。近所づきあいは以前住んでいた下町ではか

な り密だったが，現実に，マンションなどでは全

く必要ない。

 日本は 「幸せでのんきで便利」なので日本人で

良かったと思 う。

 天皇制は 「現在の象徴天皇制 しか 在 り方 はな

い」。

[V.超 越者]

 「1人で10人 以上を助けられ る」のだから脳死

後，臓器を提供 したいと思っているが，臓器移植

は延命率をあげ るまであま り急いで一般的治療法

とはしない方が よいと思 うし，尊：厳死の 「法制化

は日本ではまだまだ難 しい」と思 う。

 「人間の未解明の能力としての`奇 跡'`超 能力'

は認めている」が，宗教 ・信仰は無 く，死後の事

にはあま り関心がない。    (伊藤ひろみ)

事例9

[1. フェイス]

42歳 男性 北海道生れ 20歳過ぎ社会人とな り

道内，東北地方を転勤，現岩手県在住 高卒

会社員 妻(専業主婦)と 子供2人(息 子 ・娘，い

ずれも小学生) 結婚生活10年 余

【II.自 己]

 年収1，000万 円をゆ うに越える今の生活に 「ど

ちらかといえば，満足 している」。また 「便利で快

適な世の中になった」 と思 うが，「今の社会が精

神的にも物質的にも豊かだとは思わない」。「将来

の生活は心配いらないなんとかなる」 と考えてい

るわけではないが，その意味で 「今の生活を充実

させることが大切」と考えている。また 「要領よ

くふるまうほ うが結局得をす る」 とは思うが，そ

の考え方には反発 したい。

 「個人の努力 では社会を変えていくことはでき



な い」 とは 思 うが ， 選 挙 に は さ さや か な一 票 を必

ず 欠 か さず 投 じて きた 。

 「快 適 な世 の 中 に な った」 と思 うが ， 「多 少不 便

で も， 人 間 は 自然 の 中 で 大 地 に 根 ざ した 生活 をす

るほ うが よい 」。 さ らに ， 「生活 の レベ ル を落 して

も， 快 適 さを犠 牲 に して も， 自然 を大 切 に しなけ

れ ば い け な い」 と考 え て い る。 い ま 自分 に と っ て

一 番大 切 な の は 「健 康 」 で あ る
。

 転職 の経 験 は な く， また 一般 に 「簡 単 に 転 職 す

るの は よ くな い 」 と考 え， 「そ れ 以 外 の 生 活 も と

きに は 楽 しむ が ， 仕 事 の ほ うに 力 を 注 ぐ」 毎 日で

あ る。

[IIL プ ライ マ リー]

 「家 庭 とい うの は 生 活 の 中心 で あ り，心 の よ りど

ころ で あ る」。従 って ， 「家 族 のた め な らあ る程 度

個 人 の生 活 を犠 牲 に して も よい 」。 い っ た ん「愛 情

が 失 わ れ た ら， 離 婚 す べ きだ 」。

 婚 前 交 渉 は 一 般 論 と して は肯 定す るが ， 自分 の

子 供 た ち に は絶 対否 定す るで あ ろ う。 ま してや 同

棲 に は 反対 「正 式 に 結 婚 す べ きだ 」。 そ して 結 婚

は 「い ろ い ろ考 え る と した ほ うが 良 い と思 う」。

子 供 は 「つ くるか ど うか は ， 自然 に ま か せ る べ

き」 と思 う。

 家 事 ・育 児 は 「主 に 妻 が お こな い ， 夫 が そ れ を

助 け るの が よい 」 と思 って も， 実 際 は現 在 の 日本

で は 無 理 が あ るの で ， 「もっ ぽ ら妻 が お こ な うの

が よい」 と考 え る。女 性 は 「結 婚 して子 供 が で き

た ら，一・時 仕 事 はや め ， 子 供 に 手 が か か らな くな

っ た ら再 開 す る のが よい 」 と思 う。

 両 親 が 自分 で 身 の廻 りの こ とが で きな くな った

場 合 「どん な に 大 変 で も， 同居 して面 倒 をみ る」。

自分 の場 合 は 「で き るだ け一 人 でが ん ぽ る」。

 寝 た き り老 人 の世 話 は 「どんな に 大 変 で も子 供

が世 話 す るべ きだ 」 と思 う。

 家 族 に 対 す る ガ ンの告 知 に つ い て は ，「本 人 に は

云 わ な い 」 が ， 自分 に つ い て は い ろ い ろ考}ね ば

な らな い こ と もあ り 「知 らせ て ほ しい」 と望 ん で

い る。

 未 期 ガ ンの患 者 の 介護iは 「経 済 的 負 担 が 大 き く

て も，通 常 の病 院 で最 後 ま で治 療 して も ら うのが

よい」 と して い る。
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[1V.セ カ ンダ リー]

 近 所 の人 とは 「会 った と きに あ い さつす る程 度

の最 低 限 のつ き合 い 」 だ が ，親 戚 とは 「何 か に つ

け て 相 談 した り， 助 け 合 った りす る よ うな つ き合

い を した い 」。幸 い隣 県 に い る ので 可 能 で あ る 。

 職場 の 同 僚 とは 「仕 事 が 終 わ っ てか ら も話 し合

った り，遊 んだ りす る」。

 友 達 で は， 中学 時 代 の友 達 とが … 番 。

 日本 に生 れ て， そ の平 和 な こ と と治 安 の良 さに

感 謝 ， 「良 か った と しみ じみ 思 う」。

 天 皇 制 は ，「象 徴 」の範 囲で ，あ って もか まわ な

い と思 う。

[V.超 越者]

 産み分けについては 「生命を人為的に操作する

のはよくない」と思 う。

 他人への臓器提供は，考えたことがな く 「どち

らとも云えない」。心臓移植 は 「命が救われるの

であれぽ，取 り替えたらよい」。尊厳死は 「本人の

意志で……よいと思う」。

 「死んでも霊魂は残ると思 う」。墓地は 「ビルの

中， ロッカー型」でよい。

 宗教はないが 「奇跡」「易や占い」は信 じる。「お

守 りやおふだ」は信じないが，使用 している。

                (向井恒夫)

事例10

[1.フ ェイス]

42歳 男性 福島市在住 大卒

団体職員(専 門職) 30歳前半に結婚，現在独身

名古屋市出身，大学は東京，卒業後福島に定住。

[II.自 己]

 今 の社 会 につ い て 「こん な 豊 か な 生 活 は長 く続

か な い」 と回 答 した が ， 「(この質 問 は)難 しい ，

貧 しい とは 思 わ な い が ，豊 か だ と も思 わ な い」 と

して い る 。 しか し科 学 技 術 の発 展 に よ り 「(豊 か

で は な い が)便 利 で快 適 な世 の 中 に な っ た」 と回

答 して い る。本 人 は離 婚 後 ， 一 人 暮 ら し用 に ワ ン

ル ー ム形 式 の住 ま い に移 り， 煩 わ しい 近 所 付 き合



148

いも避けているとの事である。

 将来の計画に関しては 「今の生活を充実させる

ことが大切」であるとし 「年齢的に将来がないか

ら」と述べている。科学技術 と自然破壊に関 して

は 「自然と隔絶しても，便利で快適な生活」を選

択 し，実際に 「空調設備が整 っているので自宅に

いると窓も開けない，自然は窓から見える範囲で

充分」とのことである。また環境汚染に関しては

「科学技術の発展により克服 し，素晴らしい社会」

を選択しているが，克服できるとは思わないが，

生活 レベルは落とせない」からと理由を述べてい

る。

 一番大切なものに 「自分」をあげ，「家族 もいな

い し」と理由付けしている。本人は生涯独身を決

意した訳ではないが，とくに家族 ・家庭を持ちた

いとも思わないそうで，また出身地には両親 ・妹

が健在 で あ るが年1回 程度 の交流 しか持ってい

ないとのことである。転職に関しては 「転職が良

い ・悪いではなく，(条 件の良い転職先がな い の

で)で きない」 と述べている。

[III.プ ライマ リー]

 婚前交渉について，「結婚式がすむまで性的まじ

わ りをすべきではない」 とす る回答が全国平均の

上位(第2位)に 来 ることが信 じられない様子で

あった。結婚に関しては否定的で，子 どもの有無

についても 「もう一度結婚 しても子 どもは要 らな

い」とコメソ トしている。家庭 とはどんなものか

とい う質問には 「もし家庭をもつす るなら」 と前

置きしながら 「ある程度の犠牲 もある」 と答え，

「だから持たない方がよい」とつけ加えている。

 離婚に関しては強い調子で 「経験上，結婚継続

の努力も，別居生活 も無意味だ。愛情が失われた

ら離婚 しかない」とコメソトしている。ガン患者

に関す る質問には，経験 として 「本人(家 族)に

はガン告知をしない」が 「自分の時は知 りたい」

としている。またホスピスは必要だ と思 うが 「そ

れが本人にとって幸福かどうか分か らない」と述

べているQ

[IV.セ カ ンダ リー]

 職 場 の 同僚 とは 「相 談 した り， 助 け 合 った りす

る」 付 き合 い で ，「病 気 の時 に助 け て も らった か ら

身 に しみ て い る」 と述 べ て い る。

[V.超 越者]

 男女の産み分けに関しては 「男女の出生比率が

変わらなければ」としなが ら 「今の時代ではやむ

を得ない」を選択 している。

 臓器移植について 「自分自身に関 しては，死ん

だ後は(他 人へ臓器提供などしないで)そ っとし

ていて欲 しいけど，他人同士のことなら，それで

命が救われるなら良いことじゃないかな」とのべ，

自分の死後の骨は 「太平洋でも，空からでも，ま

いてくれればいいと思っている」としている。

                (田辺 稔)

事例11

[1.フ エイス]

43歳 男性 神奈川県在住 大学院修士修了

民間企業の常勤 妻 と子ども2人 の4人 暮 し

(世帯年収700万 ～1000万 円)

【II.自 己]

 公 私 にわ た っ て 今 の生 活 に は，「どち らか とい え

ば満 足 して い る 。」 と し， 今 の 社 会 は ， 「色 ん な 意

味 で 「さ らに 豊 か な 社 会 に 発 展 して い く」 と考 え

て い る。 ま た ，科 学 技 術 の発 展 に よ っ て， 環 境 汚

染 も克 服 で き る と思 い， 調 和 が とれ てい れ ば ，「人

工 的 で も 自然 と隔 絶 し てい て も， 便 利 で 快 適 な 生

活 が で き る ほ うが よい 」 を 選 択 してい る 。 自分 に

と っ て一 番 大 切 な も のは ， 「自己実 現 」 で あ る と

答xて い る。

 仕 事 に つ い ては ， 転 職 の経 験 が あ り， デ パ ー ト

関 係 に3ケ 月程 勤 め た 後 ， 辞 職 し， 大 学 院 に 進 学

し， 修 士 修 了 後 ， 電 気 メ ー カ ーに 勤 務 して い る。

今 も， 「職 場 や 仕 事 内 容 が 適 さな け れ ば ， 転 職 を

考 え る」 と述 べ てい る 。 また ， 仕 事 よ りも家 庭 や

仕 事 以 外 の生 活 に 生 きが い を 感 じて い る とい う◎

[III.プ ラ イ マ リー]

 婚 前 交 渉 に は 肯 定 的 で あ り， 同 棲 そ の もの に つ

い ては 否 定 は し な い が ，結 婚 前 提 な らば ， 「正 式



に結 婚 す べ きだ 」 と して い る。結 婚 後 子 ど もは 自

然 に 任 せ ， 女 性 は 「一 時 仕 事 は や め ，子 供 に手 が

か か らな くな った ら再 開 す るの が よい 」 と考 え る

 自分 に と って 「家 庭 」 とは ， 「生活 の 中心 で あ

り，心 の よ りど ころ」で ，「一 番大 切 な 人 間 関 係 で

あ る」 と し，「愛 情 が 失 わ れ て も，結 婚 継 続 の ため

に 最 大 限 の 努 力 を す べ きだ 」 と して い る。

 老 後 の問 題 は ， 自分 の 両親 の どち らかが 身 の廻

りの こ とが で きな くな った 時 は ，現 実 そ うな るか

は 別 と して と前 置 き を しつ つ ，「同居 して面 倒 をみ

る」 と回答 し，寝 た き り老 人 の世 話 は，「ど んな に

大 変 で も子 供が 世 話 す るべ きだ 」 と考 え てい る。

 家 族 に対 す るガ ンの告 知 は，「ケ ー ス ・バ イ ・ケ

ー ス」 で あ るが
， 自分 自身 は， 「知 らせ て ほ しい」

と思 って い る。 ま た， 末 期 ガ ソ患 者 の介 護 は ， ホ

ス ピス の よ うな施 設 を大 幅 に 増 や す のが よい と し

て い る。

[1V.セ カ ン ダ リー]

 親 戚 づ き あい は ，「一 応 気 軽 に 行 き来 で き る程 度

の付 き合 い を した い 」 と し，近 所 とは ，「会 った と

き に あ い さ つ す る 程 度 」 に と どめ た い と して い

る 。な お ， この 被 面 接 者 は ， 新 興 住 宅 地 の 一 戸 建

に 住 ん で い る。

 大 切 な 人 付 き合 い は ， 学 校 時 代 の 友 人 で あ り，

職 場 の同 僚 とは ，「仕 事 が 終 わ って か ら も話 し合 っ

た り， 遊 んだ りす る程 度 の 付 き 合 い 」 を して い

る。

 日本 に つ い て は ， 入 社 後 カナ ダに4年 間 滞在 し

て い た こ と もあ るが ， 「時 々い や な 国 だ と思 う」を

選 択 して い る。

 天 皇 制 は ， 「どち ら と もい え な い 」 と 考 え て い

るo

[V.超 越 者]

 産 み 分 け に関 して は， 実 際 に 女 の子 が 欲 しか っ

た とい う気 持 か ら， 肯 定 してい る 。 自分 が 臓 器 提

供 す る こ と も， 賛 成 で あ る 。 しか し， 心 臓 移 植 に

つ い て は ， 「そ こ ま で 人 為 的 に 手 を 加 え るべ きで

は な い」 を 選 択 してい る。

 尊 厳 死 に 関 して， リヴ ィン グ ・ウ ィル に は 肯 定

で あ り， 死 後 は 「す べ て 無 に 帰す る と思 う」 と し
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て い る 。 自分 の死 後 は ， 次 男 な の で 「新 しい 墓 を

作 る こ とに な るだ ろ う」 と コ メ ソ トを して い る。

 宗 教 ・信 仰 は 「そ の他 」を選 択 し，「ギ リシ ア神

話 に 描 か れ て い る世 界 」 を 信 じて お り， ど う して

出 来 た か 関 心 が あ る と述 べ て い る。(菅 野 陽 子)

事例12

[1.フ ェイス]

56歳 男性 横浜市在住 大卒 会社員 長女と

同居 長男は結婚 して別居 次男は別居

[II.自 己]

 日本は官僚国家で百年間全 く変っていない。し

か し個人の価値観が少 しつつ変って くるなかで従

来の金権政治とか，色々な社会システムが崩れつ

つあるのは確かだと思 う。一人の力が社会を変え

るとは思わないが， しかし変革の意識は持つべき

と思 う。自然破壊環境問題は今の生活の便利 さ快

適さとの引き換えとしては人間として大 きな代償

負債を抱えたことになる。これからは自然と経済

成長との調和が子孫のために大切だと思 う。経済

成長によって金銭的には確かに豊：かになったが，

心の豊かさを考えるゆとりがなかった。これから

はもっと自らの生活の中味を豊かにす べ きで あ

る。そ う考えると今までシャカリキに三十年働い

てきて専門的知識は別にして自分に何 も残ってい

ない。その意味では全 く無為に過 したという感 じ

で定年後仕事はしたくないが，か といって趣味と

か何 もす ることがない。会社生活をふ り返ると大

学 で は近経ゼ ミで当時は卒業生も少な く，NTT

内定国家公務員試験 も100番 以内であったが防衛

庁 ぐらいしかなく，ゼ ミの雰囲気がなんでも金融

機関 とい うことでこの会社に入った。入社して十

数年は恵まれていたが上司が地元にかえ してやろ

うとい う配慮がアダにな り営業に出され十年 ぐら

い苦労 した。もしそのまま専門のポス トにいれば

そこそこいったと思 うが，そんな事を云ってもは

じまらない。今は平穏無事で自分を大切に生きる

事を考えている。少し糖尿病もあるので大極拳を

やっているが，東洋の智恵みた いな ものを感じ
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る。今 宝 く じ ぐらい で 夢 を つ な い で い る 。

[III.プ ライマリー]

 今一番大切に思っているのは家族の幸福である

長男に孫ができて二月に一度孫の顔を見るのが楽

しみだ。家族の絆が結局自分を支えているように

思える。長女は就職，次女は勉強が嫌いと高校か

ら仕事についた。今考えるとやは り親の考えを押

しつけてきた。子供を理解 しようとしなかったと

思 う。家族 という関連では結婚 とか同棲 とかはや

は りモラルがあると思うし，女性は育児に専念す

べきだ。将来は子供と同居 してみたいと思ってい

る。

[IV.セ カ ンダ リー]

 親 戚 とか 血 のつ な が りは 大 切 で あ る 。特 に 意 識

してい な い が ， 近 所 つ き合 い は サ ラ リーマ ンの 宿

命 で ほ とん どな い こ と もあ る 。会 社 の 出 張 で 多 く

の 国 を 表 面 的 に 見 て ， 外 国 に住 ん だ こ と は な い

が ， や は り日本 が 一・番 い い 。 こ れ は 理 屈 で は な

い 。天 皇 制 に つ い て は 大 統 領 制 と全 く異質 で ，大

統 領 は行 政 機 関 で あ り， これ と比 較 す る のが ナ ン

セ ンス 。 日本 人 の ア イ デ ンテ ィテ ィの象 徴 と して

あ っ て い い と思 う。伝 統 は大 切 にす べ きだ 。

[V.超 越者]

 祖父が曹洞宗の住職であり，父が継 ぐのをいや

が り，従って自分 もサ ラリーマンである。いわゆ

る神とか仏，は全 く信 じていないと言葉にす ると

そ うなるが，自然とか生きることの摂理みたいな

ものが働いている感 じは している。祖父は住職だ

ったので墓は一代際 りでわが家は入れない。そこ

の寺に別に墓を建てなければならないが，やは り

郷里の方がいいと思うが特に今考えていない。

                (田辺満彦)

事例13

[1.フ ェイス]

67歳 男性 東京都在住 大卒 大学教授(音 楽

教育法)

妻，娘 と三人暮 し(息子は仕事のため別居/子供は

2人 とも独身)

[II.自 己]

 全項 目にわたって共通するのは 「現実は現実と

して受け入れ，その中で自分の力を最大限に発揮

すればよい し，また我々はそ うすべきだ」とい う

姿勢である。2dで 被面接者が述べた 「(社会を)

変えられると思わなければ現在の自分の生活の根

拠がな くなってしまう」や2cの 「現在は不備で

あるとい う認識にたって改善をはかるべき」 とい

う発言に顕著に表れていると思われる。また，「豊：

かさは経済的なものよりも心の豊かさが重要であ

る」(2a)と いう考えも強い。さらに，3bで は 「生

活のレベルの高低は自分自身 の認識 の問題 で あ

り，(ま わ りか らどう見られようと)自 分 が快適

と思っていればよい」と述べるなど，全体的に前

向きでポジティブな生き方を志向している被面接

者の姿が感 じられた(4で1番 大切なものとして

「創造」 を挙げていることでもこのことが窺わ れ

る)。

 また，自然に対しては 「自然 との調和のある生

活」を重視 し，生活のレベルと自然の両方を守 る

べきとしながらも，どちらか一方を選択す るなら

ば自然を尊重す るとしている。

 「仕事は遊びと思ってお り，また(仕 事は)命 の

燃焼のさせ方である」 という被面接者の言は，被

面接者のこれまでの生活史や現在の仕事への取 り

組みぶ りに如実に現れてお り，能力に裏打ちされ

た確固た る自己への自信が感 じられる。

[III.プ ライマリー]

 家族 ・家庭に関 しては保守的態度を基盤とした

独自の考えを持っているようである。例えぽ1に

関 して 「性欲は神様の与えてくださった生命継続

の為の能力であ り，一方結婚は人間社会が設けた

制約で，人間社会で生まれたからには守るべきだ」

と述べているところなどにこのことが窺われ る。

 また，家庭は 「社会のベースであ り最も大切な

もの」 という考えが強く，家族 ・家庭，特に親子

の絆を大切にしている被面接者の生き方が感 じら

れた。このような被面接者にとって，親の面倒を

み るのは子 として当然であ り，事実被面接者自身



も親 に 対 して そ の よ うに して き た と の こ と で あ

る 。ま た ， 自分 の子 供 に も それ を 望 んで い る よ う

で あ る。

[IV.セ カンダリー]

 親戚づきあいは 「助け合わなければならない時

に徹底的に助け合 う関係」が好ましいとし，普段

は気軽なつきあい程度のようである。このことは

近所づきあい，職場の人間関係でも同様で，親戚

から趣味の仲間まで分け隔てな く 「大事な存在」

であるとし，そこそこに親 しいつきあいをしてい

るようである。

 日本 については 「生まれてよかった」， 天皇制

は 「あってかまわない」 と積極的肯定 ではな い

が，理由として 「天皇制のために日本が家族とし

てまとまっているから」と述べていることから，

かな り肯定に近いと推測される。

[V.超 越者]

 被面接者は特定の信仰をもっていないが，「人間

の肉体 ・能力は神様が与えてくださったもの」 と

の考えが基本にあ り，「産み分け」や 「臓器移植」

にはネガティブな意見である。また，「死は神様の

意志だと思うからおびえる必要はない」 という死

生観を持つと同時に尊厳死を認めている。被面接

者によると 「このような考えには16歳 から23歳

までやっていた禅の影響が強い」とい うことであ

る。また，すでに自分のお墓をつ くっているとの

ことである。

 どの項 目に対 しても自己の考えが明確であり，

積極的な人生を歩み，その専門分野において多大

な業績を残 してきた被面接者の自信が感 じられる

面接であった。また，本調査票に関しても助言を

していただいた。        (川島 真)

事例14

[1.フ ェイス]

76歳 男性 横浜市在住 富山県の山村出身

高専卒 メーカーを定年後関連会社の役員を71歳

まで勤め，現在は年金で妻と2人 暮し 子供3人
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(長 ・次女は近 くに居住 長男は持ち家を購入 し

静岡県在住)

[II.自 己]

 「自分達の世代は上・下の世代と違って充分な年

金を受け取 ることができ，経済的な面では何も心

配ない。その点では満足 している。しか し，社会

的なつなが りはリタイア後も欲 しい。これからの

世代は福祉政策の破綻で大変だと思 う。科学技術

の進歩で確かに生活は快適になった。バラソスさ

え考えれぽ，自然と人間の共存は可能。ここまで

文明社会が進むと，もはや逆行は無理 。グリンピ

ースや捕鯨反対などの自然保護団体は勝手な論理

だと思 う。そこで実際に生活している人達の：豊か

さや快適さへの欲求を無視している。快適 さと引

き換えに世 の中がブラックボックス化 してもそれ

は仕方ないこと。自分も技術者で機械の設計など

してきたが，専門以外の事 もすべて分からなくへ

は嫌だと思った事はない。また，個人の力で社会

変革は不可能としても，企業 という社会 システム

の中に参加す ることで，その一翼を担 うことはで

きる。」

 いかにも企業の技術者 らしく，科学技術への信

奉 と，企業 という社会 システムの中で自己実現 し

ようとしてきた姿勢が うかがえる。

[111.プ ライマリー]

 「世の中の基本は家族・家庭。夫婦の心の結び付

きがまず大事。それが無 くなってしまった夫婦関

係は全 く無意味。いま一番大切なのは “妻”。年を

とってつ くづ くそう思 う。夫婦関係とい うのは昔

か らある，一種 の “保険制度”。何かあったときに

はお互いに助け合 うという “契約”。結婚・出産は

次代を作 り出すために必要なこと。結婚とい う社

会制度は人間が作 り出した文明で， “進歩” のあ

らわれ。同棲では動物としての本能のままとい う

気がする。家事分担は悪いことではないし，社会

も女性の力を活用すべき。子育ても育児休暇制度

を整備 し，人材派遣などを活用 して女性が職場に

復帰 しやす くすべきだ。ただし，男女の本質的な

差異はあると思 う。」

 自分達の世代が上の世代を看取 り，下の世代を
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育てて，やがて面倒をみてもらうとい う時間的な

縦のつなが りを意識 しているが，やは り最終的に

よりどころとなるのは夫婦 という横のつなが りだ

と感じているようだ。長男が横浜に帰ってきて同

居す ることは殆ど可能性が無いこともあり，でき

る限 りは夫婦2人 で頑張 りたいと考えている。妻

の兄弟が皆近 くに健在で，頻繁に行き来があ り，

その点で自分達は恵まれているとのこと。

[IV.セ カンダリー]

 「社会的な問題には元!j関 心があるが，いま特に

福祉政策について見直 しが必要だ と感 じている。

何でもタダという美濃部式は失敗。年金で自分達

の医療費や交通費を賄 う経済力を今の年寄 りは持

っているはず。応分の負担 は で き る限 り担 うべ

き。また，今の福祉制度が若い世代の犠牲の上に

成 り立っていることを，年寄 りにもっと啓蒙すべ

きである。日本に生まれて基本的に良かったと思

う。その理由は，宗教的対立が無いこと，欧米の

ようにあまり貧富の差が激 しくないこと，民族的

にそれほど複雑でないこと。天皇制は日本の顔 と

して必要。千何百年続いているという重みは大切

なこと。戦争責任は天皇制を悪用 した一部の人間

にあるのであって，天皇個人にはない。国旗 ・国

歌を全面否定 してしまうような教育は誤 り。過去

を否定することが進歩的だと思っているような知

識人が通用するのは日本だけ。あまりにも単純な

思考。」

 居住 している横浜市の福祉制度が日本でもかな

り進んでお り，周 りの年寄 り達がそれをさして問

題意識を持たないままに利用 している風潮や，政

治家が選挙の道具として福祉を扱い，結局は財政

的破綻を来している現状に反発を感 じている。戦

争中は海軍で飛行機の設計に従事。実際には戦場

にいかず，海軍 という割合自由な雰囲気の中にい

たせいか，天皇制に関 して批判的感情はない。

に証人になってもらって医師に無駄な延命措置を

しないよう言 う積もりである。人間の尊厳が失わ

れない限 りは科学技術の進歩を享受し，臓器を部

品として取 り xる こともよい。ただし，男女の

産み分けに関 しては，自然のバランスをかな り崩

すことになるのではと心配。」

 「自分は20歳 の頃胸を病み，精神的な支えが欲

しかったこと，その頃(S10～15年)世 の中を支

配し始めた軍部の雰囲気に反発を感 じたこともあ

って，キ リス ト教のプロテスタン トに入信 した。

牧師さんの鞄持ちをしてかな り勉強 した。しかし，

転勤になったことや，キリス ト教が白人中心主義

で，世界征服の手段に過ぎないと感じたこともあ

って，結局信仰 しな くなった。争いを起こさない

ための統一・ルールとして神が存在してもよいと思

うが，宗教とい うのは，他の宗教と妥協できる柔

軟性を持っていなけれぽと思 う。その点，日本に

輸入された仏教は非常に包容力があ り，日本の先

祖崇拝とマ ッチした。自分では神や仏を信仰 して

いるとは言わないが，人間の力の及ぼない絶対的

な力を “運”として感じている。家の宗教は浄土

真宗で，親鸞の思想には感銘を受けた。死後や墓

に関しては，信仰や宗教的意味とは別の次元だと

思う。家族のつなが り，後の世代とのつなが りと

いう意味で，墓という具体的な対象が必要。言 う

なれば先祖信仰で，そ ういった感覚は自分にもあ

る。」

 理性や進歩といったものを “人間”的な部分 と

して，絶対的な価値を置いている。ただ し，人間

の力の及ぼない部分 も確かにあ り，それを“運”だ

としている。尊厳死の問題は自分に とって差 し迫

った問題 として感 じているようで， リヴィング・

ウィルもすでに知識 としてあった。

               (西村麻由美)

事例15

【V.超 越者]

 「脳死は “死”であると思 う。判断力が無い状態

はもはや人間ではないし，人間でない状態は死。

そ うした意味で，自分は尊厳死を選択 したい。 も

し，また病気で入院す るような事態になれば，娘

[1.フ ェイス]

23歳 女性 東京都葛飾区在住 高校卒 会社員

両親 と本人の三人暮 し 長男は就職，寮にて別居
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[II.自 己]

 生活には一応満足 している。豊かさという意味

ではこんな状態がいつまでも続 くとは世界のどの

国を見ても思えない。生活は計画的に一一歩つつ積

み上げて行 くべきだと思 う。今の気持 としては，

あるがままの生き方，何か目標を持ってがんば る

のではなく，自然体の流れの中で結婚 もしたい。

子供を持 ったらやは り家事育児に専念 したい。今

の政治はどうしようもない。身近なところでは確

かに要領のいい人が得を しているのは口惜 しい。

今快適 な生活 が 自然破壊 になっているといわれ

る。やは り今の生活は続けたいし，環境もよくし

たいと思 う。ただ自分の子供たちの時代の不安を

な くすために環境への努力はすべき。

国 を知 らな い ので な ん とも云 え な い が ， 天 皇 制 に

つ い ては 関 心 な くコ メ ン トし よ うが な い。

[V.超 越者]

 信仰心があるかと云われれば答えられないが，

なにか霊魂は不滅と思いたい。今のオカル トブー

ムは好きではないが，やは り死んでも魂が残ると

思った方がいい。死の恐怖はある。その意味でも

せめて魂の存在が救いでないか。また先ほどの自

然の話ではないが，やは り自然の摂理 とか目に見

えな い もの，宇宙を律す る何かがある様に思え

る。人間もこんなに増え自然や地球を破壊す るま

でになって，もうす ぐ何か起って，人間を死滅 さ

せる宇宙のいとなみが働 くのではないか という気

がす る。            (田辺満彦)

[III.プ ライ マ リ・一]

 家 族 が一 番 大 切 。 そ の意 味 で離 婚 は す べ きで な

い と思 う。家 族 は心 の よ りど こ ろで ， そ の人 間 関

係 が な に よ り大 切 だ と思 う。 結 婚 は 目的 で は な い

が， や は り愛 し合 っ てい れ ば 深 い つ き合 い が あ る

こ とに な る し， 一緒 に 住 み た い と 思 うよ うに な

り， 結 婚 に な って 行 くのが 自然 か な と考xる 。 夫

婦 で子 育 ては.協力 して や って 行 くの は ，特 に考 え

てそ うあ るべ き とい うの は ど うか 。親 が 若 い ので

実 感 が な い が 本来 家 族 が面 倒 をみ るべ き では な い

か 。在 宅 介護 は理 想 だが 実 際 ボ ケ とか 寝 た き りに

な った と き ど うす るか分 らな い 。 ガ ン告 知 は 絶 対

に 自分 に知 らせ て ほ しい 。私 は 知 る権 利 が あ る と

思 う一 方 ， そ のた め に 死 が 近 い と した らや は り知

って お い てや るべ き こ とを や る と思 う。 家 族 もそ

う してほ しい と思 っ てい るの で は な い か 。 た だ し

実 際 そ うな った と き 自信 は な い 。

 尊 厳 死 に つ い て も本 当 に 本 人 が 楽 に な るの か分

らな い の で 簡 単 に 賛 成 で きな い 感 じで あ る。 自分

自身 と して は そ の場 に な った ら判 断 で き な い。 も

し年 寄 りに な って一・人 暮 しに な っ て も， 子 供 に 面

倒 を か け た くな い とは 思 う。

[IV.セ カ ンダ リー 】

 親 戚 近 所 とも あ ま り付 き合 い た くな い 。そ こそ

こ の関 係 が い い 。 日本 は い い と思 うとい って も外

事例16

[1.フ ェイス】

27歳 女性 相模原市在住 高校卒 会社員

父，母，弟と四人暮し

[II..自 己】

 今の生活にははっき り満足 とはいえない。社会

は豊かと云うが どこに豊かさがあるのか。自分と

しては自衛的にも計画的な地道な生活をするべき

だ と思う。世の中きたない奴ばか りはびこってい

て，政治でも会社でも悪い奴ほど得をしているの

が現実だ。環境破壊とか自然が失われるとは云っ

ても，今の生活を下げてまでというのは観念では

云っても実行は不可能。せめて科学の力でなんと

か破壊を くい止めてほしい。女性は結婚 した ら家

庭を守 り子育てをす るのが，人類発生以来そ うし

た分業が行なわれてきたし，ごく自然なことだと

思う。女権主義者が云っている同権のレベルと主

婦 となるということは次元が違 うと思 う。女権主

義者は男に子供を生めといっているのと同 じだ。

ただ結婚 して，もし夫に先き立たれるとか一人暮

しになるかもしれない。そのときの心の支えと経

済的な問題を考えて，女として手に職を持つ。 し

かも生涯勉強できるものを目標にしている。しか
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し夫と対等に経済的に自立 しなければという意味

では全 くない。夫と妻，男と女，対等な人権であ

ると云 う意味と，経済的自立 しなければ対等でな

いとい うのは偏見だと思 う。女権主義者はどこか

で問題をす り変えて本質を見失っている。前の会

社にいて世の中が見えた訳ではないが，悪い奴，

要領のよいやつが得をしている。金丸問題 もまた

たま見つけられたもので，政治家は皆同じことを

やっているが，少 しは良くなっているかもしれな

いo

 老人問題は，今現実に身内にい るので深刻だ

が，基本は家族が面倒をみるべきで，病院に入っ

ているときと比べると，家に帰ってきたときは顔

色 もよくな り表情も豊かになった。ただ全 くボヶ

とか寝たき りになってしまったら，体験上家族の

負担は大変で，家族の方が疲れてしまう。公共の

施設を沢山つ くって，少し税金を高 くしてもそ う

した病院に入れるしかないと思 う。尊厳 死は本当

に本人が分らないのかが分らないのが不安だが，

自分は遺書とか文章として，もし脳死になったら

生命維持装置をはつしてほしいと書いておくつ も

りだ。

のみ とつ き合 って 行 きた い。 天 皇 制 につ い て は全

く関疋♪カミな し・o

[V.超 越者]

 神とか仏とかを全 く信 じないかと聞かれればそ

う答えるが，何か自然の摂理が働いているように

思 う。だから発展途上国の人達が沢山子供を生む

のが信じられない。それを防ぐ知識や方法がない

のかもしれないが， 自分 としては子供はほ しい。

子供には育てるとき親のエゴを押 しつけない よう

に努力したい。何か心の支えとか，倫理観が必要

であ り，そうでないと悪人ぼか りがはびこる様に

なるんじゃないか。転生輪廻 とい うが魂は残っ

て，再び命に宿 る。そのとき前世で悪い事をした

人はひどい目に会 うと考えなけれぽならない し，

そう信 じている。何か 目に見えないものにやは り

支配 されてい る。それでいいのではないか。自分

の力ではどうすることもできない物があった方が

いい。             (田辺満彦)

事例17

[III.プ ライ マ リー]

 旧世 代 の価 値 観 と違 う と思 うが ， 同棲 とか 婚 前

交 渉 は 「冬 彦 シ ン ドロー ム」 の 男を 把 まな い た め

に も必要 だ と考 え る。 家 庭 は 本 当 に 一・番 大 切 だ

し， そ の人 間 関 係 は一 生 の絆 だ か ら， 家 庭 は 前 に

云 ったが ， 自分 が 家 事 育 事 を 担 当 す るつ も りで あ

る。 ただ 子 供 が 生 れ た とき， 小 学 校 あ るい は そ の

前 か らエ リー トに 育 て よ うと予 備 校 に 入 れ る とか

は恐 ろ しい 。子 供 は 子 供 の世 界 が あ る 。家 庭 も夫

婦 の考 え方 で 築 い て行 くべ きだ と思 うが ， 子 供 の

生 き方 を 尊 重 す べ きだ 。 ガ ン告 知 は 家 族 や 自分 の

こ とを 考 え る と難 しい 。80歳 を 越 え て の と き と，

40歳 の とき とで は 話 す べ きか 。 も し 自分 だ った ら

自信 が な い 。老 後 は で き るだ け 一 人 で も暮 ら して

行 きた い 。

[IV.セ カンダリー]

 親戚つき合いは程々。近所 とはあま りつき合い

たくない程度に仕事に関しても直接関係がある人

[1.フ ェイス]

31歳 女性 神奈川県川崎市在住 大卒 未婚

両親 と同居 既婚の兄とは別居 民間企業の常勤

[IL 自己]

 今 の 社会 に対 して は，「便 利 で快 適 な世 の 中に な

っ た」 と感 じて い るが ，「今後10年 くらい は さ ら

に豊 か に な っ て も， そ の後 は ど うな るか ま った く

わ か らな い」 と コメ ン トして い る 。 また ， 将 来 の

た め に 計 画 を 立 て て生 活 す る こ とは 大 切 で は あ る

が ， そ の た め に 我 慢 す る必 要 は な い と考 え て い

る 。 また ， 将 来 の生 活 は 心 配 しな くて もな ん とか

な る とい う考 え 方 に は 疑 問 を 感 じな が ら も，「今 の

自分 の生 活 を 充 実 させ る こ とが 大 切 」 だ と回 答 し

て い る 。 さ らに ， 若 い世 代 で も 「計 画 を 立 て て 生

活 す る こ とが 大 切 だ 」 とい う意 見 の 方 が 多 い の に

「少hが っ か りした」 と コメ ン トしてい る 。

 社 会 変 ：革に 関 す る質 問 に 対 して は ，「個 人 の 意見

が 一 つ に 集 まれ ぽ ， 社 会 を 変 え て い く こ とは で き



る」と思 うが ，「ひ と りで は 無理 」と述 べ て い る。

 また， この よ うな 社 会 で 要 領 よ くふ る ま うこ と

は ， 「得 をす る と は思 うが ， 自分 は そ の こ とに よ

って行 動 は しな い」 と述 べ てお り， … 番 大 切 と思

う もの と して 「公 明正 大 な こ と」 を あ げ て い る被

面 接 老 の フ ェアな 生 き方 を 表 わ して い る と思 わ れ

る。

 被 面 接 者 は ， ず っ と川 崎 に 住 ん で い るが ， 健康

に 問 題 さえ 起 こ らな け れ ば ， 川 崎 の よ うな都 市 で

生 活 した い と考 え て い る よ うだ 。 ま た ，「自然 を守

るた め に も科学 技 術 の発 展 が 必要 な の で は な い

か 」 と考 え て い る。

口II.プ ラ イ マ リ.o]

 婚前 交渉 や 同棲 につ い て は肯 定 的 で， 「“結 婚 式

が す む ま です べ きで な い ” とい う意 見 のあ る こ と

が おか しい 」 と思 って い る 。 また ，結 婚 に つ い て

は， 厂しい て 結 婚 す る必 要 は な い 」 を 選 択 して お

り， 子 供 に つ い ては ，「結 婚 自体 を 必要 と思 って い

な い ので ， 子 供 も必 要 不 可 欠 で は な い が ，結 婚 し

た ら， 自然 に まか せ る」 と回答 して い る。 ま た，

被 面 接者 に と って仕 事 は重 要 な もの で あ り，「子 供

が で きて も，仕 事 は続 け た方 が よい」 と回 答 して

い る。 さ らに 「自分 は家 事 よ り仕 事 の方 が 好 き」

な の で， 家 事 や 育 児 は 「もっぱ ら夫 が 行 うのが よ

い」 く らい だ と コメ ン トしてい る 。老 後 の 問 題 に

つ い ては ， 自分 自身 は 「で き るだ け 一一人 で が ん ば

る」 を 選 択 して お り， 寝 た き り老 人 の世 話 に つ い

て は，「家 族 ，自治 体 や 国 の 両 方 が 行 うの が よい」

と回 答 して い る。

 家 族 に 対 す る ガ ソの 告 知 に つ い て は ，「ガ ンで も

最 近 は 直 る場 合 もあ るの で ， ケ ース ・バ イ ・ケー

ス」 と回 答 してい るが ， 自分 に つ い て は，「知 らせ

て ほ し くな い」 を選 択 して い る。

[IV.セ カ ンダ リー]

 親 戚 や 近 所 の人 と の付 き合 い は ， あ ま り深 い も

のを 望 ん で い な い よ うだ 。職 場 の 同僚 とは，「仕 事

が 終 わ って か ら も話 し合 った り， 遊 ん だ りす る程

度 の付 き合 い 」 を 望 ん で お り，職 場 と学校 時 代 と

を 分 け ず ，友 人 との付 き合 い は大 切 に して い る よ

うだ 。
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 被面 接 者 は， 海 外 旅 行 や 短 期 海 外 研 修 な ど の海

外 生 活 経 験 もあ るが ， 日本 に つ い ては ，「な に か に

つ け 日本 に 生 まれ て よか った と思 う」 を 選 択 して

い る。

 天 皇 制 に つ い ては ，「な い方 が よい が ，大 統 領 制

に す る こ と もな い 」 と し， 「天 皇 制 と政 治 と は 別

な も のだ と思 うの で ， こ こで 大統 領 制 と比 較 す る

のは1おか しい 」 と コ メ ン トして い る○

[V.超 越 者]

 産 み 分 け に 関 して は， 難 し くて よ くわ か らな い

と しなが ら， 「男 ・女 ど ち ら で も選 べ るの は ， 何

か と好 都 合 だ 」 を 選 択 して い る。

 臓 器 提 供 や ， 心 臓 移 植 に 対 しては 抵 抗 が な い よ

うだ 。 また 尊 厳 死 に つ い て も賛 成 して い る。

 死 後 の こ とに つ い ては ，「死 ね ば す べ て 無 に 帰 す

る と思 う」を選 択 し，死 後 のお 骨 は ，「ビル の 中 に

作 られ た 墓 地 」 や 「ロ ッカ ー型 の お 墓 」 で も よい

と し， 「ど うで も よい こ と だ 」 と コ メ ン トして い

る 。 「宗 教 ・信仰 に つ い て信 じてい る もの は 」 と

い う質 問 に 対 して は ， き っぽ りと 「何 も信 じて い

な い」 と回答 した こ とが 印象 的 だ っ た。

               (佐藤 由 美 子)

事例18

[1. フェイス]

32歳 女性 神奈川県横浜市在住 大卒 未婚

母親と2人 暮 し 既婚の姉，兄とは別居 民間企

業の常勤

[II.自 己]

 社 会 変 革 に 関 す る 質 問 に対 して は， 「理 想 と し

て は 個 人 の 努 力 で 社会 を 変 え て い く こ とが で き

る」 と考 え た い が ，「現 実 に は 無理 だ 」 と感 じてい

る。また ，こ の よ うな 社 会 で は ，反 発 は感 じ るが ，

「要 領 よ くふ る ま うほ うが 結 局 得 を す る」 と しみ

じみ 感 じる こ とが あ る よ うだ 。「会 社 で は 要 領 が

悪 い と損 だ 」 と コ メ ソ トして お り， 「自分 は 要 領 、

よ くで き な い」 方 な の で， 「要 領 よ くふ る ま う人

は 仕 事 上 で は 許 せ て も， 個 人 的 な つ きあ い は した

くな い」 と述 べ て い る。そ ん な 被 面 接 者 に と って
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一 番 大 切 な もの は
， 「自分 の ポ リシ ー」 と回 答 し

て お り， 損 だ と思 い な が ら も 自分 の考 え て い る こ

とを 貫 こ うとい う静 か な 態 度 が 感 じ られ る。

 被 面 接 者 に と って は ， 仕 事 とそ れ 以 外 の生 活 が

「同 じ く らい大 切 」 で ， 転 職 に つ い て は ， 「一 日の

大 半 を 過 ごす のが 職 場 で あ るか ら， が まん して ま

で 続 け る必 要 は な い 」 が ， 実 際 に は 「年 齢 ，給 料

を 考 え る とな か な か で きな い 」 と も述 べ て い る。

[III.プ ライ マ リー]

 婚 前 交 渉 や 同 棲 に 対 して は あ ま り肯 定 的 で は な

く，「た め しに 同 棲 す る」 とい う考 え方 に は 「責任

感 が な い よ うな 気 が す る」 と コ メ ン トし，何 よ り

大 切 な のは お 互 い の 愛 情 で あ る と考 え て い る よ う

だ 。 また 結 婚 に つ い ては ， 「しい て結 婚 す る必 要

は な い 」 と も思 うが ， 「老 後 な どい ろ い ろ考 え る

と結 婚 した 方 が よい と思 う」 と述 べ て い る。 さ ら

に 「結婚 に は ， 他 人 と暮 らす こ とに よ り自分 も成

長 す る とい う意 味 もあ る と思 う」 と コ メ ン トして

い る。 仕 事 と結 婚 ・育 児 に つ い て の質 問 に は，

「結 婚 に よっ て仕 事 を 辞 め る こ とに は 反 対 」 だ が ，

「育 児 の面 か ら考 え る と仕 事 は 軽 減 した方 が よい」

と考 え て い る。家 事 ， 育 児 の分 担 は 「同 等 に お こ

な うのが 理 想 だ が ， 実 際 の働 き手 は 夫 に な るで あ

ろ う とい う こ とで， 「主 に 妻 が お こな い ， 夫 が そ

れ を助 け るのが よい」 と回 答 してい る 。老 後 の問

題 につ い て は， 自分 は 「で き るだ け 一 人 で が ん ば

りた い」 と して い るが ， 具 体 的 に は まだ あ ま り考

え た こ とが ない よ うだ 。

[IV.セ カンダ リー]

 親戚 との付き合 いは， 「なるべ く最低限の付 き

合い です ませ たい」を選択 してお り，特に将来

「夫 の親戚 とはあま り付き合いたくない」 と述べ

ている。近所との付き合いは 「あいさつ，子供の

話」程度で，「悩みごとなどは話さない」と回答 し

ている。職場の同僚との付き合いは， 「仕事上の

付き合いのみ」あるいは，相手によっては 「仕事

が終わってからも話し合った り，遊んだ りす る程

度の付き合い」をしていると述べている。被面接

者にとっての大切な人付 き合い は， 「学校時代 と

職場の友人」のようだ。

 日本 に つ い て は ， 「時hい や な 国 だ と思 う」 こ

と もあ るが ， 最 終 的 に は 「ま あ 日本 人 に 生 まれ て

よか った と思 う」 を 選択 して い る。

天 皇 制 に つ い て は ， 「よ くわ か らな い 」 と回 答

して い る。

[V.超 越 者1

 産 み 分 け に 関 し て は ， 「生 命 を人 為 的 に 操 作 す

るの は よ くな い」 を選 択 して い る。臓 器 移 植 に つ

い て もあ ま り積 極 的 で は な く， 「休 らか に 死 んで

か らに して ほ しい」 と コ メ ン トして い る。 ま た ，

心 臓 移 植 に つ い て は ， 「そ れ で 命 が 救 わ れ る のな

らば ，取 り替 え た ら よい」 と しなが ら も， 最 近 の

「ヒ ヒか ら の移 植 に は 疑 問 を感 じる」 と述 べ て い

る。

 死 後 の こ とに つ い て は 考 えた こ とは な く， 「よ

くわ か らな い」 と して い る 。 ま た お 墓 に つ い て

は ， 「夫 の 祖 先 の お 墓 に 入 る こ とに は抵 抗 が あ る」

と述 べ て お り， で き る な ら 「夫 と二 人 で 独 立 して

お 墓 を つ く りた い」 と考 え てい る よ うだ 。

 被 面 接 者 は無 宗 教 で は あ るが ， 信 じて い る もの

と して 「神 」を あげ ，「天 に い る神 様 に お願 い をす

る」 こ とが あ る と述 べ て い る。また 他 に ，「易 や 占

い」 も信 じて い る 。       (佐藤 由美 子)

事例19

[1.フ ェイス]

33歳 女性 東京都在住 大卒 既婚 専業主婦

夫(短 大教員)と2人 ぐらし

[II.自 己]

 現在の社会については， 「ある面では， 技術が

日常生活を快適にし，豊かだ」 と感 じてい る。し

かし，「個人は，国が豊かなほど豊かではない」

し，「技術的発展のか げで置き忘れられているも

ののあることを感 じ」てもいる。例えぽ，「自然破

壊や社会の中での個人の力のはかなさ」には，反

発や苛立ちを感 じている。

 大切なことは， 「自由に発言， 行動できる社会

環境であること」 と 「遊び と生きがいのある仕事



を両 立 させ る こ と」。

 ま た，「こ う した 豊 か な 現 状 も60歳 まで は続 か

な いだ ろ う」 と考 え て い る。そ して ，「理 想 を言}

ば き りが な い が ，60歳 ぐ らい ま で は，今 の 生 活 の

レベ ルを 落 と さず ， 現 状 維 持 で 生 活 しな が ら， 自

然 を大 切 に してい きた い 」 と考 え て い る 。

 自分 の生 活 に 関 し て は ， 「どち らか とい え ば不

満 足 」 で あ る 。1年 前 まで働 い て い た外 資 系 企 業

をや め て 「専業 主 婦 に な って し ま った こ と」 や 家

の狭 い こ とが そ の理 由 で あ る。 「外 で働 き 自分 の

実 力 を再 び発 揮 し た い 」 「広 く快 適 な家 に 引越 し

た い 」 とい うのが ， 希 望 で あ る 。

 当 人 は ，7年 前 に1度 転職 を経 験 し，1年 前 に

専業 主 婦 とな っ た 。転 職 に つ い ては ， 当 人 が そ の

成 功 例 で あ り， 肯 定 的 見 解 だ が ， 社 会 的 に 「デ ィ

メ リ ッ トも多 い」 と述 べ て い る 。

[III.プ ライマリー]

 家庭は生活の中心であ り，心のよりどころであ

るが，縛：られているとい う感も強い。

 結婚 ・同棲 ・性的関係については，基本的に個

人に任せ，周 りがとやか く言 うべきではないとい

う立場。「結婚した方が 今の社会では良いと思う

が，別に結婚しな くてもよい」。「同棲，夫婦別姓

など，男女関係の選択肢を増やす方向に社会が動

くこと」を希望している。しか し現状はそうはな

っておらず， 自分の結婚 も， 「その方が社会的に

面倒 くさくないと思った」から。

 結婚 と仕事の関係については，「子供 が 出来 た

ら，仕事を軽減す るほ うが よい」とい う立場。

「現実には，育児によって一時的にせ よ仕事をや

めたら，条件はひどく悪 くなる。子供のそばにい

た方がよいことは分かっているが，仕事を完全に

あきらめて専業主婦になる覚悟がないなら，無理

をしてでも仕事を続けるしかない」。

 寝たきり老人や末期癌の患者については，身近

に家庭看護がどんなに大変か分かる事例があった

ので， 「自治体や国，諸施設の福祉的な施策に期

待したい」。

 癌告知については， 「身辺整理 のこともあるの

で， 自分は知らせてほしいが，近親者 につ い て

は，性格 ・年齢などを考え合わせて，ケース ・バ
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イ ・ヶ 一 スで 」 と考 え て い る 。

[IV.セ カ ンダ リー]

 親 戚 や 近 隣 と の付 き合 い 方 は ， 「親 が 年 を取 っ

て く る に つ れ て ， 付 き合 い を 深 くして い く方 向

に ， 考 え 方 が 変 化 して きて い る 。そ れ で も， あ ま

りべ た べ た した 付 き合 い は 好 まな い 」。

 日本 は ， 「嫌 な 国 だ と思 う こ と もあ るが ， 全 体

的 に は の ん きで ， い い 国 だ と思 う」。

 天 皇 制 は 「絶 対 無 く さな くて は な らな い」 とは

思 わ な い が ， 「無 け れ ば 無 い 方 が よい 」。

[V.超 越者]

 臓器の提供 と移植，尊厳死，脳死については肯

定的。ただ し，これらの問題が複雑に絡み合 うと

難 しそうに思う。産み分けについては反対。

 自分の墓については， 「これからの時代， お墓

に拘っていてもしかたがない」とい う立場。

 「絶対的なものとしての神があっても構 わ ない

と思 うし，倫理的な教則としての聖書や教典の存

在も否定 しない。奇跡も存在してほしいし，霊的

な存在を感 じることもある」。

 しかし，あまり宗教とか信仰にはこだわってい

ないようだ。          (伊藤隆一)

事例20

[1.フ ェイス]

34歳 女性 東京都在住 大卒 専業主婦 夫，

子供(長 女6歳 ，次女3歳)の4人 家族

【II.自 己]

 現在は便利で快適な世の中であると，社会に対

しては肯定的で あ る。そ して今の生活には満足

し，計画性 のあ る生活 を心がけているようであ

る◎

 社会への積極的な問題意識はないようだが，自

然破壊を代表とす る環境問題にはかな り関心が強

いようであり，2dで 主婦の リサイクル運動が行

政を動かした例をあげ，「個人が 変われば社会 も

変わるのではないか」と述べている。また，自然

好きで自然の中での生活を志向している。
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 被面接者は結婚前および第1子 妊娠まで仕事に

就いていた経験があるが，もともとキ ャリア志向

ではないためか，本面接においても 「仕事」に関

す る反応は少なかった。現時点では 「仕事=主 婦

業だ とするならば，さっさと片付けてそれ以外の

生活を楽 しみたい」とい う表現で被面接者の仕事

観が述べられたにとどまっている。ただし，子供

からやや手が 離れつつあ り，「なにかをしてみた

い」とい う気持ちが強くなってきているようであ

る。

[III.プ ラ イ マ リ.o]

 結 婚 を し子 供 をつ く り家 庭 を 維 持 す る こ とは ご

く自然 な こ とで あ り， 家 族 ・家 庭 ・子 供 は最 も大

切 な存 在 で あ る。 結 婚 観 ・家 庭 観 は 保 守 的 で あ

り， 同 棲 に は否 定 的 で あ る 。

 老 後 に 関 しては ，10aで 「ど んな に 大 変 で も，

同 居 して 面 倒 を み る」 を 選 択 してい る 。 「世 話 に

な った親 だ か ら面 倒 は み た い が ， 自分 一 人 で背 負

うので は な く， デ イ ・サ ー ビス を は じめ とす る公

共 サ ー ビス を利 用 した い」 と述 べ る と同時 に 「も

っ と国 は福 祉 に お金 を使 っ てほ しい 」 と力 説 して

い る。11の 寝 た き り老 人 に つ い て も同 様 の意 見

で あ る。

[IV.セ カンダ リー]

 親戚 ・近所付き合い とも 「(相手が)ど うい う

人かによるので一概には決められない」としてい

るが， 子供同士の付き合いの関係上， 「近所の人

とは相手にかかわらず気軽に話し合える間柄にな

る必要がある」(2)と 述べ，子供尊重の近所付き

合いが窺われる。また，大切な人付き合い(4)は

対象となる人間関係が 限られているので， 「近所

の人」と 「学校時代の友人」にならざるを得ない

ようである。

 天皇制については，「(天皇制は)こ こまで続い

たのだから日本文化の古代から伝わっているもの

を残すためには必要だ」とい う意見である。

[V.超 越 者]

 信 じて い る もの(7)と して 「あ って 欲 しい とい

う期 待 を込 め て “あ の世 ， 来世 ”」 を あ げ て い る

が，被面接者自身とくに信心の対象 とす るものは

持っていないようである。

 また，厂産み分け」には否定的であるが，「臓器

移植」や 「尊厳死」にはおおむね肯定的である。

 被面接老は 「神秘的なものや事象」に大いに興

味を持っているが，今回の宗教 ・信仰 という面接

項 目の範囲ではこれに関 してほとんど語 られなか

った。また，被面接者が力を込めて語った環境問

題への関心は 「自然破壊が もた らす，子供への悪

影響への不安」が契機 となっているようであ り，

子供思い の母親の一つの典型 とも言え るで あろ

う。また，本来から自然生活志向であり，「だから

現在の地(東 京都だが郊外の緑の多い所)に 住ん

でいる」と述べている。     (川島 真)

事例21

[1.フ ェイス]

37歳 女性 東京都在住 大卒 専業主婦 失と

子供2名(息 子 と娘)と4人 暮 し

[II.自 己]

 社会に対す る質問に対して，「今の社会が豊：か

だとは思わない」を選択している。被面接者が特

に心配しているのは子供たちを取 り囲む社会環境

で，子供たちの心の豊かさを育てることができな

い社会を豊かだ とは言えないと思っている。「こ

ういう環境で育つ子供たちが どんな大人になるか

と考えただけでも恐ろしくなる」 と述べている。

 一番大切なものには 「命」をあげている。これ

は言い換えれば被面接者の 「死を考えるだけでこ

わ くなる」とい う気持ちと表裏一体の もの であ

る。特に自分の親の高齢化と病気に直面している

ことと，子供を生んだことで命の尊さを改めて感

じたとい うコメン トからも 「命」をあげた理由が

窺われる。

 仕事 とそれ 以外の生活のあ り方に対 しては，

「仕事 より家庭や趣味に生きがいを求 めた い」を

選択 している。大学卒業から結婚まで働いていた

が， 「もう仕事はしたくない。家にいる気楽な生

活の方がいい」とつけ加えている。最近子供に手
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が か か らな くな っ て きた ので ， 独 身 の 頃 の よ うに

コ ンサ ー トな どに も 出か け る よ うに な った そ うで

あ る 。

[III.プ ライマリー]

 結婚に関しては， 「一般的には」 とつけ加えて

「しいて結婚する必要はない」を選択してい る。

自分にとっては結婚は当然す るものであったそ う

だが，現在の多様化 した生き方を冷静に受けとめ

ていて否定はしていない。けれども一方で同棲は

否定 している。

 仕事と育児に関 しては 「両立はとても私にはで

きない」と述べている。

 自分の老後に関 して は， 「施設に入いって子供

に迷惑をかけたくない」と述べている。また自分

の親の世話に対 しては，その他として 「親の意見

を尊重 しつつ，弟との話 し合いで決める」と答え

ている。そして 「自分の老後の事にしろ，親の事

に しろ，その時の親子の経済状態にかな り影響 さ

れるのではないか」とつけ加えている。

 末期 ガン患者の介護のし方 として は， 「家と結

びついたホスピスを充実 させてほ しい」と述べて

いる。

[V.超 越 者]

 「命 」 を 一 番 大 切 な もの に あげ て い る 被 面 接 者

ら し く， 「脳 死」 に関 して の コメ ン トが 多 か った 。

「現 在 の医 学 の脳 死 の判 定 に は 疑 問 が 残 る の で ，

も っ と科 学 的 に 立 証 して も らい た い 。実 験 材 料 と

して の脳 死 とそ れ に よ る臓 器 提 供 な らば 断わ る」

とか な り強 い 口調 で述 べ て い る 。

 産 み 分 け につ い て は 「現 在 の医 学 は た だ の産 み

分 け 以上 に 進 ん で い る と思 うが ， や は りこ うい う

こ とは 自然 に まか せ るの が 一 番 い い 」 とつ け 加 え

て い る 。

 最 後 に 「宗 教 とい わ れ る と困 るが ， 自分 の 中 の

想 い と して 神 ， 仏 ， あ の世 ， 来 世 ， 奇 跡 とい う も

の を 信 じて い る」 と述 べ て い る。 (神木直 子)

事例22

[1。 フェイス]

42歳 女性 岩手県生れ ・在住 高卒 生命保険

セールスウーマン 夫(自 営業)と 子供3人(い

ずれ も社会人 ・長男既婚，孫1人)

[IV.セ カンダリー1

 親戚とのつき合いに関しては，「夫の親戚 とは
一応気軽に行き来できる程度の付き合いにしたい

が，自分の親戚 とはもっと深 く何かにつけ相談 し

た り助け合った りす る付き合いがいい」と述べて

い る。被面接者の親のそばで暮 らしているので，

「どうしても自分の方の親や親戚 との つ き合いが

多くなる」ともつけ加えている。

 学校時代の友人をとても大切にしていることは

話からよくわかる。学校時代の同窓会やサークル

のOB会 などにはできるだけ出席 しているし，ま

た，特に親 しい友人たちとは自分から会 う機会を

つ くった りしてつき合いを大切に しているそ うで

ある6

 天皇制については， 「現状を認め る」 というこ

とで，「よいとも悪い ともいえない」としている。

[II.自 己]

 睡眠と仕事h'々 の生活。いまの生活か ら抜け出

したいと転職 も考えるが実行はしない。父母がみ

たら嘆 くであろう状態で，葛藤 も多いが仕事に深

み も感 じている。いろいろなことにぶつかってい

って，成長するのも面白くするのも自分自身。仕

事のことなら意見で争 うのも必要 と考えている。

 い まの生活は? と問われ れ ば 「満足 してい

る」が，まだまだ自分 として努力する余地がある

と思 う。 「仕事をしながら生活の充実， 楽 しみを

実現させてゆきたい」。 社会の豊かさは 「質的に

は豊かだと思わない」 し， 「物的豊かさもそう長

くは続かない」と思 う。

 「要領 よくふるまうほうが得」 と思 うが， 自分

としては反発を感 じるし，社会が複雑になっても

「個人の努力はむ くわれる」 と思 うし， 自分とし

ては野心 も持ちたい と思 う。

 不安は経済面。お金が欲 しい。
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 リラ ッ クスな 気 分 は 一 人 お 茶 。雨 の 日の音 楽 を

聞 き なが らの窓 外 へ の ボ ソ ヤ リ。

[111.プ ライマリー]

 口数少なくしゃべる前にゲンコッが飛ぶ父，し

かし優 しい。良妻賢母型の専業主婦で通 した几張

[1iな母。やっぱ りいつまでも良い妹と弟。

 いまは 「大事な家族は夫 と子供3人(次 男は別

居)と 長男の嫁 ・孫」しあわせを望む。「家庭は生

活の中心であ り，心のよりどころ」 「家族は一番

大切 な 人間関係」 な のに 自分は仕事hhで 悪い

妻，不出来な母。家の人は勝手な住人と思ってい

よう。子育てにも失敗，子供たちには悪いことを

したと思っている。専業主婦の母親の考えが自分

にもどこか残っていて苛む。

 男女関係はお互い の愛が中心。婚前交渉 を肯

定。自分の子供についても容認 している。

 好きな相手でも縛 られるのはいや，む しろ同棲

の方が良い。しいて結婚す る必要はないと，今で

は考えている。

 「子供の出産は自然にまかせるべき」で，「出生

したら，女性は仕事をやめ育児に専念する方がよ

い」 「家事， 育児については夫は助ける程度で仕

方ない」。両親の老後については，「どんなに大変

でも同居して面倒をみたい」 が， 「自分自身はで

きるだけ一人になってもがんばる」つも り。いわ

ゆる老人問題は 「あくまで子供が世話すべきと思

う」が，たまに疲れたときなど預けられる公共機

関の施設は是非とも必要 と思 う。

[IV.セ カンダリー]

 親戚は同一地方にいるが，普段はご無沙汰。し

かし，「一応気軽に行き来できる程度のつき合い」

をし，何かのときはお世話にな ります。

 近所づきあいは，仕事を持って行った り来た り

お茶も飲まないが近所は近所。「一応気軽に話 し

合えるつき合い」。

 職場では仕事に直接関係す る範囲内でのつき合

いとしたいが，仕事中心の現在の生活では職場の

同僚とのつき合いは大切。

 友だちは友達。背後にその人の家族があ り，人

情があ り，生活がある。

 日本は自由で物に恵まれ平和な国。人間に表現

力がプラスされれば最高だが，まあまあ日本に生

まれて良かったと思っている。

 天皇制はわからない。生まれたときからそこに

あ り，あた り前と思っていた。深 く考えたことは

ない。

[V.超 越者]

 産み分けに関 しては，「自然の ままが良いと思

うが，今の時代ではやむを得ない」ことと思 う。

 臓器提供は 「積極的に したい」が，心臓移植は

「あまり望ましいことと思わない」。やは り今の時

代ではやむを得ないことと思 う。

 尊厳死については賛成。「霊魂は死ん で も残る

と思 う」。自分の骨は太平洋に まいて欲しいが，

そのお金がためられるか疑問。

 無宗教でなにも信 じないが，自分は一度途中ま

で死の世界へ行って戻って来た，そのうち行きた

くなる時が来 るのではないか。  (向井恒夫)

事例23

[1.フ ェイ ス]

42歳 女 性 東 京 都 在 住 パ ー トタ イ ム 夫(カ

メ ラマ ン)と 中学 生 ， 高 校 生 の子 供2人 の4人 家

族

[II.自 己]

 今の社会に対す る感 じとして 「こんな豊かな生

活は長 くは続かない」を選択 している。科学技術

の発展により便利になったという意見に対 しては

「複雑になって住みに くくなった」と感じている。

社会の巨大化に対 しては，「個人の力で社会を変

xて いくことはできない」 という意見には 「そ う

は思わない」を選択 し，社会の仕組みや世間を大

事にす る生活をしたいと思っている。

 科学技術や自然破壊の問題 に は， 「多少不便で

も，人間は自然の中で大地に根 ざした生活をする

方がよい」，また環境汚染の問題には，「生活のレ

ベルを落としても，快適さを犠牲にしても， 自然

を大切にしなければいけない」を選択 している。



また ， 「この ま ま じ ゃいけ ない 。 一 人 一 人 が 自覚

して， 環 境 問 題 を 考 え た い 」 と危機 感 を持 っ て い

る よ うだ 。

 一・番 大 切 と思 うもの に 「家 族 」 を挙 げ て い る。

仕 事 に 関 して は 「仕事 に もそ れ 以外 の生 活 に も 同

じ くらい の 力 を 入 れ る」 を選 択 し， ど ち ら も大 切

とい う考 え で あ り，転 職 に つ い て は 「職 場 や 仕 事

内容 が 適 さな け れ ば ，転 職 を考 え る」 と積 極 的 で

あ る。

[III.プ ラ イ マ リー]

 婚 前 交 渉 に 関 して は肯 定 してい るが ， 同 棲 に は

否 定 的 で， 正 式 に 結 婚 す べ きだ と考 え て お り，結

婚 に つ い て は 「い ろい ろ考 え る と結 婚 した方 が よ

い と思 う」 を 選 択 してい る 。子 供 に 関 して は ， 自

然 に まか せ ， 育 児 の 時 は … 時 仕事 を 止 め ，子 供 に

手 が か か らな くな った ら再 開す るのが よい と考 え

て い る 。 家 事 ・育 児 に 関 して は ， 「主 に 妻 が お こ

ない 夫 が 助 け る のが よい」 を選 択 して い る。

 家 庭 の意 味 に つ い て は ， 「生 活 の中 心 ， 心 の よ

りど ころ 」 を選 択 し， 家 族 が 一一番 大 切 な 人 間 関 係

で あ る と考 え て い る。 離 婚 に 関 して は， 「愛 情 が

失 わ れ た ら，離 婚 す べ きだ 」 を 選 択 して い る 。

 老 後 の問 題 に 関 しては ， 両 親 が 自分 で 身 の 回 り

の こ とが 出来 な くな った 場 合 ， 「そ の 他」 と して

「兄 弟 で 話 し合 って順 番 に面 倒 み る よ うに した い 」

と述 べ てい る 。寝 た き り老 人 の世 話 は 「収 入 の半

分 以 上 が 税 金 に と られ る よ うに な って も， 自治 体

や 国 が 行 うよ うに す べ きだ 」 と考 え て い る。 しか

し・ こ の問 題 は 現 実 問題 と して は難 しい と感 じて

い る 。 「状 況 が 今 は まだ な っ て いな い か ら， きれ

い ご とで い られ るか も知 れ な いが ， そ の場 に な っ

て み る と ど うな るかわ か らな い と思 う。想 像 を 絶

す る ものが あ る と人 か ら聞 い て い る。」 と述 べ て

い る。

 また，自分の老後は夫に先立たれても，できる

だけ一人で頑張るつもりである。

 癌の告知に関しては，家族 の一員がなった場

合は 「本人には言わない」が，自分の時は 「どち

らともいえない」を選択 し，でも 「自分はいやか

なと思うけど，まだわからない」と述べている。

末期ガンの患者の介護に関 しては 「高額の税金を
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払 って も， ホ ス ピスな どの施 設 を増 や す の が よ

い」 を選 択 してい る 。

[IV.セ カ ンダ リー]

 親 戚 との付 き合 い は 厂一・応 気 軽 に 行 き来 で き る

程 度 の付 き合 い 」 を 選 択 して い る。

 一・番 大 切 な 付 き合 い は 「学 校 時 代 の 友 人」 で あ

り， 近 所 の 人 とは 「一一応 気 軽 に 話 し合 え る付 き合

い 」， 職 場 の 同僚 とは 「仕 事 に直 接 関 係 す る範 囲

で の付 き合 い 」 を選 択 して い る。

 日本 に つ い て は 「ま あ 日本 に生 まれ て よか った

と思 う」を 選 択 し，天 皇制 は 「あ った ほ うが よい」

を 選 択 して い る。

[V.超 越者]

 産み分けに関 しては，生命を人為的に操作する
のはよくない」と反対である。

 臓器提供に?い ては 「死後の世界で困るから。
か たわ だ と い じめ られ る と子 供 の時 聞 い た か ら」

とい う理 由で 「あ ま りそ うした くな い」 を選 択 し

てい る 。

 臓器移植についても 「そこまで人為的に手を加
えるべきではない」 と消極的である。

 尊厳死に関しても，「生命を人為的にもてあそ
ぶのはよくない」を選択 し，人間の生命に関 して

は自然に任せ る姿勢が強いと思われる。

 死後に関しては，「死んでも霊魂は残 ると思う」
を選 択 して い る。 自分 の死 後 は お 骨 を ど う して貰

い た いか につ い て は， 「ビル の 中 に作 られ た墓 地 」

や 「ロ ッカ ー型 のお 墓 」 で よい を 選 択 して い る
。

しか し， 「仏 壇 の 中 に骨 壷 を 入 れ てお い て欲 しい
。

い つ もみ ん な の そ ば に い た い 」 とい う気 持 ちが あ

る 。

 宗教や信仰では 「神 ・仏 ・あの世，来世」を信
じている。           (鈴木典子)

事例24

[1.フ ェ イ ス]

44歳 女性 東京都在住 パー トタイム 夫(会

社員)と 中学生，高校生の子供2人 の4人 家族
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[II.自 己]

 今の社会に対す る感じとして 「今の社会が豊か

だとは思わない」を選択 している。科学技術の発

展により便利になったという意見に対 しては 「複

雑になって住みにくくなった」 と感 じている。社

会の巨大化に対 しては，個人の力で社会を変えて

い くことは無理だと考えているが，社会の仕組み

や世間を大事にす る生活をしたいと思っている。

 科学技術や自然破壊の問題 には， 「多少不便で

も，人間は自然の中で大地に根ざした生活をする

方が よい」，また環境汚染の問題には，「生活の レ

ベルを落 としても，快適さを犠牲に しても，自然

を大切にしなけれぽいけない」を選択 している。

 一番大切 と思 うものに 「家族」を挙げている。

仕事に関 しては 「仕事にもそれ以外の生活にも同

じくらいの力を入れる」を選択 し，どちらも大切

とい う考えである。

【III.プ ライマリー]

 婚前交渉に関しては肯定しているが，同棲には

否定的で，正式に結婚すべきだと考えている。し

か し，結婚は必ずしも唯一の選択ではなく，強い

て結婚しな くてもよいと思っている。子供に関 し

ては， 自然 に まかせ，育児の時は一時仕事をや

め，子供に手がかからなくなったら再開するのが

よいと考えている。

 家庭の意味については， 「生活の中心， 心のよ

りどころ」を選択 し，家族が一一番大切な人間関係

であると考えてお り，離婚の危機にも 「結婚継続

の為に最大限の努力をす べ きだ」を選択 してい

る。

 老後の問題に関 しては，両親が自分で身の回 り

のことが出来なくなった場合， 「その他」 として

「心要に応じて兄弟み ん なで助け合った り，ヘル

パーを頼んで面倒みる」と述べている。寝たきり

老人の世話は 「どんなに大変でも子供が世話すべ

きだ」と思 うが 「収入の半分以上が税金にとられ

るようになっても，自治体や国が行 うようにすべ

きだ」とい う考えもあり，まとめると 「子供が面

倒みるべきとは思 うが，状況によっては特別養護

ホームなどに入ってもらっても止むを得ない」と

述べている。

 癌の告知に関しては，家族の一員がなった場合

は 「本人には言わない」が，自分の時は 「どちら

ともいえない」を選択 し，でも 「自分はいやかな

と思うけど，まだわからない」と述べている。末

期ガンの患者の介護に関 しては 「高額の税金を払

っても，ホスピスなどの施設を増やすのがよい」

と考え，行政に対する期待が窺われる。

 また，老後は夫に先立たれても，できるだけ一

人で頑張るつもりである。

[IV.セ カンダリー]

 親戚との付き合いは 「一応気軽に行き来できる

程度の付き合い」を望んでお り，親戚 とのつき合

いは一一番大切な付 き合い として選択 してい る。

 近所の人 とは 「一応気軽に話し合 え る付き合

い」を望み，職場の同僚とは 「仕事が終わってか

らも話し合った り，遊んだ りす る付き合い」を選

択している。

、日本については 「なにかにつけ日本に生まれて

よかったと思う」を選択 し，天皇制は 「あったほ

うがよい」を選択 している。

[V.超 越者1

 産み分けに関 して は， 「生命を人為的に操作す

るのはよくない」 と消極的であるが，臓器提供に

ついては積極的であり，「他の人の役に立 つ な ら

ば，そうしたい」と思ってお り，臓器移植につい

ても 「それで命が救われるのであれぽ，取 り替え

た らよい」を選択 している。

 尊厳死に関 しては，延命措置をしないで欲しい

と考えている。実際に尊厳死協会に入ってお り，

本人の意志で人間らしい生を終わらせることに賛

成である。

 死後に関 しては，「死んでも霊魂は残ると思 う」

を選択 している。自分の死後はお骨を 「太平洋に

まいてほしい」を選択しているが，その後，骨の

かけらを子供たちに指輪やペンダントにして身に

つけて欲しいと述べている。

 宗教や 信仰で は 「神 ・仏 ・あの世，来世 ・奇

跡 ・お守 りやおふだなどの力」を信 じている。

                (鈴木典子)



事例25

[1.フ ェイス]

49歳 女性 栃木県在住 短大卒 専業主婦 夫

と2人 暮らし。子供2人 は，就職，大学在学のた

め別居。

[II.自 己]

 便利で快適な世の中になった現在，その生活に

対して 「どちらかと言えば，満足 している」が，

同時に，「こんな豊かな生活は長 くは続か な いだ

ろう」 と考えている。今の生活を充実させること

と，計画を立てて生活することと，どちらが大切

かと言 う問に対して，「現在 までは計画的にやっ

てきたが，これからは今の生活を充実させ ること

が大事だ」 と考えている。r生 活 というのは他人

に依存す る生き方をす るようになったら，すなわ

ち，年老いて自分でやれなくなったときは，便利

なことも複雑で住みに くいと思 うようになるかも

しれないので，考え方は大きく変わるのではない

か。今は，その中間点にいて色々考えられるので

はないか」 と言 う。状況の変化によって考えは変

わ らざるを得ないことを強調 した。

 また， 「多少不便でも， 自然に根ざした生活を

する方がよいと頭では考えているが，実生活では

生活のレベルを落として迄そ う出来るかどうか自

信がない」 とい う。「社会生活の本当の豊：かさや

老後の困難な問題を解決す るのには，社会の仕組

みが変わらなけれぽ難しい」と，本質的な社会変

革の必要性を感じているが，個人の力は余 りにも

小さいことも認識 している。

 今一番大事 と考えているのは 「自分と家族の健

康」である。独立 しつつある子ども達への想いで

あ り，老後を現実の問題として考える年齢になっ

てきたといえる。

 転職の是非は 「年齢によって考え方は全 く違っ

たものとなるだろ う」 と考}て いる。被面接者自

身は家族の状況に合わせて，2，3の 職場経験があ

る。

一 面 接 の結 果 一一一一 163

[III.プ ライマ リー]

 男女関係については，一般的意見 として，同棲

や婚前交渉を否定していない。結婚については，

色h考 えると結婚 した方が良いのであって，是非

す べ きとは考えない。育児 と仕事に関 しては，

「子どもが出来た場合， 一時休職するか， 仕事を

軽減す る方が よい」 と考えて い るが，基本的に

は， 「主たる収入を得る人が外で働き， そ うでな

い人が家事育児を担 うことが よい」 と考えてい

る。男女の役割分担を第一とは しないのである。

 「家庭 は生活の中心であ り， 家族は一番大切な

人間関係である」 と答えているが， 「このことは

いろいろと発展的に考えられる程，家族 と言 う問

題 は，変わ りつつあるテーマ，重大 な問題であ

る」と考えている。

 老後の問題では 「社会の仕組みが変わること，

例え，税負担が大きくなっても，行政がさまざま

な内容 施設等を用意すべきである。そ して，そ

れ らを利用 したい」と考ax.ている。癌対策につい

ても同様の考えが必要である。癌の告知について

は， 「自分の場合は知 らせてほしくないが， 他者

の場合は，元気なときに聞いておく方がよい」 と

考えている。

[IV.セ カンダリー]

 親戚や近所の人とは，気軽につき合xる 程度，

職場では仕事の範囲で付き合 うのが よいと考えて

いる。 しかし， 「最終的には親戚が一番大事な人

間関係になる」 と考える。

 日本に生まれたことを良かったと感 じ，天皇制

も，現在の形態が好ましいと考xて いる。

[V.超 越者]

 「科学 が発達 してきたので，臓器提供はやむを

えない状況なのだろ うが，自分が提供者になるこ

とは余 り望まない。又男女の生み分け等の生命の

人為的操作は良 くない」 と考えている。尊厳死に

ついては積極的に賛意を示 して い る。「本人の意

志で人間らしい生を終ることは尊重されるべきこ

とである。」

 死後 の世界については， 「余 り考えたことがな
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く， 墓 に つ い て も，残 った人 の好 き な よ うに して

ほ しい 。死 後 まで ， 自分 の 意 志 を表 した くな い」

とい う。

 現 在 ， 特 定 の宗 教 に 入 って は い な い が ，神 や仏

を信 ず る心 は 持 っ てい る 。 又 ， 「聖 書 や教 典 の教

え は人 と して生 き る道 を 説 い た もの 」 と して大 事

に して い る 。          (増野 信 子)

事例26

[1.フ ェイ ス]

53歳 女性 栃 木 県 在 住 高 卒 会 社 員 妹 ，

娘 ， 息 子 の4人 暮 し。 娘一一・人 は留 学 中 。 夫 は14

年 前 に 死 別 。

[II.自 己]

 高 校 卒 業 後 就 職 したが ，結 婚 と同時 に：専業 主 婦

とな った 。3人 の 子 供 を も うけ た が 第1子12歳

の時 ，夫 は病 死 した 。再 び 会 社 員 とな っ て家 計 を

支 え る。そ の間 ，父母 を も看 病 し，看 取 って い る。

現 在 ，2人 の子 供 は社 会 人 とな り， 少 しは 自分 の

事 を考 え られ る よ うに な っ て き た とい う。 こ の よ

うな生 活 経 験 の 中か ら一 番 大 切 な こ とは 「信 じる

こ と」 で あ る とい う。家 族 の一 人 一 人 の未 来 を 信

じ， さま ざま な 困難 の中 で 明 日を信 じて頑 張 って

き た とい う体 験 を 通 して生 まれ た 言 葉 で あ る 。

 生 活 の レベ ルを 落 と してで も， 自然 を 大 切 に し

た い と思 う考 え を根 本 に 持 っ て い る が ， 反 面 ，

「病 気 や 高 齢 譖 を考 え た 時 は， 便 利 さは 絶 対 の必

要 」 とも考 え る 。 巨大 化 し， 複 雑 に な った 社 会 の

中 で 「佃 人 の力 は あ ま りに も小 さい 」 と考 え ，要

領 のわ るい生 き方 を して い る 自分 に 気 づ い て い る

が ， 要 領 よ く生 き る こ とに は 反 発 を 感 じて い る。

全 体 的 に 社 会 に 対 して ， また ， 人 に 対 して も誠 実

で 暖 か い 意 見 と態 度 を 持 って い る。

[III.プ ライ マ リー]

 自 ら 「古 い 意 見 だ と思 うが」 と前 置 ぎ して ， 同

棲 は 否 定 して い る 。結 婚 そ の もの に つ い て は 必ず

しも結 婚 す べ き とは 考 え て い な い 。 「よ い 出会 い

が あ れ ば した ほ うが よい 」 と考 え て い る 。 「結 婚

後 ， 愛 情 が 失 わ れ て も時 間 を か け て 努 力 して い く

方 が 良 い 」 とい う意 見 を 持 って い る。 また ， 子 供

の有 無 に つ い て は 自然 で あ る こ とを大 事 に して い

る 。家 族 につ い ては ，「他 者 の 目か らみ れ ば ，家 族

の た め に 全 て を 犠 牲 に して きた とみ られ るが ， 本

人 は そ れ は 当 然 の 事 で そ れ 以 外 は考 え られ なか っ

た 」 と云 う。 「そ の状 況 の 中 で根 気 よ く愛 情 を も

って 家 族 を 守 り育 て て きた 。」 家 庭 は ま さに 「生

活 の中 心 で あ り，心 の よ りど ころ」 で あ る 。

 両 親 は 既 に な い が ，体 験 的 に も，老 い て 自分 の

事 が 出 来 な くな った 時 は ， 「他 者 の 力 を借 りなが

ら同 居 す るの が よい 」と して い る 。しか し，「自分

の 老 後 は で き るだ け一 人 で頑 張 りた い」 と考 え て

い る。

 癌 に 関 して は ， そ の病 気 の性 質 上 ， ホ ス ピスな

どの施 設 に委 ね る方 が よい と考 え て い る 。

[IV.セ カ ン ダ リー]

 大 切 な人 付 き あ い は ， 「全 て を大 切 に してい る

の で ， 一 つ の 対 象 を 選 ぶ の は難 しい」 とい うが ，

「現 在 は 友 達 が 一 番 大 切 か も知 れ な い 」 と言 う。

自 ら もそ うで あ る よ うに各hの 立 場 で ， 相 手 か ら

の親 しい付 き合 い， 支 えを 十 分 受 け て生 活 して い

る。

 「日本 の 国 に 生 まれ た こ とを 良 か った 」 と 云 っ

て い るが ，「現 在 の 日本 の状 態 は，本 当 に ，精 神 的

物 質 的 に豊 か な のだ ろ うか ， 便 利 で快 適 で あ る と

同時 に複 雑 で住 み に くい状 況 で も あ る ので は な い

か」 と考 え て い る 。

 天 皇 制 に は関 心 を示 さな い 。 こ の年 齢 ，環 境 か

ら考 え て無 関 心 と云 うのは 珍 しい が ， 現 在 の 生 活

に と っ て， 直 接 関 係 のな い こ と の よ うに 感 じて い

るか らで あ ろ う。

[V.超 越者]

 科学的に可能になったとはいえ，生命の人為的

操作には反対している。臓器提供には， 「そのこ

とによって命が救えるのならぽ」 と，身内を病気

で失った体験から，そのおもいを語 っている。尊

厳死を認めることには賛成であ る。「脳死状態や

末期癌の状態などの情報に接す る時，本人及び家

族のためにも，：尊厳死は支持されて良い」 と考え



ている。

 祖先の墓を守る立場にあることと関連してか，

死後は祖先の墓にはいることは当然の事として望

んでいる。「死後の世界については分か らない」

と述べている。

 宗教 とか信仰に関 しては 「何も信 じていない」

を選択している。「信仰は持っていないし，また，

日常あま り宗教について考えなかった。しか し，

夫の病気等困難の多い時期に，親戚の勧めで半ば

強制的に新興宗教の門をくぐったことがある。こ

のような時期には，奇跡が起こらないかと思った

り先祖の霊に祈った りしている自分に気づ くこと

があった」とい う。そして，「お守 りやお札を持つ

ことで少し力づけられるような気が した」 とい

う。              (増野信子)

事例27

[1.フ ェイス1

57歳 女性 埼玉県在住 高卒 専業主婦 夫

(定年退職後，再就職)と2人 暮 し 子供2名

(既婚)と は別居

[II.自 己]

 社会変革に関す る質問に対 して，「個人の力で

社会を変えて行 くことができないとは思わない」

を選択 している。前回の参議院選挙の投票率の低

さを批判 し，「一人一人の力で社会を変 え て行 く

ことはできる。みんなもっと目を覚まして関心を

もつべきだ」 とコメントしている。被面接者の政

治 ・経済に対する関心は，同年代の女性と比べる

と高い。これは，被面接者の父親が地方議会の議

員であった影響とも考えられる。

 被面接者に重い持病はないが，年齢的に体力の

衰Yを 感 じてお り，一潘 大切なものに 「健康」を

あげている。 「この年になっては腰が痛く， もし

農業 をや れ と言われてもできない」 とい う理由

で，「人工的 で も便利で快適な生活ができる方が

よいJと 回答 している。反面，機械には弱 く，操

作に戸惑 うようだ。
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[III.プ ラ イ マ リー]

 婚 前 交渉 や 同棲 に関 して は必 ず しも否 定 的 で は

な い が ， 社会 的 な信 翔 を得 る意 味 で も結 婚 が 必 要

で あ る と考 え て い る。 ま た ，家 事 ・育 児に つ い て

は ， 男性 の協 力 も得 て， 女 性 が 中心 とな っ て行 な

うべ きだ と考 え て い る。特 に 育 児 に 関 して は ，「小

学校 に あ が る まで は ，母 親 が ち ゃん とみ て あげ た

ほ うが 良 い 」 と述 べ て い る。

 家 庭 の 意 味 に つ い て は ， 「生 活 の中 心 ， 心 の よ

りど ころ 」 を 選 択 して お り， 「くつ ろ ぐと こ ろで

あ る」 と述 べ て い る。 ま た ，家 族 は 「一 番 大 切 な

人 間 関 係 」 と して い るが ， 一・方 ，専 業 主 婦 だ っ た

自分 を 振 り返 って ， 「自分 を 犠 牲 に して き た こ と

もあ る」 と述 べ て い る。

 「両 親 が 身 の回 りの こ とを で きな くな った ら」

とい う質 問 に つ い て は ， 実 体験 と して 「兄弟 が 多

い の で お 互 い に 分 担 して や りく りした 」 と述 べ て

い る 。寝 た き り老 人 の世 話 に つ い て は ， 「そ の他 」

と して ，「老 後 資 金 を た め て お き，施 設 を 捜 す 」 と

い う回 答 を して い る 。

 家 族 に 対 す る ガ ンの 告 知 に つ い て は ， 「ケー

ス ・バ イ ・ケ ー ス」 を 選 択 して い るが ， 自分 に つ

い ては ， 「い ろ い ろ整 理 す る ものが あ る」 と述 べ ，

告 知 を 望 んで い る 。 また ， 「無 駄 な延 命 措 置 は お

こな わ な い で ほ しい 」 と も述 べ て い る 。

 ま た， 老 後 は 子 供 の世 話 に な る気 は な く， 夫 に

先 立 た れ て も， で き る限 り一・人 で 暮 す と考 え て い

る 。実 際 に 被 面 接 者 の実 姉 が そ う して い る 。

[IV.セ カ ンダ リー]

 親 戚 付 き合 いに つ い ては ， 「物 理 的 に離 れ て い

る の で， 実 際 は そ んな に 行 き来 で きな い 」 と述 べ

て い るが ， 一 番 大 切 な 人 間 関 係 だ と して い る 。近

所 との付 き合 い は 「あい さつ 程 度 の最 低 限 の 付 き

合 い」 を 選 択 して い る 。 た だ し， 「人 に よ って は

“気 軽 に 話 し合 え る” の つ きあ い を して い る」 と

述 べ て い る 。

 日本 につ い て は， 「ヨー ロ ッパ な ど の 民 族 ・宗

教 問題 な ど を見 る と， 単 … 民族 で よ か った と 思

う」 と述 べ て い る 。

 ま た ，天 皇(制)に つ い て は ，「日本 の象 徴 ・代
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表 と して な い と不 便 」 と述 べ て い る。

[V.超 越 者 】

 産 み 分 け に 関 し て は， 「男 女 のバ ラ ン スが くず

れ る」 と して消 極 的 で あ るが ， 臓 器{疋供 に 関 して

は， 「あ げ て もい い な … と思 う こ と もあ る」 と述

べ てい る 。一方 ，尊 厳 死 に は か な り賛成 し て お

り，「寝 た き りに な った り，ボ ケて しま った ら，生

きて い て も し ょうが な い」 と考}て い る 。

 自分 の死 後 に つ い ては ， 祖 先 の墓 に 入 る こ とを

望 ん で い るが ， 「祖先 の 墓 と言 っ て も九 州 な ので ，

こち ら(関 東)に 買 わ な け れ ば な らな い」 と述 べ

て い る 。

 宗教は何も信じていないが， 「それでも， 神社

やお墓に行 くと，幸せ ・健康などお祈 りする」と

述べている。          (齋：藤律子)

事例28

【1.フ ェイス]

61歳 女性 横浜市在住 高専卒 小学校教師を

定年退職 夫と次男と3人 暮 し(長 男は独立)

[II.自 己]

 今の社会に対す る質問に対 して 「今の社会は豊

かだ とは思わない」 を選択 し， 「日本の社会は今

曲が り角に来ていて，豊かさのほんとうの意味が

わからな くなってきているのでは」と疑問を投げ

かけている。 また， 「今の社会は確かに便利で快

適になったところもあるので，自分 もおいていか

れないようにしなくてはと思う」とつけ加えてい

る。さらに，個人の力で社会を変えることができ

るかとい う質問には 「資本主義の社会では大 きい

力のあるものが勝つしくみになっているが，それ

でも個人に力がないとは思いたくない」 と答えて

いる。

 科学技術 と自然破壊の問題に対 しては 「生活 レ

ベルを落としても自然に根ざした生活の方がよい

と思 うが，現実に都会に住んでいてそ う思っても

実際にそ うするかは疑問である」 と述べ， さらに

「科学技術の発展が 即素晴 らしいという生活の図

式ができあが りすぎている」と批判もしている。

教師を定年退職しても社会の情報には常にアンテ

ナをは り，心の若さと社会を見 る目を失いた くな

いという被面接者の姿勢が上述のどのコメントか

らも窺われ る。

 一番大切な ものとしては 「資源を大切にするこ

と」をあげている。被面接者を一・番不安にす るう

は自然破壊だそ うで，山登 りやハイキングを趣味

にし自然と接す ることが多いことも影響 している

と思われる。

[III.プ ラ イ マ リー]

 結 婚 前 の性 的 ま じわ り， 同 棲 ， 結 婚 に 関 して は

「古 い の か な …」 と言 い な が ら保 守 的 回 答 を して

い る 。一 方 で ， 被 面 接 者 の 家庭 は年 齢 に もかか わ

らず 夫 が 家 事 に 非 常 に協 力 的 で あ っ た そ うで 「家

事 ・育 児 は 夫 と妻 と同等 に お こな うのが よ い」 を

選択 して い る。

 家 族 とは とい う質 問 に は 「家 族 のた め に個 人 の

生 活 を犠 牲 に して も よい 」 を 選 択 し， 「で ぎれ ば

自分 の意 志 に か か わ りな く犠 牲 に され る と言 い換

え た い 」 とつ け 加 え て い る。

 両親 の 老 後 の世 話 に 関 して は ， 「そ の他 」 と し

て 「ケー ス ・バ イ ・ケ ー ス」 と してい る 。そ して

自分 の老 後 に 関 しては 「1人 に な って もで き るだ

け 自力 で が ん ば り， そ れ が で きな くな った ら施 設

に 入 る」 と述 べ て い る。 寝 た き り老 人 の世 話 に 関

して は 「本 人 の 意 志 も考 え るべ き だが ， ど ち らか

とい うと 自治 体 や 国が 行 う よ うにす べ き」 と述 べ

て い る。

[IV.セ カ ンダ リー]

 近 所 や 職 場 の人 との つ きあ い に 関 し て は ， 「最

低 限 の もの で す ませ た い」 を選 択 して い る一・方 で

自分 の 兄 弟 姉 妹 や趣 味 の仲 間 とのつ き あ い は とて

も大 切 に して い るそ うで あ る。

 天 皇 制 に つ い ては ， 「む ず か しい 問題 で い い と

も悪 い と もい え な い が ， 為 政 者 の 盾 に 使 わ れ る こ

とは 恐 れ る」 と述 べ て い る 。

[V.超 越 者]

 男 女産 み 分 け に関 し て は， 「望 ま し くな いが ，
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やむを得ない」を選択 している。脳死による臓器

提供には 「役に立つなら喜んでそ うしたい」 を，

尊厳死には 「生命を人為的にもてあそぶのはよく

ない」 を選択 しているが， 「死に関してはまだ切

実感がない」 ともらしている。

 最後に 「宗教や信仰といった堅苦しいものでな

く，神や仏，お守 りやおふだの力を信じたいと思

う時がある」 と述べている。   (神木直子)

4.考 察

 面接結果については個'々の事例をよまれるのが

一番であ り，更に付言することもないが，気付い

た点をいくつか箇条書き風にメモすることにしよ

う。

(a)年 齢的に若い層には理念的な回答が多いよ

うな気がす る。具体的にいえぽ，例えぽ，寝たき

り老人の世話について “どんなに大変でも子供が

世話をす るべきだ”という答が多い。これは，恐

らく心情としてはその通 りであろう。併 し，その

大変さの現実感が希薄だから答えられるのではな

いか?

(b)こ の点を窺わせるものを反対の方向から見

せているのが 主婦層であろう。職業別に みた場

合，他のグループに比べて明らかに低 い。これ

は，現実に看護す るのは主婦の可能性が高 く，そ

れがどんなに大変かを肌で知っているからであろ

う。

(c)そ の他に比較的共通 してみられたものとし

ては “生み分け”はよくない。自然の摂理に反す

るとい うもので，臓器移植，尊厳死など他の生命

倫理に関す る回答 と異 っていた。手術などの人工

を加える見かけの大きさよりも “人間がその生命

を恣意的に操作す る”という態度に反対 したもの

と思われる。

(d)家 事については夫 も妻 と同等に行 うのがよ

いとい う意見が多かったのは今後の家庭のあり方

に影響を与えていくであろう。

(e)面 接の事例について全体に レベルが高い印

象を受けた方 も居られると思う。これは，自分の

意見をもち，それを表現できるためには或 る程度

以上の レベルが必要なため，結果 としてそうなっ

たものである。勿論，凡ての被調査者のレベルが

この程度とい う訳ではない。併 し，代表的事例 と

してあげると，こうなるし，それでよいのではな

いかと考えている。
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 この調査を始めるに当っては基本的な調査の骨

格を措定する必要があった。併し，実際に本調査

を施行するまでには，い くつか修正すべき箇所 も

でてきた。又，第1回 調査を了えた現在，時の経

過も踏まえ更に見直しが必要になった。

 これ らの点を検討することが今後の継続的な調

査の前提 となると思われる。

 以下，それらを一応，形式的な面と内容的な面

に別けて整理 してみよう。

(3)

(4)

とになって しまった。

そ のため， 多少抵抗感が あったにも拘ら

ず，フェイスで個人の収入，家族の収入を

非常に細かいクラス分けで訊いたのは好ま

しくなかった。

質問紙は各調査地域の調査協力者に依頼す

るとい う方法をとった。併 し，調査は質問

紙のみ，3本 立，謝礼の有無など複雑なた

めインス トラクションが非常に繁雑になっ

てしまった。

1.形 式 的 な面

2.内 容 的 な面

(1)予 算，調査に携るメンバーなどから，全国

   規模の層化抽出は無理があるため調査地域

   を凡そ，東 日本に限定 した。併 し，調査方

   法 としては一一応 “面接が主，質問紙が従”

   とい うのが当初の考xで あった。併 し，そ

   の後，予算の問題その他でこの比率を逆転

  せざるを得な くなった。

(2)調 査は，勿論，原則無記名であったが一部

   の人には“質問紙 ・SCT・ 面接”と3本 立

   のため，又，謝礼のテレホンカー ドを送る

  ためなどの理由で結果 として記名と同じこ

 内容的にはいくつかの視点があった。その一つ

は歴史的視点である。

 敗戦により，戦前の封建制度，家制度は崩壊 し

た。その結果，旧来の思想，道徳規範，価値観も

打撃を受けた。そ して，アメリカ的民主々義の導

入 となった。更に，戦後の混乱期を経て，機械文

明の急速な発達，第1次 産業から第2次 産業，第

3次 産業への人口のシフ ト。その結果 としての人

口の大都市集中。高度成長，高学歴化，核家族化。

そこからくる家族，家庭，社会などに対する意識
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感 覚 の変 化 。

 こ の よ う な潮 流 を追 った ，1953～'78， 同 じ く
'73～'88に 亘 る国 民 性 の研 究 ，NHKの 意 識 調 査

を半 分 引 き継 い だ形 で， 更 に ， 今 後4半 世 紀 の変

化 を追 い 「生 活 観 の 構 造 と変 容 」 を 見 よ うとい う

のが 一一点 で あ る。

 併 し， この場 合 ， 過 去 との 継 続 を 重 視 す るか ，

今 後 ，25年 の推 移 に重 点 を お くか で ， 項 目の 構

成 ， 質 閥 内容 は変 っ て くる。

 あ る程 度 ， 継 続 を意 識 し， 現 状 を 考 えれ ば ， 余

りラデ ィカル な質 問 は 遠 慮 せ ざ る をxな い 。 併

し，10年 ，20年 先 を考xれ ば 是 非 入 れ て お きた

い 。 この よ うな デ ィ レ ソマの 中 で， 敢 えて 「註 」

つ き とい う邪 道 を犯 して 「生 命 倫 理 が らみ」 の 質

問項 目を入 れ た こ とはNo.22の 「あ とが き」 で

も述 べ た 。

 そ の結 果 ， 一 方 では 過 去 。一 一 具 体 的 に は 「結

婚 」 「家 事」 「育 児 」 そ の 他 プ ライ マ リー ・グル ー

プ のい くつ か の 項 目。 厂職 業 」 「親 戚 」 「近 所 つ き

合 い」 な ど， セ カ ンダ リー ・グル ー プの い くつ

か 。 「宗教 」 な ど超 越 者 に 関す る項 目にNHKの

調査項目を入れた。

 このような視点から今回の調査結果を検討して

みると，丁度，今日的な質問のようであった。即

ち，年令，学歴，職業，地域差がかな り鮮明に認

められた。

 具体的には，学歴が高い層，被雇用者層が多様

化指向，変化 に受容的だ とい うことである。一

方，自営業，地方の方がより家族指向，伝統指向

が強いとい うことである。

 今後，高学歴化，被雇用者化が一層進むであろ

うことを考えると，第2回 調査ではある程度の修

正を施した方がよいかもしれない。

 逆に，未来先取的な質問はもう少し現在形 とし

てきいてもよいかもしれない。

 具体的にい うと，例えば 「家族」「生命倫理」

厂天皇制」などに対する質問が被調査者 に与える

刺激の強さを考えたために，却って中途半端な項

目になってしまったなどの点である。

 これ らの問題を考えると，第2回 調査はかな り

抜本的な検討をする必要があるのではないか と思

われ る。


